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　第十章　「十分間の鏖殺・その二〈上〉」







　時間は10分戻もどって、13時40分。

　ピトフーイ達が大量の敵をまんまと谷間へおびき寄せることに成功し、皆みな殺ごろしへのカウントダウンが始まった、まさにそのとき。

「スキャン、見るよ！」

　一度転んで全身土つち埃ぼこりだらけのピンクのチビ──、レンと、

「がってんよ！」

　もう一人のチビ──、マルチカム迷めい彩さいのシャツとショートパンツに、緑色のベストを着て、両りよう腕うでにグレネード・ランチャーを抱えたフカ次じ郎ろうは、巨きよ大だいドームの縁ふちにいました。

　直径約２キロ、高さ数百メートルの巨大ドームは、近づくともう山にしか見えません。

　つなぎ目が一切ない謎なぞの材質の白い壁かべが、緩ゆるやかな弧こを描えがいて、赤みがかった鼠ねずみ色いろの空へと伸のびています。

　１００メートルおきくらいに扉とびらのようなものが見えますので、中には入れるのでしょう。入れるけど出られない、なんてことがないことを祈いのるばかり。

　13時30分のスキャンを駅で見てから、10分間の移動でここまでやってきました。その間、敵との接せつ触しよくはありませんでした。

　ドームの近くには、芝しば生ふが枯かれて消えたような柔やわらかい土が広がるだけ。

　見晴らしはよく、現在近くに敵は見えませんが、レンとフカ次郎は警けい戒かいを怠おこたりません。ドームの脇わきで、逆方向を向いてべったりと伏ふせました。サテライト・スキャン端たん末まつを目の前に置いて、スイッチを入れます。

　ＳＪ２、四回目のスキャンの開始です。

　それは北から始まって、ぐいぐいと南下していきました。

　二人は生き残りチームの光点に触ふれて、名前を確かめていきます。強敵であるＭＭＴＭは、ドームの北東の丘きゆう陵りよう地帯でまだ生きています。さすがは優勝候補。

　やがてドームの上を通り過ぎて、レンは知りました。

「ぐう……」

　ドームの円の北西。北を上に、ちょうど10時の位置に自分達がいます。

　真南、６時の位置にボスが率いる新体操部チーム、ＳＨＩＮＣがいます。

　そして、

「なんでこんなに……」

　ドームの中に、ほぼ中央に、なんとさらに三チームがいます。

　レンが端たん末まつ画面に触ふれてみると、どれも名前を知らない連中です。その間かん隔かくは、３００から６００メートルくらい。これはＳＪとしてはかなり近く、距きよ離りだけを考えれば十分戦せん闘とう可能ですが、今闘たたかっているかまでは分かりません。

「ぐあっ！　邪じや魔まだあ！」

　レンは叫さけんでいました。ピトフーイにたどり着くには、このドームを突っ切るのが一番早いというのに、よりにもよって中に三チームもいるとは。

「今回は、〝ラッキー・ガール〟返上かな、こりゃ……」

　再び弱気な言葉が出て、

「これこれ。ダメじゃぞ。日本語には〝言こと霊だま〟というものがあってじゃのう、口に出すとそうなってしまうのじゃよ」

　フカ次じ郎ろうに諭さとされました。

　地図南東では、七つの光点の位置は10分前とまったく変わっていません。そして、ピトフーイ達もまた、それまでとほとんど変わらない位置にいました。

　リーダーを麓ふもとに残して、残りのメンバーが一団となって山に入っていることは想像に難かたくなく──、

　ピトさんエムさん、どうかご武運を！

　レンは心の中で祈いのりました。自分が殺すまで、どうか死なないでくださいと。

「あれから退場チーム、一つも増えてないね。残存十七だね。西の外れと北東に少しいるだけで、ドームのチーム以外に、接せつ触しよくできそうな敵はナシ！」

　スキャン終了と共に、フカ次郎が言いました。

「あ──、ありがと」

　レンはピトフーイに気を取られていたので、カウントを忘れていました。とても助かりました。

　その場に伏ふせたまま、

「…………」

　レンは考えます。この先の進しん撃げきルートをどうするか。考えながら、フカ次郎に伝えていきます。

「ピトさんにたどり着くためには、ドームを突っ切るのが間ま違ちがいなく一番早いけど、中には敵が三チームもいる……」

「だねえ」

「ドームを迂う回かいすると、距離が長い。しかも、北回りだとＭＭＴＭって強敵とぶつかる可能性が高い。南回りだと、ＳＨＩＮＣとぶつかる」

「だねえ」

「フカ……、今からでも背中に翼つばさ生えない？　わたしをぶら下げて、ドームの上を飛んでくれない？」

「無理だねえ。私は、妖よう精せいであることを止やめたのよ」

「じゃあ、三つのルートの中から、どれかを選ぶしかないのか……」

「まあ待て。まだ決めるのは早いよ、レン。何はともあれ、ドームの中がどうなってるか、しっかり見てみようぜ。全すべてはそこからだ」

　フカ次じ郎ろうの言葉に、レンはハッとして顔を上げました。

「そっか……。そうだね。ありがとう」

　起き上がってドアに向けて走り出したレンを、

「〝まったくお前は、俺おれがいないと全然ダメなんだから〟──、って男に言わせる女は、モテるぜ」

　フカ次郎がスキップで追いました。







　13時40分のスキャン後に行動を悩なやんでいたのは、

「むう……」

　咲さきが動かすエヴァこと、ボスも同じでした。

　チームは巨きよ大だいドームの南側で、一つの入り口の前で、周囲を警けい戒かいしつつ待機していました。そして見たスキャンで状じよう況きようを知って、

「さあて、どうしたものか……」

　ゴツいお下げの女が渋しぶい顔をして、大地にどっかりとでっかいお尻しりを下ろし、ぶっとい腕うでを組んでいました。

「ボスが悩むなんて珍めずらしい」

　20メートルほど離はなれた位置で、ドラグノフ狙そ撃げき銃じゆうのスコープで周囲を見回している金きん髪ぱつ美女のアンナが言って、

「でも格好いい。隣となりに日本酒の一いつ升しよう瓶びんとか置いたら似合いそう！　サムライ！」

　同じくスナイパーの黒くろ髪かみ、トーマが、双そう眼がん鏡きようからずらした視線をちらりと向けて、そんな感想を漏もらしました。

「ま、どんな決断でもついて行きますよー」

　防ぼう御ぎよ円えん陣じんの反対側で、ビゾンを構えたまま周囲警戒中の銀髪キツネ目娘、ターニャも続きます。

「うむ。正直に話そう。ドームに入るか否いなか、悩んでる」

「その心は？」

　チーム一番のずんぐりむっくり体型、まるで女ドワーフのソフィーが訊たずねました。彼女は、ＰＫＭマシンガンを伏ふく射しやで構えている肝きもっ玉母さん、ローザの脇わきで、今もサポートに回っています。

　ボスの声が、通信アイテムで皆みなの耳に届きます。

「ドームに入れば、中でウロウロしてる三チームを同時に相手することになるやもしれぬ」

「ふむふむ」

　ソフィーが相あい槌づちを打ちました。

　部長（ボス＝咲さき）と副部長（ソフィー＝カナ）の二人が真しん剣けんに話すときは、他のメンバーは黙だまってそれを聞きます。それが、リアルでもヴァーチャルでも、新体操部の掟おきて。

「もしレン達かＭＭＴＭが、または両方がドームに入ってきていたら、次の10分、20分でかなりの乱戦になるだろう。もちろん勝つが、こちらも少なからぬダメージを受けるかもしれぬ」

「確かにね。レンも、あの男達も強いからね」

「しかし、勝負を逃にげるのは性しように合わん。ここ20分以上、何も撃うってないしな」

「確かに。体が冷えちゃうよね」

「だが懸け念ねんがある。レン達が、ドームに入らず迂う回かいした場合だ。北回りなら接せつ触しよくはできず、勝負はしばらくお預け。南回りなら、願ったり叶かなったりの真っ向勝負だが──」

「それも、私達がドームに一度入っちゃうと、その先10分は接触不可能、ってことだよね」

「そうだ。しかも、ドームの中があんな──」

　ボスは苦々しい口調で言いかけて、途と中ちゆうで止めました。

「ええい！　ウダウダ考えるのは時間の無む駄だだ！　我らは戦士だ！　敵を求めて中に入るぞ！」

　悩なやんでいたのは数十秒。ボスは、闘たたかうことを決断しました。

「行くぞお嬢じよう様さま方がた！　──初のジャングル戦だ！」







　ドームのだいたい反対側で、アマゾネス集団が〝ウラララララァ！〟の叫さけび声を上げているとき、

「な、なんだこりゃあああ！」

「うっひゃああああああー！」

　レンとフカ次じ郎ろうは、驚おどろき声を上げていました。それは甲かん高だかく音量も大きく、周囲に敵がいたら聞こえていたかもしれません。

　そこは、ドームの中。

　横開きの、やたらに軽く開いたドアをくぐって、ドームの構造体を貫つらぬく歩行者用の長いトンネルを抜ぬけると、

「ジャングルだ……！」「ジャングルだ……！」

　そこは南国でした。

　先ほどまでの寒々しく色のない世界とは打って変わって、緑の溢あふれる世界。人の背丈ほどの草が乱雑に隙すき間まなく生えて、地面がほとんど見えません。

　ところどころに、高さ20メートルはある巨きよ木ぼくがうねうねと生えて、その太い幹にはびっしりとコケが生えています。枝にはこれでもかと葉っぱが茂しげり、空を隠かくす傘かさになります。

　そしてその空は、なんと蒼あお空ぞらでした。

　ドームの中なので多分天井であり、〝そう見せているだけ〟なのでしょうが、まるで本当の空のよう。これまで何十時間もプレイしたレンですが、ＧＧＯ世界で青空を見たのは、間ま違ちがいなくこれが初めてです。ここには、失われた地球の自然が残っているのです。

「はー……」

　目を丸くするレンの脇わきで、

「こりゃあスゴい！　ドームの中だけ別世界だね！　いいねえ！　温室かねえ？　自然パークかねえ？　なんだろうねえ？」

　フカ次じ郎ろうは実に楽しそう。自然豊かなフィールドが特とく徴ちようの、古巣のＡＬＯを懐なつかしんでいるのでしょうか。

　広がる風景は実に楽しいのですが──、目を奪うばわれてばかりもいられませんでした。レンは、すぐにでも決めなければなりません。

　中央に敵が三チームもいるこのジャングルを、最短でも２キロを突つっ切るか、それとも、外を回るか。

　悩なやめば悩むだけ、貴重な時間が過ぎていきます。もうそんなロスは、そしてミスはもうしません。

「決めた！」

「お？　何を？」

　自分で提案しておいて聞いてくる、それがフカ次郎という女の生き方です。

「だー、〝ドーム内を見て、突っ切るか迂う回かいかを決めれば？〟って言ったのはフカじゃない！」

「お！　そう、それ重要！」

「このジャングルを、突っ切るよ！　三チームがいるとはいえ、見晴らしのいい外を走るよりはまだ一いち撃げき死しの可能性は少ないし」

　レンは言いながら左手でウィンドウ操作。ストレージから、緑の迷めい彩さいポンチョを取り出しました。

　空中に実体化したそれを、潜もぐり込むように頭から被かぶりました。レンの足首までスッポリ包まれて、ピンクは靴くつしか見えなくなります。

「レンが消えた！　ど、どこだっ？」

　３メートル隣となりでわざとらしく首を振ふるフカ次郎に、

「大だい丈じよう夫ぶ。わたしはここにいるよ」

　レンは優しく話しかけました。

「お、いた。──でもそれ、離はなれると本当に見えなくなるから、あんまり先に行かれるとマジで怖こわいよ？」

「そう。でもそれは、敵も同じ。仲間とはぐれると、簡単に再会できないかもしれない」

　もしドーム中が全すべてこんなジャングルなら、視界はひどい場合で５メートルもなく、最大でも50メートルといったところでしょう。外とは比べものにならないほどの視界の悪さです。

　となると、広い場所のように、マシンガンや狙そ撃げき銃じゆうがサポートして仲間が攻こう撃げき、などといったコンビネーションはまず使えません。あの三チームも、さぞかし苦労していることでしょう。

「でも、見えなくても弾たまは飛んでくるからね」

　レンの言う通り、厄やつ介かいなことに、茂しげった草など銃じゆう弾だんは平気で貫つらぬいてきます。

　ジャングルとは、身を隠かくす場所は多くても、しっかりと弾を防げる安全な場所は少ないという、極めて特異な戦場なのです。

「そっか。マシンガンを水平で乱射されたら、弾は飛んでくるのか。こえーな。ただ、ラインは見えるんだよね」

「でも、だからこそ、この場をはぐれないで抜ぬける策を思いついた。そして敵と遭そう遇ぐうしても、戦える方法を。もし上手うまくいけば……、きっと上手くいく！」

「お？　どんなどんな？」

　通信アイテムがあるのにわざわざ耳を寄せてきたフカ次じ郎ろうに、レンはわざわざ口を近づけて自分のアイデアを伝えました。

　聞いたフカ次郎が、目をパチクリさせたあと、

「ひゃっほう！　いいねそれ！　面白そう！」

　お小こ遣づかいをもらった子供のような声を上げました。そして、

「でも……、レンが危険だよ？」

　子供を心配する親の顔で訊たずねました。

　レンは、初めて一人暮らしをする子供のような顔で答えます。

「分かってる」




　　　　　　　　　　＊　　　　　＊　　　　　＊




　３分ほど時間は戻もどって、13時40分のスキャン直前のこと。

　ドーム内のジャングルで、

「くっそー！　酷ひでえ場所だ！」

　悪態をつく男が一人いました。

　ドームの中にいる三チームの一つのメンバーで、灰色のグラデーションを重ねた迷めい彩さい服ふくに、同じ迷めい彩さいのヘルメット。胸むねには、頑がん丈じようそうなプロテクター。

　それらは、チームでお揃そろいの装備です。コンクリートジャングルの都市部では役に立ちそうな迷彩ですが、本物のジャングルの中では、逆に結構目立っていました。

　男は、乱暴に生い茂しげるシダ植物の中で、愛あい銃じゆうの《ＺＢ２６》マシンガンを両手にしゃがみ込んでいました。

　これはチェコスロバキア製の機関銃で、その名の通り１９２６年に作られたという、実に一世紀前の武器。その性能の良さ、故障の少なさから傑けつ作さく機関銃として名を知られ、ＧＧＯ内では〝最も安いが、性能にまったく不足はない超オススメマシンガン〟として流通しています。

「みんなどこよ？　本当に近くにいる？」

　通信アイテムで仲間に話しかけると、

「いるよ。立ち上がれば分かるよ。安心しろよ」

　答えはちゃんと返ってきます。しかし、しゃがんだ目線から見えるのは目の前にある緑の草木ばかり。自分一人がこの場にポツンと取り残されたような、不気味な恐おそろしさがあります。

「〝緑の地じ獄ごく〟だな、こりゃ……」

　ドームに入って以来、行けども行けどもジャングルジャングル。

　ずっと平へい坦たんで景色がまったく変わらないのと、歩きにくいので進んだ距きよ離りの目安も立てられないことで、もはや自分達がどこにいるのかさっぱり分かりません。

　視界も悪く現在位置も失った今、うかつに歩き回るのは危険と判断して、チームは停止しました。連射でやられないように、メンバー同士が距離を取って、次のスキャンを待っているのです。

　念願の時間が近くなって、リーダーから指示が。

「よし、そろそろスキャンだ。みんな、こっそり見ろよ」

　男も指示通り、サテライト・スキャン端たん末まつを腿もものポケットから取り出して点てん灯とう。そして、スキャンの結果を見ました。

　そして、青ざめました。

「て、ててててて……」

　端末画面の中で、自分の位置が分かりました。ドームのほぼ中央。ジャングルを１キロ進んでいたのです。心理的にはもっと進んだ気がするので、〝彷徨さまよった〟の間ま違ちがいかもしれませんが。

　そして、敵の位置も分かりました。なんとも恐ろしいことに、自分達の光点から、わずか数百メートルという近距離。しかも、二チームに挟はさまれているではないですか。

「て、敵だ！　近くにいるぞ！」

「バカ大声を出すな！」

　仲間から、そんな大声が返ってきました。

「どーすんだよ？　リーダー？」

「どーする、って言われてもよ……。ちょ、敵、近すぎだろクソ、マジヤバイ」

　うわずった声からするに、リーダーも平常心ではない様子で、

　ああ、こりゃ、ダメ、かな……。

　ＺＢ２６を持つ男に、諦あきらめムードが漂ただよいました。

　面白そうだからって、こんなドームに入るべきじゃなかった。

　ＧＧＯでは珍めずらしいからって、こんなジャングルに足を踏ふみ入れるべきではなかった。

　誰だれも引き受けたがらないからって、リーダーをじゃんけんで決めるべきではなかった。

　いろいろな反省が頭をよぎります。

「撃うつなー！　撃つなー！　みんな、撃つなー！」

　とうとう、幻げん聴ちようまで聞こえてきました。

　それは通信アイテム経由ではない、小さな声でした。敵がそんなことを言うわけがありませんので、幻聴に違ちがいありません。

「話がある！　そこにいるチーム！　話がある！　撃たないでくれ！」

　幻聴が、どんどん大きくハッキリとなっていきます。

「いいな！　撃たないでくれよ！　こっちは武装を一度解いた！　頼たのむぜ！」

　とうとう普ふ通つうに聞こえるようになって、

「みんな、俺おれはもうダメだ。幻聴が聞こえだした。ゲームをやりすぎたかもしれない。先に落ちるわ」

　男は左手を振ふってウィンドウを出して、ログアウトボタンを探して、

『第二回スクワッド・ジャムの大会実行中です。再びＧＧＯにログインしても、大会には戻もどれません。本当にログアウトしますか？』

　そのＹｅｓボタンを、

「バカ止やめろ！」

　慌あわてて駆かけつけてきた仲間が腕うでを摑つかんで止めてくれなければ、あと３センチで押おすところでした。







　ジャングルの一カ所に、十八人が集まっていました。

「このドーム内は、考えつく限り最悪のフィールドだ。みんなも思っていると思うが、入ったのは間違いだった……」

　一人の男の声を、十七人が聞いていました。

　その十八人は、三つに分けられます。

　灰色迷めい彩さいのチーム。赤と茶が混在する、紅葉の時期だけは目立たなくなりそうな迷彩服のチーム。そして、服がバラバラすぎて統一感がゼロのチーム。

　赤茶迷めい彩さい服ふくを着て《ＡＣ─５５６Ｆ》アサルト・ライフルを背負った男は、演説を続けます。

「しかもさっきのスキャンで、このドームの周囲には、前回優勝者のＬＦ、準優勝のＳＨＩＮＣ、三位のＭＭＴＭがいることが分かった。当然、アイツらは入ってくるだろう。近場のチームから叩たたくのが、バトルロイヤルのセオリーだからだ」

　男は、当然レンのＳＪ２参加理由など知りませんので、一いつ般ぱん論ろんで語ります。

「だから、俺おれ達三チームが組んで迎むかえ撃うつ！　マップ南東では七チームが組んでいる。俺達がやってはいけない道理はないだろ？　前回俺のチームは、漁夫の利狙ねらいで一チームを倒たおしたんだが、直後に同じように倒された。そして思った。ＳＪは、共きよう闘とうして生き残るべきなんだ！　むしろ、〝他のチームといかに連れん携けいを図るか？〟が、このゲームの醍だい醐ご味みなんだ！」

　前回ＳＪで、航空自衛隊チームに爆ばく死しさせられた男の言葉には、熱が籠こもっていました。

「こうして、発はつ砲ぽうせずに近づいたのも、戦闘なしで合流できたのも何かの縁えんだ！　手を組もう！　そして、優勝候補を全部やっつけようじゃないか！」

　演説が終わって、２秒後。

「はい先生、しつもーん！」

　上下を黒い戦闘服で固め、お腹なかの前に細長いポーチをいくつも取り付けたキャラクターが、手を上げて言いました。

「おう！　なんだい？　そこのイケメン君！」

　赤茶迷彩チームのリーダーは、ノリノリで答えました。

　確かに恐おそろしく顔の整った、美形アバターの質問者は、

「イケメン君は止やめてくださいよ。俺の名は〝クラレンス〟です、リーダーさん。みんなは〝クラ〟って呼びますが」

　まずは名前を答えました。

　顔だけでなく、声まで美形でした。

　男性アイドル歌手になってファンの女の子をキャーキャー言わせるＶＲゲームで、大だい活かつ躍やくしそうなキャラクターでした。

　もっとも、そのゲームにコンバートしたときに、こんなイケメンアバターである保証はないのですが。

「クラ君ね！　質問をどうぞ！」

　クラレンスは、サラリと問います。

「あなたの言う通り全すべてが上手うまくいって、他の優勝候補を全部やっつけたとしましょう。するとその瞬しゆん間かんから、血みどろの戦いが再スタート、ってことでいいですか？　つまり具体的に言うと、一瞬前まで隣となりにいた男のケツの穴に銃じゆう身しんをグリグリと深々と突つっ込んで撃うってもいいわけですよね？」

　うわあ。何言うかなコイツ……。

　発言こそありませんでしたが、そこにいた男達が全員ドン引くのが、雰ふん囲い気きで分かりました。

　ＧＧＯにせよ他のＶＲゲームにせよ、他キャラクターを残ざん酷こくな方法で殺すことに快感を覚えているプレイヤーはたくさんいます。

　もちろんゲームの中ですから、強ければ別に構わないのですが──、

　〝それにしたって、人としてどうよ？〟と周囲に思われた人が好まれないのは事実。

　服装がバラバラのクラレンスのチームメンバーですら、関わり合いになりたくなさそうな顔をして黙だまっています。

　質問された赤茶迷めい彩さい服ふくチームのリーダーが、答えなければならないので答えます。

「キミはハンサムだが、若じやつ干かん性格に問題がありそうだな……。だが、それはグッドクエスチョンだ。みんなも知りたいだろうからな」

「すると？　ケツ撃うちオッケー？」

「俺おれは〝ノー〟と答えたい。組んだ味方以外を全ぜん滅めつさせたら、次のスキャンまでは手出しをしないという紳しん士し協定をここで提案する。もちろん、次のスキャンがすぐ近ければ──、例えば３分以内だったら、次の次のスキャンまでとかだ。どうかな？　みんな」

　問われた紳士達は、

「いいでしょう」

「異論ナシ」

「自分も賛成。その方がいい」

「３分は妥だ当とうなとこだな。脇わき目めもふらずに逃にげれば、射程外に出られる」

　口々に賛同しました。反対者はゼロでした。

「どうかね？　クラ君」

　顔を向けられたクラレンスは、おどけた様子で肩かたをすくめて、

「りょーかい。まあ、俺は〝紳士〟じゃないですが、殺し合いはいつでもできますから、それでオッケーです。お答え、ありがとうございました」

「よし！　では、ここにいる十八人は仲間だ！　ひとまず、このジャングルで生き残ることを目指そう！　襲おそい来る強力な敵を、数の力で倒たおす！」

　力強く言った男に、

「でも……、具体的にはどんな作戦が？　俺達、チーム内の連れん携けいはそれなりに研究してるけど、他チームとの連動なんて無理よ？」

　灰色迷彩のチームから、挙手と質問。そうだな、と他のメンバー達も同意しました。

　同じチームの仲間となら、誰だれが機き関かん銃じゆうで弾だん幕まくを張るとか、誰がその隙すきに裏に回り込むとか、役目がハッキリしています。しかし、今日会ったばかりのキャラクターと息の合った作戦行動は、かなり難しいでしょう。

　別の一人が続いて手を上げて、

「それに、この視界の悪さだ。正直、仲間同士すら連れん携けいが難しい状じよう況きようだ。そのへん、どうするか考えて連合部隊を作ったのか？」

　それもまたもっともな質問で、全員の視線が赤茶迷めい彩さいの男に集中しました。

　待ってました！　と言わんばかりに、彼はにやけました。

「ああ！　アイデアが、一つある。前回のＳＪで俺おれ達がやられた手を、今度はこっちが使ってやろうと思う。なあ、みんな──」

　注目を浴びながら、男は問いかけます。

「視界が悪くても相手の行動が分かる要因って、なんだと思う？」




　　　　　　　　　　＊　　　　　＊　　　　　＊




　13時43分。

　ジャングルの中を進む、ちっこい緑のお化けがいました。

　迷彩ポンチョを被かぶったレンです。小こ柄がらなレンが中ちゆう腰ごしで進むと、その体はほとんど草に隠かくれてしまい、迷彩の効果もあってほとんど見えません。カサカサと小さな葉は擦ずれの音を立てるのが聞こえるだけ。

　まるで、床ゆかが見えないほど散らかった部屋の中で、〝ゴ〟から始まる名前も出したくない虫が動いているよう。

「１００メートル進んだ。周囲に敵の気配なし」

　レンの声がフカ次じ郎ろうに飛んで、

「了解。追いかけるね。ガイド、よろしく」

　フカ次郎からの返事。

　そしてレンは、意外な行動に出ました。

　来た道をサッと振ふり返ると、ポンチョの下でＰ９０を肩かたで構えて、引き金に指を触ふれたのです。その狙ねらいは、フカ次郎の方。

　まるで、ジャングルの向こうにいるフカ次郎を敵として狙うような動きでした。バレット・サークルが、レンの目に映りました。

「よし、見えたよ！」

　フカ次郎からはそんな返事。

　そして数十秒後、ジャングルの中を駆かけ抜ぬけて、彼女がレンにも見える場所まで、間ま違ちがえることなくやって来ました。

「じゃ、次はわたし」

　レンは保持していたＰ９０を下ろすと、踵きびすを返しました。同時に、今度はフカ次郎が、ＭＧＬ─１４０の狙いをつけました。銃じゆう口こう、いえ砲ほう口こうをレンに向けて、引き金に指を触れさせました。

　そして発生したバレット・ラインが、赤く真まっ直すぐな放物線になって、ジャングルの草の上を延びていきました。

「見えた。行くよ」

　レンは、背中から伸びるラインを見上げながら、走り出しました。

　バレット・ラインは、弾たまが威い力りよくを保って飛んでくる場所であれば、障害物を貫つらぬいてきます。

　〝草だらけのジャングルなら、弾は貫いていくからラインは見えるはずだ。お互たがいがバレット・ラインを照射し合えば、はぐれないように、なおかつ真っ直ぐ進むことができる！〟

　それが、レンの思いつきでした。先に進むレンは危険ですが、それは承しよう知ちの上。試しにやってみたこの移動方法は、予想通り上手うまくいきました。

　二人はそれを何度も何度も繰くり返して、ジャングルの中をぐいぐいと進んでいきました。

　そして、13時44分。

　フカ次じ郎ろうがレンに追いついて、その10メートルくらい後ろで、再びラインを発生させようとしたときでした。

　銃じゆう声せいが聞こえました。




「伏ふせて！」

「あいよ！」

　レンとフカ次郎が、ジャングルの柔やわらかな土に突つっ伏ぷして、突とつ然ぜん始まった銃声を聞きます。

　たたたたたたたたん、という、小こ太だい鼓この連打のような５．５６ミリクラスの乾かわいた連射音と、どどどどどどど、という７．６２ミリらしき重い発射音。さらに、拳けん銃じゆう弾だんを使うサブマシンガンでしょう、たらららららららららら、というキツツキのような速いリズムが混じります。

　その銃火はジャングルに隠かくされて見えませんが、

「左前。だいたい、２００から３００メートルくらい。進む方向とはちょっとズレてる」

　レンは音で判断して言いました。

　そして顔を上げて周囲を注意深く確認して、

「バレット・ラインは見えない。こっちには弾は飛んできていない」

「おっけ！　じゃあ、あの三チームだね！　お互い闘たたかってるね！　そのまま減らしあっちゃえ！　助かる助かる！」

　フカ次郎が素直な感想を漏もらしました。

　確かにと思いながら、レンは５秒ほど、間断なく聞こえる戦せん闘とう音おんを聞きました。

「変だ……、な」

　そして違い和わ感かんに気付きました。今も聞こえるその銃声の様子が、どうにも変なのです。それがなぜなのかはまだ分かりませんが、レンは叫さけびます。

「おかしい……。なんかおかしいよ！　フカ」

「何が？」

「今聞こえる銃じゆう声せい──」

　言いかけたところで、レンは気付きました。

　違い和わ感かんの正体に。

　そして、敵の作戦に。

「あ、分かった！　分かったよ！　これは──、罠わなだ」







　このとき酒場では、ほとんどの観客がピトフーイの戦いを見ていましたが、

「レンちゃんの活かつ躍やくが見たいよお」

「全まつたくだ。早く映らないかな」

　中にはそんなロリコン──、または小さくて可愛かわいい女の子が好きな輩やからもいました。

　願いが叶かなったのか、突とつ如じよ画面が、緑一色の世界に切り替かわりました。

「やった！　始まった！　レンちゃん映るかな？」

　彼かれ等らは大喜び。

　近くにいた人間にも、こっちで前回優勝者戦が始まったぜ、と声をかけます。

　画面の中では、鬱うつ蒼そうとしたジャングルの中で、数人が発はつ砲ぽうしていました。

　三チームのメンバーが二名ずつ、合計六人集まって横に並んでいます。そして、濃こいジャングルへと、各おのおのの銃を撃うちまくっているのです。弾だん丸がんは葉っぱを何十枚も貫つらぬいて飛んでいき、銃口から吹ふき出すガスで、周囲の草が散っていました。

　三チームが共同戦線を張ったのは、その前の談合中の映像を見ているので観客にも分かっています。

　だから、彼等はそれ以外のチームと接せつ触しよくしたはずです。戦せん闘とう中ちゆう継けいなら敵側からの映像も並へい行こうして映すはずですが、それがありません。

　四つのカメラが四つの画面に映すのは、いろいろな角度から撮とられた、六人が撃っているシーンだけ。つまり彼等は、見えない敵に向かって一方的に撃ちまくっているだけで、しかし脅おびえから無む駄だ弾だまを撃っているようにも見えず、

「こいつら……、いったい誰だれと闘たたかってるんだ？」

　観客達も、その行動に首を傾かしげました。

「ほら、アレじゃね？　勇者の証あかしを立てに地球人を狩かりに来た、見えない異星人」

「昔の映画かよ！」

「いや、普ふ通つうにモンスターでも出てきたかな？　ボスクラスなら、まさに光学迷めい彩さいで見えないヤツがいただろ？」

「バトルロイヤル大会中にモンスターが湧わくなんて、聞いたことないぞ？」

「だから、このドームの中だけだよ！　こんなジャングル自体がＧＧＯで初めてなんだから、アリだろ？　〝トラップがあるエリアですよ〟、ってことなんじゃね？」

「言われてみると、そうかもしれんな……」

　しばらく頓とん珍ちん漢かんな会話をした彼かれ等らですが、やがて鋭するどい一人が、カラクリに気付きました。

「あ、これ、違ちがうわ……。モンスターもナシ。連中、誰だれとも闘たたかってないよ。ただ、撃うってるだけだ」

「え？　──なんで？　射しや撃げき練習？」

「違うよ。連中は〝戦せん闘とうをしている〟って偽ぎ装そう工作をしているんだ」

「ああ！」「そうか！」「なるほど！」

　観客達は理解しました。

　あの三チームは結けつ託たくして、ジャングルに入ってくるレン達、またはボス達、またはＭＭＴＭを迎むかえ撃とうとしています。どのチームであろうと強敵ですから、数の優位があっても油断はできません。

　そこで、罠わなをしかけたのです。

　誰もいない場所でひたすら撃ちまくって、その銃じゆう声せいを聞かせて戦闘を演出。〝しめしめ戦闘中だな背後をつこう〟と、漁夫の利狙ねらいでやってくるチームをおびき寄せるという罠です。

　かつて自分達がそれで全ぜん滅めつさせられたことを、赤茶迷めい彩さい服ふくのリーダーはよく覚えていました。

　ならば、同じ手を使ってやろう。それが彼の作戦。

「なるほどなあ……。これは考えたな。ジャングルで視界が悪くても、銃声だけは遠くに届くからな」

「しかも、レンちゃんや他のチームは、あの三チームが結託したってまだ分かってないだろ？　常識的に考えれば、〝鉢はち合あわせて戦闘をしている！〟と思うだろうな」

「そこに吸い寄せられてノコノコとやって来たら……、伏ふく兵へいが討うち取るって戦法か」

「そう。だから、あの撃ってる連中の周囲には、残りの十二人が散らばって広く網あみを張ってるはずだ」




「わたし達が漁夫の利狙いでうかつに近づいたら、周囲に散っている残りのメンバーにやられる」

「なるほど……。でも、レンはどうして気付いたのかね？」

　ジャングルの中で身動き一つせず、レンとフカ次じ郎ろうが作戦会議をします。銃声は、まだ断続的に聞こえてきます。

「あの銃声、全部同じ方向の同じ距きよ離りから聞こえる。それは不自然すぎる。すると、同じ場所から一方的に撃ちまくっている以外考えられなくて」

「なんとまあ、いい耳だこと。いったいそれは、どういうスキルなのかね？」

「〝エムさんに鍛きたえられたスキル〟」

　前回ＳＪの前に修行させられて、本当に助かった……。

　レンは答えながら思っていました。戦せん闘とうにおいて耳がいかに重要か、あのときに初めて知りました。

「じゃ、どうする？　敵の裏をついて、こっちからしかける？」

「大切な目的がなければ、そうしていたかもね」

　レンは答えました。そして、

「このままゆっくりと、網あみから逃のがれる。こんなところで貴重な弾たまを消費したくないから」

「了解。それが一番いいか」

「少し右に迂う回かいして移動するね。ライン、またよろしく」

「おっけ。１００メートルほど先に出すね」

　フカ次じ郎ろうが道しるべとして、ＭＧＬ─１４０のバレット・ラインを発生させました。

　レンはその下をくぐるように、再びジャングル内をカサコソと、某ぼう虫のような移動開始。そして、50メートルほど進んだところで──、

「フカ！　30メートル減らして撃うって！」

　突とつ然ぜん、叫さけびました。

　前回のラッキーは、今回で帳消しなのか……？

　レンはそう思いながら、己おのれの不運を呪のろいました。

　レンの目の前には、四人の敵がいました。ジャングルの先、わずか10メートルくらいの位置。そこに茂しげった草の脇わきにしゃがんで、周囲を警けい戒かいしていました。

　そして、草の中から飛び出てきたレンに、めざとい一人が気付いて、

「敵だ！　右！」

　叫びながら、手にしていた《ＨＫ３３》アサルト・ライフルの銃じゆう口こうを向けてきました。

　レンは、伏ふせながら神に祈いのりました。

　どうか、フカ次郎が、即そく座ざに言った通りにしてくれますように。




　彼かれ等らは、フカ次郎の位置を知りませんでした。

　だから、最初の１発は敵位置不明の狙そ撃げき扱あつかいになり、バレット・ラインが発生しませんでした。レンに向けて撃とうと銃口を並べていた四人の近くで、フカ次郎の撃ったグレネードが炸さく裂れつ。即死はゼロでしたが、一人を破片で軽く負傷させ、

「うわっ！」「うわっ！」「だっ！」「ああっ？」

　そして何より、四人全員をこれ以上ないほど驚おどろかせました。撃とうとしていた人間を、撃たせないことに成功しました。

　神様フカ次じ郎ろう様！

　レンはギアを上げて全速力に。同時に、ポンチョ越ごしにＰ９０の発はつ砲ぽうを始めました。

　もう、躊ちゆう躇ちよしてはいられません。弾たまの節約もなしです。

　視界に現れたバレット・サークルを一番近い人間へと重ねて、全力のフルオート射しや撃げきで、弾だん丸がんの群れを注ぎ込みました。

　一人目を蜂はちの巣にして殺したとき、二人目が目の前にいました。顔面に撃うち込みました。彼を殺したとき、三人目が目の前にいました。コイツにも銃じゆう弾だんを、容よう赦しやなく注ぎ込みました。

　四人目が《ＭＰ５Ｋ》コンパクトサブマシンガンを乱射状態で撃ってきて、その９ミリ弾が左ひだり腕うでに１発めり込みましたが、レンはお構いなく突つっ込んでいき、ラインを下にくぐり抜ぬけつつ発砲。

　男の足から体から、多数の被ひ弾だんエフェクトを発生させて、Ｐ９０のマガジンの50発を撃ちきったところで死亡させました。

　男に【Ｄｅａｄ】のマーカーが点てん灯とうすると同時に、

「レン、無事？」

　耳に声が届きました。レンは何から言えば良いか一いつ瞬しゆん躊躇して、

「無事だけどまずい敵に見つかった援えん護ご助かったマガジン一つ使っちゃった四人倒たおしたけど！」

　早口で一気に報告しました。

　こんなことなら、ドームの外を通ればよかった。

　そう思っても後の祭りです。

「そいつはよかった！　でもレンも撃たれてるよ？」

　レンが自分のヒットポイントを確認すると、二割ほど減っていました。中ちゆう途と半はん端ぱで嫌いやな減り方でした。三割減っていれば、救急治ち療りようキットを躊躇ためらいなく打てたのに。

　レンは、ポンチョの下でＰ９０のマガジンを取り替かえました。空からになったマガジンは、その場に放置です。どうせ大会が終わったら、どこに落としたものであっても、手元に回収されますので。

　これで、レンが大会中に使える残弾、７００発。

「まだ大だい丈じよう夫ぶ。こっちに来られる？」

「今行く──、うひゃあ！」

　フカ次郎の声が途中で悲鳴に変わって、レンの耳に、猛烈な銃声のリズムが被かぶりました。

「うひゃひゃあ！　撃たれてる撃たれてる！　ひゃっはあ！」

　そして、楽しいのか怖こわいのか分からないフカ次郎の声。

　レンには見えませんが、状じよう況きようはよく理解できます。

　ここから50メートル向こうのジャングルで、フカ次郎が猛烈に撃たれてるのです。仲間四人を倒たおされた残りが、一いつ斉せいに向かってきているに違ちがいありません。それも撃うちまくりながら。

「フカ！　逃にげて！」

「無理これ無理！　頭上げたら撃たれるこえええ！　ラインびかびか！　うわっ！　かすったうひゃあ！」

　銃じゆう声せいがじんわりと近づいているのが、レンには分かりました。

「こりゃ無理だわ。レンよ……、おぬしだけ先に行け！」

　レンの頭の中に、

　見殺し。作戦。貴重な犠ぎ牲せい。主目的。戦略的撤てつ退たい。女の友情。

　いろいろな言葉が浮うかびました。

「フカ！　その場でグレネードの交こう換かんできる？」

　レンは、左手でストレージ操作をしながら聞きました。目の前にウィンドウが現れ、アイテムのリストが出て、まずは予備マガジンを一つ選せん択たくしました。

「まあ、できるけど？　窪くぼんだ場所に仰あお向むけだから！」

　続いてレンは、もう一つのアイテムを選択、その二つの実体化のＯＫボタンを押おしました。

「じゃあ、言う通りにして！　まずは、どこでもいいから５発連射！　弾だん倉そう空からに！」

「お、おっけ！　──おらおらあ！」

　敵の賑にぎやかな銃声に、フカ次じ郎ろうがグレネードを撃つ可愛かわいい音が混じりました。そして、遠くから爆ばく発はつ音おん。

「再さい装そう塡てん！　〝例のヤツ〟、もうここでやるよ！　準備できたら言って！」

「お、おう！　そっか！　ちょい待て！」

　レンは実体化した新マガジンを、空いていたポーチに差し込みました。そして、もう一つのアイテムを、Ｐ９０の銃口に差し込みました。

　それは、直径４センチ強、長さが18センチの金属の円えん筒とう、Ｐ９０用のサプレッサー。

　フカ次郎との練習中に稼かせいだクレジットで、探しに探して手に入れた高価かつレアなアイテムです。装着することで甲かん高だかい銃声をかなり抑よく制せいしますが、その分全長が長くなるわけで、取り回し性が落ちます。

　およそ10秒後、

「リロード終えた！　やれるよ！」

　フカ次郎の言葉に、レンは、左手で迷めい彩さいポンチョをはぎ取りながら叫さけびました。

「真上に撃ちまくれ！」







「ああ、あのグレネードっ子、もうダメだな」

　中ちゆう継けい映像で、フカ次郎の絶望的な状じよう況きようが映っていました。

　レンが俊しゆん敏びんさを生かして、グレネードで怯ひるんだ四人を全ぜん滅めつさせたのはよかったのですが、おかげで位置はバッチリと判明して、残りの十四人が一いつ斉せいに襲おそいかかってきました。

　それも、ちゃんとジャングルに横一列に広がって、頭を上げさせないようにゆっくりと、そして交こう互ごに射しや撃げきしながら。

　弾だん幕まくを張りつつの移動で、相手に反撃をさせない。そして逃にがさない。

　にわか結成のチームのくせに、なかなかの作戦です。画面の中のフカ次じ郎ろうは、まったく身動きが取れません。

　たまたまあった窪くぼみに体を落っことして体への被ひ弾だんを免まぬがれましたが、彼女の頭の上をビュンビュンと弾丸が掠かすめ飛んでいく様子が、曳えい光こう弾だんの光の線でよく分かります。周囲の葉っぱが射い貫ぬかれて、彼女の体の上に降り積もっていきます。

　もっと近づかれたら、窪みにグレネードを数個放り込まれて、それでジ・エンドでしょう。

「彼女がやられたら、レンも危なくないか？」

「今なら、それにレンちゃんの足なら、相棒を置いて逃にげられるだろ？　あの人数はさすがに相手にできない。俺おれがレンちゃんだったら、そうするが……」

「それじゃその後が著いちじるしく不利になるな。駅でのバトルじゃ、あの子は支し援えん砲ほう撃げきで大だい活かつ躍やくしたじゃんか」

　そんな冷静な分ぶん析せきをする男達もいれば、

「さっきから〝子〟って言ってるけど、外見が若いだけでリアルでは二人とも三み十そ路じ女かもしれないぞ？　それでもいいのか？」

　容よう赦しやなく冷や水をぶっかける男もいました。そして、

「三十路のレディ？　俺まだ十八で童どう貞ていだけど、むしろ超好みのドストライクだが？」

　己おのれの好みを無む駄だに語る若き勇者も。

「おい、今度一いつ緒しよにＶＲエロゲー行くか？　本当に十八歳さい以上なら連れて行ってやるぞ？　そこは紹しよう介かい状必要だからな」

「マジっすか？」

「男に二言はねえぜ？」

「〝兄貴〟と呼ばせてくださいっ！」

「いいぜ！　だが、俺には惚ほれるなよ？　衆しゆ道どうの趣しゆ味みはねえぜ？」

「お前ら余所よそでやれえ！」

　画面の中では、実際には十九歳のフカ次郎が、仰あお向むけのままグレネードを５発連射していました。

　反撃の開始に、

「おっ！」

　観客の男達が身を乗り出しましたが、その５発は敵とはかけ離はなれた、明後日あさつての方向に飛んで炸さく裂れつしました。敵をやっつけるどころか、その進しん撃げきを止めることも、それ以前に伏ふせさせることもできませんでした。

「あーあ……」

　バックパックに手を回してグレネードの再さい装そう塡てんを始めたフカ次じ郎ろうですが、観客の反応はクールでした。

「凄すごい武器でも、この状じよう況きようじゃもうね」

「身を起こして狙ねらえない以上、いくら撃うったってダメだろ」

　別画面では、レンがＰ９０にサプレッサーを取り付けたのを映していました。

「お！　レンちゃんやる気だぜ！」

「あんなの用意していたんだ」

「サプレッサーまでピンクって、徹てつ底ていしてるな」

　天井に並ぶ二つのモニターの一つで、フカ次郎が再装塡を終えて、ＭＧＬ─１４０を射撃可能な状態に戻もどしました。

　隣となりのモニターで、レンが勢いよく迷めい彩さいポンチョをはぎ取って、全身ピンクを復活させました。

　ジャングルでは間ま違ちがいなく目立つその姿を見て、

「あれ……？　レンちゃん自棄やけを起こした？」

　誰だれかが言いました。

　同時に、フカ次郎がＭＧＬ─１４０を、真上に向けて連射しました。

「あれ……？　この子も自棄を起こした？」




　フカ次郎がぶっ放した６発のグレネードは、黒い塊かたまりとなって空に舞まい上がって、青い天井へと近づいていって──、

　やがて重力に負けて、発はつ砲ぽうした順番に、フカ次郎の周囲に落ちてきました。

　そして、その世界の色を変えました。




「なにいっ！」

　目標に向けて撃ちまくりながら進んでいた、赤茶迷めい彩さい服ふくの男と──、




「なんだあっ！」

　その様子を画面で見ていた男達が、同時に叫さけびました。

　今、ジャングルが、ピンクに染まっていきます。




「レン！　成功！」

「オッケー！　見えてる！」

　レンの視界の先で、茂しげる草の向こうで、ピンク色に染まった世界が見えました。空気がピンクを纏まとい、それが増ぞう殖しよくする生き物のように広がっていきます。

　ポンチョをはぎ取ってピンクになったレンが、そこをめがけて、全力で突つっ込んでいきました。




「スモークだっ！　全員うかつに撃うつな！　別チームにも指示を！」

　赤茶迷めい彩さい服ふくの男が叫さけんだ瞬しゆん間かん、彼の体もピンクの煙けむりに包まれました。

　フカ次じ郎ろうが撃ったのは、煙けむりを発生させる弾だん頭とう──、スモーク・グレネード。

　そしてその色は、くすんだピンク。レンの服装と装備と、まったく同じ色。

　元々そんな色のスモーク・グレネードはなかったのですが、〝弾頭カスタム〟のスキルを取ったレンの器用さをフルに使って、色を調合した結果です。

　この煙に、モンスターのガス攻こう撃げきのような毒性はありません。目や鼻が痛くなることも、呼吸が困難になることもありません。

　ただ単に、そしてそれが一番恐おそろしいのですが──、

　〝視界が利かなくなる〟という効果があります。

　１発だけでもかなり広がるのに、それを６発も、しかも風通しの悪いジャングルの狭せまい範はん囲いにばらまいたらどうなるか、

「なんも見えねえ……」

　敵チームの生き残り十四人は、身をもって体験していました。




　そして、

「なんも見えねえ……」

　酒場の男達も。

　カメラが捉とらえているはずですが、一面ピンクで何も見えません。

　まるで放送事故でした。




「落ち着け！　スモークはじきに晴れる！　それまでうかつに撃つな！　間ま違ちがいなく同士討うちするぞ！　仲間に伝えろ！」

　ピンクの霧きりの中で、そんな冷静な指示が飛びました。

　視界はもう、５メートルもありません。足下の草はよく見えますが、そこから顔を上げるとどんどんと形をなくして、加速度的にピンク一色になっていくのです。

　空が明るいので上の視界は比ひ較かく的てき開けているのですが、敵は鳥ではありませんから、あまり意味がありません。

「なんだよこれ？　なんで煙えん幕まくがピンクなんだ？」

　誰だれかが言いました。もっともな疑問でした。

「ピンク……？　あ、ピンクだ……」

　そして、別の誰かが恐おそろしいことに気付きました。

「あ、アイツだ……。アイツが来る……」

「〝アイツ〟って？」

「バカっ！　前回優勝者に決まってるだろ！　全員気をつけろ！　ピンクの悪あく魔まがやってくるぞっ！」

　そう叫さけんだ男の視界左上で、仲間のヒットポイントがぐーんと減っていきました。




「一人追加！」

　レンの声を聞きながら、

「いいぞいいぞ！」

　フカ次じ郎ろうは、ピンクの煙けむりの中で急いで再さい装そう塡てんをしていました。

　ＭＧＬ─１４０に詰つめるグレネードはもちろん、ピンクの特製煙えん幕まく弾だん。

　バックパックの中には、まだ入っています。再装塡が終われば、再びぶっ放して、煙を晴れさせないようにします。

「もう見えないから、絶対に顔を上げないでね！　フカ！」

「間ま違ちがえて撃うっても気にスンナ！」







　フカ次郎の火力で、ピンクのグレネードをあたり一面にぶちまける。煙幕を張る。

　そして、その中をレンが走り回り、サプレッサーで銃じゆう声せいを抑おさえたＰ９０を撃ちまくる。

　どこを撃つか？　それは手当たり次第。

　走り回って、それが人だと思ったら撃つ。木や石であっても構わない。とにかく撃つ。

　それもフルオートで、最低５発は撃ち込む。

　動きながら撃ち込む。足はなるべく止めない。走りながら撃って、走りながらマガジンを交こう換かんする。何かに激げき突とつして転んでも、泣なかない。

　これは、レン達が二人だけのチームであり、同士討うちの危険が少ないからこそ立案できた作戦です。

　そして元々は、対ピトフーイ用のアイデアでした。

　恐ろしい強敵に対たい抗こうするための、いわば最後の手段でした。

　それを、まさかこんな場所で早々に使うことになるとは。

　レンは、怒おこっていました。

　重なる己おのれの不運に。

　ドームを突つっ切ることを選せん択たくした、己おのれの采さい配はいミスに。

　そして──、

　連合を組んでこの場所で網あみを張っていた三チームに。

　最後のは完全に言いがかりですが、

「おまえらぜんいんぶっころす」

　レンは、ピンクの煙けむりの中を駆かけました。







「何が起きてんだよ！」

「分かんねーよ！」

　画面が全部ピンクになってしまって、酒場の観客は文句を叫さけぶしかありませんでした。

　レンのやりたいことはよく分かりましたが、肝かん心じんのその活かつ躍やくシーンが、まったく見えないではないですか。

「オレのレンちゃんが見えねえよ！」

　次の瞬しゆん間かん──、

　どうだ明るくなっただろう？

　まるでお札を燃やして靴くつのありかを教えてくれる成なり金きんのように、画面が切り替かわりました。

　観客が楽しめるように、運営側が気を利かせてくれたのです。それは、灰色と黒が入り交じった画面に、白い人間の姿が映っている様子。

「サーマル・ビジョンだ」

　物知りの誰だれかが、すぐに言いました。

　遠赤外線を探知して、それを映し出すのがサーマル・ビジョン。

　これは暗視装置の一種なのですが、単に光を増ぞう幅ふくさせるだけのシステムと違ちがい、煙の中でも熱源が分かるという特とく徴ちようがあります。

　熱を放射している（という設定の）物体はなんであれ、その形を持って白く映ります。

　もっともＧＧＯ世界で見えるものは、どこまでいってもコンピューター・グラフィックですし、もっと突つき詰つめれば〝それを見ている疑似信号をプレイヤーの脳に送っている〟だけなのですが。

　画面の中で、並んで白く映っている人間は例の三チームのメンバーでしょう。持っている銃じゆう器きも、撃ちまくった後なので、銃身を中心にとても明るく映っています。

　そして、その一団に、実体も見せずに忍しのび寄る小さな白い影かげ。

　残像が残るような素早い動きで、あちらこちらを移動し、すぐ近くに別の白い影を見つけると、手に持っている銃から白い光を吐はき出して、その前にいた人間をパタンと倒たおします。

「ひゃっほう！　レンちゃんだ！」




「仲間がやられた！　左にいるはずだ！」

　チームメンバーのヒットポイントを全損させられて、灰色迷めい彩さいの男が叫さけびました。

　周囲はさっきからずっとピンク。すぐに晴れるとか誰だれかさんが言ったのに、30秒以上経たった今でも、いっこうに晴れないではないですか。

　それはフカ次じ郎ろうが再さい装そう塡てんの度に追加射しや撃げきしているからですが、男にはそれすらも見えませんので、もう何が起きているのかまったく分かりません。

　人間の耐たえられるストレスにも、限界があります。

　ピンクの霧きりに包まれて何も見えず、味方がどんどん減っていくのが分かるだけでは、

「どちくしょー！」

　心の抑おさえが利かなくなっても無理はありません。

　灰色迷彩の男は、ガサガサと音がした方へと、腰こしで構えたＺＢ２６マシンガンを向けると、

「食らえっ！」

　容よう赦しやなく発はつ砲ぽうしました。フルオートで。

「がふっ！」

　銃じゆう声せいに混じって声が聞こえて、

「やったか！」

　男は手て応ごたえを感じ、射撃を止めました。

　次の瞬しゆん間かん、撃うった方向から唸うなりを上げて銃じゆう弾だんが飛んできて、手に持っていたマシンガンに命中して火花を散らして、

「ぎゃっ！」

　跳ちよう弾だんが顔をえぐって、被ひ弾だんエフェクトを煌きらめかせました。

「撃たれたっ！」

　叫びながら尻しり餅もちをついた男の耳に、

「なっ！　──そこにいるのはお前か？」

　仲間の声が聞こえました。




　近くで派手な銃声が聞こえたら、それは反射的に撃ってしまうものです。

　ピンクの煙けむりの中で、抑よく制せいされていない銃声が何発も鳴り響ひびいて、時々悲鳴が混じりました。

　酒場の人間だけが、

「あーあ……」

　その様子を、しっかりと把は握あくしていました。

　とうとう始まってしまった、同士討うちの様子を。

　チーム内ならまだ通信アイテムで意思疎そ通つうができますが、三チームの寄り合い所帯ですとそれは難しく、近くで発はつ砲ぽう音おんが聞こえたらそこに向けて応射してしまう人間が続出しました。

　肝かん心じんのレンは、銃じゆう声せいが始まった瞬しゆん間かんからその場にびったりと伏ふせて、もう動いていません。同士討うちを、させるがままにします。

　一人だけ、伏せたレンの目の前に脅おびえた様子でやって来たキャラクターがいて、レンはそれを下から撃うって、蜂はちの巣にしました。

　しばらくすると、その同士討ちも落ち着いて、銃声が聞こえなくなりました。

　すかさずレンは立ち上がると、煙けむりの中を駆かけ巡めぐり、近くにいた者へと容よう赦しやのない銃じゆう撃げきを繰くり返しました。




「ちっこいピンクがちょろちょろしてる！　仲間が撃たれた！　すぐに見えなくなるぞ！」

　そう叫さけんだ男は、右のほっぺたに、斜ななめ下から何かを突つきつけられました。そして、

「仲間に言え。〝ピンクの敵をやっつけたぞ！　みんなもう撃つなよ！〟と」

　すぐ近くから、ドスの利いた女の声を聞きました。

　そちらを見るまでもなく、敵だということは分かって、

「も、もし、こ、断ったら……？」

　男は聞きました。




　酒場の画面の中で、大きな白い影かげにＰ９０のサプレッサーを押おしつけていた小さな白い影が、発砲しました。

　頰ほおから頭を射い貫ぬかれた男は、手にしていたＡＣ─５５６Ｆごと左に倒たおれました。

「五人目！」

　酒場は大盛り上がりです。




　灰色迷めい彩さいの男は、ピンクの煙の中で、

「ひっ！　はっ！」

　立ったまま腰こしに構えたアサルト・ライフル、《Ｍ４Ａ１》の銃口を、左右に振ふり回していました。

　２秒おきくらいに、右を見たり左を見たり──、しても煙の中で何も見えませんが、少しでも何かが見えたら撃つつもりで、引き金に指をかけっぱなしで。

「はひっ」

　何度目かの左向きをした瞬間に、右後ろに、ピンクの幽ゆう霊れいのような影が現れましたが、男にはまったく見えていませんでした。




　赤茶迷彩の男は、べったりと伏せていました。

　ジャングルの土の上に伏ふせて、ＡＣ─５５６Ｆを構えて、引き金に指を触ふれて、バレット・サークルを目の前に表示し続けていました。

「さあ……、どっからでも来いよ……」

　もしピンクの煙けむりの中で、動く何かがこのサークルに触れたら、それが敵だろうと味方だろうとぶっ放す。そんな決意で。

　そのサークルの少し脇わきから、煙を貫つらぬいて赤いラインが、そして避よける間もなく５．７ミリ弾だんの群れが襲おそってきて、男の周囲に、

「げふっ！」

　そして体に命中していきました。




　レンが、10メートルは離はなれた場所に伏せていた男を仕留めるのを見た観客達は、

「なっ、なんだあ今の？　狙ねらい澄すまして撃うったよな？」

「さっきからそうだけど、すぐに敵に迫せまれるじゃないか。レンちゃんだけには、相手が見えているのか？」

　もっともな感想を漏もらしました。

　未いまだに画面は全すべてサーマル・ビジョンですから、周囲は煙だらけのはず。10メートル先など、どう考えても見えない状態です。

「ラインだよ」

　誰だれかが答えを言いました。

「煙の中でも、アシストであるバレット・ラインは鮮あざやかに見えているはずだろ？　敵が出しっ放しのラインを見て、それをたどっているんだよ。そして、その根元めがけて撃った」

「ああ！　なるほど！」




　ああっ！　弾たまがもったいないっ！

　レンは思いながら、またも見つけたバレット・ラインの付け根めがけて、Ｐ９０をフルオートで１秒以上連射しました。

　くぐもった発はつ砲ぽう音おんと、下に飛び出ていく空から薬やつ莢きよう。

　本当は、こんなたくさん撃ちたくはありません。この先に、ピトフーイを仕留めるという大仕事が残っているのです。贅ぜい沢たくは敵だ！

　しかし、ラインの付け根で敵がどんな格好をしているのか分かりません。

　伏せているかもしれないし、立っているかもしれない。防ぼう弾だんプロテクターで全身を固めたキャラクターかもしれない。

　そんな敵を死亡させるには、狙いを動かしながら20発は撃ち込まないと心こころ許もとないです。頭をピンポイントで狙えたら、３発も当てれば殺せるのに。

　すぐにラインが消えるので敵を倒たおしている手て応ごたえはあるのですが、予備マガジンはどんどん減っていきました。

　そしてまた、敵の放つバレット・ラインを見つけました。くぐるようにして接近すると、それは思いの外ほか近くにいて、すぐに人ひと影かげを見つけました。

　こっちは気付いていますが、向こうはまだ、全身ピンクのおかげで分かりません。

　レンは獲え物ものを狙ねらうネコのような素早さで横から回り込むと、背の高い男の側頭部にバレット・サークルを重ねて、短く引き金を引きました。




「レン！　次の６発で最後！」

　スモーク・グレネードを定期的に補ほ充じゆうしてくれていたフカ次じ郎ろうの声が、通信アイテム越ごしにレンの耳に届きました。

　ピトフーイ戦のために改造して準備ができたスモーク・グレネードは、24発。仕方がなかったとはいえ、こんなところで、もう18発も使ってしまうとは。

　心の中で嘆なげきながら、

「それはいい！　セーブして！」

　レンは答えました。

　ピンクの煙けむりが、ゆっくりと、しかし確実に薄うすくなっていきます。でも、レンが数え間ま違ちがえていなければ、もう十人は倒したはずです。

「残り三、四人くらいだから、動き回って仕留める！　フカも自分の身を守って！」

「がってん！」

　返事を聞きながら、レンはＰ９０のマガジンをちらりと見ました。半はん透とう明めいのマガジンに見える弾だん丸がんは残り５発。

　レンは潔いさぎよく、新しいマガジンに交こう換かんしました。

　銃じゆうのマガジンキャッチレバーを左手で操作してロックを解かい除じよ。銃口を持ち上げてマガジンを下に滑すべり落とす間に、左手は新しいマガジンをポーチから抜ぬき出しています。

　銃にはめ込んだこれで、六本目です。つまりすぐに使えるのは、ポーチに残った一本を入れても１０１発。

　十人を倒すのに２００発近くも撃うつなんて！

　想定外の大量消費でした。しかし、ここで死なないためにはどうしても必要でした。

　くっそう！　なんてこった！　なんてこった！

　湧わき上がる、いろいろなものへの怒いかりを、

「おい！　もう逃にげようぜ！」

「ああ！　あんなやつ相手にしてられるか！」

　そおおおおおお、こおおおおおお、かあああああああ。

　声が聞こえる方へと、銃じゆう口こうと共に向けました。




「よっしゃ！　二人デッド！　これで……、何人だ？」

「十二人くらいだな。残りは多くて二人」

「勝ったな！」

「さっすがレンちゃんだ！」

　盛り上がる酒場の映像が、サーマル・ビジョンから通常の映像になりました。

　スモーク・グレネードの追加がなくなったので、ピンクの煙けむりがゆっくりと晴れていきます。緑の草が輪りん郭かくを取り戻もどして、そしてその中に乱立する【Ｄｅａｄ】マーカーの数々が見え始めました。

　それは、まさに鏖おう殺さつでした。

　狭せまいエリアに死体がゴロゴロと横たわっていて、中には折り重なっているものすらありました。
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　第十一章　「十分間の鏖殺・その二〈下〉」







「よっこいしょ、っと……」

　銃じゆう声せいがまったく聞こえなくなって、フカ次じ郎ろうが、窪くぼみの中から身を起こしました。

　そして見たジャングルでは、

「おうおう。こりゃすごい」

　草が広く薙なぎ払われていて、たくさんの死体が転がっていました。

　広さでいえば、40メートル四方くらいでしょう。とんでもない接近戦でした。自分から５メートルと離はなれていない場所にも、三つくらい死体が転がっています。

　そして、そのうちの一つが、

「うおおおおおっ！」

　突とつ然ぜん起き上がると、襲おそいかかってきました。べったり伏ふせていただけで、まだ死体ではなかったのです。

　緑一色の戦せん闘とう服ふくの、大おお柄がらかつスキンヘッドの男でした。

　手にしているのは《ＳＩＧ　ＳＧ５１０》。スイス軍が１９５７年に採用した、７．５×５５ミリ弾だんを使う強力なアサルト・ライフル。

　１．２メートル弱という長い全長と、前半分が棒だけのような細長いシルエット、そして６キログラム近い重量が特とく徴ちようの、ＧＧＯ内でもなかなかにレアな銃器です。

　男はフカ次郎へと、体当たりで突っ込んできました。

　よく見ると、両手に抱えたＳＧ５１０にマガジンが塡はまっていません。全弾撃うちきって外したが、レンに銃じゆう撃げきされ、新しいのを装着する余よ裕ゆうがなかったようです。

「うほっ！」

　フカ次郎は、その場でスパッと横になりました。

　走ってきた男は、

「うわっ！」

　フカ次郎につまずいて転てん倒とう。手から銃が離れて落ちて、体は３メートルほど転がりました。

「ふっ、やるかコラ？」

　フカ次郎、ガラの悪い声を漏もらしながら素早く立ち上がると、この距きよ離りでは全然使えない武器──、両りよう肩かたにスリングでかけていたＭＧＬ─１４０を、同時に地面に落としました。こんなこともあろうかと、スリングの途と中ちゆうにはバックルがあって、脇わきをつまむだけで外れます。

　２丁のＭＧＬ─１４０は男の落としたＳＧ５１０の両脇に落ちて、ジャングルの柔やわらかい土にめり込みました。そのときフカ次郎の右手は、最後の武器、右みぎ腿もものホルスターに収まる拳けん銃じゆうへと素早く伸のびていました。

「くう……。──あっ、くそう！」

　起き上がった男が、手に武器がないことに気付いて、

「残念！　お前の神の名を唱えなっ！」

　そして、５メートルほど離はなれた場所で、格好をつけた台詞せりふと共に自分に拳けん銃じゆうを突つきつける小こ柄がらな女の子を見ました。

　フカ次じ郎ろうの右手の中で、Ｍ＆Ｐ拳銃が火を噴ふきました。

　ぱぱぱぱぱぱぱぱぱぱぱぱぱぱぱぱぱん！

　超高速連射でした。猛もう烈れつな勢いでスライドが下がって空から薬やつ莢きようを排はい出しゆつ、バネの力で前進して次じ弾だんを咥くわえ込んで薬室に送り込んで──、引き金が引かれて、再び炎ほのおと弾たまを吐はき出します。

　連続して宙を舞まう金色の空薬莢が、キラキラと輝かがやきました。

　最後の１発が放たれて、スライドが下がりきった状態で止まって、

「ふっ、どうよ？」

　遠えん慮りよ容よう赦しやのない片手連射を食らわせたフカ次郎が、顎あごをしゃくって見せました。

「…………」

　そして、一方的に撃たれた男は、両手を顔の前に組んで必死の抵てい抗こうをしていましたが、やがて、

「あれ？」

　自分がどこも撃たれていないことに気付きました。

　痛くもなければ、被ひ弾だんエフェクトも見えず、ヒットポイントの減りもない。

「あれれ？」

　スキンヘッド男の声と、

「あれれ？」

　フカ次郎の声が、シンクロしました。

「あれー？　これくらいの距きよ離りなら当たってもいいっしょ！」

　焦あせったフカ次郎と、

「お嬢じようちゃん……、ひょっとして、拳銃射撃はド下手へたかな？」

　にやりと笑った男。

　男は、一歩足を前に。フカ次郎に、にじり寄りました。

「へ、へへへ……。こ、この大会ってさ、たしか、倒たおした死体は10分間だけ〝破は壊かい不可能オブジェクト〟として残るんだよな……」

　男は、下げ卑びた笑顔でそんなことを言って、左足をまた一歩前に。

　そして、とんでもないことを口走るのです。

「そ、その間だけなら……、死体を触さわりまくっても、《ハラスメント警告》、出ないよな……」




　ＧＧＯを含ふくめたＶＲゲーム内で、異性の体にベタベタと触ふれれば（別に同性でも、本人が嫌いやがれば）、ハラスメント警告が出ます。

　罰ばつ則そくが科され、加算され、それでも行こう為いを止やめない場合は、アカウントの永久停止です。どんなに鍛きたえてあっても、もうそのＩＤでは、いかなるＶＲゲームにも復帰できません。全すべてを一からやり直しという、ゲーマーが考えうる最悪の状態になります。

　しかし、戦せん闘とう中はハラスメントの例外です。そうでないと、ナイフや殴おう打だなどのコンタクト系攻こう撃げきができません。

　通常のＧＧＯ内なら、死体はすぐに細かなポリゴンになって四散しますが、ＢｏＢではゲーム終了まで、ＳＪなら10分間は、そのままその場所に転がります。

　ということは、その間は攻撃を装ってベタベタと触さわり放題という理り屈くつが成立します。本当の戦闘でなければ中ちゆう継けいカメラも来ないでしょうから、観客に見られることもありません。

「へっへっへ……」

　つまりこの男、可愛かわいくちっこい女の子アバターであるフカ次じ郎ろうを殺したあと、その死体を触りまくってスケベ行為をしでかそうと考えているワケで、

「ばっ──！　このド変態ゲス野郎腐くされカス鬼き畜ちく外げ道どう！　ふざけんな殺すよ？」

　それに気付いたフカ次郎、眼光鋭するどく睨にらみ付けて、容よう赦しやのない罵ば声せいを浴びせかけました。

「へっ！　どうやって？　この距きよ離りで外すようなド素人しろうとがＧＧＯに来て、ノコノコとＳＪに参加したことを恨うらみなあっ！」

　男は叫さけびながら、両手を前にしてフカ次郎へと襲おそいかかりました。

　それはもはや、ＧＧＯもＳＪも関係なく、ピュアな変質者の行動でした。

「舐なめんなあ！」

　フカ次郎は、弾たま切ぎれの愛あい銃じゆうＭ＆Ｐを全力で投げると、

「がふっ！」

　射しや撃げきは当たらないのに、突つっ込んできた男の額ひたいに見事命中させました。

　しかしそれだけでは、熱いリビドーに駆かられた男の変態的勢いは止まりません。

　フカ次郎は、足下にあった男の銃、ただし弾切れのＳＧ５１０を見つけると、下に左足先を差し入れて、

「ふん！」

　右足でそのストックを踏ふみつけました。

　テコの原理でぐわっ、と起き上がってきたその細長い棒のような銃身を、フカ次郎はがっしりと両手で摑つかみました。

「それで何が──」

　できる？

　そう言おうとした男の顎あごを、

「どりゃあ！」

　フカ次じ郎ろうは、真下から殴おう打だしました。




　その戦せん闘とうの様子は、酒場の観客の目にも映っていました。

　まず、倒たおれていた男がフカ次郎に襲おそいかかって、転てん倒とうさせられ、

「惜おしいっ！」

　そしてフカ次郎が容よう赦しやのない拳けん銃じゆう連射を食らわせて、あーこれは絶対に死んだなと思って、

「あれ？」

　そして全部が外れた様子を見て、何か会話を交わした後、男が突つっ込んでいって。

　ああ、あの子、もうダメだな。肉弾戦だと勝ち目ないな。

　誰だれもがそう思った瞬しゆん間かん、男の大きな体が、アッパーカットを食らって仰のけ反ぞったのです。

「アレ？」




「ぎゃはん！」

　男は背中から落ちて、顎に被ひ弾だん──、はしていませんがダメージエフェクトの赤い光を煌きらめかせました。ヒットポイントが一割ほど減りました。

「な……？」

　顔を上げた男が見たのは、

「やらせるかっつーの！」

　自分の銃を握にぎっている、小さな女の子でした。

　フカ次郎は、男のＳＧ５１０の銃身をしっかりと摑つかみ、重いそれを、まるで両手剣けんのように構えていたのです。

「はあっ？」




「はあっ？」

　男の声と、観客の声が見事にシンクロしました。

　画面に映るのは、小さい女の子が、長いライフルを逆さに構えている図。

「いや、いくらなんでも、アレで戦うのは、無理じゃね？」

「でも、今の一いち撃げきは綺き麗れいに決まったぞ？」

「まぐれ、じゃね？　ＧＧＯは、銃のゲームだぞ？」




「ばっ、バカにすんなあ！」

　スキンヘッド男が起き上がり、再び腰こしを落としてタックルを開始しました。

　今、彼を動かしているのは──、

　たった一つの願い。

　あのチビ女を押おし倒たおして、首を絞しめて殺して、そのあとは、なんかスケベなことがしたい。

「ふっ！」

　フカ次じ郎ろうは、右足を一歩外側にずらして、くるりと右回りに背中を向けました。




　観客のほとんど誰だれもが、それは逃にげるためのモーションだと思いました。

　逃げても、あっと言う間に追いつかれて、その体格差で簡単に押し倒されると思いました。

　ただ一人だけが、

「あっ！」

　隠かくされた真実に気付きました。

　彼は、心の中で叫さけびました。

　この女は、ファンタジー系ＶＲゲーム経験者だ！　長い剣けんを使い慣れてるぞ！




　背中を向けたのは、重く長い打だ撃げき武器を振ふるうための、事前モーションでした。

「ほうりゃあああああ！」

　野太い気合いと共に、フカ次郎は左足を大きく後ろに引きながら、そして左回りに体を捻ひねりながら、両手に持ったＳＧ５１０を斜ななめに、そして猛もう烈れつな速さで振り下ろしました。

「え？」

　突っ込んできた男の左肩に、これ以上ないタイミングで、袈け裟さ斬ぎりをかけました。

　腰こしの入った、力と速度が全すべて乗った、強力無比な打撃でした。

　ＳＧ５１０のストック上部が、男の鎖さ骨こつを文字通り粉々に粉ふん砕さいしました。そのままの勢いで、肋ろつ骨こつと胸きよう骨こつをズタズタに折り進みました。

「ぶぎゃあああ！」

　肩から腹にかけて長いダメージエフェクトを煌きらめかせながら、男は前のめりに倒たおれました。

　胸むねと腹から響ひびく痛みを感じながら仰あお向むけで見上げた空に、大だい上じよう段だんに構える小さな影かげが覆おおい被かぶさって、

「女の敵に天てん誅ちゆうを下すっ！　ちぇすとおっ！」

「へ？」

　残像を伴ともなう猛もう烈れつな速度で、〝剣〟が振り下ろされました。







「フカ？　どこ？　無事？」

　ピンクの煙けむりがすっかり晴れた世界で、ピンクのレンがＰ９０片手に相棒を探して、

「あ、ここだよー！　黒い銃じゆうが見える？」

　声と共に、ジャングルの草の上で揺ゆれる黒いストックが見えました。

　あれ？

　それはフカ次じ郎ろうのＭＧＬ─１４０ではないようです。ひとまずレンは、警けい戒かいしつつ草をかき分けていくと、

「うりゃ！」

「げふぅ！」

　そこには、あまりにも可か哀わい想そうな光景が広がっていました。

　フカ次郎は、見たことのない長いライフルの銃身を両手で握にぎって、それを目の前で仰あお向むけに倒たおれている敵、半はん泣なき状態のスキンヘッドの男へと振ふり下ろしているのです。

　ストックの先で右手をガツンと殴なぐって、サッと振りかぶって、次は左手。それから右足首、左足首。

「──ぎゃっ！　──ぎゃっ！　──ぎゃっ！　──ぎゃっ！」

　男はされるがままですが、四し肢しの先せん端たんへの打だ撃げきダメージはそれほど大きくないので、薄うすくエフェクトが散るだけです。ヒットポイントの減りもありますが、死亡には遠いでしょう。ただし、打たれた箇か所しよは痺しびれてさぞかし痛いでしょう。ほとんど拷ごう問もん。

「やあレン、無事で何よりー」

　フカ次郎が、再度大だい上じよう段だんに振りかぶってそう言って、フカ次郎も無事で元気ということ以外事情がまったく分からないレンが、

「ど、どしたの……？」

「まあ、一人くらい私が倒してあげようと思ってさ！」

　フカ次郎は爽さわやかな笑顔でお返事。それから男を睨にらんで、

「ほらほらあ！　私に触さわってみなさいよ！」

　そして再びの一撃。左手の先端に、ライフルを振り下ろしました。

　バキッ、という嫌いやな音が聞こえて、指がダメージエフェクトで赤く輝かがやきました。これがリアルだったら、男の指は粉ふん砕さい骨折していたでしょう。

　スキンヘッド男は涙なみだ顔がおでレンを見て、弱々しい声で、

「た、助けてください……。ログアウト、したいんですが、左手が、痺れ、て……、ウィンドウを、広げられないんですよ……。こ、殺して……、ください……」

　そして敬語で懇こん願がんしてきました。

「ざっけんなコラぁ！　テメーみたいな女の敵が、楽に死ねると思うなよ！」

　フカ次郎の猛もう烈れつな剣けん幕まくに、

「すみませんもうしませんもうしませんもうしませんもうしません！」

　スキンヘッド男は、両目から大おお粒つぶの涙を飛ばしながら叫さけびました。

「…………」

　レンがフカ次じ郎ろうにアイコンタクトを取ると、

「おっけー。もういいよ。あー、スッキリした！」

　フカ次郎は大だい上じよう段だんに構えていたＳＧ５１０を下ろすと、脇わきへ放り投げました。重そうなライフルが、クルクルと回転しながら宙を舞まって、ジャングルの中に消えていきました。

　レンは、Ｐ９０のサプレッサーの先せん端たんを男のこめかみに向けると、

「ああっ……、助かったあ……。神様あ……」

　安あん堵どの言葉を漏もらし、神の名を唱えた男を、１発だけで楽にしてあげました。







「ひとまずこれで全員倒たおしたと思うけど、数えるね！」

　レンはそう言うと、周囲の死体カウントを始めました。煙けむりはすっかりと晴れて、ジャングルに緑が戻もどってきました。飛び交った多数の銃じゆう弾だんで草木は薙なぎ払われて、さっきまでよりずっと開けて見えました。

　レンは、散らばる死体から死体へと素早く渡わたり歩いて、

「はち、きゅう、じゅう──」

　その【Ｄｅａｄ】マーカーの数を数えていました。

「じゅうさん……」

　そこまで数えたレンに、投げたＭ＆Ｐを回収し、ＭＧＬ─１４０を両りよう肩かたに提げたフカ次郎が言います。

「うん。全ぜん滅めつじゃない？」

「最大で十四人いたと考えるのが、自然だけど……」

　レンはそう言ってから、

「あ！　そうか……」

　顔を引き締しめると、くるりと振ふり返りました。

　レンはＰ９０を構えて、ゆっくりと歩きます。狙ねらいの先は、10メートルほど先で、死体が折り重なっている場所。

「むむ？」

　フカ次郎がそれに続くと、レンは死体まで４メートルの距きよ離りを残して、いきなり発はつ砲ぽうしました。

　倒れている死体に向けて、３発。

　死体は破は壊かい不可能オブジェクトになりますので、被ひ弾だんしても何も変わりません。弾たまの威い力りよくを吸収してしまう謎なぞの壁かべ──、のような扱あつかいになるだけ。

　しかし、その〝死体〟は違ちがいました。

「いってー！」

　被ひ弾だん直後にそう叫さけぶと跳とび上がって、ドスンと尻しり餅もちをついたのです。

　黒い戦せん闘とう服ふくを着た、イケメンキャラクター──、クラレンスでした。

「やっぱり！」

「おお！　死んだふり作戦！」

　レンとフカ次じ郎ろうが叫さけびました。こいつは誰だれかの死体の上にうつぶせで横たわって、マーカーを偽ぎ装そうしていたのです。

　クラレンスは座ったまま、真新しい被弾エフェクトが煌きらめく両手を挙げて、

「ばれちゃあ、仕方がないねえ。はい降参、こーさーん！」

　イケメン顔で微笑ほほえみながら言いました。

「ほら、ご覧の通り武器はないよ。メインアームは、さっきの乱戦で誰かに撃たれて落としちゃったんだよねえ。腰こしに拳けん銃じゆうはあるけど、抜ぬこうとしたら撃つでしょ？」

「もちろん！」

　クラレンスの顔にバレット・サークルを重ねながらレンは言って、

「弾たまを節約したいから、これ以上は１発も撃ちたくない。降参してほしい」

「まあ、しょうがないねえ。でもさ、もしよかったら、ちょっとお話しない？　君達は可愛かわいいよ。君達みたいな強くて可愛い女の子、俺おれ、だいだいだーい好き！」

　爽さわやかなイケメン笑顔から繰くり出される堂々たるナンパ台詞ぜりふに、

「うっ……」

　レンは実に嫌いやそうな顔をして、

「なにーコイツ面白い。合コンに一人は欲しいタイプ」

　フカ次郎は逆に楽しそうな笑顔。そして、

「面白いから撃っちゃおうよ。今は合コン中じゃないし」

　レンはため息を一つついて、

「じゃあ撃つけど、悪く思わないで──」

　その台詞が、途と中ちゆうで止まりました。

「お？　どした？」

　フカ次郎と、

「んん？」

　当のクラレンスが不思議そうな声を漏もらしました。レンは、

「ちょ──、そ、そのポーチ──」

　クラレンスの黒い戦闘服の腹部に並ぶ、やっぱり黒い、幅はば広ひろで細長いポーチを見ながら問いかけます。

「中身は何？」

「あ？　ああ、これ？　右手動かしていい？」

　クラレンスが聞き返してきて、レンは頭とＰ９０を少しだけ縦たてに振ふって答えました。

「じゃあ失礼して……」

　クラレンスの右手がゆっくりと下りていき、肩かたの高さを越こえてから急激に速くなり、右みぎ腰こしの拳けん銃じゆうへ伸のびて、それを抜ぬいて──、

　しゅぱーん！

　レンのＰ９０が火を噴ふきました。サプレッサーで抑よく制せいされた銃声が、甲かん高だかく響ひびきました。

「いってえええええっ！」

　かなり素早い抜き撃うちでしたが、構えていたレンの方が当然勝ります。５．７ミリ弾だんで撃ち抜かれたクラレンスの右手から、《ＦＮ・ファイブセブン》自動拳銃が落ちました。

　最後の反撃の手段を封ふうじられ、

「ああもう！　いいよ！　いいから殺せよー！　ふんだっ！」

　クラレンスは子供のような駄だ々だをこねました。

「その前にポーチの中身！　ぐだると次は耳を撃つよ！」

「おっかねえ子だなあ……。ほら」

　クラレンスは左手で、ポーチのフラップをめくって、中身を取り出しました。

　それは、細長いプラスチック製の、中に詰つまった弾たまがよく見えるマガジン。そして、今レンが構えている愛銃に収まっているものと、色味以外はまったく一いつ緒しよ。

　レンの両目が、カッと開かれました。

「やっぱり！　あなた！　Ｐ９０使い？」

「違ちがうよー。俺おれの銃は《ＡＲ─５７》、っても知らないかな？　Ｍ１６系の下部レシーバーだけ使ってさ、上はＰ９０と同じようにして、共通の弾だん倉そうを──」

　クラレンスの言葉を遮さえぎって、

「マガジンを出せえっ！」

　レンは叫さけんでいました。

「はい？」

「今あるありったけ！　マガジンを出せっ！」

「はいい？　──あっ、分かった！　ピンクのおチビちゃんは、今の戦せん闘とうでだいぶ撃っちゃったんだね。この先、手持ちが心こころ許もとない。だから、そのＰ９０に使える俺のマガジンが欲しいと」

　あーなるほどねと、レンの後ろでフカ次じ郎ろうが頷うなずいています。

「でも、俺だってさっきバリバリ撃ったから、もうポーチにはこれだけだよ」

　クラレンスが、マガジンを持った手でお腹なかのポーチを叩たたくと、それは全すべて凹へこみました。中身が空からである証しよう拠こでした。

「す、ストレージには？」

「そりゃあ、あるけど──」

「出してっ！」

「って、なんでえ？」

　イケメン顔が呆あきれ顔になって、

「なんで自分達を倒たおした敵にそこまでしなくちゃダメかなあ？　俺おれ、もう降参する気なんだけど」

　そりゃそうだなあ、と思うフカ次じ郎ろうの前で、

「優勝してあげる！　あなたのマガジンを使って！」

　レンは答えました。真顔でした。

「ぶはっ！　それで俺にどんな得があるのー？　ぶははははっ！」

　吹ふき出してケタケタと笑うクラレンスの前で、レンは相棒に顔を向けずに言います。

「フカ……、今からあいつの手足の先を撃うつから、痛がってる間に背中から押おさえ込んで、左手を操作してくれる？」

「あ、おっけーい。それならできるね」

　フカ次郎は全すべてを理解して、さっぱりと頷うなずきました。

　左手の特定の操作でウィンドウが出るシステムである以上、それが自分の意思とは関係なくても作動するのがＶＲゲームの恐おそろしいところ。

　気持ちよく寝ねている間に腕うでと指を操作されて実体化させられたアイテムを盗ぬすまれたり、町などの本来安全な場所で決けつ闘とうを受じゆ諾だくしてしまう事例は実際にあったとか。まったく、昼寝もうかつにできません。

「ちょ──、ちょっと待った待ったあっ！」

　さすがのクラレンスも、これには呆れつつ驚おどろきました。

「君達は可愛かわいい顔して容よう赦しやがないね本当に！　そんなことしてるのを見られたら、どう思われる？　さっきからずっと中ちゆう継けいされてるんだよ？　この会話は聞こえてないけど、さすがに行動を見られたらバレるんじゃないかなあ？　マナー違い反はんのゲス野郎として──、まあ、女だから〝ゲス女郎〟として、ＧＧＯの歴史に名を刻んじゃうよ？　それでもいいのかな？　いいのかなあ？」

「いいたいことはそれだけか？」

　レンの感情ゼロの棒読みが耳に戻もどってきて、

「…………。うひい。分かった、分かった。ご進しん呈ていするよ。どうせ大会が終わったら俺のところに戻ってくるからさ、いいけどさ」

　クラレンスは左手をゆっくりと開いて、握にぎっていたマガジンを落としました。そして、ウィンドウ操作をする直前で、ニヤッと笑って、

「でもさあ、何か一つくらいお礼をしてくれても、いいんじゃない？」

　この期ごに及およんでそんなことを言い出しました。

「レン、もう撃うっちゃえば？　時間の無む駄だっしょ？」

　フカ次じ郎ろうが言いました。レンはそれには答えず、クラレンスに問います。

「どんな？」

「うん。たいしたことないけどさ──、キスしてくれない？」

「はあああっ？」「ほあ？」

　レンとフカ次郎の呆あきれ顔を見ながら、

「キスだよキス。接せつ吻ぷん。ベーゼ。二人でも良いけど、せめてそっちのピンクの子だけでもさ、お礼のキッスを頂ちよう戴だいよ。もちろんほっぺたでいいよ！」

「…………」

　絶句したレンの脇わきで、

「足下見やがって！　このゲームには助平しかいねーのか！　──レン、今からグレネードで頭ピヨピヨにするから、その隙すきに左手を動かせば、実体化できるっしょ」

　フカ次郎は左ひだり腕うでに持つＭＧＬ─１４０の狙ねらいをつけようとして、うひゃ、とクラレンスが身をよじりました。

　そして、レンは決断。

「分かった。いいよそんくらい！」

「お？　いいの？　レンよ、正気か？」

「この人頭おかしいけど……、それでも……、貴重なマガジンが手に入るのならいい。たしかに、〝強ごう盗とう〟よりはいいでしょうし……」

「いーやったーっ！」

　子供のように喜ぶクラレンスと、

「ま、レンがいいって言うのならね。私もゲーム中でなら、仲間とキスってるしさ」

　やや呆れ顔のフカ次郎が、実に対象的でした。

「ただし！　その前に手持ちのマガジン全部実体化して！」

「ほいほーい！　約束は守ってよね、お嬢じようさん！」

　クラレンスはウインクをしながら言って、左手を振ふってストレージ操作をしました。空中にＰ９０のマガジンが次々に浮うかび上がって、ゆっくりと地面に落ちました。その数、実に十本以上。

「おほう！　宝の山だ。レン、もう撃っていいよね？」

「ダメ」

「分かった、レンが撃ちたいんだね。どうぞどうぞ」

「いや、撃たない。約束は、守る」

　レンはＰ９０の狙いをようやく外すと、右手にはしっかりと持ったまま、座っているクラレンスに近づきました。

「おっかないなあ。引き金引いちゃわないでよ？」

　いつでも心臓を射い貫ぬけるように狙ねらいをつけたまま、クラレンスの右みぎ脇わきにしゃがみました。

「あなたは大だい嫌きらいだけど……、約束は守る！」

　そしてレンは険けわしい決意顔のまま、左手をクラレンスの右耳に当てて、ほっぺたのかなり後ろの方に軽くキスをしました。キス自体は短い瞬しゆん間かんでしたが、口を近づけている時間は不自然に長く、

「お、賢かしこい。これなら中ちゆう継けい見ている人は耳打ちしたと思うね」

　フカ次じ郎ろうが、レンの機転に感心しました。

「どう？　ご満足？」

　怒いかりが三割、照れが三割に残りは軽けい蔑べつといった表情で、レンは身を引きました。

　くいっ、とレンに顔を向けたクラレンスの、にやけきった顔といったらありません。鼻の下がこれでもかと伸びていますが、それでもイケメンに見えるのが悔くやしいところ。

「満足満足っ！　ひゃーっ！　ドキドキするわ！　うふふふっ！　素敵っ！」

　そして放たれる、突とつ然ぜんの女口調の台詞せりふ。

「ひ？」「はい？」
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　レンとフカ次郎が、予想もしなかった言動に、悪い意味で大きく心を揺ゆさぶられていると、

「んー、やっぱりキスは女の子にしてもらうに限るわね！　男のキスはがさつでイヤよね！」

　クラレンスはお構いなしに一人で楽しそう。とても楽しそう。

「…………」

　男と、キス？

　理解力を越こえてしまい、レンは武装したピンクのお地じ蔵ぞうさんのように固まっていました。

　フカ次じ郎ろうが、

「って、なんだそりゃ？　あんた、普ふ段だんは男とキスしてるの……？　それってアレ？　牛乳じゃない方のホモとか、ベーコンとレタスとかいうアレ？」

　実に道ど産さん子こらしい質問をぶつけると、

「アレ？」

　きょとん、としたのはクラレンスです。固まっているレンと、眉まゆ根ねを寄せているフカ次郎を交こう互ごに見やって、

「あ！　そうかそうか、ごめんごめん！　言ってなかったね、そうだった！」

「何を？」

「俺おれ──、女だよ。アバターが宝たから塚づかっぽいから、わざとこんな喋しやべりしてるけど。ぺったんこだけど胸むねを見せる？　あ、こっちのが早いかな」

　なんだってええええええええええええー？

　揃そろってぽかんとしている二人へと、ＶＲゲームの名めい刺し交こう換かんとも言える、ネームカード表示が来ました。

　確かに書いてありました。

　キャラクターネーム──、〝Ｃｌａｒｅｎｃｅ〟。性別──、女性フイメール。

「リアルじゃ、男の子でも女の子でも好きだよ？」

　聞いてませんけど、クラレンスは言いました。

　ようやくショックから立ち直ったレンが、

「いや……、リアルの話はしないでください……」

　思わず敬語が出てしまいました。

「えー！　いいじゃん！　今度さ、三人でお茶でもしない？　ヴァーチャル女子会！　ＧＧＯに女の子って少ないからさー！　俺と友達になってよ！」

「わ、わたし達がどんなリアルか、分からないですよ？　五十歳さいのおばさんかも？　話が合わないかもしれませんよ？」

「気にしないよ！　俺、博愛主義者なんだ！　ねっ！　せっかくだから、女子だけのスコードロン組まない？　そうしよ！」

　いいからあんたとっとと降参しろよ。

　フカ次郎は思いましたが、言うのは止やめておきました。

「ま、まあ、マガジンはお借りしますね……」

「どーぞどーぞ」

　レンが、左手のウィンドウ操作をしました。自分のストレージに、山になって転がっているマガジンを入れようとした瞬しゆん間かん──、

「たあっ！」

　クラレンスに猛もう烈れつな勢いで突つき押おされて、それができませんでした。

　レンの小さな体はフカ次じ郎ろうの近くまで吹ふっ飛ばされてきて、そのフカ次郎がＭＧＬ─１４０をクラレンスに向けようとして、

「伏ふせろっ！」

　彼──、ではなく彼女の必死の形相に何かを感じ取って、言われた通りにしました。

　仰あお向むけで顔だけ上げたレンと、うつぶせにがばっと伏せたフカ次郎の目の前で、

「ゆうしょうしろよー！」

　そんな言葉を言い残しながら、クラレンスは体中に被ひ弾だんエフェクトを煌きらめかせて、死んでいきました。




　そして聞こえる甲かん高だかい銃じゆう声せい。

　５．５６ミリクラスのアサルト・ライフルの小気味いい連射音。

　発生源は北側、50メートルほど離はなれた場所。

　認識した瞬間、バレット・ラインが幾いく重えにも襲おそってきて、

「ひゃあ！」

「くそぅ！」

　べったりと身を低くしたレンとフカ次郎の頭の上を、銃弾が唸うなりを上げて飛んでいきました。

　長話をしすぎたっ！

　レンはまたも、自分の判断ミスを呪のろいました。

　北側から新たにやって来た敵チームとなると、アイツらはＭＭＴＭです間ま違ちがいありません。あのジャングルを、音もなく密ひそかに接近してきたのです。

　いち早く察したクラレンスが突つき飛ばしてくれなければ、レンもまた撃うち殺されていたことでしょう。

　ありがとう！　本当にありがとう！

　心の中で感謝を捧ささげながらもレンは、

「マガジンがっ！」

　ストレージに収納できなかった、わずか３メートル先、クラレンスの死体の脇わきにある十本以上のマガジンのことを思いました。アレを受け取らなければ、今後ちゃんと戦える自信がありません。しかし、

「逃にげようぜレン！　ここは撤てつ退たいだ！」

　フカ次じ郎ろうの言う通りです。マトモに顔も上げられないこの状じよう況きようでは、ジャングルを利用して這はい回って逃げるのが、当然すぎるセオリー。

　びゅんびゅんびゅん。

　頭の上を、牽けん制せいのフルオート射しや撃げきが通り過ぎていきます。その風を感じます。

　相手が少しでも移動すれば、ここも狙ねらえるでしょう。決断が遅おくれたら、助かるものも助からないでしょう。

　逃げなければなりません。

　でも、あのマガジンが──。

　ほんの３秒ほど躊ちゆう躇ちよしたレンの顔に、バレット・ラインがびったりと照射されました。

　相手は木の上にでも登ったのか、それは斜ななめ上からの撃うち下ろしでした。

「ああ……」

　もう、避よけようがありませんでした。




　ドスの利いた重低音が唸うなるのと、そのラインが消えるのが一いつ緒しよでした。

　今まで聞こえていたＭＭＴＭの射撃音の反対側、右手側から獣けものの咆ほう哮こうのような重低音が響ひびいて、頭の上を音速を超えた弾だん丸がんが唸うなり飛んでいきます。

「な、何……？」

「いいからレン！」

　レンはフカ次郎に強引に引っ張られて、ズルズルとその場から移動しました。その間も重低音が響き渡わたり、さらにそこに、セミオートで放たれる甲かん高だかい射撃音が混じります。

　怪かい力りきのフカ次郎に引っ張られて、

「ほれっ！」

「むぎゅっ」

　ジャングルの溝みぞに落っことされたレンは、自分を挟はさんでの猛もう烈れつな撃ち合いを〝聞き〟ました。

　そして、やっと冷静さを取り戻もどしました。

　あの重低音は、聞いたことがある。

　前回のＳＪでイヤと言うほど、そしてとても近くで聞いた。

　ならば、

「フカ！　普ふ通つうのグレネード撃てる？」

「おうよ！　６発ぶちかましてやるぜ？　で、左右の敵のどっちに？　両方か？」

「左！　ここから50メートル先。幅はば30メートルほどに散らしてぶっ放せ！」







　確実に仕留められる。

　ＭＭＴＭのリーダーは、ＳＴＭ─５５６のスコープで憎にくきピンクのチビを捉とらえたとき、そう確信しました。

　しかし、発はつ砲ぽう直前に目の前の〝男〟がそれに気付いて彼女を突つき飛ばしたことで、殺せたのはそいつ一人だけになりました。出し惜おしみせずにグレネードを撃うてばよかったと後こう悔かいしても、後の祭り。

　ならばと、仲間に援えん護ご射しや撃げきをさせて、近くにあった木に猿さるよろしくよじ登って構えたというのに。

「もらった……」

　スコープのど真ん中に、完かん璧ぺきにヤツの可愛かわいい顔を捉えたというのに──、

　その瞬しゆん間かんさらなる強敵が出現して、こちらへと容よう赦しやなく撃ちまくってきました。

　最初の銃じゆう声せいを聞き取って素早く木から飛び降りなければ、その幹ではなく、自分が穴だらけにされていたでしょう。

　あの重い音は、ロシア製ＰＫＭマシンガンに違ちがいありません。そして、前回スキャンの位置からして、敵チームの素性も知れています。そうです。あのアマゾネス軍団です。

　１００メートルもない距きよ離りから撃たれているはずですが、ジャングルが濃こくてラインしか分かりません。

「全員撤てつ退たい！　援護射撃は要らないからとにかく後退しろ！　ライン注意！」

　彼は瞬時に決断して、仲間達は瞬時に反応しました。

　六人が、敵の方へと顔を向けながら、ラインを小刻みに避よけながら後ろ足で逃にげ出した数秒後──、

　ぼ、ぼ、ぼ、ぼ、ぼ、ぼん！

　今さっきまで自分達が射撃していた位置で連続した爆ばく発はつ音おんが轟とどろいて、横一列に草木を吹ふき飛ばしていきました。撤退があと５秒遅おくれたら、全員が大ダメージを食らっていたでしょう。

「うっひゃ！　あっぶねえ！　なんだありゃ！」

　仲間の声を聞きながら、

「ダネル社の６連発グレネードだ。チビの相棒が２丁も持っていやがった。撃たせる前に仕留めたかったんだが……。失敗だ」

　リーダーは答えました。そして、

「アマゾネスにアイツらが加わっては分が悪すぎる。遺い憾かんながら、一度ドームを出る」

　走りながらリーダーが腕うで時ど計けいを見ると、13時49分45秒でした。







　酒場で、ここまでの一連の、そして濃のう密みつなジャングル戦の様子を見ていた男は、

「すっげえええ！」

　大だい興こう奮ふんして叫さけぶと、

「オレ、向こうで別のバトル見ていた阿あ呆ほう共どもに教えてくるわ！」

　そう言って駆かけ出しました。

　そしてピトフーイの戦いを見ていた一団の前で──、

　これ以上ないほどの〝ドヤ顔〟で言うのです。

「なんでレンちゃんの戦いを見なかったんだよ！　やっぱりあの子すげーよ！　このままいったら、間ま違ちがいなくまた優勝だよ！」
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　第十二章　「シャーリー」







　13時50分直前に、

「別に助けたわけじゃないよ？　ＭＭＴＭっていう強敵を仕留める最大のチャンスだと思ったからそうしただけでね。逃にげられちゃったけどね。ま、あんた達とは〝一時休戦〟ってところかな？　今殺すのは簡単だけど、私は真しん剣けん勝負がしたいからね」

　地べたに仰あお向むけで寝ねっ転がっていたレンは、すぐ脇わきに聳そびえる、巨きよ漢かんでお下げの女にそう言われて、

「恩に着る」

　ただそれだけ言い返すと、サテライト・スキャン端たん末まつを取り出しました。倒たおれている間に、腕うで時ど計けいは振しん動どうを終えています。そしてまさに今が50分。

　レンは起き上がるのももどかしく、仰向けのまま端末画面を見ました。そして、南西からのゆっくりしたサテライト・スキャンを、

「もっと速く飛べ！　それでも人工衛星か！　どうせ空気抵てい抗こうないんでしょ！」

　無茶な急せかし方をしながら眺ながめ、

「いたあっ！」

　地図南東に生存しているチームＰＭ４を確認しました。そして、少し離はなれた場所に並ぶ七つの灰色の点も。

「ああ……、よかった……」

　レンは、恋こい人びとからのメールでも受け取ったかのように、サテライト・スキャン端末を胸むねに抱きしめました。

　リーダーのエムだけが生き残ったという可能性もゼロではありませんが、レンは素直にピトフーイの生存を信じました。さすがはエムさんとピトさんです。七チーム全員を返り討うちにしたのでしょう。

　そして、

「恐おそろしい……。わたしはそんなヤツを倒さねばならないのか……」




　仲間達が隙すきなくジャングルを警けい戒かいしている中で、ＳＨＩＮＣのボスも端末を睨にらんで、

「こりゃまたずいぶん減ったねえ！　10分間で十チームが消えたよ！」

　報告も兼かねて、楽しそうに言いました。

　そのうちの七つは、ピトフーイ達が全ぜん滅めつさせた連合チーム。

　そして三つは、レンが一人でほとんど、クラレンスだけはＭＭＴＭが屠ほふったチーム。

　現在の生き残りは、七チーム。

　ドーム内にいるレン達とＳＨＩＮＣ、さっき鮮あざやかに撤てつ退たいして、今もドームの北側へと全速力で移動中のＭＭＴＭ。

　もちろん、ピトフーイ達ＰＭ４、

　他の三つは──、

　ドームの東、山に挟はさまれた谷にＫＫＨＣという表記が。聞いたことのないチーム名です。

　北部丘きゆう陵りよう地帯にはＺＥＭＡＬ、つまり全日本マシンガンラバーズの皆みな様さまが元気に生き残っていました。今回、実に頑がん張ばっています。

　最後の一つは、《Ｔ─Ｓ》という名前で、マップ北西部のほとんど城じよう壁へきと同じ場所という、かなり遠くでした。




　フカ次じ郎ろうは２丁のＭＧＬ─１４０に通常のグレネードを再さい装そう塡てんして立ち上がると、ヴィントレス消音狙そ撃げき銃じゆうを持つ、巨きよ大だいな女を見上げました。

　金きん髪ぱつのチビッコは、にっかりと笑顔を見せて、

「やあ無む駄だにデカイ人！　あなたがボスね。私はフカ次郎。愛を込めて〝フカ〟でいいよ。よろしく！」

「これはこれはご挨あい拶さつが遅おくれまして、小生意気そうなブロンドのお嬢じよう様さま。私のことは、エヴァでもボスでも、お好きな方でお呼びくださいませ。──そして、ありがとう。詳くわしくは知らないけど、あなたがいなければレンはチームを組めなかったし、ＳＪ２に参加できなかった」

「ま、礼には及およばんぜよ。詳しい自じ己こ紹しよう介かいは、大会の後にでもゆっくりとね」

　フカ次郎はボス達のリアルを香か[image: 蓮]れんから詳しく聞いていますが、それをゲーム中に語るのは雰ふん囲い気きを削そぐと重々分かっているので控ひかえました。うむ、と頷うなずいたボスに向けて、

「このたび、私達を助けてくれたことは本当に感謝！　この借りは後ほどグレネードの直撃で返すとして──」

　フカ次郎は、サテライト・スキャン端たん末まつをしまったレンを横目で見て、

「おいレン！　このデカ女は、私が冴さえ渡わたる話術で抑おさえておく！　今のうちに！　もらったマガジンを取るのだっ！」

「ありがと、そうする！」

　レンは、バッタのような瞬しゆん発ぱつ力りよくで起き上がると、クラレンスの死体の脇わきに駆かけ寄りました。そしてようやく、念願のマガジンを手に入れました。50発フル装塡のＰ９０・ＡＲ─５７用マガジンが、

「──はち、きゅう、じゅう──」

　なんと十二本。６００発分！

「ああ……。〝あたらしいまがじんをてにいれた〟！」

　８００発持ち込んだ自分の弾だん丸がんが４５０発まで減った今、これがどれほど力強いか。今のレンには、涙なみだが出るほど嬉うれしいアイテムでした。心の中で、獲かく得とくファンファーレが高々と鳴り響ひびきました。

　これで撃てるのは１０５０発。最初に持ち込んだ以上の火力を手に入れました。

　レンは嬉き々きとして、空になった両りよう腿もものポーチに六本を差し込んで、残りを左手の操作でストレージにしまい込みました。

「ありがとね……。助かった」

　最後にもう一度、レンはクラレンスの死体に感謝の言葉を送りました。

　彼──、ではなく彼女は、仰あお向むけで両手を広げて、幸せそうな顔で死んでいました。

　レンは、自分のヒットポイントが二割減っていることを思い出しました。一いつ発ぱつ即そく死しの可能性を減らす方が得策と判断して、すぐさま救急治ち療りようキットを手首に打ちました。

　体が一いつ瞬しゆん光に包まれて、ヒットポイントゲージがちかちかと回復モードになりました。この回復終了までは１８０秒、つまり３分かかります。

　レンは、フカ次じ郎ろうとボスの脇わきに戻もどると、

「ボス。助けてくれて、ありがとう」

　巨きよ体たいを見上げながら改めて礼を言って、ぺこりと頭を下げました。

「どういたしまして」

　丁てい寧ねいに返したボスは、嬉しそうな顔で、

「じゃあ、頃ころ合あいだし、ガチのタイマン勝負といこうか？　ここでもいいし、場所を変えてもいいよ？　別チームの邪じや魔まが入らない場所ならどこだって──」

「ごめん……。それはできない」

　発言を遮さえぎったレンの言葉に、ボスは目を丸くしました。

「はあ？　どして？　今度会ったときは勝負すると──」

「ごめん……。それは……。理由は……、言えなくて……」

　リアルがらみの厄やつ介かいごとに女子高生達を巻き込みたくないからと、辛つらそうに表情をゆがめるレンの脇で、

「いやさー、ピトフーイさんをレンが倒たおさないと、大変なことになるからさー。ピトフーイさんがＳＪ２に優勝せずに死ぬと、リアルで死んじゃうんだって。それを唯ゆい一いつ止められるのが、レンなんだよ」

　フカ次郎はあっさりとネタをばらしました。

「ちょ──」

　ゆであがったタコのようになったレンの脇で、

「ライバルなんだろ？　ちぃったー信用してあげようぜ」

　フカ次郎が言いました。







　この時間は戦せん闘とうがないので、中ちゆう継けいカメラはレン達とボス達を映していました。

　何を話しているかまでは分かりませんが、レンとフカ次じ郎ろう、そして周囲に敵がいないので集まってきたＳＨＩＮＣのメンバーが、真しん剣けんな顔で会話をしています。

「なんだろうな？　偶ぐう然ぜんとはいえ会話しちゃったから、この先は共闘するのかな？」

「さっきの最後の一人にも、レンちゃんは何か耳打ちしていたよな」

「アレは、単に弾だん倉そうもらったお礼じゃね？」

「オレには……、レンちゃんがヤツのほっぺたにキスしているように見えたけど……」

「変態もそこまでいくと立派だな……」

　一いつ瞬しゆんたりとも目を離はなせなかった過激な戦闘の後なので、酒場もまったりムード。この隙すきに、新しい注文をお腹なかに入れる者達もいます。

　ＳＪ２で死んだプレイヤー達は、10分の待機時間を終えて続々と戻もどってきているので、

「あのアマゾネス集団！　これで優勝しなかったら承しよう知ちしねえぞ！」

　ＳＳＧ６９使いのスナイパーや、

「レンちゃん達頑がん張ばれや！　また優勝してくれ！」

　駅で全ぜん滅めつした光こう学がく銃じゆう使いのチームなどが、自分を殺してくれたチームを応おう援えんしていました。

　２分ほどの、とてものんびりした時間が過ぎて──、

　画面の中で、レンが深々と頭を下げました。助けてくれたお礼でしょうか？

　すると、ボスがレンに手を伸のばしました。

　大きな体のボスが、大きな手を下げて、小さな体のレンが、小さな手を持ち上げました。

　二人は、しっかりと握あく手しゆ。

　体と手の大きさが違ちがいすぎるので、不思議な絵になりました。

「お、話がまとまったか。どうするんだ？　ここで闘たたかうのか？」

　戦闘を期待した人をがっかりさせるように、二チームは軽く手を振ふって別れました。

　アマゾネス集団は南へ、レン達は東へと、ジャングルをかき分けて進み始めました。中継画面は、草が薙なぎ払われた中に転がる大量の死体を映すだけになりました。

「一いつ緒しよに闘うのかと思ったが、単純に仕切り直しか」

　ビールをグビグビと飲みながら男が言って、

「ま、あのチームの共闘はないわな」

　そう付け足しました。




　　　　　　　　　　＊　　　　　＊　　　　　＊




　時間は少し戻もどって、13時50分のこと。

「レン達も生き残っている。ドームの中だ。周囲に三チームも転がっているから、近くにいるＳＨＩＮＣと共きよう闘とうでもしたかもしれん」

　エムの報告を、

「さっすが！」

　ピトフーイは笑顔で聞きました。スキャンが終わると、

「残存七チーム。他にはＭＭＴＭがドームの北へ。ＺＥＭＡＬが丘きゆう陵りよう地帯、Ｔ─Ｓが北西。次に近いのは、谷にある一チームだ。ＫＫＨＣ。山を下りて、コイツを倒たおしに行く」

　いつも通り真面目まじめな口調のエムと、

「りょうかーい。お散歩お散歩っと」

　ふざけた口調のピトフーイと、

「…………」

　黙だまったままの残りの四人の男達が、ぐいぐいと山を下りていました。

　北西方向へ向かって。そこにある、青色が目立つエリアに向かって。







　ピトフーイ達の次の目標にされたチームＫＫＨＣは、小さな林の中で五回目のスキャンを見ていました。

　シャーリーと同じく、木を描えがいた同じ服装の四人の男達ですが──、

　そのアバター外見は、見事にバラバラです。

　一人は、生え際が後退した、渋しぶい中年男。年ねん齢れいが年上に見える、というだけでリーダーをしています。

　一人は、ＧＧＯによく見られる、アフリカ系の外見を持つ男。

　一人は、背の高い白人金きん髪ぱつ男。

　最後の一人は、小こ柄がらで黒くろ髪かみの、普ふ通つうの日本人に見える男。

　シャーリーを含ふくめた五人は、周囲の敵がほとんど消えたことを知りました。そして、通信アイテムで会話します。

「こりゃあ、凄すごいな。ＰＭ４って優勝候補チーム、たった六人で、しかも10分で七チームを全ぜん滅めつさせたようだ……。どうやったかは、想像もつかないが……」

　リーダーが驚おどろきを口にして、

「どうするこれ。このまま隠かくれて逃にげ回っていたら、負けはないけど、勝ちもないよ？」

「同感だ。リーダー、そろそろ打って出る？　でも、一番近いのは、強敵ＰＭ４だよ？」

「勝てる気がしないなあ……」

　他の三人の男達が口々に言いました。シャーリーは、相変わらず黙だまったままです。

　何かを考えていたリーダーが、

「なあみんな、オレに提案があるんだが、聞いてくれ。ひょっとしたら、〝優勝〟狙ねらえるぞ」




　　　　　　　　　　＊　　　　　＊　　　　　＊




　13時50分から55分の間、

「戦せん闘とう、起こらないなあ……」

　酒場では、引き続きのんびりムードが漂ただよっていました。

「ちょうどいいよ。ずっとバトってると、見ているこっちも疲つかれる」

　その前の10分間があまりに苛か烈れつだったので、この機会にと休む観客もいました。

　手持ち無ぶ沙さ汰たのカメラは、移動中のチームを映しました。

　レンとフカ次じ郎ろうは、ジャングルを抜ぬけてドームの外へと出ました。ちょうど東の外れ、時計なら３時の位置。

　同じ頃ころに、ボス達ＳＨＩＮＣもまた、周囲を警けい戒かいしながらドームを出ました。こちらはほぼ南。入ってきた場所とそれほど変わりありません。

　そしてカメラは、別のチームを映しました。

　小川が流れている畑を走って進む、男四人と、女が一人のチームを。

　その違い和わ感かんに、観客の誰だれもが気付きました。気付かないわけがありません。

「なんでアイツら──」

　誰かが、全員を代表して呟つぶやきます。

「銃じゆうを何も持ってないの？」







「敵だ。五人。距きよ離り１０００。走ってこちらに接近中」

　双そう眼がん鏡きようを覗のぞいていたエムが言って、手にそれぞれの愛銃を持つ三人の覆ふく面めん男と、まったく持っていない一人の男。そして、

「ほいよ。獲え物ものの得物は？」

　楽しそうに洒落しやれて訊たずねるピトフーイが、スッとしゃがみました。

　すでに山は下りて、周囲に平らな畑と林や茂しげみが混在するエリアにいます。遠くに巨きよ大だいなドームの屋根部分が見えます。

　Ｍえむ１じゆう４よん・ＥＢＲいーびーあーるをスリングで体の前に下げ、背中には巨大なバックパックを背負い、一人立ったまま、そして双そう眼がん鏡きようを覗のぞいたまま、

「何も持っていない」

　エムは答えました。

「はあ？」




　その３分後──、

　ほぼ全力疾しつ走そうでやって来た五人が、ピトフーイの前に立ちました。

　それはチームＫＫＨＣ。

　ブーツに茶色のパンツ、上半身は木々を描えがいた迷めい彩さいのジャケットというお揃そろいの服装で、しかし手には何も持っていない四人の男と、一人の女でした。




　中ちゆう継けいカメラが、戦せん闘とうではありませんが、その様子を捉とらえていました。

　ピトフーイとエム、そして隙すきなく銃じゆうを構えて、いつでも撃うてるようにしている三人の覆ふく面めん男達。彼かれ等らに何かを話している、リーダーらしき、五人チームの男。

　その様子が中継されていて、話している会話は聞こえませんが、

「なるほどね」

「この終しゆう盤ばんに提案してきたか」

　観客達はもちろんピンと来ていました。

　あの五人が、ＰＭ４と結けつ託たくしたいと話を持ってきたのだと。

「しかしあのポニテのねーさん、接近してきた連中をよく撃たなかったよな」

「ま、話くらいは聞いてやろうってハラだろうな」

「鬼おにのような女でも、言葉は通じる、か。──ところでお前、どんだけジャーキー好きなの？」




「うーん、共闘はひとまず必要ないと思うけれどねえ。それに、私達の目指しているのは優勝だけど、仮にあなた達と組んで闘たたかって、最後の二チームになったらどうするおつもり？　その瞬しゆん間かん、撃ち合い？」

　ピトフーイは、目の前に並ぶ五人に、そしてそのリーダーである、最も年上に見える男に向けて問いました。

「ハッキリ言えば、そのときは我々の降参で、優勝を譲ゆずってもいいと思っている。これは、チーム内で意見をまとめた」

「あらま。あなたたちは、優勝狙ねらいでＳＪ２に参加したのではない、と？」

「ああ。正直、腕うで試だめしだった。実はオレ達は、リアルでも銃を撃っているハンターばかりのスコードロンなんだ」

「へえ。それは面白いわね」

　ＶＲゲームにおいて自分からリアルについて語る人は、自じ慢まんしたい人だと思って間ま違ちがいありません。

　ピトフーイの言葉に、リーダーは調子に乗って、リアルの身の上を語りました。

　自分達は、北海道を根城に狩しゆ猟りようをしているチームなんだと。

　スコードロンのメンバーは全員、北海道在住のハンター達。

　リアルでも猟りよう銃じゆうの所持許可を持っていて、普ふ段だんは練習、秋から冬の猟期には、広大な大自然で狩猟をしていると。

「だから、射しや撃げきの腕うでには自信がある。バレット・ラインなんてものに頼たよらなくたって、かなりの命中率だよ？　現にさっきも、相手に気取られることなく、狙そ撃げきで三人を倒たおした。お嬢じようさん達は、バレット・ラインなしでの長ちよう距きよ離り射撃なんて、想像もつかないだろうけどね」

　よく言えば誇ほこらしげ、悪く言えば尊大なリーダーの言葉に、ピトフーイは素直に、

「まあ、それは凄すごい」

　そんな噓うそを言いました。

　その隣となりで──、エムも覆ふく面めんの男達も、黙だまっていました。

　それからリーダーは、今はストレージにしまっている自分達のライフルがいかに高精度で、その持ち主の腕がいかに優すぐれているかを自慢した後に、

「だから、オレ達はそちらのチームを狙撃でバックアップできる。戦せん闘とうは圧あつ倒とう的てきに有利になるだろうね。どうだろう？　傭よう兵へいでも雇やとうつもりで、一いつ緒しよに優勝と準優勝を目指さないか？」

　提案を聞いたピトフーイは、

「話はよく分かったし、単純に考えれば、悪い話ではないでしょうね」

「ほう。では？」

「でも、ごめんなさい、と言うしかないかしらね。このチームを結成するときに、心に決めたのよ。〝このメンツでダメだったらもうダメ〟ってね」

「そうか……。残念だが、そういうことなら、強制はできないな」

　ハンターチームのリーダーは、残念そうにそう言うと、

「じゃあ、仕切り直しということで。オレ達は、あっちにある茂しげみの向こうに一度消える」

　北西、70メートルくらい先に見える木々を指差しました。

「その後は、次のスキャンまでは接せつ触しよくはしないよ。リアルでも銃を撃うつ人間の誇ほこりにかけて、約束させてもらう」

「そう。じゃ、私達は、皆みなさんが見えなくなるまで、ここにいるわ」

　ピトフーイはそう言うと、近くで周囲を、そして五人の行動を見張っていたエムを含ふくむ五人の男達に、

「あんたたち、聞こえたわね。撃っちゃだめよ。男なら、約束は守りなさい」

　そう言い聞かせました。うす、とか、分かりました、などの返事が短く返ってきました。

「素晴らしい戦士だ。では、お互たがいの健けん闘とうを祈いのって」

　リーダーは最後にそう言うと、くるりと踵きびすを返して、歩き出しました。やや不安そうに成り行きを見守っていた三人の男と、一人の髪かみの緑の女が、それに続いていきます。

　背中を見ていたピトフーイは、五人が30メートルほど離はなれたところで、

「もういっかな？」

　左手をサッと振ふりました。ウィンドウを操作して、ストレージから《スプリングフィールド　ＸＤＭ》自動式拳けん銃じゆうを選び出しました。

　ＸＤＭが空中に浮うかんで、ピトフーイは右手でグリップを摑つかみました。腕うでを前に伸ばしました。

　そして次の瞬しゆん間かん──、

　彼女は猛もう烈れつな勢いで、銃を持つ肘ひじと腕を引きました。

　残像が残るほどの素早い腕の動き。その引かれた勢いの慣性で、ＸＤＭのスライドは後ろに下がって、バネの力で前に戻もどり、４０口径拳銃弾だんを薬室に送り込んでいました。

　これぞ、リアルではよほどのマッチョ、ＧＧＯでもかなり筋力値が強い人間にしかできない、脅きよう威いの〝自動拳銃片手装そう塡てん〟です。

「じゃあ、一番左からいこっか？」

　ピトフーイはそう言うと、五人の左ひだり端はしを歩く長身の男の背中を、右手だけで無造作に撃ちました。




「あれ？」

　酒場で、戦闘ではないぬるい光景を見ていた観客と──、

「あれ？」

　撃たれた男が──、

　同じような言葉を漏もらしました。




「あちゃ、ちょっと外れた」

　ピトフーイは１発目が男の左ひだり肩かたに当たったのを見ると、もう少しじっくりと狙ねらって、ＸＤＭを撃ちました。

　２発目は、肩の着弾に驚おどろいていた金きん髪ぱつ男の後頭部中央に吸い込まれました。威い力りよくの弱い拳銃弾でも、即そく死し認定をさせました。

　残りの四人は、当然驚いて振り向いて、

「ちょ──、なっ……」

　左手は拳こぶしを作って胸むねに当てて、右手で黒い拳銃を構えるピトフーイと、そこから自分達に向けて延びるバレット・ラインを見ました。

　ぱん。

　そして黒くろ髪かみの男が的になりました。首元に１発被ひ弾だん。

　ぱん。ぱん。ぱん。

　それだけでは死ななかったので、頰ほおと目と額ひたいに被弾。

　二人目の仲間のヒットポイントがぐーんと減っていくのと、彼がドサッと倒たおれるのを見ながら、

「おおい！　何をしやがるっ！　約束がっ！」

　チームリーダーはあらん限りの大声で吠ほえました。その口に弾たまが飛んできて、そのまま中に入りました。

「ごほっ！」

　口の中から被弾エフェクトを煌きらめかせながら、リーダーは後ろへと倒れていきます。

　片手での射しや撃げきを続けるピトフーイが、

「〝男〟じゃないから、わ、た、し！」

　もうすぐ死ぬ人間へと答えました。




「まるで、射撃練習だ」

「俺おれには、捕ほ虜りよの処刑に見えるな」

　酒場の映像でも、その戦せん闘とうですらない様子は映っていました。

　三人の男があっと言う間に殺されて、残りは男一人と女が一人。さすがに彼かれ等らは、二人目が撃たれた時点で全力ダッシュで逃にげ始めています。

「ストレージ操作で銃じゆうを出しても──、間に合わないか……」

　彼等の銃が何かは分かりませんが、出して、装そう塡てんして、狙ねらって反撃できるまで最短でも10秒はかかりますから、ここは逃げるしかありません。

　ぱん、という乾かわいた音がして、逃げる男の左足に被弾エフェクトが生まれました。男が前に転がりながら倒れて、そこに２発目が。今度は左手の先に当たりました。




「…………」

　シャーリーは、倒れた仲間を見て足を止めて、

「逃げろっ！」

　彼にそう言われて、逃げませんでした。

　横倒しになった男の前に駆かけ寄るとしゃがんで、さらに寝ね転ころがりました。

　同じくらいの体格のキャラクターのお腹なかに、自分の背中をぶつけました。そして、腿ももを摑つかみながら一気に立ち上がると、背負ったまま走り出したのです。

「おおっ！」

　相変わらず右手だけでパカパカと撃うっていたピトフーイは、40メートルは離はなれた〝的〟を撃つために、左手を添そえました。

　両足を目標に向けて横に揃そろえ、両手をバランスよく前に突つき出す感じで構え──、

　ぱん。

　放った弾たまは、見事に的に命中。この場合は、シャーリーが背負っている男の延えん髄ずいでした。

　ヒットポイントがぐーんと減る時間が２秒ほどあって、それから【Ｄｅａｄ】のマーカーがピコン、という可愛かわいい音と共に立ち上がりました。

　そしてシャーリーは、それを背負ったまま、走り続けます。

「あらやだ」

　ピトフーイは、ＸＤＭを撃ち続けました。

　乾かわいた音が連続して、金色の空から薬やつ莢きようが右側に舞まいます。弾だん丸がんは狙ねらい違たがわず飛んでいくのですが、それは男の死体に当たるだけ。

　ピトフーイがマガジンの16発を撃ちきって、ＸＤＭのスライドが下がった状態で止まるのと、シャーリーが茂しげみの中に消えるのは同時でした。




「マシンガン」

　エムの命令に、

「ういっす。誰だれか肩かた貸してくれ」

　覆ふく面めんの大男は、ストレージ操作で愛あい銃じゆうを実体化。すぐに、目の前にサプレッサー装着のＭＧ３と、１００発連なった弾薬ベルトが現れました。

　男は慣れた手つきで装そう塡てんを済ませると、サッと前に控ひかえた小こ柄がらな男の肩に銃身を載のせ、シャーリーが消えた茂みに向かってフルオートで連射。抑よく制せいされてもまだ甲かん高だかい連射音が響ひびいて、草木が舞い踊おどりました。

　男が１００発を休みなしでぶちまけたあと、エムが双そう眼がん鏡きようを睨にらむと、

「まだ逃にげている」

　その丸い視界に、茂みのさらに向こうへと、【Ｄｅａｄ】マーカーをつけた死体を背負って逃げる女の姿が。

「やるじゃない！　死体が破は壊かい不可能になるって分かっていて、背負って逃げたのね。〝仲間を助ける〟とか、最初から考えてなかったのよ、あのお姉ちゃん！」

　ピトフーイが嬉うれしそうに言いながら、左手でウィンドウ操作を始めました。

　撃ち終えたＸＤＭを右手に持ったまま、左手は手早い操作を繰くり返して──、

　ピトフーイは変身していきました。




　画面の中で、酒場の観客達は見ていました。

　武器なしから始めて十八人を屠ほふった女が、自分の武装を整えていく様を。

　女の目の前の空中に、まずはＸＤＭの予備マガジンが現れました。

　空からになったのを銃じゆうから落として、新しいマガジンを銃に叩たたき込んでスライド・ストップボタンを押おすと、再び弾だん丸がんが薬室に収まりました。

　それからは、まさに変身シーンです。

　ＶＲゲームでは、いつも使う装備をパックで設定しておけば、ワンアクションのストレージ操作で〝一いつ括かつ装備〟してくれます。

　女がやったのも、まさにそれでした。

　左手の一ひと振ふりとＯＫボタン操作で、魔ま法ほうのように次々に装備が実体化して、サイボーグのような女の体に装着されていくのです。

　まず、濃のう紺こんのつなぎの腰こしに、太いベルトが巻かれました。

　そのベルトにぶら下がる形で、右みぎ腿ももの外側にプラスチック製のホルスターが現れて、腿にもサポートベルトが巻き付きました。

　そして左腿にも同じ物です。こちらにはＸＤＭがすでに収まっていました。右腿ホルスターにＸＤＭを納めると、二丁拳けん銃じゆうのできあがり。

　左手用のＸＤＭを片手装そう塡てんしている間、左右のブーツの外側には、格かく闘とう戦せん用の細身のナイフが実体化してくっつきました。




　装備が一つ増えるごとに、

「二丁拳銃かよ！」

「クールだな！」

「格好いいけど、メリットは？」

「〝格好いい〟があるだろ！」

　とか、

「おお！　ナイフまで！」

「切り刻まれてえ……」

　酒場の観客は大盛り上がりです。

　そして上半身。カメラがズームアップします。

　女の引き締しまった体には、胸きよう部ぶの防ぼう弾だんを兼かねた黒い装備ベストが装着されました。ベスト腹部には細長いマガジンポーチがびっしりと装着され、まるで鎧よろいのようでした。

　背中には、心臓などの急所をカバーする防弾プレート。そして、中身は不明ですが横に長い大型ポーチが一つ、腰のあたりに装着されました。

「あの中身は、プラズマ・グレネードかな？　被ひ弾だん誘ゆう爆ばく即そく死しをしないように、厚めの防弾繊せん維いで覆おおった特注品かも」

「なるほど、考えたな」

「まあ、化粧品ってことはないだろうな」

「だが待ってほしい。彼女が大食漢であり、中身がお弁当という可能性はないだろうか？」

「ねーよ。真顔で言うな」

　画面の中で、それまでポニーテールにしていた女の黒くろ髪かみが、自然に一度ほどけました。そして、まるで生き物のように、空中を軽やかに舞まいます。

　なぜだろうと思っていた観客達の目に、その答えが映ります。

　頭を覆おおう、ヘッドギアが実体化しました。

　格かく闘とうスポーツで使われるような頭の周囲をガードする防具ですが、ＳＦ世界のＧＧＯですので、そのデザインもシャープでありサイバーチックでした。忍にん者じやの使う鉢はち金がねのようにも見えます。

　素材はまったく分かりませんが、当然防ぼう弾だん機能があるはずです。色はもちろん、装備に揃そろえた黒。

　ヘッドギアが装備されると、ほどけていた髪が自然に集まってきました。そして綺き麗れいにまとまって、少し低い位置で、再びポニーテールに束ねられました。

「すっげえ！　まさに変身だな！」

「いやあ、女の着き替がえを見るのって、なんかこう──、興こう奮ふんするよな？　な？」

「え？　いや……、うん、確かに」

「さっきから思っていたが、この酒場には変態しかいないのか？」

　装備はまだありました。

　女の左ひだり腰こしには、全長50センチほど、幅はば15センチほどの細長いナイロン製の鞘さやがつきました。ちょうど、日本刀を装着する位置です。

　鞘の中には何も入っていませんでしたが、立て続けに、その中身が実体化しました。

　銃じゆうでした。《レミントンＭ８７０・ブリーチャー》──、ショットガンのＭ８７０に、短い銃身とピストルグリップを取り付けた、全長50センチほどのモデル。

　この場合のブリーチとは、〝穴を開ける〟の意味。短い銃身で大きな弾たまを撃うって、ドアのロックをぶち破って破は壊かいするためのショットガンです。

　当然ですが、短い銃身から撃うたれる散弾は猛もう烈れつに広がります。近くにいる素早い相手に弾を当てるには、実にもってこいの武器。

　例えば──、レンのような敵を相手にする場合に。

　じゃこん、とポンプ動作をして、１発目が装そう塡てんされました。装備ベストのあちこちに、赤や青色をした散弾を差し込んだホルダーが現れて、女はそこから、１発取り出して銃に足しました。

　Ｍ８７０を鞘さやにずぼっと差し込むと──、

　まるでそれが合図だったかのように、空中に光の粒りゆう子しがひときわ大きく煌きらめいて、そして集まって形を作りました。

　変身の最後に出てきたのは、女のメインウェポン。黒く細長いアサルト・ライフルがその姿を確定させると、

「おおっ！《ＫＴＲ─０９》！」

「初めて見た。あんなカスタムガンがＧＧＯにもあったんだ」

「レア銃じゆう持ってるなあ……」

「とうとう、伝家の宝刀を披ひ露ろうしたか！」

　酒場のガンマニア共は大喜びです。

　ＫＴＲ─０９。

　それはロシア製の超有名銃、ＡＫシリーズのカスタムモデルです。米国クレブス社の商品で、ＫＴＲは〝クレブス・タクティカル・ライフル〟の略。

　頑がん丈じようさと確実さで知られるＡＫシリーズですが、その設計は古く、使いやすさという意味では今の銃器に劣おとります。ＫＴＲには、そんな弱点をなくす改造がされていました。

　銃の前半分、左右と上部には、光学機器を取り付けるレールが装備され、グリップや安全装置も改良され、ストックはライバル銃のＭ４Ａ１と同じ物が使えるようになっています。

　女がＫＴＲ─０９を手に取ると、続いてマガジンが実体化しました。

　それも通常の、バナナのように曲がった30連発タイプではなく、ドラムマガジンと呼ばれる、ぶっとい筒つつの付いた75連発タイプ。７．６２×３９ミリ弾だんを、通常の二倍以上撃うちまくれます。

　女はマガジンを銃にはめて、装そう塡てんレバーを引いて手を離はなして、１発目を薬室に送り込みました。

　こうして、わずか数秒の変身シーンが終わって──、

　全身にガードと装備をつけ、武器は拳けん銃じゆう２丁にナイフ二本、ショットガンにアサルト・ライフル１丁ずつという、武蔵むさし坊ぼう弁べん慶けいのような重武装女が誕たん生じようしました。

　これだけの重量物を身につけても、それは全すべてストレージから出した物ですから、今までと動きは変わりません。キャラクターの重量制限は、手に持っていようが、ストレージに入れていようが同じですから。

「装備許容重量多すぎだろ！　どんだけ筋力値鍛きたえてあるんだよ、あの女……」

　酒場で、誰だれかが呟つぶやきました。




「このカッコするのも、実にひっさしぶりだわあ。うっし。ここからは本気でいくよ」

　〝最終決戦用〟ともいえるフル装備を終えて、凶きよう悪あくな顔をして微笑ほほえんだピトフーイに、




[image: ]

「いやあ──」

　変身を脇わきで見ていた覆ふく面めんの太っちょが、

「これ、私ら、要らないんじゃないですかね？」

　そんな冗じよう談だんを飛ばしました。

「だといいけどねえ。ここから先の敵は、甘あまくないよ。みんな、命がけで、いくよ？」

　ピトフーイの口元は緩ゆるんでいましたが、目はまったく笑っていませんでした。




　ピトフーイが変身をしているとき、

「くそっ！　くそっ！　くそっ！」

　女性らしからぬ悪態を叫さけびながら、一心不乱に走っているキャラクターがいました。緑みどり髪がみのシャーリーです。

　一人だけ仲間を助けて、恐おそろしい機き関かん銃じゆう弾だんの雨からも逃のがれることができた彼女の心の中に、

「あの女！　あの女！　あの女！」

　どす黒い暗雲が立ちこめていました。




　　　　　　　　　　＊　　　　　＊　　　　　＊




　シャーリーほど、ＳＪ２の参加を〝嫌いやがった〟プレイヤーはいなかったでしょう。

　彼女のリアルでの名前は──、霧きり島しま舞まい。

　北海道でネイチャーガイドとハンターを生業なりわいにしている、二十四歳さいの女性です。ただ、香か[image: 蓮]れんとは違ちがい道ど産さん子こではなく、東京のど真ん中出身の移住組。

　子供の頃ころから舞は、将来の夢として、自然を舞ぶ台たいにした仕事がしたいと思っていました。

　そのため、キャンプや登山などアウトドアスポーツに親しみ、乗馬も習いました。オシャレより野外という、アクティブな中学高校時代を過ごしました。

　そして大学生になり、ありとあらゆる野外行動を楽しむアウトドアサークルに所属。そこで先せん輩ぱい女性に勧すすめられ、散さん弾だん銃じゆうの所持許可と狩しゆ猟りよう免許を、可能最少年ねん齢れいの二十歳で取得して狩猟も始めました。

　大学卒業後。舞は念願が叶かない、北海道でネイチャーガイドの職を見つけました。観光客や登山客を、大自然に案内する仕事を。

　春夏秋はそれを生業にして、お客と仕事が減る冬は、趣しゆ味みと実益を兼かねて、エゾシカ猟を行うハンターになりました。

　今から８年前の２０１８年に銃じゆう刀とう法ほうが一部改正され、ライフルの所持許可要件が〝散弾銃所持継けい続ぞく10年以上〟から〝同３年以上〟に一気に緩かん和わされました。全国的に野生の鹿しかが増えすぎ、その被ひ害がいもまた増え、駆く除じよのために強力なライフルを持ったハンター数を増やす必要性が増したからです。

　狩猟鳥獣肉ジビエの一いつ般ぱん化かやハンターのイメージアップで、老ろう齢れい化かと先細りが進んでいた狩猟人口もじわじわと若返り、女性も増えました。狩猟を行う女性を指す〝狩かりガール〟という言葉も、すっかり一般化しました。

　舞も、年と共に経験を積み重ねてきました。最初の３年は散弾銃で、そしてこの１年と少しはライフルで──、多数のエゾシカを仕留めてきました。

　舞は、時間の合う狩猟仲間と、車で、ときに徒歩やスキーで移動しながら、獲え物ものを探して仕留めては解体してきました。

　こうして上手うまく獲とれた質の高いエゾシカ肉を、大都市でジビエ料理を出しているレストランに納めるのです。

　そんな充じゆう実じつした毎日を送っていた舞に──、

　去年、つまり２０２５年の夏頃ごろのこと。狩猟仲間の一人が、ＶＲゲームとＧＧＯの話を持ってきたのです。

　ほとんど実体験のように楽しめるＶＲゲームで、実在する銃がリアルに再現されているものがあるんだぞと。

　ゲーム内でも射しや撃げきの練習になるし、お金が（毎月３０００円の接続料以外は）かからず、誤射事故も絶対に起きない。本場アメリカでは、モンスターを獲物に見立てて狩りの練習にも使われていると。

　また、ＧＧＯ内にはクレー射しや撃げき場じようもあり、クレー射撃選手や、飛ぶ鳥を散さん弾だんで撃うつ鳥ちよう猟りようの猟師も楽しめると。

　こうして、ＶＲゲームの、そしてネットゲームへの拒きよ否ひ感かんの薄うすい若いハンターを中心に、ＧＧＯを始める人がポツポツと増えていきました。わずか２週間ほどで、スコードロン《北の国ハンターズクラブ》が結成されました。これこそ、ＫＫＨＣの省略前の名前です。

　若手の仲間達がどんどん参加して、そして口々に勧すすめられるので、舞まいもＧＧＯに参加しました。当然ですが、初ＶＲゲームでした。それまで、テレビゲームすらやったことがなかった舞には、あまり気が乗るものではなかったのですが。

　舞の分身になるキャラクターの名は、シャーリー。緑の髪かみをした、グラマー女性。

　これは、中学校時代の親友がつけてくれたニックネームでした。〝舞〟が〝米〟になって、お寿司すしのご飯を意味する〝舎利〟になって、そこから転じたもの。当時は町中で呼ばれるのが恥はずかしかったのですが、異世界なら問題ありません。

　そしてＧＧＯですが、舞は、確かにこのゲームには射撃練習効果があると思いました。

　日本では、射撃場か猟場でしか発はつ砲ぽうは許されません。また、的までの距きよ離りが固定されている射撃場では、その中間の距離では撃うてません。

　さらに、所持許可はその人にその銃じゆうに対して下りるものなので、他人の銃を撃つことは一切できません。車を買う前に試乗するような〝購こう入にゆう前の試射〟すら許されないのが、日本の銃刀法なのです。

　ＧＧＯ内であれば、どんな銃のどんな発砲も自由自在です。

　実在する銃や弾たまの性能はリアルに再現されているので、いろいろと試すことができます。しかも、事故や怪け我がの心配は一切なく。

　おかげで、〝いろいろな銃を撃つ〟とか〝ありとあらゆる体勢から、いろいろな距離を撃つ〟という練習になりました。

　ＧＧＯ特有の〝お節せつ介かい〟なアシスト──、バレット・サークルは善よし悪あしでしたが、それも引き金にギリギリまで触ふれなければいいだけです。ハンター仲間達も、やがてはアシストなしで射撃をするようになりました。

　ＧＧＯ内には、鹿しかや熊くまやイノシシがゾンビになったようなモンスターがいます。

　その行動パターンはリアルの動物達と酷こく似じしていて、追いかけ、撃ち倒たおすことで狩しゆ猟りようの練習にもなります。もちろん、仕留めても食べることはしませんが。

　こうして、シャーリー達はＧＧＯで、射撃と狩かりの腕うでを磨みがきました。

　ＧＧＯのフィールドの中で地元北海道に近い地形を選んで、みんなで、または一人で、モンスター狩りに行きます。

　それは丘きゆう陵りよう地帯や森林地帯、または雪山でした。あるときは長い距離を歩き、またあるときはスキーを装着して、獲え物ものを追いかけては狙ねらい、そして仕留めてきたのです。




　こうしてやって来た今冬の猟りよう期きでは、その成果を確実に感じることができました。

　食肉としてエゾシカを〝美味おいしく〟仕留めるためには、食べる部分のない頭や首を狙って１発で即そく死しさせるのが重要です。このことを《クリーン・キル》と呼びます。

　野生動物は人間とは桁けた外はずれに痛みに強く、体に弾だん丸がんが当たっても、生き残るために必死になって逃にげ続けます。そうなれば、全身の肉に血が回って味が落ちますし、最悪の場合、やがて死ぬ命を回収できなくなることも。

　また、内臓を銃じゆう弾だんで傷つければ、内容物が飛散して肉に匂においが付き、食べるどころの騒さわぎではなくなってしまいます。

　当然ですが、頭や首を射い貫ぬくのは、胴どう体たいに当てるより遥はるかに難しいこと。〝当てる自信がないのなら撃うつべきではない〟というハンターのルールで、狙っても撃たないことは多々あります。

　そんなクリーン・キルの成功率が、昨シーズンより全体的に上がりました。

　ヴァーチャル・リアリティの世界での練習には、かなりの効果があると分かりました。ＧＧＯを始めてよかったなと、食わず嫌ぎらいはいけないんだなと、舞まいは思っていました。

　仲間の一人が、

『猟期も無事に終わったことだしさ、みんなでスクワッド・ジャムって大会に参加してみないか？』

　そんなメールを送ってくるまでは。




　シャーリー達は、それまでＧＧＯでの対人戦せん闘とうを頑かたくなに避さけてきました。

　主目的が狩しゆ猟りようと射しや撃げきの練習であり、簡単に人を殺せる銃をリアルでも所持している以上──、〝人を撃つ〟ことは明らかな禁きん忌きだからです。

　プレイヤー同士の殺し合い上等のＧＧＯですが、積極的に誰だれかを襲おそわなければ、対人戦闘のほとんどは避けることができました。

　もし狩かりの途と中ちゆうや帰りに別のキャラクターやスコードロンから攻こう撃げきされたら、全力で逃げればいいだけ。もし不可能そうなら、ランダム・ドロップを防ぐために武器を手早くストレージにしまい込んで、その場でログアウトしてしまえばいいのです。

　ＧＧＯにおいて、安全な町以外でログアウトしてもキャラクターの肉体はすぐに消えるわけではないので、その間に殺されてしまえば、多少の〝キャラクターとしての〟経験値は失います。しかし、〝プレイヤーとしての〟経験が欲しくて遊んでいる以上、気にすることはありません。

「今いま頃ごろ、襲しゆう撃げきチームはさぞかしがっかりしているだろうねえ」

　などと言って笑っていればいいのです。

　それなのに、今までずっとそうしてきたのに──、

　自みずから積極的に対人戦せん闘とうチームバトルロイヤル大会に参加しようなど、正気の沙さ汰たとは思えません。

　舞まいは心底呆あきれつつ、他の仲間達がそんなことに賛同するはずがないと思っていましたが、

『いいね！　やろうやろう！』

『ちょっと、実力が通用するか試してみたかったんだ』

『乗った！　シャーリーはどうする？』

　気付けばいつの間にか、時間が許す仲間の中で参加表明をしていないのは自分だけという、信じられない状態になっていました。

　怒いかりを隠かくしながら、冷静かつ丁てい寧ねいなメール文面でＳＪ２参加の是ぜ非ひを問うた舞でしたが、

『なんだ、そんなことで悩なやんでいたのか！　〝遊び〟にマジになる必要はないよ。ゲームはゲームさ。リアルとゲームの境界をハッキリさせるという意味でも、シャーリーは一度こういうのに参加してみるべきだと思うんだよね』

　呆れるほど上から目線の、教育的説得メールが返ってきました。

　脳の血管が切れるかと思いました。

　いっそ縁えんを切ってやろうかと考えた舞でしたが、リアルでは、彼かれ等らは貴重な仲間であり、経験も知識も豊富な先せん輩ぱいでもあります。生々しい理由ですが、冬の貴重な収入源でもある狩しゆ猟りようでの実入りを考えると、簡単に縁を切ることもできません。

　仮病か偽にせの用事でもでっち上げようかと画策していましたが、

『なー頼たのむよー！　シャーリーが入ってやっと五人なんだ！　四人じゃさすがにさ！』

『ラーメン、チャーシュー大盛りでおごるからさ！』

『おまえの大好きなケーキもつけるぜ！』

　舞の気持ちなどお構いなしの仲間達から実に軽い気持ちで懇こん願がんされて、最後はため息を何度もつきながら、参加を決めました。

　ただし、

　〝適当な理由をつけて１発も撃うたずに、仲間の足を引っ張ってやる！〟

　そう心に決めて。

「人を撃つなんて初めてだから引き金を引けなかった」

　とでも言えば、サボタージュがバレることはないでしょう。




　こうして、気乗りがしない予選の日がやって来ました。

　シャーリーは仲間四人と共に、戦せん闘とう服ふくなど持っていないので、いつもの狩猟スタイルで予選に参加しました。

　冷静になって考えれば、対人戦せん闘とう経験ゼロの自分達が、こんな大会に出ようというチームに勝てるわけはないではないか。

　シャーリーはそう思って、あっさり負けることを期待しての予選参加でした。ここで敵チームにボロボロにされれば、仲間も身の程を知って、もう二度と対人戦闘をやる気など起こさないだろうと。

　そして──、とんでもないことになりました。

　敵チームが、信じられない行動に出たのです。

　彼かれ等らは六人揃そろって、《フォトンソード》──、光が刃になっているＳＦ剣けんを握にぎりしめ、自分達めがけて大声で突とつ撃げきしてきたのです。

　射撃技術〝だけ〟は優すぐれている仲間達のライフルが、一いつ斉せいに火を噴ふきました。なるべくバレット・サークルを使わない射撃を心がけているので、相手に避よける隙すきを与えないラインなし射撃です。

　哀あわれ抜ばつ刀とう隊たいは、６発の銃じゆう声せいが轟とどろいたあと、胸むねを射い貫ぬかれて全員死亡という悲しい結末を迎むかえました。

　彼等がどうして、光の剣という武器を使ったのか、そして銃口の目の前に大きく身をさらして突つっ込んできたのか、シャーリーにはまるで分かりませんでした。

　何はともあれ、チームは予選を突破してしまいました。本戦に〝出場せざるを得なくなった〟シャーリーは──、

　ここでもとことん役立たずを演じることにしました。

　最初の戦闘では１発も撃うたず、またなるべく早く撃たれて退場できるように、索さく敵てきのふりをして身をさらけ出しもしました。

　しかし、誰だれも撃ってくれませんでした。

　その後もなぜか、敵は自分達のところへはやって来ません。

　待ち伏ぶせ狙そ撃げきばかり考えているこのチームは戦闘の機会を失いつづけ、とうとう残り七チームにまで入ってしまいました。

　リーダーが、優勝候補と組もうと言い出して、そして彼等と接せつ触しよくして、断られ──、

「あの女！　あの女！　あの女！」

　ピトフーイと名乗ったタトゥー女は、容よう赦しやなく背中から撃ってきました。

　逃にげながらシャーリーは、音速を超えた弾だん丸がんが自分の耳を掠かすめる音を、初めて聞きました。

　撃たれるかもしれない恐きよう怖ふに駆かられ、無我夢中で、赤いバレット・ラインが踊おどり狂くるう中を走って、走って──。




　どれくらい走ったか、もう分かりません。

　気付いたら、シャーリーはこの先はもう雪山しかない場所にいました。

　助けようと背負っていたはずの仲間は、

「…………」

　振ふり向いても見えませんでした。いつどこで落としたのか、まるで思い出せませんでした。

　視界の右側には大きなドームが、左側には森と岩の山が見えて、その間の平原には、自分の足あし跡あとが延びていました。

　左上に目だけを動かすと、ヒットポイントが分かります。助けたはずの一人も含ふくめ、四人の仲間は全員死亡して、リーダーマークが自分に移っていました。自分の分がまったく減っていないのが、奇き跡せきのようでした。

「…………」

　精神的な疲つかれで、シャーリーはその場に腰こしを落としました。周囲は、雪解け水で湿しめった土です。べちゃん、という音が響ひびきました。

　お尻しりと両手を泥どろだらけにしながら、

「あの女！」

　近くに人がいたら聞こえるほど、歯を軋きしませました。

　それから、

「…………」

　顔から力が抜ぬけて、天を仰あおぎました。

　風は止やんでいました。曇くもり空は動きを止めて、どんよりと自分にのしかかってくるようで、

「もういいや……。リーダーになったんだから降参して、とっととこんな大会から〝おさらば〟するか……。『みんなが死んだのでもう無理だと思った』とでも言えばいいし……、結局、望み通り、１発も撃うたずに終えられるし……」

　泥で汚よごれた左手を持ち上げて、空中で振りました。

　ウィンドウ画面が現れて、最短の操作で呼び出せるようにしてあるアイテム表が、まず出ました。

　それをどかして、降参コマンドを出そうとしたシャーリーの目に、

「…………」

　一つのグラフィックと、文字が映りました。

　グラフィックは、大きなスコープと、途と中ちゆうで折れてしまったかのようなストックを持つ、まるで汚お染せんされた水の中で生まれた奇形魚のような、不気味な形のライフル。

　その下にある文字は、《ブレイザー・Ｒ９３タクティカル２》。

　それは、ドイツ製の高性能狙そ撃げき銃じゆう。使う弾だん丸がんは、７．６２×５１ミリ。

　舞まいが実際に狩しゆ猟りようで使っているライフル、Ｒ９３のノーマルモデルとは、狙撃用に改良されたストック部分が違ちがうだけです。ノーマルモデルがＧＧＯに存在しなかったので、操作方法が一いつ緒しよということで相棒に選んだ銃。

　そして、それは力。

　どんな強力な動物でも、急所に命中させれば一いち撃げきで倒たおせる力。

　腕わん力りよくのない女性の自分でも、巨きよ大だいな相手を仕留めることができる力。

「…………」

　降参コマンドを呼び出して〝Ｙｅｓ〟を押おすだけなのに、シャーリーの指が止まりました。

「アイツは……、あの女は……」

　空中に手を浮うかせたままで、シャーリーの口が動きました。怨えん嗟さを吐はき出すようなドロドロとした声で、

「あんなやつは……、人間じゃ……、ない。人に害をなす、害がい獣じゆうだ……」

　指が、触ふれました。

　〝降参〟ではなく、Ｒ９３タクティカル２に。空中で光の粒りゆう子しが集まって、ライフルの形を作り始めました。

「はっ！」

　シャーリーは鋭するどく息を吐くと、両手で己おのれの頰ほおをぶっ叩たたきました。手に付いていた泥どろが白い頰にもべったりと付いて、シャーリーはそれを、右手だけで真横にぬぐい取りました。

　空中に浮かんだライフルへ両手を伸のばし、それを愛いとおしげに抱き留めると、

「害獣は──」
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　彼女は右手で、ボルトハンドルを真まっ直すぐ引いて、そのまま前に戻もどしました。

　ストレート・プル・アクションと呼ばれるこの銃じゆう独特の機能が、高精度を感じさせる澄すんだ音を立てて──、

「駆く逐ちくしてやる」

　１発目を、マガジンから薬室へと送り込みました。

　顔に泥どろの横よこ縞じまをつけて迷めい彩さいにした女が、野や獣じゆうのような険けわしい目と、微笑ほほえんだ口元と白い歯を見せながら立ち上がって、

「獲え物ものは、１発で仕留めてやる」

　自分の足あし跡あとを辿たどって、来た道を戻もどろうとして、

「…………」

　その動きを止めました。

　シャーリーはＲ９３タクティカル２をたすき掛がけに背負うと、左手首の時計を見ました。

　13時59分。

　次のスキャンまで残り１分。

　シャーリーはくるりと身を翻ひるがえすと、ピトフーイ達とは逆の方向へ、つまり雪の山に向かって全速力で走り出しました。
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　第十三章　「ＳＨＩＮＣ走る」







　ＳＪ２が始まってから、ちょうど１時間が経たとうとしていました。

　サプレッサー付きのＰ９０を右手に全力疾しつ走そうをしていたレンは、腕うで時ど計けいの振しん動どうで、14時まで残り30秒だと知りました。

　レンは走りながら鋭するどく首を振ふって、今自分の一番近くにある、そして隠かくれられそうな場所を探しました。

「あった！」

　普ふ通つうの人なら体が出てしまうであろう小さな窪くぼみを見つけると、レンはそこに足からスライディング。

　柔やわらかい土の上を滑すべりながら速度を殺して、その窪みにスッポリと収まりました。

　仰あお向むけで首だけ出して周囲を見み渡わたすと、ドームの上部、丘きゆう陵りよう地帯の丘の上部分、そして雪山が同じ距きよ離りに見えました。近くに、フカ次じ郎ろうを含ふくめて人間の姿は、ありませんでした。

「レン、時間だよー。準備はいいかね？」

　耳にフカ次郎の声が届いて、

「大だい丈じよう夫ぶ。隠れた。作戦通りにいくよ！」

　レンは彼女に答えました。そして、

「作戦通りにいく」

　同じことを、もう一度言いました。







　14時ちょうどの六回目のスキャンを、

「うほっ！　１時間生き残ったぜーっ！」

「やったああああ！」

「ブラボオオウ！」

「うっしゃ！　うっしゃあ！」

「やればできるオレ達！」

　全日本マシンガンラバーズの五人は、歓かん喜きの声で迎むかえました。

　スタートした丘陵地帯から、彼かれ等らはほとんど動いていませんでした。最初の戦せん闘とうで、彼等は学んだのです。有利な場所を捨てる必要はないのだと。

　この１時間の間、彼等は見晴らしのいい丘の頂上にべったりと伏ふせて周囲を見渡しては、接近してくる敵チームを見つけると少し後ろに下がって、

「まだだ、まだだ……」

　あまり持っていない忍にん耐たい力りよくを駆く使しして、どうにか耐たえて、

「もうすぐ……。もうすぐ……」

　敵が丘を越こえて射界に入り、さらに少し下るまで待ってから、

「今だ！　撃うてえええ！」

「うっひょーっ！」「やほーぅ！」「どうりゃああああ！」

　一気に身を乗り出すと、有利なポジションから遠えん距きよ離りマシンガン攻こう撃げきを加えました。

　狙そ撃げき銃じゆうと違ちがって命中精度はよくないマシンガンですから、敵を全ぜん滅めつさせるにはかなりの弾だん数すうが必要です。

　ただし彼かれ等らは、弾たまだけは、ついでに加熱や摩ま耗もうに備えて換かえ銃身も、たくさん持っていました。弾や換え銃身のないマシンガンが役に立たないことを、よく知っているからです。

　バリバリと撃っては敵チームを仕留め、また待っては撃って仕留め、そうして１時間。三チームを倒たおすという、前回とは比べものにならないほどの戦果を上げました。

　そして六回目のスキャンです。

　それは再び北側から、やたらにゆっくりと始まりました。

　同じように丘の頂上の狭せまいスペースに全員で這はいつくばっていた彼等は、周囲を警けい戒かいしながら端たん末まつ画面を睨にらんで、自分達の居場所を確認します。

　今いるのは、丘陵地帯の北の外れ。後ろには高さ60メートルの城じよう壁へきがそそり立っていて、これ以上は進めない場所です。当然敵がそっちから来る可能性はないので、三方だけを警戒しておけば大だい丈じよう夫ぶです。

　そして、一番近いチームはどこかと画面を見ると──、

「あれ？　なにこれ……、間ま違ちがってないか？」

　自分達より北に、一チームの表示がありました。触ふれると、Ｔ─Ｓという名前が出ました。

　いろいろと、あり得ません。

「スキャンが壊こわれたぞ、これ」

「ああ。絶対に無理だもんな」

　彼等がそう断定できる理由は、二つありました。

　その一。

　自分達の北側には城壁があり、そこまでの１５０メートルほどの大地はなだらかな下り斜しや面めんであり、自分達からは丸見えであること。

　もしスキャンが示した場所まで誰だれかが近づいてきていれば、それが透とう明めい人間でもない限り、見えないわけがないのです。試しに振ふり返って北側をチェックしてみましたが、当然ですが誰もいません。

　その二。

　このＴ─Ｓという名のチームは、前回のスキャン時には地図の北西の外れ、つまり町中にいました。そこからここまでの距離は最短でも５キロ以上。平均時速30キロで、町を抜ぬけて、うねる大地を姿も見せずに走破してきたと？　あり得ません。

「なんだよこれ！　大会中にシステム・エラーとか、マジであり得ないんですけど？　気持ち削そがれるわー！」

　ミニミ使いがそう言って呆あきれると、Ｍ６０Ｅ３使いが、

「サーバー・コンピューターだって機械である以上、完かん璧ぺきはないよ。マシンガンだって、しっかり愛してやらなければ故障もするだろ？　だから俺おれは、リアルでもＭ６０Ｅ３のエアガンを抱いて寝ねている。食事のときは隣となりのイスに置いて話しかけているし、ソファーで映画も一いつ緒しよに見る」

　かなり頭のおかしいことを、サラリと言いました。

「なるほど！」「そうだよなあ」「いいことを言うな」「やるなあ」

　それでみんな納得して頷うなずいてしまうのが、このチームです。

「他の生き残りは──、ＭＭＴＭがドームの北側にいるな。ここから２キロほどだ。ドームを出てこっちに来ている。次の接せつ触しよくは間ま違ちがいなく彼かれ等らだ。他は、遠い」

　Ｍ２４０Ｂ使いがスキャン結果を報告して、

「前回三位の強きよう豪ごうか……。勝てるかな？」

　イスラエル製のマシンガン、《ネゲヴ》を構える男が、不安そうに漏もらしました。

「大だい丈じよう夫ぶだ！」

　自信たっぷりに言い返したのは、伏ふせたままのＦＮ・ＭＡＧ使い。

「前回の映像を見て研究しただろ？　ＨＫ２１マシンガンは怖こわいが、７ミリクラスの銃じゆうはそれだけだ。他はみんな、５．５６ミリのアサルト・ライフル。開けたこの地形では、俺達の方が火力が圧あつ倒とう的てきに上だ！」

　おお！　と感動する仲間に向けて、演説は続きます。

「俺達はこの場所を死守して、勝利者になるぞ！　矢でも鉄てつ砲ぽうでも持ってこい！」

　叫さけんだ瞬しゆん間かんに、彼は背中、足、肩かた、頭といった体中から赤い被ひ弾だんエフェクトを煌きらめかせて、

「へぼべ？」

　日本語の辞書に載のっていない言葉を最後に、彼は死亡しました。




　残りの四人に、その理由を考える余よ裕ゆうはありませんでした。

　同じように背中に大量の弾だん丸がんを受けて、ぐいぐいとヒットポイントを減らされて、次々に死んでいき、

「え？　ちょ──。なん──」

　最後の一人、ネゲヴ使いの男がＳＪ２から叩たたき出されるまでにかかった時間は、わずか20秒ほどでした。

　全日本マシンガンラバーズ、これにて全ぜん滅めつ。

　まだスキャンが継けい続ぞく中だったので、他のチームメンバーは、白色が灰色に変わる瞬しゆん間かんを見ることができました。







「はあ？　マシンガン野や郎ろう共、あっさり消えちゃったよ」

　14時のスキャンを見ていたＭＭＴＭの一人が、呆あきれた声を出しました。

　丘きゆう陵りよう地帯の入り口、ここから斜しや面めんが始まろうかという場所で、チームは周囲を警けい戒かいしながら端たん末まつ画面を見ていました。

　北側の丘陵地帯で、Ｔ─Ｓというチームが近きん距きよ離りに接近しているので、これにやられたのは間ま違ちがいありません。

「すぐ後ろに敵がいるのに気付かないなんて、どんなボンクラだ……。せっかくここまで生き残ったから、俺おれ達が相手してやろうと思ったのに」

「これ、気付く気付かない以前に、この近さだったらスキャン前に戦せん闘とうになってなかったらおかしいだろ？　今決着が付いたのか？」

「ひょっとして……、結けつ託たくの会合中に裏切られたのか？」

　メンバー達のもっともな疑問や予想が飛び交いましたが、

「いや、違う」

　ＳＴＭ─５５６を片手にしたリーダーは、そのトリックに気付きました。







「あーあ」

　酒場の観客達は、そのトリックがとっくに分かっていました。

　14時ちょうどから始まったＴ─Ｓ対ＺＥＭＡＬの戦闘シーン──、というより一方的な射殺風景を、一部始終見ていましたから。

　スクワッド・ジャムのシステムに、エラーなどありませんでした。Ｔ─Ｓの六人は、確かにＺＥＭＡＬの北、１５０メートルの位置にいたのです。

　しかしＺＥＭＡＬの五人は、とても重要なことに誰だれも気付けませんでした。〝スキャンは高さを判別しない〟ということに。

　酒場の画面では、かつてないほど高い位置から、カメラが見下ろしていました。城じよう壁へきより、さらに高い位置からです。

　城壁の頂上は、幅はばが５メートルほどの通路になっていました。そこにはコンクリートの道があって、左右には落下防止用の、高さ１メートルほどの壁かべがありました。

　その壁かべから銃じゆう身しんだけを出して、１５０メートル離はなれた、そして60メートル下を狙ねらい撃うった六人がいたのです。

　彼かれ等らは、ＳＦ世界の兵士でした。

　鈍にぶい灰色をした、そして材質不明のプロテクターを体中に纏まとい、肌が見えている場所が１センチもありません。胴どう体たいはもちろん、足は腿ももから脛すねまで、可動部分を除のぞいて完全なる鎧よろい姿でした。

　さらに、武器を持たない左ひだり腕うで（左利きのメンバーは右腕）には、楯たてを装備しています。長方形の防ぼう弾だんプレートを、上じよう腕わん部ぶに取り付けてあるのです。普ふ通つうに銃を構えた場合、心臓の位置をしっかりとカバーするように。

　頭には当然、宇宙服のようなヘルメットを被かぶっています。頰ほおも覆おおう頑がん丈じようなガードがあって、ゴーグルもしているので表情は一切覗のぞけません。ＧＧＯで可能な、ほぼ完かん璧ぺきな未来兵士の格好をしていました。

　体格以外でも仲間の見分けをつけるためか、ヘルメットの後ろや左腕の楯には、「００１」から「００６」までの番号が、凝こりに凝ったフォントで振ふられていました。

　ヘルメットの後ろに付いたチームお揃そろいのエンブレムは、水中から顔を出して鋭するどい牙きばを覗かせるシャチでした。

　手にしている武器は、普段は当然光学銃ですが、今回だけは実弾銃です。しかし、その中でも可能な限りＳＦチックな外見の銃を選んでいました。

　マシンガン使いは、ＨＫ社の《ＧＲ９》、５．５６ミリ機関銃を使っています。付属しているスコープを含ふくめ、曲線を配したぬめっとした外見デザインが特とく徴ちよう。

　四人が持つのは、《ステアー　ＡＵＧ》と《ＳＡＲ２１》。

　この２丁は、共に《ブルパップ》のアサルト・ライフル。ブルパップとは、マガジンの位置がグリップより後ろにあるデザインのことです。通常の銃より全長を短くできますが、肩かたで構えたときに空から薬やつ莢きようが顔のすぐ脇わきから飛び出すので、左側に構えて撃うてないという弱点もあります。

　他にも、試作段階で終わってしまったＨＫ社の《ＸＭ８》アサルト・ライフルを持っている人が一人。この銃もまた、横から見ると曲線で膨ふくらんだ、まるで魚のようなシルエットをしていました。




　ＳＦ装備でバッチリ決めた彼かれ等ら達ですが──、

　各キャラクターの能力や、チームの総合力ではそれほど強いわけではありません。

　事実、予選では別の無名チームに競せり負けていて、敗者復活組でした。重じゆう装そう甲こうで防ぼう御ぎよ力りよくは高いのですが、その代だい償しようとして〝移動速度が遅おそい〟という弱点を突つかれたのです。

　しかし、六人のうちの一人がゲーム開始直後に城じよう壁へきを指差して、

「なあ！　ひょっとしてだけど……、あれ、どっかから登れるんじゃないか？」

　そう言ったことで、その後の運命が変わりました。

「確かに、フィールドマップで見ると、城じよう壁へきはギリギリ入っている……」

「最初の10分くらい余よ裕ゆうがあるから、ダメ元で、登れる場所、探してみるか？」

「よっしゃ！」

　という会話の後、彼かれ等らは城壁にへばり付いて、その周囲を調べて回って、

「あった……」

　見つけてしまいました、隠かくし扉とびらを。

　あちこちを押おしていた一人が、コンクリートのような壁かべがするりと開くのを確認してしまったのです。遠くからではまったく見えませんが、近づいて目をこらすとかすかな隙すき間まが分かる仕組み。どうやら１００メートルほどおきに、似たような出入り口があるようです。

　中に入るとそこには鈍にぶく明かりの点ついた小部屋があり、上へと続く螺ら旋せん階段まであったのです。

　こうなれば行けるところまで行くしかないと登った先は、城壁のてっぺん。高さ60メートルの、とても見晴らしのいい場所。

「絶景かな、絶景かなー！」

　一人がドームや畑や町を見下ろして石いし川かわ五ご右衛え門もんを演じている脇わきで、

「なんだこりゃ！　ゲームのデザイナー、仕事さぼってるぞ！」

　反対側を見た仲間が、呆あきれた口調で言いました。

　本当だ、とか、こりゃヒドい、などと全員が同意します。なにせ特設フィールドの外側は、雲と同じ色の空間が上にも下にも広がっているだけでしたから。

　つまり、どうせＳＪ２参加のプレイヤーから見えない場所だからと、コンピューター・グラフィックが一切設定されていなかったのです。

　ではなぜ、こうやって城壁に登れるのか？

　階段の設定を設もうけたデザイナーと、チーフデザイナーとの間で意思疎そ通つうができていなかったのではないか？

　いや、できてはいたが登るバカはいないと思われていたのだ！

　いや、あえてこのシュールな光景を、登った人だけに見せてくれるようにしたのだ！

　などと、ＳＪ２と関係ないところで彼等の議論は白熱しました。

　それはさておき──、

「おい！　遊んでいるヒマはないぞ！」

　最初のスキャンの時間が近づいて我に返った彼等は、悩なやみました。登ったはいいが、これからどうするかを。

　上にいれば下は一方的に撃うてますが、それは敵が４００メートルほどの有効射程内にいてくれれば、の話。そうそう都合のいい場所に、常に敵がいてくれるでしょうか？

　すぐにでも下りて、普ふ通つうにフィールドで戦った方がいいという意見と、せっかく登ったのだから、上から撃うてる敵は討うちつつ、チーム数がある程度減るまで、城じよう壁へきの上を逃にげていようという意見に割れました。

　〝下りようぜ派〟は、城壁の上を移動するのは距きよ離りがあって大変だと反論しました。そんなとき、〝進もうぜ派〟が、あるものを見つけてしまったのです。

　それは、遠い場所に見えたアイテム。双そう眼がん鏡きようで確認してみると、なんとそれは、六台の自転車でした。城壁の上を素早く移動できるように、丁てい寧ねいに用意されていたのです。これで、〝下りようぜ派〟は折れました。

　こうして彼かれ等らは、城壁の上を移動し続けて逃げ回る、という作戦を選せん択たくしました。

　ＳＦスタイルに身を固めた男達がスタイリッシュな銃じゆうを背負い、そのへんで売っているような自転車に乗って高い城壁の上を進んでいく姿は、シュールそのものでした。

　なかなか敵を討つチャンスがないまま城壁の上絶景サイクリングを続けた彼等が、ようやく有効射程に収めたのが、全日本マシンガンラバーズだったのです。

　一方的な攻こう撃げきで最初の戦せん闘とうに勝利したとき、大会開始から、ちょうど１時間が過ぎていました。







「アイツらは城壁の上を移動してきたんだよ。10分前には北西の角にいたから、何か速く移動できる手段も持っているんだろう。マシンガン連中は、それに気付かずに後ろを取られた」

　ＭＭＴＭのリーダーが言って、仲間達がなるほど、と返しました。

　ＨＫ２１使いのジェイクが、

「じゃあ、陣じん取どられたら厄やつ介かいじゃないか？　伏ふせられたら、下からじゃ狙ねらえないよ？」

　もっともな質問。

　そしてリーダーは、

「だから上から攻こう撃げきする」

　自分の愛銃についたグレネード・ランチャーを、ポンと叩たたきました。




　　　　　　　　　　＊　　　　　＊　　　　　＊




　時間は少し戻って、14時ちょうど。

「スキャンチェック開始！」

　窪くぼみに身を隠かくして、レンは端たん末まつ画面を睨にらみました。

　別の場所で──、

　フカ次じ郎ろうも、ボス達も、ピトフーイ達も、それ以外の生き残りも、六回目のスキャンを注視します。

　そして、酒場の観客達も。




　北から始まったゆっくりしたスキャンは──、

　まずはＴ─ＳとＺＥＭＡＬを映して、そして後者の全ぜん滅めつを告げました。

　この様子は、酒場の画面にも映し出されて、

「あーあ」

「残念……」

「頑がん張ばったのになあ」

　ここまで割と奮ふん戦せんした全日本マシンガンラバーズを悼いたむ声が漏もれました。

　地図を映している画面では、スキャン結果の表示が続きます。

　ＳＪ２は、いよいよ終しゆう盤ばんにさしかかりました。今も生き残っているチームは、本当に実力があるか、強運を身につけているか、あるいはその両方のチームでしょう。

　このスキャンの後、各チームは最寄りのチームへと、積極的に、かつ全力で襲おそいかかるでしょう。もう待つ必要などないからです。

　戦せん闘とうは激しさを増して、おそらくは前回と同じくらいの時間で、おおよそ30分以内には終わるでしょう。

　それが分かっている観客は、生き残りチームの位置をしっかりと把は握あくするために、実際戦っているキャラクターと同じように真しん剣けんに、スキャン結果を注視します。

　スキャンが南下して、強きよう豪ごうＭＭＴＭが、Ｔ─Ｓより約２キロ南方、丘きゆう陵りよう地帯が始まる付近にいるのを伝えました。

　他に戦闘がないので、中ちゆう継けい画面が彼かれ等らを映し、ＳＴＭ─５５６のグレネード・ランチャーを叩たたくリーダーの爽さわやかな笑顔が、画面にアップになりました。

「あのＳＦ連中、ＭＭＴＭにロックオンされたな」

「腕うでが立つ方が上か、それとも上にいる方が上か……」

　観客達の感想が飛ぶ中で、スキャンは次にレン達、ＬＦの場所を捉とらえました。ドームの北東（右上）２キロほどの位置にいます。

　画面の中では、窪くぼ地ちに身を隠かくしたピンクのチビが、サテライト・スキャン端たん末まつを見ている様子が映りました。

「ふむ……。ドームを出てから、ずいぶん北東に離はなれたな……。ＰＭ４には、ぶつかっていかないつもりか？」

　誰だれかが疑問を口にしましたが、当然答えられる者はいません。カメラがゆっくりと引いていって、レンの体を小さくしていきました。

　周囲は、草もない湿しめった土が広がるばかりで、誰だれもいません。

「相棒のグレネード・ランチャー少女が近くにいないのは、なんでだ？」

　誰かが疑問を口にしましたが、やっぱり、答えられる者はいませんでした。

　スキャンは、地図上をじわりじわりと南下、レンの右側、つまり東方向に２キロほど離はなれた位置に、一つの点を示しました。

　酒場のスキャン結果はすぐにチーム名を出すので、ＫＫＨＣの四文字が映りました。この点は、今も動いていました。北東へ、つまり雪山の上へと逃にげていく方向に。

　すぐに画面で、木をリアルに描えがいた迷めい彩さいジャケットを着た、緑の髪かみの女が映りました。背中と後頭部しか映さない、やけに近いカメラアングルでした。

　その背中には、黒く無骨なシルエットのライフル。

「おっ！　さっき生き残った彼女、まだ降参してないのか！」

「ブレイザーのＲ９３タクティカル２とは、またまた渋しぶい銃じゆう使ってるな」

「頑がん張ばれー！　見事復ふく讐しゆうしてみせろ！」

　チームのほとんどが謀ぼう殺さつされたのは観客の記き憶おくには新しく、彼かれ等らの盛り上がりを誘さそいました。

「つっても、たった一人でどうするつもりだろ……？」

「確かに……。しかも、逆方向に逃げてるぜ？」

　そして、そんなもっともな疑問も。

　足下は見えませんが、景色の流れる方向から分かります。彼女は今ひたすらに、雪山の上へと、つまり他のチームから離はなれる方向へ進んでいます。

「これは、残りが一チームになるまで逃げ隠かくれる戦法だな。そして、山の上からの狙そ撃げきで倒たおすと」

「なるほど……。たった一人ならそうするしかないか」

　スキャンは南下して、ＰＭ４を、エムが率いる四人の覆ふく面めん男と、あの危険な女の場所を示しました。ドームの東（右）側、２キロほど離れた場所にいました。地図で言うと、南北の山に挟はさまれた谷が始まるあたり。レンの場所からは、３キロ以上は離れていました。

　映像が切り替かわって、六人を空中から映します。

　地面は短い草が生えていました。ドームの中は例外として、フィールドの中では一番緑が豊かでした。あちこちに小川が流れて沼ぬまが点在する、自然公園のような場所です。空が赤みがかった鉛なまり色いろでなければ、もっと綺き麗れいに見えたことでしょう。

　緑の中に、一軒けんだけ建物があります。

　間口が50メートル、高さは８メートルほどある総二階建てのログハウス。

　丸太を組んで作られるログハウスはあまり巨きよ大だいな建物にはできないのですが、これはかなり巨大です。ＧＧＯの建物にしては傷いたみが少なく、窓まどガラスも割れずに残っています。

　高原のホテルを思わせる、なかなかに洒落しやれた外見の建物でした。

　覆ふく面めんの四人は、ログハウスから３００メートルほど離はなれた場所にいました。

　10メートル間かん隔かくで広がって草木の脇わきに伏ふせて、いつでも愛あい銃じゆうを撃うてるようにして周囲を警けい戒かいしています。

　異形ショットガンＵＴＳ─１５使いの小こ柄がらな男は、大きな双そう眼がん鏡きようを覗のぞいています。

　運び屋役のひょろりと背の高い男は、ＭＧ３マシンガンを構える大柄な男の左脇について、ベルトリンクで繫つながった弾だん薬やくの装そう塡てん補佐の役目を担になっていました。

　彼かれ等らの中央では、エムが中ちゆう腰ごしで端たん末まつを見ていました。

　先ほど猛もう威いを振ふるった、サプレッサー付きＭ１０７Ａ１対物ライフルは、彼の前にＭ１４・ＥＢＲと並んで置いてありました。必要とあらば、どちらでも手にできる体勢です。

　男達五人は迷めい彩さい服ふくなので、緑の中にいると、見つけにくいことこの上ありません。

　そしてあの女はというと──、

　変身後のフル装備スタイルで、得物ＫＴＲ─０９を手に、エムの後ろで反対を向いて、やはりべったりと草の上に伏せていました。彼女の前には、エムが背負っていた防弾楯たてぎっしりのバックパックがあります。

　女の右手はグリップを握にぎっていて、人差し指は伸のびていますが、銃の安全装置兼けんセレクターは外はずれていて、フルオート射しや撃げきポジションになっていました。

　険けわしい顔をしての、完全なる臨戦態勢に、

「お？　あのお姉さん、もっと堂々とふんぞり返っているかと思ったけど……、意外だな」

　酒場ではそんな言葉が聞かれましたが、すぐに反論が。

「残チームが強敵だって分かってるんだよ。油断は禁物だろ。このゲーム、流れ弾だまでも１発死があり得るんだし」

「なるほど。強者は気を緩ゆるめず、か」

　残存六チームですので、最後に示すのはＳＨＩＮＣの位置。

　それはドームの南東の畑の中。

　エム達からは、南西の方角に、直線距きよ離りで２キロ弱ほどでしょうか。ずっと畑が広がり見晴らしはとてもいいのですが、さすがのＭ１０７Ａ１でも狙ねらえない距離でした。

　画面が、彼女達へと切り替かわります。

　スキャン時間を見み越こして、アマゾネス集団は畑の中で伏せて逆向きに円えん陣じんを組んで、周囲を警戒していました。

　その前のスキャンの結果から、もう自分達の南方や西方に敵がいる確率はかなり低いのですが、それでも全周囲の警戒を怠おこたらないのが素晴らしいところ。

「あのネーチャン達は、前回トラックで高速移動したからな。今回も、敵チームがそうする可能性をしっかり考えてるんだぜ」

「ドヤ顔で言うな。みんな分かってるんだぜ？」

「それで思い出したけど、今回は乗り物はないんだな」

「確かに。まだ登場していないか、参加者に見つかってないだけかもしれないが」

「おや？　自転車というエコな乗り物があったろ？」

「入れていいの？」

　画面の中では、中ちゆう腰ごしのボスが、端たん末まつを睨にらんでいました。

　文字通り睨んでいて、眉み間けんに皺しわを寄せたその顔は、さらに迫はく力りよくを増しています。今、顔をサッと上げました。

　睨むのは間ま違ちがいなく、ＰＭ４のいる方角。畑が広がる、見晴らしのいい空間。

　ゆっくりしたスキャンがようやく終わって──、

　酒場でも地図から光点が消えました。

　この先の９分間は、相手の位置は目視する以外分かりません。どう動くか、それとも動かないのか、各チームの戦術が問われます。

　酒場の観客達は好き勝手に今後の予想を口にしましたが、バトルロイヤルも終しゆう盤ばんまでくると考えることは一いつ緒しよで、皆みなの意見は揃そろいました。

　それは──、

　ＭＭＴＭは、優すぐれたチーム力とリーダーの持つグレネード・ランチャーを使って、城じよう壁へき上のＴ─Ｓを難なく仕留める。

　レンはＰＭ４との戦いから逃にげているから、次のスキャンまで移動に徹てつする。二人だけのチームなので、強敵達が疲ひ弊へいし合うのを待つ。

　ＫＫＨＣの一人は逃げ続けて、この先ずっと戦せん闘とうに参加しない。最後の一チームをなんとか狙そ撃げきで倒たおす機会を虎こ視し眈たん々たんと窺うかがう。

　ＳＨＩＮＣとＰＭ４は、このままでは開けた場所で対たい峙じすることになる。賢かしこい彼かれ等らは正面切っての戦闘は避さけて、相手の側面を突つこうと移動する。




　このときの観客達は、まったく思いもしませんでした。

　それらの予想が、全すべて外れるとは。




　　　　　　　　　　＊　　　　　＊　　　　　＊




　たっぷりと１分以上かけたスキャンが終わった直後、

「みんな、やるよ！　各員、気合い入れな！」

　端末を戦闘服の左ひだり腕うでポケットにしまいながら、ボスが鋭するどく声をかけました。

「ダー！」

　ドラグノフ狙撃銃を握にぎりしめた、黒くろ髪かみにニットキャップのトーマが、

「うっしゃ！」

　ＰＫＭマシンガンを抱いていた、赤毛そばかすの肝きもっ玉母さんのローザが、

「やるかあ！」

　その脇わきで弾だん薬やく箱ばこを用意していた、ドワーフ女のソフィーが、

「はいっ！」

　もう一人のドラグノフ使い、金きん髪ぱつ美女のアンナが、

「うっし！」

　ビゾンを手にした銀髪キツネ顔のターニャが、決意十分の声を返してきました。

　ボスは消音狙そ撃げき銃じゆうヴィントレスを持ち上げると、

「よし！　目標ＰＭ４！　〝お菓か子し作戦〟を開始する！」




　酒場の画面の中で、ＳＨＩＮＣが動き出しました。

　六人の女達が、お互たがいの間かん隔かくを適度に取りながら、早歩きや小走りで移動を始めました。

　ＰＫＭマシンガンを持つローザを中央に、その脇にソフィー、左右に狙撃兵の二人、中央にボスと、後方警けい戒かいにターニャの布ふ陣じん。

　敵が遠いのは分かっているので、チームを二つに分けて、片方が移動で片方が警戒、という形はまだ取っていません。六人が一団となっての進撃。

　その向かう先は──、

「あれ？」

「おっ！」

　画面に映るドームと雪山の配置からして、最大の強敵、ＰＭ４が陣取っている位置なのは間ま違ちがいありません。

　遮しや蔽へい物ぶつも掩えん蔽ぺい物ぶつもない、ただ平らで見晴らしのいい畑を突つっ切っての移動に、

「なっ──！　何を考えてるんだあの女達？」

「これ、撃うってくれって言わんばかりじゃね？」

　酒場の観客達からは、疑問の声が上がりました。

　今でこそ２キロ弱は離はなれている彼女達ですが、このまま正面から接近するのが得策にはとても思えません。

　ＰＭ４の持つ、１５００メートルの有効射程を誇ほこるＭ１０７Ａ１、そしてサベージ１１０ＢＡの牙きばの届く範はん囲いに入れば、一方的に狙撃されるのがオチです。

「どうしちゃったんだ？」

「自棄やけを起こしたのか？」

　疑ぎ問もん符ふ渦うず巻まく酒場で、誰だれかがそれに気付きました。

「いや！　超ちよう長ちよう距きよ離り狙撃銃をＰＭ４が持っていることを、アマゾネス集団は分からないだろ？　前回の戦訓なら……、エムのＭ１４・ＥＢＲと、例の楯たてだけを警けい戒かいしているはずだぜ？」

「あ、そうか！　オレ達は今回の映像を見ているから知ってるだけか」

「じゃあ、７．６２ミリの有効射程──、８００メートルくらいまではホイホイ近づいてＯＫだと思ってるのか！」

　なるほどなるほどと、納得の渦うずに包まれた酒場ですが──、

　すぐに誰だれかが気付きました。

「いや、どっちにしろダメじゃん！　撃うたれるぞ！」







　14時03分。

「やはり来た」

　エムが、短く告げました。

　彼は巨きよ体たいを晒さらして立ち上がって、そして双そう眼がん鏡きようを覗のぞいていました。方角は、南西。

　双眼鏡のまん丸の視界に収まっているのは、自分達へと向けて進軍してくる敵の兵士達。

「チームＳＨＩＮＣ──、例のアマゾネスだ。ＰＫＭ機き関かん銃じゆう一、ドラグノフ狙そ撃げき銃じゆう二、ヴィントレス一にビゾン一。もう一人は、機関銃のサポートか？　何も持っていない。距きよ離り、およそ１６００。なおも徒歩で、真まっ直すぐ接近中」

　エムからの報告を聞いて、サベージ１１０ＢＡを伏ふせて構えて反対側を警けい戒かいしていた太っちょスナイパーが、

「やっぱり来ましたねえ。反対側に動きナシ、そちらに向かいます」

　そう言いながら、黒い狙撃銃片手に、草の上を這はうように移動し始めました。同時に、ＭＧ３マシンガンを構えて伏せていた大おお柄がらな男も、今いる場所で、ゆっくりと銃口の向きを変えます。

　反対側を警戒し続けるのは、ＵＴＳ─１５ショットガンを持つ小柄な男と、運び屋である背の高い男。二人は共に双眼鏡を目に当てて、後ろからの攻こう撃げきに備えます。

「どう攻せめてくるかまだ分からないが、なるべくアウトレンジで叩たたく。Ｍ１０７Ａ１は、楯の中から俺おれが撃つ。すぐに準備するが、念のために１３００まで引きつける」

　エムの言葉に、

「えー、私の出番は？」

　バックパックの脇わきで側面を警戒しながら伏せているピトフーイが訊たずねて、エムが答えます。

「少し下がって、窪くぼみで引き続き後方と側面の警戒」

「えー？　バレットちゃんを撃たせてくれないの？　ねえねえねえ」

　駄だ々だをこねたピトフーイに、

「今回は楽な敵じゃない。お前の狙撃の腕うでは、俺より上だと思うか？」

　エムは容よう赦しやのない返事。

「ちぇっ」

　軽く拗すねたピトフーイは、すぐに肩かたをすくめて、

「ま、気力体力はレンちゃん相手にするときまでとっとくかー」

　そう呟つぶやきながら、指示通りに引っ込みました。




　酒場の画面が、動き出したＰＭ４へと切り替かわりました。

　ピトフーイがエムのバックパックの脇わきからどいて、平らな草原の中でも窪くぼんでいる場所へと移動、そして反対側の警けい戒かいを開始しました。

　エムはそのバックパックの蓋ふたを大きく開いて、

「また出たっ！　シールド！」

　幾いく重えにも重なっている瓦かわらのような物体を取り出しました。一枚の高さは50センチ、幅はばは30センチほど。

　エムが力をかけて広げると、八枚の板が横に開きました。上下にあるリンクが結合して、高さ50センチ、弧の長さが２４０センチほどの、斜ななめに立つ扇おうぎ状じようの壁かべになりました。

　滝たきの裏側でエムが使い、麓ふもとのリーダー達への狙そ撃げき時にピトフーイが使い、そしてまたエムがここで使う、鉄てつ壁ぺきの楯たて。

「あれ……、ズルいよなあ」

「〝欲しい〟の間ま違ちがいだろ？」

「そうとも言う」

　観客から、とても素直な感想が湧わきました。




「敵発見！　エムの楯！　前方１６００！　ログハウスの、ちょうど一軒けん分左！」

　ドラグノフを背負って、足早に歩きながら双そう眼がん鏡きようを見ていたアンナが鋭するどい声を出して、

「全員止まるな！　気付いていないふりで突とつ撃げきを続けろ！」

　ボスもまた、即そく座ざに指示を出しました。そして、

「アンナ、状じよう況きようをできるだけ詳くわしく」

「了解。──草原で、エムが楯をこちらに向けて展開中。その脇にも一人、覆ふく面めんとゴーグルの太った男。銃は、見たことのない形の黒い狙そ撃げき銃じゆう」

「楯を広げている？」

　驚おどろき聞き返したボスに、

「間違いなく」

　アンナが答えました。

「こちらも確認」

　もう一人のスナイパー、トーマも同意の報告をしました。

　歩き続けるボスの顔が、険けわしくなりました。

「なぜ……？　まだ１６００メートルもあるのに、なぜ……？」

　自問したリーダーに、新体操部では副部長のカナ──、が動かすソフィーが、

「確かに早すぎるね、ボス」

　同意して思考の手助けをします。

「ああ……。エムの銃じゆうなら、８００メートルが有効射程だ。準備があるとはいえ、こんなに早く展開するなんて変だ……」

「だよね。伏ふせていればまだまだ見つからなかったのに、楯たてを出したからバレバレだもんね」

「すると……、考えられる理由はたった一つだ」

　ボスは、消去法で答えを導き出しました。

　そして、仲間達へと伝達します。

「エム達は、１キロ以上を狙ねらえる銃を持ってる！」




「これで向こうも、こっちに気付いたでしょうね」

　太っちょのスナイパーが、エムに言いました。彼はエムの楯の右みぎ端はしで、サベージ１１０ＢＡをバイポッドで据すえ付けています。

　楯の中央でＭ１０７Ａ１を構えているエムほどではありませんが、右側に銃を構える彼もまた、全身の半分以上が楯によって守られるポジションにいます。覆ふく面めんの頰ほおを銃のストックにつけて、ゴーグルで隠かくした目で、スコープを覗のぞきました。

　エムが、Ｍ１０７Ａ１のスコープの前後キャップを開けました。その倍率を最大にして、伏せて構えます。

「構わない。ここから一方的に撃うち続けて、できるだけ減らす。マシンガンが弾たまをばらまいてくるかもしれない。お前はラインが見えたらすぐに避よけろ」

「了解。でも、その前に全ぜん滅めつさせてやりましょう！」

「ああ」

　二人の男の目に、スコープ越ごしに拡大された風景が映ります。

　畑の向こうに、歩いて迫せまってくる六人の女達がいました。太っちょスナイパーがスコープ内の距きよ離り計けいを読みました。

「残り、１５００メートル」




「１５００メートル」

　アンナが、残りの距離を読みました。

　ＳＨＩＮＣの六人は、まだ進んでいます。

「撃うってくるのは、多分１２．７ミリの対物ライフル。もう狙ねらえる距きよ離りだが、まだ撃ってこないということは、的中させるために接近を待っていると思われる。だが、間ま違ちがいなくこっちの射程、８００の前から撃ってくる。それが１０００なのか、１２００なのかは、分からん」

　張り詰つめたボスの声が、〝六人〟の耳に届きました。

「エムはラインなしで撃ってくるぞ。気張れ！」

　ボスはそう指示しましたが、ラインなしの狙そ撃げきなど、どんなに気張っても分かりません。強しいて言うのなら、できるのは〝殺気を察知する〟ことくらいでしょうか。

「まだ少々遠いが、計画通りの〝対楯たてプラン〟を実行するぞ！　命令あるまで準備！　トーマ、ソフィー、ターニャ──、頼たのんだぞ！」

　名前を呼ばれた三人から、同時に〝了解〟の声が戻もどってきました。







「さあ、ぶつかるぜ楽しみだぜ……」

「どっちが勝つかな？」

　久しぶりの戦せん闘とう中ちゆう継けいに、酒場の観客達は興こう奮ふんしてきました。

　どうやら他に戦闘はないようで、今は全すべての中継カメラが、ＰＭ４とＳＨＩＮＣを多角度から捉とらえています。

　予想されたＭＭＴＭ対Ｔ─Ｓの戦闘がなかったのが不思議ですが、観客にとってそんなことはもうどうでもよく、今は強きよう豪ごう二チームの正面激げき突とつへの期待が膨ふくらみます。

　ＰＭ４は、陣じん地ちを作って待ち構えます。草地の中にある楯に守られた、エムのＭ１０７Ａ１と、もう一人のサベージ１１０ＢＡという、２丁の超長距離狙撃銃。サポートは、７．６２ミリ口径のＭＧ３マシンガン。

　そこへノコノコとやってくる、アマゾネス集団ＳＨＩＮＣ。

「どっちが勝つかって？　そりゃあエム達だろう！　あの女達は、一方的に遠距離から撃たれてお終しまいよ！　連合チームのリーダー達と一いつ緒しよさ！　反撃したって、あの楯に弾はじかれて効かないだろうしな！」

「いや、バレット・ラインが見えなくても、距離が離はなれていれば動き回ることで狙撃はかわせるだろ？　いくら届くっつったって、着ちやく弾だんまで２秒はかかるんだからさ。相手の位置が分かっている今なら、ただただ一方的にやられるってことはあるまいて」

　それぞれの側からの意見が出ましたが、

「当てられないように動き回りながら、楯に隠かくれたエムを撃ち倒たおせるか？　サイドに回り込もうとしても、別の仲間達がいるんだぜ？　少しは頑がん張ばるかもしれないけど、結局は全員撃たれてお終いだと思うよ」

　その予想をひっくり返せる人は、いませんでした。




「距きよ離り、１３００」

　太っちょ男の報告に、

「そろそろやるぞ」

　エムが答えました。

　倍率を極限まで高めた二人のスコープの視界の中では、枯かれた畑の上を歩いてくる六人の女達がハッキリと見えています。あとは、距離に応じた分だけ上へ狙ねらいをつけて、引き金を引くだけ。

「後方？」

　エムが訊たずねると、

「見える範はん囲いで、敵てき影えいなし」

　伏ふせた状態で双そう眼がん鏡きようを覗のぞく小こ柄がらの男から、返事がありました。さらに、

「任せたから、ちゃっちゃと仕留めちゃいなさい」

　退たい屈くつそうにしているピトフーイからもそんな返事。

「よし」

　エムは、スコープの丸い視界へと、全意識を集中させました。左目を閉じずに、意識だけを利き目に持っていきます。

　遠くにいる六人の女達。中には女に見えないほどゴツいのもいますが、一応女達。

　横に広がって歩く彼女達の、誰だれを一番先に狙そ撃げきするかをまず考えます。それを隣となりにいる仲間に伝えて、同じ人間を撃うたないようにさせねばなりません。

　サベージ１１０ＢＡ使いの太っちょの彼は、優すぐれたＧＧＯスナイパーですが、実じつ銃じゆう射撃の経験はありません。これだけの遠距離では、バレット・サークルのアシストなしでは命中させられません。

　すると、エム自身の最初の発はつ砲ぽうと同時にサークル、そしてラインを発生させての狙撃がベスト。

　エムは脳内で素早く計算します。１２００メートルで、Ｍ１０７Ａ１の弾だん丸がんの命中まではおよそ２秒。

　引き金に指を触ふれてからバレット・サークルが視界に現れるまでは、コンマ何秒の世界。上手うまくいけば、相手が被ひ弾だんする前に発砲できます。

　敵が仲間の被弾を確認して伏せるまで、どれくらいの反応速度があるか分かりませんが、鈍にぶければ射い貫ぬけるでしょう。

「よし。俺おれはリーダーをやる。ゴツい外見のお下げで、ヴィントレスを持っているヤツだ。発砲と同時に、お前は右みぎ端はしにいる、金きん髪ぱつサングラスのスナイパーを撃て」

「金髪、了解っす」

　返事を聞いたエムの目が、お下げの女の顔を睨にらみました。

　その口が、何かを喋しやべっています。




「そろそろ、仕し掛かけてくるな……」

　ボスの独り言を聞いて、

「オレはいつでもいいよ？」

　最さい後こう尾びにいたターニャが答えました。彼女はもう後ろの警けい戒かいは止やめて、いつの間にかボスのすぐ近くまで迫せまっていました。

　ＳＨＩＮＣのメンバー達は、険けわしい顔をして歩いていました。

　この２、３分はもう、いつあの楯たての陰かげからバレット・ラインが照射されてもおかしくない、それどころか、いつ弾だん丸がんが唸うなりを上げて飛んできてもおかしくない時間でした。

　その恐きよう怖ふに耐たえ、素知らぬふりをして歩き続けてきた仲間達に、

「よくやった。やるぞ！　〝３秒〟と〝２秒〟を忘れるな！　突撃！」

　ボスは大声で命令しました。

　その命令は、〝六人〟の耳に届きました。




　六人が、一いつ斉せいに動き出しました。

　まずは一番後ろからターニャが、ビゾンを握にぎりしめ、銀ぎん髪ぱつを揺ゆらしながら全力疾しつ走そう開始。あっと言う間に全員を追い抜ぬいて、先せん陣じんを切りました。

「やっほうううううう！」

　ＧＧＯにおいて敏びん捷しよう性せいを上げたキャラクターの全力疾走は、もはや人間離ばなれしています。

　レンほどではないですが、ターニャはこのチームで最速の女。猛もう烈れつなペースで大地を蹴ける足が、乾かわいた畑から土つち埃ぼこりを巻き上げていきます。茶色の煙けむりをたなびかせながら、相手へ向けての突撃。

　もちろん、突撃はターニャだけではありません。

　残りの五人も、なるべく早く距きよ離りを詰つめるために、全力疾走を開始。

　ただし、真まっ直すぐ走るだけではいい的なので、数秒おきに急に向きを変えての、ジグザグ走です。




　その様子はスコープの中にも映っていて、

「エムさん！」

「ああ、見えてる。──クソ！」

　エムが珍めずらしく、明らかな悪態をつきました。

　あと少しで歩行中の敵を撃うてたというのに、ほんの２秒の先手を取られました。

「あのリーダー、いい戦せん闘とう勘かんをしてる。──狙ねらいを変へん更こう。俺おれは先頭の小こ柄がらなヤツを狙う。お前は後方の連中を随ずい意いに撃うて。マシンガン、射程に入ったら接近を牽けん制せいしろ。ただし最低限の弾だん数すうでいい。後方警けい戒かいは継けい続ぞく」

「了解！」「了解！」「了解！」「了解！」「はいよー」

　仲間達から返事が返ってきたのと同時に、エムはＭ１０７Ａ１を発はつ砲ぽうしました。

　サプレッサーで抑よく制せいされていてもまだ十分にうるさい銃じゆう声せいが轟とどろいて、先せん端たんの左右の穴から吹ふき出した発射ガスが、周囲の草を薙なぎ払うように揺ゆらしました。




　飛び出した１２．７ミリ弾は、なだらかな放物線を描えがいてターニャへと近づき──、

　急に角度を変えた彼女の右みぎ脇わき30センチのところを、唸うなりを上げて通過していきました。

「うひゃあ！　見えた！　あっぶないぜっ！」

　その衝しよう撃げき波はを頰ほおに感じたターニャの悲鳴が、笑顔から漏もれました。

「あんなの当たったら、オレはもっとチビになっちゃうぜ！」




「始まったっ！」

「避よけたっ！」

　酒場の観客達が、グラスを握にぎり割らん勢いで盛り上がりました。

　片方の画面では、楯たての後ろに伏ふせているエムの発砲シーンが──、

　片方の画面では、ギリギリで避けたターニャの小柄な体が映し出されます。

「残り１０００メートル強かな？　さあて、避けながらどこまで接近できるかな？」




「このっ……」

　サベージ１１０ＢＡ使いの太っちょが、伏せて構えた銃を小刻みに動かしました。

　スコープの中では、３秒おきにジグザグに走る女達がいます。敵がまだ遠いので、それほど大きく角度を動かさなくても大だい丈じよう夫ぶとはいえ、なかなか狙いを確定できません。

　引き金に指を触れているのでバレット・サークルは出ているので、あとはこれを、弾たまが届くタイミングで女のいる場所に持っていくだけですが、

「ちっ！」

　向こうはこっちのバレット・ラインが赤く鮮あざやかに見えていますから、当然避けてきます。

　それでも、敵を接近させないためには撃たねばなりません。当たらなくても、突とつ撃げきの牽制にでもなれば上々。

　轟ごう音おんと共に、サベージ１１０ＢＡが火を噴ふきました。

　３３８ラプアマグナム弾は、衝撃波を幾いく重えにも纏まといながら飛ひ翔しようして──、




「おっとっ！」

　ラインを見て急停止したトーマの目の前を通過していきました。

　トーマはドラグノフを両手に持ったまま身を翻ひるがえすと、

「まだまだあっ！」

　撃うたずに、すぐさま敵への突とつ撃げきを再開しました。

　見晴らしのいい場所での敵スナイパーへの突撃方法を、彼女達は訓練していました。実じつ弾だんを使って、味方を本当に撃ちながら。

　そして摑つかんだのは、

『３秒以上同じ動きをしたら撃たれる。２秒以上止まったら撃たれる』

　という鉄則。

「いちとー、にいとー、さんとー」

　器用に日本語で数えながらトーマは走り、そして突然に向きを変えました。それは、新体操のシミュレーション練習で培つちかった、鋭するどい動き。

　誰だれもいない空間を、弾丸が通り過ぎていきました。




「くうっ！　エムさん、正直キツイっす。アイツら、体のキレがいい」

　ボルトハンドルを操作しながら次の弾たまを装そう塡てんする太っちょ男の泣なき言を聞いて、ターニャへの３発目を発はつ砲ぽうして外したエムが、

「そのようだな」

　すんなりと同意しました。そして、

「作戦変へん更こうだ。個別射撃を変更。お前のラインで牽けん制せい、止まったところを俺おれが仕留める」

　すかさず指示。

　それは、先ほどリーダー集団を倒たおすために使ったテクニック。あのときは、Ｍ１０７Ａ１の射手は、

「私にもバレット撃たせろ撃たせろ撃たせろ撃たせないと撃つよ？」

　そう駄だ々だをこねたピトフーイでしたが。

　太っちょ男は、

「了解！　では、金きん髪ぱつさんから！」

　そう言って、一番目立つ、右みぎ端はしを走っている金髪美女に狙ねらいを定めました。




「残り９００ほど！　もう少し！」

　ボスが、走りながら檄げきを飛ばします。

　一いつ瞬しゆんたりとも休むことなく走り、そして向きを変え続けるのはかなり精神を疲ひ弊へいしますが、止まれば撃たれます。撃たれれば、対物ライフルなら一撃即そく死しです。

　もうあと少し、８００メートルまで接近しなければ、こちらの攻こう撃げきは届きません。

　残り８７０……。残り８６０……。

　六人が走る中、自分達の一番左ひだり端はしを走るアンナへと、ラインが照射されました。後ろにいるボスには、ラインが見えていて、それをサッと避よけたアンナの姿も見えました。

　ラインを消しながら弾だん丸がんが飛んできて、何もない空間を貫つらぬいたのと──、

「ははっ！」

　避けたアンナが笑顔を見せるのが同時でした。

　そして、次の瞬しゆん間かん──、

　その笑顔を乗せたまま体が後ろに吹ふき飛ばされて、視界から消えました。




「くそっ！」

　ボスの悪態と、

「お見事！」

　太っちょスナイパーの歓かん声せいと、

「やられた！」

　酒場の観客の悲鳴が、寸分違たがわずシンクロしました。




　ボスは走りながら、目を左上へと動かし、視界の端に見える仲間のヒットポイントゲージを見ました。アンナのそれがぐーんと減っていき、やがてゼロになりました。

「くっ！　アンナ死亡！」

　亡骸なきがらを確認することもできないまま、ボスは──、そして他の四人は走り続けました。左右に飛び跳はねながら。

　直後、

「もういける！　やろう！　アンナは時間を稼かせいでくれた！」

　トーマからの声を聞いて、ボスは即そく座ざに決断。たった一言の命令。

「よし！　やれ！」

　残り８５０メートルで、五人は作戦を開始しました。




「次はどれを？」

　バレット・ラインによる牽けん制せいに成功し、エムが金きん髪ぱつスナイパーを仕留めるのを見た太っちょ男は、新しいマガジンを銃じゆうにはめながら、そして期待に声を弾はずませながら言いました。

「次は──、いや……、待て」

　返ってきたのは、エムの怪け訝げんそうな声。

　そして太っちょ男も見ました。

　さっきまで必死になって、それこそ決死の覚かく悟ごで距きよ離りを詰つめてきていた女達が、急に止まったかと思うと目一杯伏ふせたのです。こうなると、平らな大地の上では、ほとんど見えなくなってしまいます。

　スコープを覗のぞく目をこらしてみますが、土が描く地平線の上に、どうにか帽子の先せん端たんが見える程度。

　あれを狙そ撃げきして的中できるかというと怪あやしいですし、向こうもラインを見て横に転がればいいだけなので避よけやすいでしょう。

「距離、８５５メートルでした」

　ＭＧ３マシンガン使いの大おお柄がらな男が、双そう眼がん鏡きようの距離計を報告しました。

「なんでだ……？」

　太っちょ男が呟つぶやきました。

　８５５メートルという距離は、まだ彼女達の武器の有効射程よりは遠いはず。

　なぜ、もっと突とつ撃げきしてもいいのに、突然止まったのか？

　一人が死んだから？

　いや、一人が死んだ程度で止める突撃だとしたら、最初からするべきではないでしょう。もっと犠ぎ牲せいが出たとしても、ここは突っ込むべきでしょう。

「エムさん、自分にはアイツらの考えが分かりません」

　太っちょ男の理解を超えたので、彼は素直にリーダーにそう言いました。見み栄えを張るために〝分かる〟などと噓うそをつかないのも、優すぐれたプレイヤーの資質です。

「俺おれにも分からない。だが、油断はするな」

　エムもまた、素直に認めて言いました。




　酒場でも当然のように、

「なんで止まっちゃったの？　そこは多少の犠牲が出ても突撃するところでしょ？」

　観客からそんな声が沸わき上がりました。




　その答えを知っていたのは、

「よし！　やれ！」

　そう命じたボス以下、ＳＨＩＮＣの女達だけでした。

　ずんぐりむっくりのドワーフ女、ソフィーが、

「やるよ！」

　土の上にうつぶせになったまま、左手を空中で振ふり動かしました。

　彼女だけに見えるアイテムウィンドウが目の前に出て、実体化するアイテムを手早く選び出して、即そく座ざにＯＫのボタンを押おしました。

　その間に、ソフィーの後ろへと這はいずって来たのは、黒くろ髪かみスナイパーのトーマ。土の上で必至に匍ほ匐ふく前進をして、その途と中ちゆうにドラグノフが土にひっかかり、彼女はそれを、体の脇わきに放置しました。

「来たよ！」

　トーマがソフィーに告げるのと、二人の間で光の粒りゆう子しが集まり、何かの実体化が始まるのが同時でした。

　そして、

「みんな！　頼たのんだよ！」

　ソフィーは笑顔で叫さけぶと、その場で立ち上がりました。




「ああ？」「はあ？」

　敵スナイパーの眼前で立ち上がるって何考えてるの？

　酒場では、誰だれもが同じ疑念を抱き──、




「はあ？」

　戦場では、その敵スナイパーである太っちょ男が、まったく同じように驚おどろいていました。

　立ち上がったドワーフ女は、単なる的でしかありません。すぐに走り出すのかと思ってそれに備えたら、

「はあああっ？」

　次に彼女は、その場にどっかりと腰こしを下ろしたではありませんか。横に大きな女があぐらをかいて座り込んで、こっちを見てにやりと笑いました。

　そして女は、太い両りよう腕うでを、その指を伸のばして、地面へと突つき刺さしました。土でも掘ほるのかと思いきや、手を突き刺した状態で動きを止めました。

「……エムさん？　なんですかあれ？　あの女、何がしたいんですか？」

　先ほどに引き続き、いえ、先ほど以上に自分の理解をポーンと超えたので、太っちょ男はリーダーに助け船を求めていました。

「まったく分からないが……、ひとまず俺おれが撃うつ」

　エムがそう言って、Ｍ１０７Ａ１のスコープの照準を、ピタリとドワーフ女に合わせた瞬しゆん間かんに──、

　もっと信じられないことが起きました。

　にやりと笑っていたドワーフ女の頭に、被ひ弾だんエフェクトが煌きらめいたのです。その左側頭部が赤く輝かがやいてポリゴンの欠片かけらを散らして、太い首に乗っかった大きな頭が、少しだけ右に傾かたむきました。

　ヒットポイントがぐーんと減るための３、４秒を過ぎて、【Ｄｅａｄ】のマーカーが彼女の上で点てん灯とう。彼女の即そく死しを告げました。座っていたドワーフ女は、座った死体へと変化しました。

「なっ──」

　Ｍ１０７Ａ１の引き金に触ふれようとしていたエムの指が、止まりました。

　頭を撃うたれたのだから、即死は分かります。

　でも、誰だれが撃ったのでしょう？

　こっちから見て右側、彼女にして見れば左側から頭を撃たれましたが、そんな場所に誰か別チームがいたとは思えません。

　それでもエムは、謎なぞを解くためにＭ１０７Ａ１を右に動かして、そして答えを知りました。

　すぐに伏ふせられたので撃てませんでしたが、スコープ越ごしに見たその一いつ瞬しゆんの光景は、はっきりとエムの目に焼き付きました。

　敵チームのボスである女が、仲間に向けて、ヴィントレスを構えていた姿は。
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　第十四章　「砲撃戦」







　酒場の観客達は──、

　その前からカメラの一つがＳＨＩＮＣの置かれた状じよう況きようをアップにしていたこともあり、一部始終をハッキリと見ていました。

　アマゾネス集団のリーダーであるお下げ女が、自分の銃じゆうで仲間を撃うつのを。

　伏ふせていたリーダーはスッと半身を起こすと、ヴィントレス消音狙そ撃げき銃じゆうを構え、30メートルほど脇わきにいた、そしてどっかりと座った女へと１発だけ発はつ砲ぽう。

　非常に重量のある９×３９ミリ弾だん頭とうは、彼女の左こめかみに命中して即そく死しさせました。

「なっ！」

「ちょっ！」

「おおいっ！」

「気でも狂くるったかっ！」

「はああああっ？」

「なんでえ！」

　悲鳴にも似た絶ぜつ叫きようが、酒場を包みました。

　そしてそれが収まる前に、彼かれ等らは見ました。

　死体となったソフィーの後ろで、死ぬ直前にストレージから出したアイテムが、その実体化を終えつつある様子を。

　光の粒りゆう子しが集まって、長い棒へと姿を変えていくのを。




「どしたの？」

　エムと、ＰＭ４のチームメンバーの耳に、怪け訝げんそうなピトフーイの声が届きました。

「今、敵の一人が、敵リーダーに頭を撃たれて死んだ」

　エムはいたく簡かん潔けつに説明しました。さすがのピトフーイもこれには驚おどろいたようで、

「はいぃ？　どーしてえ？」

　素すっ頓とん狂きような声を上げました。

「分からん……」

「同士討うち？　だったら、前回のエムみたいだね！」

　ピトフーイが声を弾はずませましたが、笑うにしても怒おこるにしても、反応したチームメイトはゼロでした。

　そして、その直後、

「ねえ、見えないんだけど、どんな風に仲間に殺されたの、その人？　詳くわしくよろしく」

　ピトフーイからは追加の質問。

　エムが、

「あ？　ああ。距きよ離りを詰つめるために突とつ撃げきしてきたのだが、狙そ撃げきで一人を倒たおした。直後、距離８５５で、全員が一度伏ふせた。しかし一人が立ち上がってあぐらで座り、直後に味方に撃たれて即そく──」

　即死した、まで言えませんでした。

　エムの説明を、ピトフーイの声が遮さえぎったからです。それは、絶ぜつ叫きようでした。

「できる限り伏せなさいっ！」




　現地で戦っている当人達以上に状じよう況きようが詳しく分かるのが──、

　酒場で中ちゆう継けいを見ている観客達です。

　ドワーフ女が最後に残したアイテムが実体化したとき、観客はＳＨＩＮＣの作戦を半分だけですが理解しました。

　光の粒りゆう子しが集まって形を作ったのは、巨きよ大だいな銃じゆうでした。

　その全長、実に２メートル強。

　銃身は剝むき出しの、単なる金属製のパイプ。中間部分に、支えるためにバイポッドが付いています。銃口には、発射ガスを横に吹ふき出して反動を抑よく制せいするための、マズル・ブレーキという部品が。

　この銃身だけで、長さは１．３メートルほどあります。これは、ほとんどのアサルト・ライフルの〝全長〟より長い数値。

　銃として人間が使えるために、重心の後ろには引き金とグリップ、肩かたに当てるためのストックが付いています。

　銃身の左ひだり脇わきに出っ張った照準器には、本来はないはずの、つまりは後付けのスコープがありました。

　この、物干し竿ざおのような、そして呆あきれるほど長大な銃の名は、

「《ＰＴＲＤ１９４１》！」

「《デグチャレフ対戦車ライフル》！」

　酒場の誰だれかがほとんど同時に叫さけびました。ガンマニアとは、誰よりも先に名前を言いたい生き物なのです。

　そして二人とも正解でした。

　それは、１９４１年、第二次世界大戦を戦っていたソビエト連れん邦ぽう軍ぐんが採用した、〝対戦車ライフル〟。

　デグチャレフは開発者の名前であり、ＰＴＲＤの〝Ｄ〟でもあります。そのため日本では、デグチャレフ対戦車ライフルの名前でも通じます。

　当時はまだ戦車の装そう甲こうが薄うすかったため、それを貫つらぬくために設計された超大口径のライフルです。第二次世界大戦後半からは、この手の銃じゆうで戦車を貫くことができなくなったので、今はもう〝対戦車ライフル〟というカテゴリーが存在せず、〝対物ライフル〟と呼ばれます。

　ボルトアクション単発式で、使用する弾だん薬やくは、ソビエト・ロシア製の１４．５×１１４ミリ弾。これは、弾の直径が１４．５ミリあり、薬やつ莢きようの長さが１１４ミリあるということ。

　エム達が使っているＭ１０７Ａ１の５０口径弾が、１２．７×９９ミリ弾ということを考えると、さらに一回りも大きく、そして強力な弾薬ということが分かるでしょう。当然ですが、弾丸が持つパワーもずっと上です。

　Ｍ１０７Ａ１に続いて登場した化け物ライフルに、

「なんだありゃあ！」

「すっげえ骨こつ董とう品ひんが来たぞ！」

「どうやったら手に入るんだよ！　あんなの！」

「アレで反はん撃げきしようってのか！」

「そのために、ずっとストレージに隠かくし持っていたんだろ？」

「考えたな……。あれくらいの威い力りよくがあれば、エムの楯たてと正面切ってやり合える」

「前回、持ってなかったよな？　わざわざ超難度のクエストこなしてゲットしてきたんだろうな」

　ガンマニアという同じ病を抱えた観客達は、大盛り上がりです。

　しかし、

「でも、どうやって？　こんな平らな土地だと、伏ふせ撃うちでは遠えん距きよ離りは狙ねらえないだろ？」

　そんなもっともな疑問が生まれました。

　お互たがい睨にらみ合っているのは、とても平へい坦たんな場所。

　エム達が、伏せたＳＨＩＮＣ達を上手うまく狙えないのと同じように、彼女達だって、ある程度銃を持ち上げないとエム達を狙えません。

　かといって立ち上がって撃てば、いえ、普ふ通つうに座って撃つだけでもいい的です。

　そして何より、こんな重量のある銃では、立ち撃ちはもちろん、座って撃ったとしても、精せい密みつ狙そ撃げきができるとはとうてい思えません。

　この手の超重量級の銃は依い託たく──、つまり何かにもたせかけて撃つものなのです。

　いったいどうやって使うつもりだ？

　そんな観客達の疑問に、この銃を撃つスナイパーが行動で答えました。

　化け物ライフルの射手は、すぐ後ろにいた黒くろ髪かみのスナイパー。

　前回のＳＪを見た人なら分かっています。

　黒髪にニット帽を被かぶった彼女こそ、可変倍率スコープの付いたドラグノフを使っていて、そして前回レンを狙そ撃げきして、あと一歩で仕留めるところだった、チーム一の腕うでの持ち主だと。

　さらに言うのなら、前回ＳＪで最後に死んだキャラクター、でもあります。

　彼女は死体の後ろに座ると、その間に実体化した、全長約２メートル、重量約16キログラムの銃をゆっくりと持ち上げました。

　そして、長い銃じゆう身しんの前の方を載のせました。死体となって座り続ける、仲間の左ひだり肩かたの上に。

「ああ……」

　この瞬しゆん間かん、観客達は恐きよう怖ふで背筋を震ふるわせながら理解しました。

　ドワーフ女が、敵を前にして座った理由を。

　女リーダーが、その仲間を射殺した訳を。

　それも、左側から頭を撃うった訳を。

「あの女達──、仲間を〝楯たて〟と〝銃座〟にしやがった！」




　スクワッド・ジャムにおいて──、

　死体は、破は壊かい不可能オブジェクトとして、10分間その場に残る。

　ならば、その間は──、

　死体は無敵の楯になる。




　トーマは、ＰＴＲＤ１９４１の銀色のボルトハンドルを右手で持ち上げて、手前に引きました。

　それだけで殴なぐりかかっても人が殺せそうなほど巨きよ大だいな弾たまは、防水性の布ぬの袋ぶくろに入って銃と一いつ緒しよに実体化しています。その数、10発。

　トーマは左手で１発つまみ上げると、その手袋に油が付きました。弾だん丸がんには、銃の作動を確実にするため、大量の油が塗ぬってありました。

　トーマは下側に開いた穴から弾を銃の中に入れて、素早くボルトを前に押おし込んで装そう塡てんしました。

　腕を大地に突つき刺さした死体の１メートル後ろに、膝ひざ立だちになって構えます。

　目からだいぶ離はなれた場所にあるスコープを覗のぞいて、そのレンズ越ごしに、８５５メートル先にある楯を睨にらみました。

　引き金に指を触ふれた瞬間、薄うすい緑色のバレット・サークルが浮うかび上がり、その最初の収縮と同時に、

「お命──、頂ちよう戴だいいたす！」

　ロシア人のミラナが動かすトーマが、時代がかった台詞せりふを呟つぶやきました。

　そして、発はつ砲ぽう。
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　銃声というより、〝爆ばく発はつ音おん〟がしました。




「できる限り伏ふせなさいっ！」

　ピトフーイの声を聞いて、

「っ！」

　エムはＭ１０７Ａ１から手を離はなすと、その場にべったりと伏せました。口の中に、草や土が入りました。

「え？」

　太っちょ男は、反応が遅おくれました。

　そして、さらに不幸なことに、トーマからのバレット・ラインは目の前にある楯たてに遮さえぎられていて、彼の視界には入っていませんでした。

　飛んできた直径１４．５ミリの弾だん丸がんは──、

　扇おうぎ状じように広がる楯の一枚、その右みぎ端はしに命中。

　そして弾はじき返しました。

　さすがは宇宙戦せん艦かんの外がい壁へき板ばん。斜ななめになっていることもあり、８５５メートル先からの１４．５ミリ弾であっても、貫かん通つうすることはできませんでした。猛もう烈れつな火花を散らし、強烈な音を鳴らして、防ぎきりました。

　しかし──、

　〝貫通しない〟ということは、〝威い力りよくが伝わらない〟ということではありません。

　その弾丸が与えた運動エネルギーは、凄すさまじいものになりました。強烈な打だ撃げきが加わった楯の一枚には、当然のように、猛烈な圧力がかかったのです。

　楯は、どんな熱にも圧力にも耐たえる、強力なものでした。

　楯を上下で連結している金属のジョイント部分は、楯ほど強くはありませんでした。

　圧力がかかった一枚を支えていた二カ所のジョイントは、瞬しゆん時じに飴あめのようにひん曲がったかと思うと、そのまま捻ねじれて切れたのです。

　そしてその楯の一枚は、弧から外れて後ろへと弾き飛び──、

　すぐ後ろでサベージ１１０ＢＡを構えていた男の顔面を直撃しました。

　彼は、何も言うことはできませんでした。悲鳴も、不満も、驚おどろきも。

　頑がん丈じような板にぶん殴なぐられた男の首の角度が、人体構造上あり得ない状態になって、そこからダメージ認定の証しよう拠こである赤いエフェクト光が生まれました。

　【Ｄｅａｄ】マーカーが点てん灯とうし、ＰＭ４、初の戦死者の位置を示しました。




　ＰＴＲＤ１９４１の発はつ砲ぽうと同時に凄まじい爆ばく風ふうが周囲を襲おそって、乾かわいた地面からは巨きよ大だいな土つち埃ぼこりが立ちました。

　強烈な反動でトーマの体は大きく後ろに揺ゆすられましたが、膝ひざ立だちで体重を前にかけていたこともあって、堪こらえきりました。

　この銃じゆうはボルトアクションですが、〝反動を利用してボルトを開放して、空から薬やつ莢きようを排はい出しゆつする〟という独特のシステムを搭とう載さいしています。ＧＧＯは、それを完かん璧ぺきに再現しています。

　撃うつと、その強力な反動によって、グリップを含ふくめた銃本体──、つまり肩かたをつけるストックと頰ほおをつけるチークパッド以外のほぼ全すべての部品が、およそ65ミリ後退するのです。

　その後退の勢いで、ボルトハンドルは後ろにある金具に当たり上へと弾はじかれて開きます。本来なら手でやるべきボルトハンドルの開放操作を、反動がやってくれるわけです。

　開放されたボルトは、さらに慣性によって後退。油で滑すべりをよくされた空薬莢は薬室から引っ張り出され──、

　銃の下へと排出されました。

　トーマは左手で、油に濡ぬれる弾たまをつまみ上げて、再び下から銃に滑り入れました。下がったボルトを前に押おし込んで右にロックすると、再び発はつ砲ぽう可能。

「次だっ！」




　　　　　　　　　　＊　　　　　＊　　　　　＊




　彼女達ＳＨＩＮＣが、優勝するために絶対に必要である〝エムの楯たて対策〟に選んだのは、

「兎とにも角かくにも、今より遥はるかに強力な武器を手に入れる！」

　そんな単純なことでした。

　今の自分達の火力で倒たおせないのなら、もっと強力な〝矛ほこ〟を手に入れて〝盾たて〟をぶち破ればいいと。

　では、それは何か？

　まずは、フカ次じ郎ろうも使っているグレネード・ランチャーを考えました。放物線を描えがく弾だん道どうで、エムの楯のカバーしない上方から攻こう撃げきすればいいと。

　しかし、最大４００メートル程度では、どうしても射程が足りません。エムの持つＭ１４・ＥＢＲの８００メートルより遠くから、せめて同どう距きよ離りで攻撃できなければ。

　そうなると、残った答えは一つ。

　手に入れるべきは、大口径で高こう威い力りよくの対物ライフルでした。

　たとえ装そう甲こう板ばんを貫つらぬけなくても、パンチ力でジョイント部分を壊こわせるであろう。または、楯そのものの位置をずらせるだろうと。

　そのために、彼女達は忙いそがしい学業と部活と、そして厳しい訓練の合間を縫ぬって情報を集めました。

　対物ライフルが、ＧＧＯ日本サーバーには10丁程度しか存在しないということは知っていましたが、

『それは去年の話。最近、急に実装が増えているらしいから、本当はもっとあるし、以前より手に入れやすくなっている』

　という噂うわさも手に入れました。希望が膨ふくらみました。

　続いて、すでに対物ライフルを持っている人に、どうやって手に入れたか、取材のようなことを試みました。

　誰某だれそれが持っているという噂を聞きつけてはその人を捜さがして追いかけたのですが、結局捕つかまえられたのは四人で、さらに、ちゃんと質問に答えてくれたのは二人だけでした。

　二人とも、

『難クエストを奇き跡せき的てきにクリアして、ボスを倒たおしたドロップで手に入れた』

　と口を揃そろえました。予想通り、普ふ通つうの店で売っているようなものではないということです。

　当然、手に入れた人が手放す可能性は他の銃じゆう器きよりずっと低く、以前オークションに出たときは、リアルマネーである日本円に換かん算さんして20万円という呆あきれた額まで上り詰つめたとか。

　答えてくれた二人のうちの一人は、女性プレイヤーでした。シノンという名前の、水色の髪かみを持つ可愛かわいらしい少女でした。

　もちろん、それはアバター外見であり、プレイヤーは年季の入った大人の女性かもしれません。そしてこのシノンは、ＢｏＢの決勝戦を戦うような凄すご腕うでです。ＳＨＩＮＣの誰もが、一対一で敵かなうような相手ではありません。

　このときシノンに会ったのは、宿題を早く終えることができたボスとアンナでした。同じ女性のよしみからか、シノンはかなり詳くわしい状じよう況きようまで教えてくれました。

　彼女曰いわく、荒こう野やよりも首都グロッケンの地下ダンジョン深部の方が難なん易い度どが高く、レア武器が出やすいはずだと。その中でも、トラップで強引に落とされる場所はかなり確率が高いはずだと。なぜなら、彼女自身がそうだったから。

　その日から、新体操部の対物ライフル獲かく得とくのための無茶な挑ちよう戦せんが始まりました。

　どう考えても自分達のレベルではクリアできそうもないエリアに突とつ撃げきしては、ボスクラスの超ちよう巨きよ大だいモンスターや、巨大機械に追いかけ回されて、ときに踏ふみつぶされました。スコードロン全ぜん滅めつで安全地帯に〝死に戻もどり〟という、経験値がまったく稼かせげない過か酷こくな戦せん闘とうを続けました。

　もはや何回挑戦したのか、数えるのも放ほう棄きしたとき、幸運の女神が微笑ほほえみました。

　元は地下鉄の駅だったのか、細長いダンジョンで戦闘になったときのこと。

　襲おそい来る敵──、巨大戦車にパワーショベルの手を何本もつけたような機械との攻こう防ぼうで、仲間達はレーザー光線に射い貫ぬかれてボロボロでした。そして、マシンガナーのローザが敵の体当たりを避よけきれず、太いキャタピラに踏みつぶされて五体バラバラで戦死。

　しかし執しゆう念ねんか怨おん念ねんか、千切れながらもなお、彼女の右手は引き金を引き続けたのです。

　ＰＫＭマシンガンは、持ち主の恨うらみを晴らすかのように作動を続けました。

　死体がポリゴンの欠片かけらになって消失するまでのわずかな間、地下空間の側面に向けて20発ほどの弾だん丸がんを発射して、そのうちの何発かが、横に走るパイプに命中して穴を開けました。

　そこから猛もう烈れつな勢いで吹ふき出したのは、地下暖房用の熱水だったのです。

　高圧の熱水パイプから吹き出た水が、機械に直ちよく撃げきしました。電気系統にダメージを与えたのか、その動きを極きよく端たんに緩ゆるめました。立ちこめた水すい蒸じよう気きが、アーム先端から放たれるレーザー光線の威い力りよくを減げん衰すいさせました。

「チャンスだ！　一気に攻こう撃げきだ！」

「よっしゃあ！」

「やっちまえー！」

「ぶっ壊こわせ！」

「うおおおお！」

　意気込んだ残りの五人が、熱水を浴びるのも構わずに一いつ斉せいに襲おそいかかって──、

　すぐに全ぜん滅めつしました。

　いかんせん、それまでに蓄ちく積せきしていたダメージが大きすぎたのです。気合いだけで争いに勝てるのなら、どんな国も戦争には負けないでしょう。

　しかし、攻略の糸口は見つけました。

　翌日またそのダンジョンに殴なぐり込んだ彼女達は、まずは温水パイプに爆ばく薬やくを準備しました。そして敵をおびき寄せ、早い段階で、前回以上の水浴びをさせてやりました。

　それからはもう、力ちから押おしです。

　動きの鈍にぶった相手に向けて、撃うって撃って撃ちまくりました。レーザーを撃ってくるアームに銃じゆう撃げきを加えると、一気に狙ねらいが正確でなくなりました。

　それでも過か酷こくな戦せん闘とうは30分以上も続き、ボスに至ってはヒットポイントが残り少なくなると、プラズマ・グレネードをありったけ懐ふところに抱いての特攻までしかけて戦死して──、

　とうとう倒たおしました。

　最後は、トーマの放ったドラグノフの一撃が、外板がめくれ、剝むき出しになった動力炉ろらしい部位を撃ち抜ぬいたのです。

　もっとも、その際に派手に爆ばく発はつ四し散さんしたおかげで、離はなれた場所から攻撃していた彼女とアンナのスナイパー組以外、仲間は全滅してしまいましたが。

　カビ臭くさい空間にコングラッチュレーションズの文字がケバケバしく躍おどる中、ラストアタックを決めたトーマの目の前に、一つの小さなウィンドウが出ました。

　それに触ふれて目の前に実体化して出てきたのが、巨きよ大だいな物干し竿ざおのような対戦車ライフル、ＰＴＲＤ１９４１だったのです。

　ソビエト・ロシア製の銃ばかり使っている彼女達ですが──、

　まるで狙い澄すましたかのように、これまたソビエト・ロシア製の銃器が出ました。

　アンナは、フランス製の狙そ撃げき銃じゆうを使って倒したら、フランス製の対物ライフルが出たというシノンの言葉を思い出して、

「なるほど、倒たおしたときの銃じゆうに応じて、ゲットできる銃が変わるんだろうな」

　そう思うことにしました。これが正しいかどうかは、誰だれにも分かりません。




　町に死に戻もどった仲間達のところへ、トーマとアンナが巨きよ大だいな物干し竿ざお──、ＰＴＲＤ１９４１を持って帰ると、みんな大喜びです。

　抱き合って泣なき合って喜ぶその様は、出会った直後の仲の悪さなど、もう微み塵じんも感じさせません。女子校新体操部の彼女達は、銃を手に幾いく多たもの死線を越こえて、かけがえのない仲間になりました。

　こうして、強力な矛ほこは手に入れました。

　あとは、これを使いこなさなければなりません。

　銃だけで約16キロという重いＰＴＲＤ１９４１は、キャラクターの要求筋力値も当然高く設定されています。

　チームの中で今すぐに運用できる、つまり普ふ通つうに持って走れるのは、ソフィーとローザの二人だけでした。この二人は、普段から重いマシンガンと大量の予備弾だん薬やく、そして予備銃身を持ち歩いていますから。

　しかし、この銃は狙そ撃げき銃じゆうです。

　狙撃能力が高く専用スキルも持っているトーマかアンナが使うべきなので、二人は筋力値を上げるため、さらなる特訓に励はげみました。春休みに入ったのをいいことに、部活動の時間以外は己おのれを鍛きたえるのに邁まい進しんしました。

　やがてトーマが、〝持ち歩くには重量ペナルティがかかるが、撃うつだけなら可能〟という状態までパラメーターを上げると、この銃はトーマの物となりました。

　ウィンドウに出る説明書に従って操作して最初に撃ったとき、トーマは、ドラグノフとは比べものにならないほどの反動に肩かたが外れるかと思いました。こんなのは、人間の（アバターですが）撃てる武器ではないと思いました。

　しかし、このモンスターを手なずけなければ、チームの優勝はありません。１４．５ミリの弾丸を大量に用意し、トーマは射撃練習を繰くり返しました。反動に耐たえる根性を磨みがきました。

　この銃には、スコープが付いていません。この時代の対戦車ライフルには、まず付いていないのです。それでは遠えん距きよ離りでエムと戦うのに心こころ許もとなく、

「ないのなら、つけてしまえ、ホトトギス。字足らず」

　トーマは銃のカスタマイズ機能を使って、装着してしまいました。

　銃身の左側に付いている金属製照準器を潰つぶして、スコープマウントを溶よう接せつするという乱暴な方法でしたが、作動さえすれば問題ありません。

　ライフル用のスコープをそのまま使うと、銃の後退で目の周囲を切る恐おそれがあります。そこでライフル用よりさらにアイレリーフ（接眼レンズと目の距きよ離り）が長い、ピストル用スコープを仕入れました。そして装着。

　こうして完成したのが、

　〝ＰＴＲＤ１９４１対戦車ライフル・附ふ属ぞく女子校新体操部スペシャル〟

　別名、

　〝対エム決戦兵器〟──略りやく称しよう〝エム銃じゆう〟

　テスト戦せん闘とうをするため、彼女達は、この銃をドロップした機械に再び立ち向かってみました。

　熱水で動きを制限して、そして遠えん距きよ離りからのトーマの連続狙そ撃げき。あれほど苦労した敵の装そう甲こう板ばんが、いとも容易たやすく撃うち抜ぬかれていくのを見て、

「これなら勝てるぞおおおお！」

　ボスは地下空くう洞どうで吠ほえました。

　前回苦労したのが噓うそのように、その機械を倒たおしてしまいました。もちろん、もう１丁対物ライフルがドロップする、ということはありませんでしたが、経験値とお金は稼かせぎました。

　喜んでくれるみんなを見ながら、トーマは疑問を呈ていします。

「でも、見晴らしのいい場所でバイポッドで構えられなかったら、どうすればいい？　私は、この銃を持って動くことなんてできないから……」

　あまりにも重く長いこの銃は、一度据すえ付けたらそこから動かすのも楽ではありません。トーマの不安も宜むべなるかな。

　すると、マシンガナーの二人、ローザとソフィーが同時に笑顔を作りました。

　ローザが、

「みんな、私達がマシンガンを撃つとき、前に立って支えて台座になってくれるじゃない！」

　ソフィーが、

「そうそう。それと同じことをやればいいだけだよ。ゴツい私達がどっかり座るから、その肩かたに銃身を載のせて撃ってくれればいい！」

　トーマは目を丸くしました。

「でも！　それだと、どちらかが撃たれて死んじゃうかもっ！」

　するとソフィーは、

「それは困ったねえ。──そうなると、しっかりと台座の役目が果たせないねえ」

「いや、そういうことじゃなくて……」

「ならば解決方法は簡単だね！」

　女ドワーフはにっこりと笑って、そして副部長らしい責任感を持って答えました。

「最初に私を殺しておいてくれればいい。そしたら10分間は、相手のどんな攻こう撃げきも防ぐ無敵の台座になるよ！」




　　　　　　　　　　＊　　　　　＊　　　　　＊




「次だっ！」

　１発目の土つち埃ぼこりが完全に晴れる前に、トーマは２発目を装そう塡てんしました。

　狙ねらいは先ほどより少し右。扇おうぎ状じように広がる楯たての中央部。

　ここに命中弾だんを送り込めば、楯を吹ふき飛ばすだけではなく、そこにいるエムへと、そして使っている銃じゆうへとダメージを与えられるはずです。

　エムが対物ライフルを持ってくるのは、はっきり言って想定外でした。

　可能な限り、Ｍ１４・ＥＢＲの有効射程の８００メートルの少し外から撃つのが作戦でしたが、もう泣なき言は言っていられません。〝こちらが用意できたのだから、向こうも用意してくるはずだ〟──そう考えられなかった自分達のミスです。

「食らえっ！」

　発はつ砲ぽう。

　大地を揺ゆるがす轟ごう音おんと共に、60グラムはある超高合金の塊かたまりが、秒速１０００メートル、つまりマッハ３という信じられない速度で飛び出していきました。

　次の瞬しゆん間かん、楯に命中していました。




　トーマの狙いは少しズレて、楯の左ひだり端はしに当たって、そこの一枚を弾はじき飛ばしました。

　ピトフーイの指示通りに伏ふせていなければ、エムの頭もまた、吹き飛ばされた楯の一枚に殴なぐられて死んでいたでしょう。

　エムはすぐに顔を上げて、Ｍ１０７Ａ１に抱きつきました。

　もうエムにも、相手の意図が分かっていました。

　死体を自みずから拵こしらえて破は壊かい不可能オブジェクトとして、平野での大口径銃の台座兼けん楯にするという、なんともえげつない、そして有効な作戦が。

　スコープの中で、目を閉じて座っているドワーフ女と、その後ろで巨きよ大だいな鉄パイプに弾丸を込めている女が見えました。

「敵！　デグチャレフ対戦車ライフル！　かすっても死ぬぞ！　絶対に頭を上げるな！」

　エムは仲間へと報告すると同時に、発砲しました。

　向こうには負けるとはいえ、こちらも超大口径銃です。反はん撃げきの弾丸は唸うなりを上げて飛んでいき、死体の頭に軽々と弾き飛ばされました。

「クソっ！」




　酒場の中ちゆう継けい映像では、大砲がお互たがいを撃うち合う様子が映っていました。

　アマゾネス軍団の一人が、仲間の死体を台座にしてＰＴＲＤ１９４１を発はつ砲ぽう。その轟ごう音おんは、スピーカーからもはじき出されて、その場の空気とアバターの内臓を震ふるわせました。

　ＰＭ４の太っちょ男が、はじけ飛んだ楯たてに頭をぶん殴なぐられて即そく死しして、

「うおおおおおっ！」

「やった！　やりやがった！」

「無敵の楯を破った！」

　そして、素早い再さい装そう塡てんで女が２発目を発砲。

　もう一枚楯を吹ふき飛ばしましたが、エムは怯ひるみませんでした。

　何かを叫さけぶとすぐに反はん撃げき。しかし、破は壊かい不可能オブジェクトとなっていた死体に、あっさりと防がれました。

　その間に、女は３発目を装塡。素早い狙ねらい込みを始めます。顔がアップで映って、黒くろ髪かみの下の楽しそうな、そして獰どう猛もうな笑顔が映りました。

「こりゃ、砲撃戦だ……」

　誰だれかの呟つぶやきは、雷らい鳴めいのような発砲音にかき消されました。




　トーマの放った３発目が、乾かわいた大地の上を突つき進んでいきます。

　弾だん丸がんの飛ひ翔しようルートの下では、衝しよう撃げき波はが土つち埃ぼこりのラインを真まっ直すぐに描えがきました。弾丸は楯に命中、三枚目の板をむしり取りました。

　板は、撃うった直後に伏ふせたエムの頭のすぐ上を飛んでいき、５メートルほど離はなれた草地に突き刺ささりました。

　八枚あった楯が、左右から削けずられて五枚に。しかし、エムは怯みませんでした。

　相手は、自動排はい莢きよう手動装塡。こちらは自動装塡のセミオート。マガジンには、まだ５発残っています。

「来いっ！」

　顔を上げてＭ１０７Ａ１を構えて、エムは吠ほえました。

　睨にらみ殺すかのように、砂埃に霞かすむ敵を見み据すえ、引き金を引き絞しぼりました。




「たあっ！」

　エムが撃つのとまったく同時に、トーマが４発目を放ちました。

　それは、前回のＳＪの最後の勝負と同じ構図になりました。

　トーマとエム、互たがいの武器が同時に火を噴ふきました。互いの空薬莢が、銃から弾はじき出されました。

　弾丸は空中で、20センチほどの距きよ離りですれ違ちがい──、

　一方は死体の左ひだり肩かたに命中して、不自然なほど頑がん丈じようなそれに勢いを瞬しゆん時じに殺されて、ぽてんと落ちました。

　もう一方は楯の中央部分に命中して、それをもぎ取りました。弾はじけた楯たては、Ｍ１０７Ａ１へとぶつかって、

「ぐっ！」

　構えていたエムの体を横よこ殴なぐりにしました。

　左に倒たおれたエムが銃じゆうを引っ張って、その側面を見て、

「…………」

　そして理解しました。

　この銃は、武器屋に持ち込んで直さないと使えないと。つまり、ＳＪ２中の活かつ躍やくはないと。

　激げき突とつした楯の縁ふちが、その頑がん丈じようすぎる素材が、銃身に深い窪くぼみを作っていたのです。

　もし気付かずに次の弾たまを撃うっていたら、弾丸はこの窪みで止まってしまい、逃にげ場を失った圧力が銃身を裂さいてしまっていたでしょう。この再現度は、ガンマニアが多く、銃器ダメージにこだわっているＧＧＯならでは。

「５０口径がやられた。修理しなければ、もう撃てない」

　エムは報告しながら、Ｍ１０７Ａ１を横にして手放して、そのままズルズルと体を下げました。

　そして楯から３メートルほど離はなれたとき──、

　５発目の弾だん丸がんが飛んできて、誰だれも隠かくれていない楯へと命中。

　ＧＧＯ内でなければ鼓こ膜まくが破れそうな金属音が鳴り響ひびいて、中央部分にある一枚が吹き飛ばされました。広げた楯はとうとう弧この状態を保ちきれず、バラバラになって倒れました。

　仲間を一人殺されて、鉄てつ壁ぺきを誇ほこった楯を破は壊かいされて、そして長ちよう距きよ離り狙そ撃げき銃じゆうを使用不可能にされて──、

「…………」「…………」「…………」

　うつぶせのまま振ふり向いた覆ふく面めんの男達三人は、同時に息を飲みました。どんな顔をしているか、見えなくても想像が付きました。

　そして、

「やるじゃなあああい！」

　ピトフーイだけがただ一人、とても嬉うれしそうでした。




「やるじゃねええかあああああ！」

　喜びの雄叫おたけびは、酒場でも聞かれました。

　アマゾネス集団が、自みずからの仲間を一人犠ぎ牲せいにしてまで、前回優勝者エムの楯をぶちこわし、ＰＭ４に初の戦死者も出させたのですから、それはもう大変な盛り上がりよう。

「やったやったやった！　これ、ＳＨＩＮＣの優勝あるぜ！」

　アマゾネス集団を応おう援えんする者もいれば、

「分かんねーよ！　人数は五対四だぞ？　まだエムにはＭ１４・ＥＢＲだってあるし、なんといってもあの凶きよう悪あくな女が無傷だ！」

　ＰＭ４に肩かた入いれする者もいました。

　酒場の応援チームは綺き麗れいに二分されて、やんややんやの大盛り上がりです。

　そんな中で、ショットグラスのウイスキーをちびちびと啜すすりながら、寂さびしそうに呟つぶやく男が一人。

「俺おれのレンちゃん……、どうしちゃったんだよ……。何してるんだよ……」




「はあ……、はあ……」

　熱を持ち、長い長い銃じゆう身しんから煙けむりを漂ただよわせるＰＴＲＤ１９４１を構えたまま、トーマは荒あらい息を続けました。

「たお……、した……。倒たおしたよ……。ソフィー！　ありがとおおおおおっ！」

　そして、目の前で死体と台座になっている仲間へと、涙なみだ顔がおで叫さけびました。

「よおおおし！」

　広い畑の中で、伏ふせたままのボスの雄叫おたけびが響ひびきました。

　アンナとソフィーを亡くしましたが、エムの楯たてを封ふうじるという目的は、見事に達しました。

　腕うで時ど計けいを見ると、14時08分を半分過ぎたところ。濃のう密みつすぎる時間でした。

「よおし！　最高のタイミングだ！　再さい突とつ撃げきするから準備！　──ターニャは再び先せん陣じん。トーマ、デグチャレフにお礼を言っておけ！　ローザは射程に入ったら支援射撃！」

　生き残った仲間達に次々に命令しました。全員から、鋭するどい了解の返事。

　ＰＴＲＤ１９４１は、もうこれ以上使えません。ソフィーが死んで、持ち運べる人がいないからです。

　トーマが持ち歩くと重すぎて移動がままならないばかりか、今後の戦せん闘とうで有益なセミオート狙そ撃げき銃じゆう、ドラグノフが持てず、そして使えなくなります。どちらかを選ぶのなら、当然ドラグノフです。それは、ＰＫＭマシンガンを持つローザにしても同じ。

「本当にありがとうね。あとでまた会おうね」

　見事に役目を果たした愛銃に、トーマは笑顔で礼を言って、ソフィーの亡骸なきがらの脇わきに横たえました。残りの弾だん薬やくをストレージにしまって、万が一誰だれかが拾っても撃うてないようにしました。

　ボスが、立ち上がりながら〝四人〟に向けて叫さけびます。

「エムの楯を倒した！　機は熟じゆくしたぞ！　──突撃っ！」




　アマゾネス集団の突撃開始に、

「来ます！」

　覆ふく面めんにゴーグルのマッチョ男が、ＭＧ３マシンガンの射しや撃げきを開始しました。サプレッサーで抑よく制せいされた銃じゆう声せいが、奇き妙みような音を立てます。

　まだかなり遠く、肉眼ではほとんど点にしか見えませんが、照準を合わせて、５発ほどずつ小刻みに射撃。空から薬やつ莢きようが、草の大地に降って、そしてポリゴンの欠片かけらになって消えていきました。

　彼は撃うち続けました。たとえ当たらなくても、相手がラインを見て避よけたり伏ふせたりすれば、それだけでもいいのです。これによって、相手に撃たせないこともできます。

　すると、近くに銃じゆう弾だんを送り込んだ相手が、ジグザグ走りから体を伏せました。倒たおしたとは思いませんが、足止めに成功したと思った瞬しゆん間かん、

「身を引け！」

　エムの鋭するどい声が聞こえて、男は言われた通りに、愛銃を強引に引っ張って下がりました。

　自分がいた場所の周囲にはバレット・ラインが幾いく筋すじも照射されていて、ワンテンポ置いて、弾丸の群れが襲おそってきました。曳えい光こう弾だんが、オレンジの線を空に描えがきました。あちこちで草が舞まい散って、土が跳はねました。

「うひっ！」

　相手を倒すことばかり夢中になって撃っていたので、やや斜ななめからのラインに気付くのが遅おくれました。エムの指示がなければ、撃たれていたかもしれません。

　敵はまだ撃ち続けています。頭の上を弾丸が飛んでいく飛ひ翔しよう音おんが、ビュンビュンと響ひびいています。

「くそっ！」

　見えませんが、こうして敵の一人がマシンガンを撃っている間に、他の敵達は素早く移動しているに違ちがいありません。そして彼かれ等ら──、いや、全員女なので彼女達はある程度進むと伏せて、今度は別の仲間の移動を射撃で援えん護ごします。

「大だい丈じよう夫ぶだ。慌あわてる必要はない」

　エムから、声が飛びました。

「まだ、ラインを見て避けられる距きよ離りだ。側面に回り込むにしても、遮しや蔽へい物ぶつはない。もう少し近づいてきたら、再び牽けん制せいを任せる。それまでは、俺おれが狙そ撃げきする」

「了解です」




　返事を聞いたエムは、Ｍ１４・ＥＢＲを手に、草原を全力で匍ほ匐ふく前進していました。

　ほぼ真っ平らな大地ですが、少しでも盛り上がっている場所を見つけ、その手前にバイポッドを据すえ付けて狙撃場所とするためです。大地に身を隠かくしやすく、狙ねらいやすくもなります。

　匍匐前進しながら──、

　どうして、こんなごり押おしをしてくる？

　エムは、敵チームＳＨＩＮＣの行動に大きな疑問を抱いていました。

　自分達は、楯たてと超ちよう長ちよう距きよ離り狙そ撃げき銃じゆうがあるから、あえて平らな場所に陣じん取どることを選びました。

　相手は、対戦車ライフルがあるからと、そこでの対決を選びました。そして、相手に軍配が上がりました。ここまでは分かります。

　しかし、見事に楯を破は壊かいした今、つまり、ひとまず目的を達した以上、ＳＨＩＮＣには正面切っての戦せん闘とうをする理由がありません。

　普ふ通つうに考えれば一度引いて、態勢を立て直すべきではないでしょうか？

　なぜ、攻せめるのに有利とも思えない見晴らしのいい平原で、どうしてごり押おし攻こう撃げきを仕し掛かけてくるのか。

　仲間を失って、怒いかりに我を忘れているからか？

　その可能性はゼロではありませんが、あれほどのチームなら、かなり低いと思われました。

　ならば──、

「何か、作戦があるからか……」

　エムは呟つぶやきながら、おあつらえ向きの場所を見つけ、バレット・ラインがない位置でＭ１４・ＥＢＲを立てて構えると、スコープの中で見つけた銀色の髪かみの女を狙ねらいました。

　足の速い女でした。持っているのはサブマシンガンのビゾン。前回のＳＪで、レンと鉢はち合あわせて、岩だらけの場所でドッグファイトを演じた相手。

　３秒走っては角度を変えて、また角度を変えて、女はぐいぐいと近づいてきます。その距離、７００メートルほど。

　次の切り返しで、右へ行くか左へ行くか。

　それは、どれくらいの角度か。

　何も分からないまま、エムは己おのれのカンだけを頼たよりに、何もない空間に狙いをつけて、

「ままよ」

　引き金を絞しぼりました。




　全力で走っていたターニャは、ジグザグ走行の向きを切り替かえた瞬しゆん間かんに、

「きゃふんっ！」

　左ひだり肩かたを豪ごう快かいに射い貫ぬかれました。

　煌きらめいた被ひ弾だんエフェクトが、自分の視界にも入りました。そのまま派手に転てん倒とうして、土つち埃ぼこりを上げました。

　ヒットポイントバーがぐーんと減って、一気に半分に。緑から黄色になりました。

「ぐっそー！　狙撃されたー！　例のラインなし狙撃だー！　動きを読まれたーっ！」

　悔くやしそうな声を漏もらしつつ、ターニャは腰こしから救急治ち療りようキットを取り出すと、それを自分の首筋に打ちました。ゆっくりゆっくりと、ヒットポイントの回復が始まりました。

「ボスー！　これ、もう近づくのちょっちムリだよー！」

　いつも通りに元気に、そして泣なき言を言ったターニャに、

「分かってるって！　でも、それでもやるんだよ！　作戦通りにね！」

　土の上に伏ふせたまま、ボスは答えました。

　その５秒後、立ち上がろうとした瞬しゆん間かんに左ひだり腕うでの腕時計が激しく振しん動どうして、ボスは文も字じ盤ばんを見ました。

　14時09分30秒。

「来たあ！　時間だ！」

　ボスの言葉に、

「了解！」

　レンが答えました。
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　第十五章　「所詮ゲームだから」







　まったく中ちゆう継けいされていませんでしたが──、

　ＳＨＩＮＣとＰＭ４が壮そう絶ぜつな戦せん闘とうをしていた14時05分ほどから、09分20秒まで、４分以上の間ずっと匍ほ匐ふく前進をしているキャラクターが二人いました。

　一人は、レン。

　ピンク色の戦闘服の上に、茶色を基調にした迷めい彩さいポンチョを被かぶって擬ぎ装そうして、ほとんど同じ色の大地を、全力全開の匍匐前進。

　敏びん捷しよう性せいの高いレンが、力の限り匍匐前進をするとどうなるのか？

　映像の早回しを見るような、超高速の匍匐前進になります。

　普ふ通つうの人間が小走りで動いているような速度で、大地の上を這いずっていくのです。まるで平べったい虫のようでした。

　もう一人は、フカ次じ郎ろう。

　彼女の迷彩服は、この場所での効果が高いので、ポンチョは羽織っていません。２丁のＭＧＬ─１４０をずりずりと引きずりながら、

「おいしょ。おいしょ。どっこらしょ」

　普通の人間のそれのように、ゆっくりした匍匐前進。こちらは芋いも虫むしのよう。

　ひたすら匍匐前進するというのがどれほど大変か、やった人にしか分からないでしょう。ずっと肘ひじと足を使って大地を舐なめるように進んでいくのが、どれだけ体力を奪うばい精神を削けずるか。

　ＧＧＯなら体力は消費しません。ただし精神力は別。精神から来る疲ひ労ろう感かんが、プレイヤーを襲おそうはずです。

　しかしレンは、ひたすら邁まい進しんしました

　ピトさん、倒たおす。ピトさん、倒す。ピトさん、倒す。

　そんな言葉を脳内で唱えながらリズムに使って。〝ピトさん〟で右肘と右みぎ膝ひざを前に、〝倒す〟で左肘と左膝を前に。

　時々顔を少し上げて前を見て、遠くに見える景色を指標にして、進む方向を確かめます。

　低い位置にある茶色の地平線、その上に見えるのは、少し緑が広がる大地。

　目指すのは──、

　先ほど、14時ちょうどのスキャンで、ピトフーイがいた場所。

　そして、ＳＨＩＮＣが今、必死になって戦ってくれている場所。




　　　　　　　　　　＊　　　　　＊　　　　　＊




　時間は少し戻もどって──、

　ドームの中、13時50分のこと。

　スキャンを見たあと、ボスはレンとの潔いさぎよい戦いを所望し、レンはそれに応こたえることができませんでした。

　言えない理由のおかげで口ごもっていると、フカ次じ郎ろうがあっさりと暴ばく露ろ。

　そして手際よく説明してしまいました。

　今回レンは、ピトフーイのリアルを助けるためだけにＳＪ２に参加したのだ、と。一切合切容よう赦しやのないネタばらしでした。

「んー……」

　唸うなったのはボスです。

　苦く渋じゆうの表情を浮うかべたかと思うと、数秒瞑めい想そうし、そして訊たずねてきました。

「じゃあ……、私達に何かできることはありますか？　香か[image: 蓮]れんさん」




　本当に短い間で、レンとボスは作戦を立てました。

　それは、二チームによる挟はさみ撃うち作戦。

　ボス達は南から、レン達は東からこのドームを出て、14時ちょうどのスキャンを待つ。おそらくはドームの南東にいるＰＭ４の位置を確認し、その場所をめがけて挟きよう撃げきする。

　その際、最初に南方から攻こう撃げきするのはＳＨＩＮＣ。その戦せん闘とうに気を取られている隙すきに、背後からレン達が襲おそう。

　あくまでピトフーイを倒たおすのはレンですが、そのサポートのために、ＳＨＩＮＣはＰＭ４の戦力をできる限り削そぐ。

「いけるね！　私達は、今回エムの楯たて対策を仕込んできたからね！　それくらいの間なら、ＰＭ４を牽けん制せいできる！　なあに、それで全ぜん滅めつしたって構わないさ！」

　ボス達が本当は心の底から優勝を狙ねらっていることを、他の誰だれよりもよく知っているレンは、

「…………」

　何かを言いかけて、止やめました。

　ただ素直に、小さな頭を深々と垂たれると、

「今度、食べきれないほどのお菓か子しをおごる！　約束だよ！」




　そして14時ちょうどのスキャン前。

　ドームから飛び出たレンは、あえてＰＭ４がいるであろうエリアから遠く離はなれた位置へ、ほぼ北に向けて全力疾しつ走そうをしました。

　〝コイツは逃にげている。次の10分間に接せつ触しよくはしないだろう〟と思わせるために。

　そして14時に、走りに走ったレンは雪山の麓ふもとまでたどり着きました。そこでスキャンを受けて、ＰＭ４の位置が予想通りだと確認。

　そして、スキャン終了直後、

「たああああっ！」

　３キロほど離はなれたその場所をめがけて、鬼おにのような全力ダッシュを始めたのです。

　同時に、レンと別れてドームの中で隠かくれていたフカ次じ郎ろうも、同じ場所めがけてゆっくりと進しん撃げき開始。

　人間離ばなれした速度で走るレンと、最初から近くにいたフカ次郎は、一気にＰＭ４への距きよ離りを詰つめました。

　しかし、そのまま走っていれば、見晴らしのいい場所ですから当然見つかってしまいます。エム達ＰＭ４は、どんなときでも周囲の警けい戒かいは怠おこたっていないでしょう。

　だから、レンもフカ次郎も、ある程度の距離を進むとその場に伏ふせて、そこからは匍ほ匐ふく前進です。

　レンは３分足らずで２キロ弱を走ると、そこで迷めい彩さいポンチョを被かぶり、残りの１キロをできるだけ詰めるために、土の上を這はいずり始めたのです。そしてフカ次郎も。

　ＳＨＩＮＣとＰＭ４が計画通り戦せん闘とうになったことは、レンの耳に届いていました。遠くから聞こえる銃じゆう声せいで。

　そして、

「よし！　目標ＰＭ４！　〝お菓か子し作戦〟を開始する！」

　ボスの声で。

　それを可能にしたのが、ボスがＳＪ２序じよ盤ばんで倒たおしたチームから奪うばった通信アイテムでした。

　他のキャラクターから奪った武器や装備は、大会終了まで使用できます。ボスは今まで、自分達の仲間〝プラス一名〟に向けて、指示を送っていたのです。

　だから、匍匐前進中のレンには分かっていました。

　アンナが、エムに超ちよう長ちよう距きよ離り狙そ撃げき銃じゆうで狙撃されて死んだことが。ソフィーが、計画通り死んで台座になったことが。

　そして、

「エムの楯たてを倒たおした！　機は熟じゆくしたぞ！　──突とつ撃げきっ！」

　ボス達四人が、見事にあの楯を打ち破り、なおかつ陽動突撃をかけてくれたのを。

　聞こえてくる銃声は、ＳＨＩＮＣのマシンガンの、そしてエムのＭ１４・ＥＢＲのそれ。容よう赦しやのない撃うち合いが続いているのでしょう。

　ずっと匍匐前進しているので見えませんが──、ＰＭ４まで、もう５００メートルは切ったはず。

　辛つらく険けわしい行動が、今報むくわれました。




　　　　　　　　　　＊　　　　　＊　　　　　＊




　レンの腕うで時ど計けいが震ふるえて、14時09分30秒を告げました。

「時間だ！」

　耳に飛び込んできたボスの言葉に、

「了解！」

　レンは答えました。

　14時10分のスキャンまでに、できるだけ接近して、ＰＭ４がそれを見る直前に攻こう撃げきを仕し掛かける──、それが作戦の最終段階です。

「フカ！　お願い！」

　09分40秒になったときに、レンは叫さけびました。

「おうよっ！」

　フカ次じ郎ろうはすぐさま答えて、伏ふせたままＭＧＬ─１４０を構えて、

「そりゃそりゃあ！」

　45秒から50秒にかけて、６発を連射したのです。

　狙ねらうは、ＰＭ４がいるとおぼしき場所と、レンがいる場所の間。その空間をピンクに染めてレンの高速突とつ撃げきを隠かくすのが、フカ次郎の役目。

　そのために取っておいた６発のスモーク・グレネードは、見事に狙い通りの位置に飛び、煙けむりを立て始めました。レンは、目の前で空気が自分と同じ色に染まっていくのを見ました。

「よしっ！　突撃するねっ！」

「幸運を祈いのるぜっ！」「頑がん張ばれっ！」

　フカ次郎とボスの声を聞きながら、そしてポンチョをはぎ取りながら、レンは立ち上がります。

　今自分の体を押おし上げているこの足が大地を蹴けったら、ピトフーイの喉のど笛ぶえに食らいつくまでは、もう止まらない決意で。

　さあ！

　立ち上がって、久しぶりに視線を高くしたレンは見ました。

　視界の左ひだり端はしに、小さな黒い塊かたまりを。




　最初は、蟻あり塚づかのように、黒く湿しめった土が盛り上がっているだけかと思いました。

　次の瞬しゆん間かん、横に延びる黒く短い線が分かりました。

　そして、銃じゆう身しんだと理解しました。

　銃の存在を理解すると、すぐに構えている人の形が浮うかんできました。

　黒い塊かたまりのようなものは、足を前に出して座る人間。細長いライフルを構えて、狙ねらいをつけている人間。自分からの距きよ離りはおよそ、２００メートル。

　その銃口が向いているのは、今まさに自分が突とつ撃げきをかけようと思っている方向。

　そこにいるのは、ＰＭ４。

　確率としては、まだ五分の一。

　でも、レンの背筋を、悪い予感が走り抜ぬけました。

　レンは走り出すのを止やめて、

「だめーっ！」

　絶ぜつ叫きようと同時に、Ｐ９０を向けていました。

　そして、発はつ砲ぽう。




　　　　　　　　　　＊　　　　　＊　　　　　＊




　シャーリーが取った作戦は、ほとんどレンと一いつ緒しよでした。

　ピトフーイを狙そ撃げきして殺す。

　そう決めた彼女は、燃えたぎる復ふく讐しゆう心しんを強引に押おしとどめて、それを為なし得るための作戦を冷静に考えました。

　狩しゆ猟りようにおいて一番重要なのは、銃を上手に撃うつことではありません。

　撃てば必ず当たる状じよう況きようまで、どうやって自分を持っていくか、です。

　それは、獲え物ものにどれだけ近づけるか、と同意です。優ゆう秀しゆうなハンターほど、獲物に近い場所で発砲して仕留めます。

　13時59分に、シャーリーは雪山を登り始めました。すぐに始まるスキャンで、自分の位置はムリにせよ、意図を悟さとらせないために。

　彼女はそのために、ストレージにあったアイテムをもう一つ、実体化しました。

　それは、リアルでの狩猟でも使っている道具であり、ＧＧＯでも雪原での行動に備えて手に入れたアイテム──、スキーです。

　それも、滑すべって楽しむための普ふ通つうのスキーではありません。雪山を行動するハンターなどのために作られた、特とく殊しゆなもの。《山スキー》というのが一いつ般ぱん的てきな名前でしょうが、日本のハンター達には《ゾンメルスキー》と呼ばれています。

　長さは１．５メートルほど。ビンディングの踵かかとは固定されてなく、クロスカントリー・スキーのように、足を前後に動かして進むことができます。

　そして最大の特とく徴ちようは、スキーの裏に〝シール〟と呼ばれる滑り止めが貼はってあること。

　これはアザラシやトドの毛皮で、毛は必ず一方に向かって生えています。そのため〝前には滑すべるが、後ろには、雪面がひっかかって滑らない〟のです。スキーヤーは足を前後に動かすだけで、斜しや面めんをぐいぐいと登っていくことができます。

　舞まいは、このゾンメルスキーを使いこなしていました。雪山を縦じゆう横おう無む尽じんに走り回るには、最強の道具だからです。そして、シャーリーも。

　Ｒ９３タクティカル２を背負い、両手にストックを持ち、スイスイと雪の斜面を登っていくシャーリーの姿は、山さん岳がく歩兵さながらでした。

　14時になったとき、ゆっくりしたスキャンが始まりました。

　シャーリーは端たん末まつ画面を片手に見ながら、雪山を登ります。ＰＭ４の位置を覚え、それを頭に叩たたき込みました。

　スキャンが終わるまで、シャーリーはひたすらに雪山を登り続けました。他のプレイヤーに、〝アイツは逃にげている〟と思わせるために。

　やがて１分かけたスキャンが終わって、

「…………」

　顔中に泥どろの汚よごれを走らせた女は、足を止めて振ふり向きました。

　かなり登りました。なだらかな雪の斜面の下に見えるのは、右側に巨きよ大だいなドーム。左側に谷と長い橋、その向こうの岩山。

　そして正面には、雄ゆう大だいに広がる、緑が豊かな空間。そして、小さくログハウス。

「はっ！」

　笑みを浮うかべながら短く空気を吐はき出すと──、

　彼女は足を素早く組み替かえると、真まっ直すぐ滑り出しました。撃うち倒たおす目標に向けて。




　下りの速度は、登りの速度の倍以上です。

　弾だん丸がんのような直ちよつ滑かつ降こうで、シャーリーはあっと言う間に雪山を滑り降りてしまいました。スキースキルは持っていませんが、リアルでスキーの名手である彼女だからできたことです。

　目標までの距きよ離り、残り１．５キロほど。

　そしてシャーリーは、レンとまったく同じ手を使いました。匍ほ匐ふく前進です。狙ねらう相手から、そして周りの敵からも絶対に見つからないように接近するには、これしかありません。

　レンと違ちがっていたのは、もっと長い時間匍匐前進をしていたことと、その場所が雪解け水でひどくぬかるんでいたこと。

　シャーリーは銃じゆう口こうに泥が入らないように、Ｒ９３タクティカル２の銃身先せん端たんに、自分の手て袋ぶくろを二重にしてかぶせました。そして銃を横にして両りよう肘ひじに抱えると、ぬかるんだ土の上を泳ぎ始めたのです。

　当然、全身はあっと言う間に泥だらけになりました。上半身も下半身も、そして綺き麗れいな緑色の髪かみも、ほとんど黒く染まっていきました。

　匍ほ匐ふく前進中に、別のチームとＰＭ４の戦せん闘とうが始まったのが、銃じゆう声せいで分かりました。南から来たチームとの戦闘でしょう。やたらと大きな銃声が、遠えん雷らいのように響ひびきました。大たい砲ほうでも撃うっているかのようです。

　彼かれ等らの戦闘は、願ってもないこと。シャーリーはほくそ笑みました。泥どろだらけの頰ほおに、白い歯が浮うかびました。

　さらにひたすらに進んで、進んで──、

　左ひだり腕うでの腕時計が14時09分が過ぎたことを告げて、シャーリーは止まりました。

　あと50秒が経たてば、自分の位置はスキャンによりあっさりと知られてしまいます。自分がどれくらいあの女に近づけたかは分かりませんが、もうここで愛銃を構えるしかありません。

　シャーリーは、察知されないように、ゆっくりと動きました。まずはうつぶせの状態から、ごろんと回転して仰あお向むけに。そして１８０度向きを変えて、足を相手側に。

　銃口の手て袋ぶくろを外はずしたＲ９３タクティカル２を構えながら、腹筋の力だけで上半身を起こしました。膝ひざを立てて少し開き、腿ももの内側に肘の外側を押おし当てると、射しや撃げき姿勢がピタリと安定します。

　スコープの前後カバーを開いて、少し高くなった視点でレンズを覗のぞくと、

「いた……」

　ＰＭ４の居場所はすぐに分かりました。

　ここから５００メートルほど離はなれた、草地の上です。その向こう数百メートルにいる敵がバリバリとマシンガンを撃っているので、その曳えい光こう弾だんが位置を教えてくれました。

　仲間を殺してくれた例の女を捜さがすと、運良くすぐに見つけました。草地の窪くぼみに、伏ふせているのを。

　しかし、まったく油断していない彼女はしっかりと伏せていて、わずかにポニーテールしか見えません。これでは、狙そ撃げきしても髪かみを少し切るだけです。

　草越ごしに少し低い位置を狙ねらえば顔に命中弾だんを──、とも考えましたが、止やめました。あの女のことだから、その場には銃を置いて顔をガードするくらい、普ふ通つうにやっているだろうと思えたからです。

「くそおっ！」

　有効射程内に忍しのび寄ることに成功して、こうして一方的にスコープで捉とらえたのに──、

　急所を狙えない、そして撃てないもどかしさに、シャーリーは悪態をつきました。腕時計を見ると、14時09分45秒。

　あと15秒で、スキャンが始まります。

　ここにいることはすぐにバレますから、間ま違ちがいなくＰＭ４は対処をするでしょう。

　それがマシンガンの容よう赦しやのない連射なのか、それとも敵スナイパーの攻こう撃げきなのか、それとも例の女からの銃じゆう撃げきなのかは分かりませんが──、

　たった一人で、ボルトアクション狙そ撃げき銃じゆう１丁だけのシャーリーに、まず勝ち目はないでしょう。

　この接近は失敗したと判断し、今のうちに全力で走って逃にげるか。

　それとも、討うち死に覚かく悟ごで突とつ撃げきをするか。

　究極の決断を考え出したシャーリーの耳に、かすかに、何かを撃うつ音が聞こえました。

　さっきから聞こえるマシンガンの連射音以外の音。

　ぽんぽんぽんぽんぽん、というどこか可愛かわいい音。

　右耳に大きく聞こえたので、おそらくは右方向から発せられた音。

　それがなんの発はつ砲ぽう音おんか理解する前に、

「え？」

　スコープを覗のぞく右目の視界、その右前方に、信じられない光景が浮うかびました。ピンクの煙けむりが立て続けに、いち、にい、さん──、六カ所から生まれていくのです。風が収まったフィールドで、煙は真上に立ち上って広がっていきます。

　なぜ……、煙？

　いや、なぜ……、ピンク？

　シャーリーは、まったく理解ができませんでした。

　彼女は前回のＳＪの映像などまったく見ていないので、全身ピンクのチビが優勝したことなど知りません。だからピンクのスモークの意図も汲くめず、突とつ然ぜん、お祭りでも始まったのかと思いました。

　そして次の瞬しゆん間かん、混乱する彼女の頭に、右目からの新たな視覚情報が飛び込みます。

　レンズで拡大された世界の中で、あの女が、仲間を全員だまし討うちした憎にくき相手が、顔を上げたのです。

　頭には、さっきはなかったヘッドギアのような防具をつけていますが、そのふてぶてしいタトゥー顔は間ま違ちがいありません。

　そして、女は楽しそうな笑顔でした。白い歯まで見えました。

　なぜ、どうして、なにゆえに──、

　あれほど警けい戒かいして、一瞬たりとも油断していなかった女が、ピンクの煙を見ただけで顔を上げたのか、シャーリーにはまったく分かりませんでした。

　しかし、降って湧わいたチャンスを逃のがすこともしませんでした。

　バレット・サークルを使わずとも、この距きよ離りで、ほとんど静止目標なら外はずす気はしません。

　シャーリーは瞬時に、スコープの十字線の中央、その少し下を、女の右目に合わせました。スコープは４００メートルで合わせているので、距離増加分の落下を見み越こしてのこと。

　女はやや左を向いているので、右目に当てれば、弾だん丸がんは脳の中央まで一気にめり込んでいくはずです。

　殺せると確信し、心がかつてないほど躍おどった瞬しゆん間かんに──、

　あははは。

　シャーリーは、心の中で笑いました。

　なんとも滑こつ稽けいでした。

　あれほど〝ゲームの中でも人に銃じゆうを向けてはいけない〟と頑かたくなだった自分が──、

　怒いかりに震ふるえながら雪山を登り、下り、そして泥どろの中を何分もひたすら這はい回り、こうして愛銃を構え、チャンス到とう来らいですぐさま撃うとうとしている。

　かつての自分が見たら、どんな顔をするでしょう？

　でも、構いません。

　これはゲームであって、遊びなんだ。

　シャーリーは、一いつ瞬しゆんで冷静になった頭で、そう結論づけました。

　いくらリアルで銃を撃っているからといって、ゲームの中でまで、〝人に向けるなんて！〟と怒おこることに意味はないんだと。

　かつて仲間がヘラヘラと笑いながら言った通り、リアルと遊びを一いつ緒しよにする必要なんかないんだと。

　あの女が仲間をだまし討うちしたのも、ゲーム。

　なんでもありのバトルロイヤル中では、騙だまされて簡単に背中を向ける方が悪いのです。

　そして今自分が狙そ撃げきしようとしているのも、ゲーム。

　ノコノコと顔を出す方が悪いのです。

　これはゲーム。

　べつに、アバターが死んでも、自分が死ぬわけではない。

　同時に、アバターが死んでも、他人が死ぬわけではない。

　シャーリーはやっと、心からスクワッド・ジャムを楽しめるようになった気がしました。

　これから、あの女を狙撃して殺すけれど──、

　それはＳＪ２の中だけでの話。大会が終わったら、同じ女プレイヤーとして、酒場で一杯やりながら、やったねやられたねと、楽しく会話でもできるんじゃないか。

　シャーリーはそう思いながら、恨うらみも憎にくしみもなく──、

　ただ楽しむために、Ｒ９３タクティカル２の引き金を絞しぼりました。

　愛銃は、１時間以上も待たされた鬱うつ憤ぷんを晴らすかのように、甲かん高だかく吠ほえました。




　ほんの一瞬の油断でした。

「あはっ！　アレはレンちゃんだ！」

　ピンクのスモークを見て、ピトフーイは全すべてを理解しました。

　アレに乗じて、レンが突とつ撃げきしてくると。

　だから、顔を上げてしまいました。笑顔で。

　憎にくしみも恨うらみもない弾だん丸がんが１発飛んできて──、

　ピトフーイの右目へとめり込みました。




「よっしゃあ！」

　スコープの中で、あの女の目から被ひ弾だんエフェクトが生まれるのを見たシャーリーは、銃じゆう声せいにも負けない大声で叫さけんでいました。

　まるで、予選や畑での戦せん闘とうで、敵チームを屠ほふった仲間達のように。

　泥どろだらけの顔の中で、白い歯が光りました。

　その彼女の周囲に、５．７ミリ弾が群れなして飛んできて、水柱ならぬ泥どろ柱ばしらを周囲に乱雑に立ち上らせて──、

　びしっ。

　そのうちの１発が、右こめかみに命中しました。

「あれ？」

　急所への一撃で、シャーリーのヒットポイントは一気に減っていきました。

　シャーリーは、視界左上でその様子を見ながら、

「あー。撃うたれたー。くそー。近くに敵がいたのかー。油断したなあ」

　楽しそうにそう言いながら、仰あお向むけに倒たおれていきました。

　即そく死し判定で、ヒットポイントはゼロになって──、

　【Ｄｅａｄ】のマーカーが、泥だらけの女の体の上に点てん灯とうしました。

　空を見上げて、とても満足そうな笑顔で、シャーリーはＳＪ２で戦死しました。




「はあっ……、はあっ……」

　２００メートル先に向けてマガジン全弾50発をフルオート射撃したレンは、

「よしっ！」

　３秒ほどしてから、赤く小さなマーカーが現れるのを見ました。

　それが誰だれだったかは分かりませんが、何はともあれ倒しました。

　Ｐ９０の有効射程ギリギリでしたし、レンの腕うででは狙ねらって当てられる距きよ離りではなかったので、弾たまをばらまいた末の完全なるラッキーショット、まぐれ当たりでした。

「ど、どしたあ？」

　フカ次じ郎ろうの驚おどろき声が、耳に届きました。

　それはそうでしょう。せっかく最後のスモーク・グレネードを撃って煙えん幕まくを焚たいたというのに、レンは突撃せずに、いきなり左ひだり脇わきに向けて全力射撃をしたのですから。この射撃で、相手もレンの居場所に気付いてしまったことでしょう。

　レンはしゃがんで、そしてマガジンを交こう換かんしながら、フカ次じ郎ろうとボスに向けて答えます。

「すぐ近くに別のチームのスナイパーがいた！　ピトさん達に向けて狙ねらっていた！　だからそいつを先に撃うって、どうにか倒たおした！」

　フカ次郎から返事が。

「なんと！　見事！　──でもそいつ、誰だれか撃ったのかな？」

「わ、分からない！　音が混じっちゃって！」

　レンは、正直に答えました。あのスナイパーが１発でも撃ったのかそうでないのか、Ｐ９０を全力射撃中のレンにはまったく判別がつきませんでした。

　もし撃っていたら……。狙いがピトフーイだったら……。そして命中していたら……。

　レンが青ざめたこのとき、時計の針が14時10分00秒を過ぎていました。

　スキャン開始時刻ですが、ボス達もレン達も、端たん末まつを取り出してスキャン結果を見る余よ裕ゆうなど、まったくありませんでした。

　そして、エム達も。







　ターニャに１発命中させて、次の目標を探していたエムの耳に、

「後ろ！　スモーク・グレネード！　新手です！」

　小こ柄がらのショットガン使いからの報告が届きました。

　色までは言わなかったので、エムは愛あい銃じゆうの構えを一度といて、少し身を下げながら振ふり向きました。

　そして見た、ピンクという、普ふ通つうならあり得ないスモーク。

　エムは、何もかもを、一いつ瞬しゆんで理解しました。

　ＳＨＩＮＣがあんなごり押おしを仕し掛かけてきたわけは、レン達との共きよう闘とうであり、こっちの戦力を削そぎ注意を引くためだったと。いつどこで話をつけたのかまでは分かりませんが。

　そしてあのピンクのスモークは、レンの突とつ撃げきを隠かくすため。

　高速で移動できる、そして小さなレンを撃つのは、たとえ見えていたって相当難しいのに、同じ色の煙けむりに紛まぎれられたらかなり厄やつ介かいです。

　なるほど、いい作戦です。レンはあの煙の中、スキャン時間に突つっ込んで来るのでしょう。

「レンが来るぞ！　後方警けい戒かい！」

　エムは仲間達に注意を喚かん起きしながら、10メートルほど右前にいるピトフーイを見ていました。

「あはっ！　アレはレンちゃんだ！」

　ピトフーイもエムと同じ結論に至っていて、そう楽しそうに言うと顔を少し上げて──、

　３秒後。

　赤い被ひ弾だんエフェクトを派手にまき散らしながら、草の上に突つっ伏ぷしました。




「あの女が撃うたれたっ！」

　一つのカメラが、右目から真っ赤なエフェクト光を吹ふき出した女をアップで捉とらえていて、

「おおいっ！」

「うわっ！　マジかよ！」

「ひゃあ！」

　酒場は一気にヒートアップしました。

　観客達の半分から優勝間ま違ちがいないと思われていた最強・最さい狂きようの女プレイヤーが、なんとなんと狙そ撃げきされたのです。それも顔面を。

「どこから？　誰だれ？」

　誰かの質問に答えるかのように、一つの画面が、泥どろだらけで座りＲ９３タクティカル２を構える女に切り替かわり、

「アイツか！　お見事！」

　次の瞬しゆん間かんに弾丸の嵐あらしに襲おそわれて死ぬまでを映しました。

「あーっ！」

「やられた！」

　めまぐるしく切り替わる画面は、Ｐ９０を撃ちまくったレンになりました。

「レンちゃん！　やる！」

　時刻は14時10分。

　スキャンが始まったので一つの画面が地図になりましたが、誰も見ていませんでした。




「ピトーっ！」

　エムが絶ぜつ叫きようしながらピトフーイに駆かけ寄って、うつぶせの体を摑つかむとひっくり返し、なおかつ自分の巨きよ体たいがスナイパーの楯たてになるように抱きかかえました。

　ピトフーイの右目は被弾エフェクトで真っ赤であり、血のかわりに、ポリゴンの欠片かけらがちかちかと瞬またたいていて、

「ははっ、あはははあはっ　あははははあははははっ！」

　左目ははち切れんばかりに見開かれて、涙なみだが滝たきのように流れていて、にたりと笑った口からは、

「あはははははははははあっ！」

　壮そう絶ぜつな笑い声が漏もれていました。

　エムは自分のポーチから救急治ち療りようキットを取り出すと、容よう赦しやなくピトフーイの首筋に打ちました。それから、視線左上の仲間のヒットポイントバーを見やります。

「…………」

　ピトフーイのそれはぐーんと下がっていって、黄色を通り越こして──、

「あはははは！　これかあああああっ！　これが私の〝死〟かあああああ！」

　赤になって──、

「シヌよおっ！　いよいよ死ぬよぉ！　あははははははあははははははっ！」

　そんな叫さけび声と共に──、

　止まりました。

　残ったヒットポイントは、バーで見えないほどわずかでした。




「はあ……」

　ピトフーイを抱きかかえながら、エムは大きな息を吐はきました。

　そのとき彼のゴツい顔にあったのは、ＳＪでも見せた滂ぼう沱だ。

「ひゃはああああっ！　何泣ないてるのよ豪ごう志し君！」

　右目のない女が、自分の抱ほう擁ようから蛇へびのようにずるりと逃にげて、顔を向けてきました。

「まだ死ななかった！　うひひひひひっ！　私はまだ死ななかったあっ！」

　草原に仰あお向むけに寝ね転ころびながら、ピトフーイは絶ぜつ叫きようを続けます。

「楽しいわねええええっ！　ねえ！　楽しいねえええええ！」

　その細い体を、死にかけの蟬せみのようにじたばたと動かしながら、

「あはははははははっ！　うああはははははは！」

　それはそれは楽しそうに、叫び続けました。

「社長！　もう止やめましょう！　もう分かったでしょう！　あなただって、本当に死ぬのは怖こわいでしょう！　だからもう、こんなことは止めましょう！」

　涙なみだを散らしながら叫んだエムの言葉に、

「なーに言ってるのさ豪志君。こんな怖くて楽しいことを止めろって言うの？」

　ピトフーイはそんな言葉と、直後の右手パンチで答えました。

「げほっ！」

　頑がん丈じようそうな首に支えられているエムの顔が、簡単に向きを変えました。

「まだまだやるわよ私は私は私は私は私は──」

　ピトフーイの絶叫が突とつ然ぜん止まって、そして彼女の上半身は、後ろにぽてんと倒たおれました。

　【Ｄｅａｄ】マーカーは──、

　点てん灯とうしませんでした。




　ピトフーイの一番近くにいた、ＵＴＳ─１５ショットガンを持つ小こ柄がらな男は、

「…………」

　どう反応していいのか分からずに、撃うたれてからの一部始終を見守ることになりました。

　ピトフーイは右目を、遠えん距きよ離りからだから間ま違ちがいなくライフルに撃たれたのですが、本当にギリギリで、即そく死し判定は免まぬがれました。

　ＧＧＯはあくまでゲームですので、撃たれたら〝キャラクターの数値〟引くところの〝攻こう撃げきの数値〟という、至極単純な計算が行われます。

　ピトフーイほど鍛きたえていれば、そして被ひ弾だん箇か所しよが右目から脳の右みぎ脇わきであれば、こういうことが起きても不思議ではありません。

　まったくもって、ピトフーイの持つ武運の強さには、感服するばかりです。

　男は、その後の二人のやりとりも見聞きしていました。

　そして、ピトフーイやエムが、ゲームの中でそこまで〝生き死に〟に盛り上がれるのを、少し羨うらやましく思っていました。

　いくらリアルっぽく体感できるとはいえ、ヴァーチャルはやはりヴァーチャル。死ぬといっても、本当に死ぬわけでもありません。

　そんな中で、興こう奮ふんの涙なみだを流してまで盛り上がれるとは。

　二人とも世界観にハマりすぎているんでしょうけど、本当に楽しそうだなあと。

　狂きよう喜き乱らん舞ぶの間、なんかリアルの名前がポロリと出た気がしますが、そのへんは優しく聞かなかったことにしておいてあげるのが、優すぐれたゲーマーというものです。スルースキル、重要です。

　最後に男は──、

　一つだけ疑問に思っていました。

　ピトフーイは、興奮しすぎて失神までしてしまいました。

　それなのに、どうしてアミュスフィアがシャットダウンしないんでしょう？

　男はかつて、リアル過ぎる戦せん闘とうの恐きよう怖ふのあまり、〝自分は本当に殺される！〟と勘かん違ちがいして、恐きよう慌こうを来きたしたＶＲゲーム新人を何度か見てきました。

　体を切られる撃たれる焼かれる吹ふっ飛ばされる──、ヴァーチャル体験とはいえ、そしてリアルほど痛くなくても、フルダイブ型のそれは実に怖こわいのです。

　しかし彼かれ等らは、それ以上怖がる必要はありませんでした。

　なぜなら、恐怖がピークに達する前に、ＶＲゲーム世界から弾はじき出されたから。

　異常な心理状態はたいてい、肉体の異常を引き起こします。心しん拍ぱく数すうや呼吸数の著いちじるしい増大、急激な発汗、血圧の乱高下などなど。

　それらを察知したアミュスフィアが優しい優しい安全装置を働かせて、パニックを起こした彼等を強制的に、〝ユメセカイ〟から現実に引っ張り戻もどしてしまうのです。

　悪夢を見てパッと目を覚まして、

「なんだ、夢か……。ああ、よかった……」

　というあの一連の流れに似ています。

　だから、さっきのピトフーイやエムの異常な盛り上がりからすれば、アミュスフィアはお節せつ介かいモードに入っていてもおかしくはなかったのです。

　まさか、ひょっとして……。

　男の頭の中に、唯ゆい一いつの可能性が浮うかびましたが──、

　ないない。いくらなんでもそれは、いえ〝それだけは〟ない。

　あまりにも低い可能性は、考えるだけ無む駄だだというものです。

　ピトフーイが、生体感知の安全装置《ヘルスモニター》を任意にキャンセルできる初代家庭用ＶＲマシンを、すなわちナーヴギアを使っている可能性なんて。

　あっさりと打ち消した男の視界左上で、失神しているピトフーイのヒットポイントが、本当にゆっくりと、ナメクジの歩みのような速度で増加していきました。

　今自分が悩なやむべきは──、

　エムと並んでチームの主力ともいえるピトフーイが大ダメージであり、回復までにかなりの時間が必要であることです。




　先ほどから警けい戒かい態勢を緩ゆるめなかった背の高い男が、膝ひざ立だちで双そう眼がん鏡きようを覗のぞいたまま、

「撃うったスナイパーは北北西、約５００メートル。あのときのハンターチームの生き残り女です。今は死亡。近くに彼女を撃った別のチームがいる可能性大。おそらくはピンクのスモークの後ろかと」

　淡たん々たんと報告をこなしていきました。

　即そく座ざにエムが、もう泣ないていないリーダーが、

「それがレンだ。スモークに乗じて突つっ込んでくる計画だったが、先にスナイパーを見つけて撃ったんだ。ＬＦのもう一人の武器は、強力な６連発式グレネード・ランチャーだ。油断するな」

　的確な指示を飛ばしました。

　続いてＭＧ３マシンガンの抑よく制せいされた発はつ砲ぽう音おんが響ひびいて、フルオートで20発ほど撃ちまくったその射手が、

「こっちはまだ大だい丈じよう夫ぶ！　アマゾネス、今は全員伏ふせてます！」

　そんな自信たっぷりな報告。そして、

「ただ！　特とつ攻こう覚かく悟ごで、横に広がって一いつ斉せいに来られたら、支えきれるか分かりませんよ！」

　そんな弱気バッチリな泣き言。

　エムは即決し、

「ここから引く」

　三人の男達に命令を下しました。

「オレがピトを運ぶ。バレットは放ほう棄きする。かわりにＭ１４とサベージを頼たのむ」

　Ｍ１０７Ａ１をストレージに入れて運んでいた背の高い男が、了解、と短く返しました。

「撤てつ退たい先さきはログハウス。ピトの回復まで高い場所に籠ろう城じようする。全員で全力で走るぞ。準備！」




　酒場では、

「あの女……、死んだのか……？」

「でも、【Ｄｅａｄ】マーカー出てないよな……」

　ぽてんと後ろに倒たおれて動かないピトフーイに、話題が集中しました。

　女は倒れる前に、何か楽しそうに叫さけんでいましたが、幸か不幸か、カメラはよっぽど近くにないと声までは拾いません。

　もし感情を高ぶらせすぎての強制シャットダウンなら、ＳＪ独自のルールでアバターは消えるはずなので、そうでもないようです。

　じゃあなんだ？

　結局誰だれも分からないまま、エム達が動き出しました。

　背の高い男が草原を這はっていって、エムのＭ１４・ＥＢＲと、太っちょスナイパーの死体の脇わきのサベージ１１０ＢＡを手にしました。すぐさまストレージに格納する左ひだり腕うでの操作を開始します。

　サベージの方は持ち主が死にましたが、このチームでまだ使うようです。死体のポーチから、予備マガジンも漁あさっています。

　エムはというと、やはり素早く這って移動し、バラバラになった楯たてのうち、被ひ弾だんしていない二枚の板を拾い上げました。

「おっ！　どうするつもりだ？」

　観客の質問に、エムは行動で答えました。

　エムは倒れているピトフーイを、持っている装備全すべてごと、いわゆる〝お姫様だっこ〟で持ち上げると、その腹に例の板を二枚置いて、防ぼう御ぎよとしたのです。

「なるほど……。あの女を大切にしてるなあ……」

「そりゃあ、チーム一のアタッカーだもんよ」

「いや、俺おれは〝愛〟だと見たね。あの二人には愛があるんだよ！」

「〝愛〟か……。オレの分は、どこに行けば買えるんだろうな？」

「うん。俺に聞くな」

　マシンガナーの大きな男は、新しく弾だん薬やく箱ばこを取り付けたＭＧ３を肩かたで構えてから立ち上がりました。アマゾネス集団の潜ひそむあたりへと、数発ずつの牽けん制せい射しや撃げきを開始。

　それを合図に、エム達は走り出しました。

　誰が見てもやりたいことは分かります。この場所からの撤てつ退たいです。

「さすがに逃にげるか……」

「無理もないな」

　酒場の誰だれもが、その行動が一番だと理解しました。

　そして、

「ＰＭ４も一人死亡、一人大ダメージか……。こりゃ、優勝チームがまったく分からなくなってきたぞ……」




　逃げていくエム達を、レンズ越ごしに見ていたのはトーマです。

　ＭＧ３マシンガンが発するバレット・ラインがまだ周囲に散らばっている中で──、

　〝ラインが当たってから避よければいい〟と言わんばかりに堂々と立ち上がって、高い場所に目を位置して、大きな双そう眼がん鏡きようを覗のぞいていました。

「エム達はログハウスに移動開始。現在、距きよ離りは９００。ここからログハウスまでは、１１００」

　トーマが、ボスに報告。ボスは同じことを繰くり返して言って、レンに伝えます。そしてレンはフカ次じ郎ろうに。

「エムが女を抱えている。顔に被ひ弾だんエフェクト。狙そ撃げきで撃うたれた様子。マーカーが見えないから死んではいないけど、動いてない」

　伝言ゲームがレンに伝わって、

「うぎゃああああ！　さっきのやっぱりピトさんだあああああ！　撃たれてたああああっ！」

「落ち着け。死んでない。多分、被弾してヒットポイントがほぼなくなったんだ。運ばれている理由は分からないがな」

　ボスが冷静な口調で言いました。

　そして、レンに問いかけます。

「どうする？　すぐにでも追撃するか？　もちろんログハウスに逃げ込む前に追いつくことはできないだろうけど、エム達がそこを陣じん地ちにして防ぼう御ぎよ態勢を整える前に挟きよう撃げきはできる。レンがうまく室内に入り込むことができれば、ピトフーイのヒットポイントが回復前に、襲おそえるだろう」

「…………」

　Ｐ９０を手にしゃがむレンは、すぐに答えることができませんでした。

　草原では、先ほどのスモークがほとんど晴れています。結局最後の必殺技として取っておいた６発は、役に立たずに無む駄だにしてしまいました。

　ボスが言いたいことは、よく分かります。

　今ならエム達は撤てつ退たい中。自分達が今すぐ全力でログハウスを囲み、ボス達の牽けん制せい中に自分が建物に突とつ入にゆうして戦えば、作戦としては先ほどと同じでしょう。

　しかし、今、ピトフーイはかなりの大ダメージを食らったばかりのはず。ヒットポイントが全回復するまでは、最低でも６分、ひょっとしたらもっとかかるでしょう。

　回復前の彼女を襲おそって──、

「ダメージがあるところにトドメを刺さして、それで、わたしはピトさんを倒たおしたことに、なるのかな……？」

　レンの呟つぶやきを、

「そりゃ分からないねえ」「それは分からん」

　フカ次じ郎ろうとボスの答えが、レンの右耳と左耳に、同時に届きました。

　そして、

「それを決めるのは」「それを決めるのは」

　二人の声が今度は完かん璧ぺきに揃そろいました。

「レンだよ」




　レンは、一度目を閉じました。

　右手に持ったピーちゃんの重みを感じながら、４秒ほど瞑めい想そうして──、

　サッと顔を上げました。

　その目には、

「今すぐ挟きよう撃げきして叩たたく！　ＰＭ４は皆みな殺ごろしにする！　ピトさんだけはわたしが倒す！　ダメージ？　そんなの大会中に油断した方が悪い！　それがＧＧＯだ！　なにがなんでもピトさんを倒す！　そのために今わたしは、ここにいる！」

　殺意が輝かがやいていました。
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　第十六章　「メメント・モリ」







　14時13分。

　酒場での映像が、空中からログハウスを映していました。

　間口が50メートル、奥おく行ゆきが10～15メートル。高さは８メートルほどある総二階建てのログハウス。

　壁かべも屋根も、呆あきれるほど太い丸太を組み上げて造られています。それぞれの直径は、70センチはあるでしょうか。

　やや細めの丸太を載のせた切きり妻づまの屋根には、煉れん瓦がの煙えん突とつが四本立っています。二階の南側にはバルコニーが、やはり四つ横に並んでいます。

　ログハウスの周囲には、気持ちが良さそうな草地が続いていて、その中には遊歩道らしい整備された砂利の道が、東側に何本も伸のびています。

　遊歩道の脇わきには小川が流れていて、ところどころで池になっているのですが──、

　カメラが寄っていくと、不思議な光景を捉とらえました。その小川から、そして池から、かなりの量の湯気が立ち上っているのです。

　それに気付いた観客の誰だれかが、

「なんだ？　温泉か？」

「あはは。温泉はないだろー」

　別の誰かが笑いながら言ったそのとき、池の一つから、猛もう烈れつな勢いで水が吹ふき出ました。

　直径50センチはありそうな太い噴ふん水すいは、高さ20メートルくらいまで噴ふき上がると、10秒ほど周囲に水と湯気をまき散らして、やがて唐とう突とつに終わりました。

　ぽかんとしていた観客達の中で、

「いや……、温泉でよかったんだ。間かん欠けつ泉せんだよ。地熱で温められた地下水が定期的に噴き上がるアレ」

「なるほど！　この周囲だけ緑が多かったのは、地熱で暖められているのと、水が涸かれなかったからだな」

「するとあのログハウスは、間欠泉を見に来る人に向けてのホテル──、という設定なんだろうな。煙突が多い理由が分かった。二階は、煙突の数だけ客室なんだよ」

　博識な人達が、そんなことを言いました。

「おっと、エムご一行様、ごあんなーい！」

　その建物へと、エム達が今、たどり着きました。

　角張ったショットガンＵＴＳ─１５を肩に構えながら、小こ柄がらな男がログハウス中央にある入り口に。トラップが仕し掛かけられていないか素早くチェックしてから、大きなドアを引いて開けました。鍵かぎはかかっていないようです。

　そこへ、女をお姫様だっこで抱えたエムが、続いて武器をストレージにしまった背の高い男が、最後にサプレッサー付きＭＧ３マシンガンを持った大男が、次々に入っていきました。その間、敵チームからの攻こう撃げきは、ありませんでした。




「ログハウスに全員入った」

　トーマの報告は、またもボス経由でレンに伝わり、

「了解！」

　レンからの返事はボス経由でＳＨＩＮＣの生き残り、つまりターニャ、トーマ、ローザに。

　攻こう撃げきこそしませんでしたが、レン達もボス達も、ＰＭ４の行動を把は握あくしていました。

　今、レンとフカ次じ郎ろうがいるのはログハウスの北側５００メートルの位置。10メートル間かん隔かくで並んで、草原の上にべったりと伏ふせています。

　見つかって狙そ撃げきされないように、レンは再び緑迷めい彩さいのポンチョを纏まとっています。

　ボス達はまったく逆側。入り口が見える、ログハウスの南側５００メートルの位置にいました。

　こちらも膝ひざ立だちのトーマ以外は草の上に伏せて、エムからのラインなし狙撃に備えていました。

　レンは、単たん眼がん鏡きようでログハウスの北側の様子をつぶさに観察していました。

　ここから建物まではずっと、膝ほどの高さの草地でほとんど平へい坦たん。障害物は、そして遮しや蔽へい物ぶつも掩えん蔽ぺい物ぶつも、何もありません。

　高さ10センチほどのコンクリート製基部の上に、ログハウスは建てられています。

　北側には大きな入り口はなく、通用門らしき小さなドアが左右の端はしに一つずつあるだけです。

　一階も二階も、建物北側は真まっ直すぐな廊ろう下かになっているようで、等間隔で小さな窓まどが並びます。ＧＧＯ世界にしては、異様なほど綺き麗れいな建物でした。ガラスは一枚も割れていません。

　室内に電気の明かりが点ついている様子は見えませんが、窓にカーテンはないので、十分に明るいでしょう。

　ボスからの声が、レンの耳に届きます。

「打ち合わせ通り、こちらから全力で牽けん制せい射撃を仕し掛かける。もう少し撃うちやすい距きよ離りと位置に移動するから待たれよ。合図する」

　レンは了解、と返して、フカ次郎にそのことを伝えました。

　うう……。ありがとう……。

　レンは心の中で感謝しました。ＳＨＩＮＣの皆みなは、今いま頃ごろ必死になって匍ほ匐ふく前進してくれているはずです。

　場所こそ変わりましたが、作戦は今までと変わりません。

　南側からのＳＨＩＮＣの激しい攻こう撃げき中に、レンが北から接近して、どうにかして、なにがなんでも、ピトフーイを倒たおす。

　ただし、今回レンは、あの建物の中に突とつ入にゆうしなければなりません。

　問題は、どこから入るか。

　ログハウスの窓まどはとても小さく、頑がん丈じようそうな太い木き枠わくが付いています。あの窓は、左右ではなく上に引き上げるタイプでしょう。

　最初の戦せん闘とうでやったように、助走をとって体ごと窓をぶち破って突入という作戦は、まったく不可能ではないでしょうが、失敗のリスクが高すぎます。

　窓枠に弾はじき返される自分と、突入角度を間ま違ちがって丸太に激突する自分が、レンの脳内に浮うかびました。

　すると、建物の端はしにある通用門しかありません。

「わたしは、建物西側端のドアから入る。そこは撃うたないで」

　レンはボスとフカ次じ郎ろうに伝えて、二人から了解の返事をもらいました。

　もうスモークの援えん護ごはなく、あの建物までひたすらに走るしかありません。もしＰＭ４の誰だれかがこちらの作戦を見み越こして、一人でも配置していたら、その銃じゆう火かの中を。

「ふう……」

　ポンチョの下でＰ９０のグリップを握にぎりしめ、険けわしい顔で息を吐はいたレンに、右みぎ脇わき10メートルの位置にいるフカ次郎から、通信アイテム越しに、

「リラックスリラックス。いけるいける」

　励はげまして和なごます言葉が届きました。続いて、

「レンはやっぱりラッキー・ガールだよ。さっきの狙そ撃げきでピトさんはダメージを負って倒しやすくなったし、戦闘場所も室内になったから、ライフルとピーちゃんの射程の差がなくなった。狭せまい場所なら小さくて速いレンは有利でしょ。あとは無事に突入するだけだ！　どーんと行ってこいどーんと！」

　レンは前を睨にらんだまま、どんなときも頼たのもしい相棒へと答えます。

「分かった……。本当に、本当にありがとう、フカ。ここまで一いつ緒しよに来てくれて」

「おう。最終決戦だ。頑がん張ばってこい。見事、ピトさんを仕留めてこい」

　レンは、ログハウスから、右みぎ隣どなりにいるフカ次郎へと視線を向けました。

　警けい戒かい中に必要のないアイコンタクトを取るのは、かつて散々ピトフーイに言われた通り、本当は絶対にやってはいけませんが──、

　今回だけは、突撃前だけは、相棒の笑顔を見たかったからです。

　うん！　頑張る！

　そう言おうとして、顔を向け終えた瞬しゆん間かんに、

「え？」

　レンは見ました。

　草原、フカ次じ郎ろう、その向こうに広がる茶色い大地。そして──、

　遠くでもうもうと立ち上る土つち煙けむり。

　最初は、つむじ風でも起きているのかと思いました。

　その土煙が、あまりにも大きく見えたからです。人間が一人や二人、いえ、六人が走ったとしても、あんなには巻き上げないでしょう。

　でも、それが間ま違ちがいであったことに、３秒後に気付きました。

　土煙がどんどん大きくなっていくのが見えて、

「あっ！」

　その発生源が、地平線の下から持ち上がってくるように見えたからです。

　それは、乾かわいた大地を並んで疾しつ走そうする、三台の車でした。




　角張ったシルエットの四輪駆く動どう車しやの姿を認めて、

「西から車がくるま！」

　レンは叫さけんでいました。驚おどろきのあまり〝来る！〟を言い間違えて、

「ぶほっ！」

　フカ次郎が噴ふき出しました。




　レンからの駄だ洒落じやれ報告を聞いて、

「は──？」

　ボスは一いつ瞬しゆん反応が遅おくれましたが、草地で伏ふせたまま、すぐに指示された方角へと視線を向けました。

　そして空に立ち上る土埃を確認。

　ほぼ同時にトーマが、ほんの少しだけ上半身を持ち上げて、ログハウスの窓まどを狙ねらうはずだったドラグノフのスコープで西の地平線を覗のぞきました。

「車です！　オフロードヴィークルが三台！　こっち──、いや、ログハウスに迫せまってきます！」

　そんな報告の直後、トーマはログハウス二階の窓の中から飛んできた銃じゆう弾だんに右みぎ肩かたを射い貫ぬかれて、

「きゃんっ！」

　可愛かわいい悲鳴を上げながら、ベッタリと伏せました。

　ラインが一切見えませんでしたので、エムの狙そ撃げきに間違いありません。さすがは名スナイパー。体の一部でも見えたら即そく座ざに撃うってきて、確実に当ててきます。

「くそう！」

　ボスは、両方への恨うらみ節ぶしを吐はきました。




「なんかきたああああっ！」

　酒場の映像が、土つち埃ぼこりを上げて疾しつ走そうする三台の四輪駆く動どう車しやを捉とらえていました。

　それは、米軍などが採用している兵員輸送用の軍用車両、《ハンヴィー》でした。

　色はサンドイエロー。全長は５メートル弱。全ぜん幅ぷくは２メートル以上という、平べったく角張った車体をしています。

　大きなタイヤを長いサスペンションで支えるので、最低地上高がとても高いのが特とく徴ちようです。かなりの悪路でも車体の底を擦こすることもなく、ゴリゴリと突つき進むことができます。

　ハンヴィーには多種多様なタイプがあるのですが、画面の中を走っているこれは、防ぼう弾だん装そう甲こう板ばんをゴテゴテと取り付けた、米陸軍採用の〝Ｍ１１１４〟と呼ばれるタイプ。

　丸く空あいているルーフの上には、《Ｍ２》５０口径重じゆう機き関かん銃じゆうを据すえ付けるためのラックと、その射手を守る防弾板があります。防弾ガラスも埋うめ込まれていて、顔を出さずに周囲を見回すことができます。

　もちろん、プレイヤーに新たな銃器を提供するわけにはいかないので、Ｍ２重機関銃は付いていません。

　三台のハンヴィーは20メートルほどの間かん隔かくで斜ななめ一列に並んで、長く土埃をたなびかせながら、荒あれ地をものともせずに猛もうスピードで走り続けます。その空くう撮さつ映像は、自動車ラリーの中ちゆう継けいか、新車のテレビＣＭのよう。

　車両は個人アイテムにできないので、前回のホバークラフトやトラックのように、どこかで見つけたものに違ちがいありません。

　ガラスの反射で車内は見えませんが、運転しているチームの予想は簡単に付きます。なにせ今生き残っている別チームは、二つですから。

「間違いなく──、奴やつ等らだな！」




「行くぞ野や郎ろう共どもっ！　このまま突つっ込んでログハウスを制圧する！」

　前回ホバークラフトを手に入れ暴れ回ったＭＭＴＭのリーダーは、一台のハンヴィーの助手席で仲間達へと指示を飛ばします。

　彼は、このゲームの黎れい明めい期きから遊び続けてきた筋金入りのＧＧＯプレイヤー。

　酒場で話した通り、その頃ころにはピトフーイとスコードロンを組んでいたこともありました。

　他のゲームに浮うわ気きせず、徹てつ底てい的てきに己おのれを鍛きたえ、とうとう最強プレイヤーを決めるＢｏＢの本戦にも出場する力を持った男。

　そして今は、ＳＪでの仲間との戦いに胸むねを躍おどらしている男。

　その彼は、

「ここでの戦いが実質最終決戦だ！　思う存分暴れろよっ！　弾たまも勇気も命も──、出し惜おしみは一切ナシだ！」

　とことん楽しそうな、男の子のような笑顔で叫さけびました。




「そうかああああ！　またお前らかあああ！　じゃますんなあああああああ！」

　レンの魂たましいの絶ぜつ叫きようが三台のハンヴィーに向けられましたが、もちろんそんなことで突とつ撃げきは止まりません。

　見つけたとき、ログハウスまでの距きよ離りは９００メートルほどありましたが、それがみるみるうちに縮まっていきます。

　銃じゆう声せいが始まりました。

　遠くから聞こえる重苦しい連打音は、ローザのＰＫＭマシンガン。ログハウスの反対側からの攻こう撃げきです。

　ログハウス二階の西側の窓まどからも、ガラスが割れて弾だん丸がんが飛び出していくのが見えました。こちらはなぜか発射音がほとんど聞こえませんが、連続して伸のびる曳えい光こう弾だんの鮮あざやかな光は、間ま違ちがいなくマシンガンの攻撃。

　銃口や発はつ射しや炎えんが見えないように室内の奥おくまった場所で構えたＰＭ４のマシンガナーが、ハンヴィーへと全力射撃を始めたのです。

「うっ……」

　もしレンが予定通り西側ドアへの突撃を敢かん行こうしていたら、あの射手に見つかり、あの銃火をかいくぐらなければならなかったわけで──、

　その点だけを見れば、助かった、のかも？

　かなり複雑な気持ちになりました。

　レンは単たん眼がん鏡きようを取り出すと、迫せまり来るハンヴィーへと向けました。

　頼たのんだ！　やっちまえ！

　２丁のマシンガンの弾幕が、あいつらを車ごと容よう赦しやなく蜂はちの巣にすることを期待しました。そうすれば、その直後に自分は全力ダッシュの開始です。

　果たして、車のディテールがよく分かる、拡大された丸い視界の中では、

「アレ？」

　命中弾が時々車体で火花を散らすだけで、まったく意に介かいさず、三台はそのまま突つっ込んで来るではありませんか。

　かつてピトフーイに教わった知識で、車の外板やガラスなどペラペラであり、銃弾は簡単に貫かん通つうすると思っていたレンは、

「ずるいっ！」

　思わず叫さけんでいました。

　まったく同じ気持ちを、前回ＭＭＴＭが自分達に思っていたことなどすっかり忘れて。




「くそう……」

　ログハウスを挟はさんだ反対側で、伏ふせたまま双そう眼がん鏡きようを見るボスも、唸うなっていました。

　軍用車両にはあまり詳くわしくないボスですが、それでも分かります。あの四輪駆く動どう車しやは装そう甲こう車しやです。７．６２ミリのマシンガン攻こう撃げきをモノともしません。

　対戦車ライフルが今も手元にあれば、容よう赦しやなくぶちかましてやったのに。

　そう悔くやんでも、もはや詮せん無なきこと。

　エムに撃うたれてヒットポイントを三割減らされたトーマは、救急治ち療りようキットを自分に打ったあとに、

「このう！」

　ぎりぎり低く伏せたまま、真横にしたドラグノフでハンヴィーを狙ねらいましたが、

「いい。撃つな」

　ボスに止められました。

「ローザも、撃ち方止やめ。残念だが弾たまの無む駄だだ。総員、エムの狙撃に注意しつつ、奴やつ等らが下車したタイミングで撃てるように準備」

　ドスドスと吠ほえていたＰＫＭが、スッと沈ちん黙もくしました。

　手持ちの武器では攻撃が届きもしないターニャが、

「でもどうすんの？　このままだと、ログハウスに突つっ込まれちゃうよ？　前回の映像見る限り、ＭＭＴＭって室内戦せん闘とうが超強いよ？　もし、ＰＭ４を倒たおすようなことがあったら──」

　最後まで言いませんでしたが、全員どうなるか分かっています。

　レンのここまでの努力が水すい泡ほうに帰きす。

　本人に伝わってしまうので口に出しませんでしたが、ボスは思いました。

　こりゃ、今回はレンはアンラッキーだったかな？　と。




「行け行け！　そのまま突とつ撃げきだ！」

　酒場の観客達には、

　〝そのとき一番攻撃をしているチームを応おう援えんする〟

　という流れというか、雰ふん囲い気きがあって、

「三チームを一気に蹴け散ちらしちまえ！」

「男を見せてみろ！」

　今はＭＭＴＭへの声援で盛り上がっていました。




　酒場の興こう奮ふんが伝わったかのように、ＭＭＴＭは突とつ撃げきを続けました。

「左がＬＦで右がＳＨＩＮＣだが、今は無視していい！　反撃が少ないので、このままログハウスに突入する！　ＰＭ４は、間ま違ちがいなく手負いだ！」

　リーダーは、状じよう況きようをそう判断しました。

　前回のスキャン位置からしてログハウスに陣じん取どっているに違いない、そして有利なはずのＰＭ４。

　その彼かれ等らからの攻こう撃げきがマシンガン１丁というのは、それまでの戦せん闘とうでかなりダメージを負っていると考えられます。もちろん戦場に絶対はないのですが、決断を下す以上、可能性が高い方を想定するのが定石。

「直前で俺おれが二階の窓まどへグレネードを撃うち込む！　サポートはいらない。頭を引っ込めてろ！　その後は、お得意の室内戦だ！　綺き麗れいに掃そう除じしてやるぞ！」

　リーダーの指示に、仲間達は短く了解と答えました。

　三台には、二名ずつ乗っています。

　一番左のハンヴィーを運転するのは、イタリア製ＡＲＸ１６０アサルト・ライフルを持つ男で、名前は〝ボルド〟。

　六人の男達の中では、一番色黒で引き締しまった体つき。短いドレッドヘアも相まってエキゾチックな風体です。

　彼こそ、前回ＳＪで唯ゆい一いつレンに殺された男です。当然ですが、レンへのリベンジに燃えています。

　その右側の助手席に、ドイツ製Ｇ３６Ｋ使いの一人が座っています。

　名前は〝ラックス〟。チーム一のガンマニアで、前回はホバークラフトから放り出されて、湖の底で水死させられた男。

　中肉中背でこれといった特とく徴ちようのない男ですが、今回は好みで、レンズが横に繫つながっているサングラスを装着しています。ＧＧＯにおいては〝眩まぶしすぎる〟ということはないのでサングラスは不必要なのですが、そこは雰ふん囲い気きで。

　中央のハンヴィーには、助手席にリーダーが乗っています。運転席には、ベルギー製ＳＣＡＲ─Ｌアサルト・ライフルを持つ男が。名前は〝サモン〟。

　男達の中では一番のマッチョアバターであり、持っている銃が小さく見えます。とはいえ、スコードロンでは一番の新参者であり、キャラクターとしては最弱でもあります。そのため、時々ジェイクの弾だん薬やく運びに回されることも。

　最後の一台を運転するのが、Ｇ３６Ｋを持つもう一人、〝ケンタ〟。

　やや小こ柄がらな体格に黒くろ髪かみの短髪で、名前も相まって日本人に見えるアバターです。しかしネーミングの由来は本名ではなく、大好物でもあるフライドチキンを出す某ぼう有名ファストフード店から。

　チーム内でよく〝チキン〟のあだ名で呼ばれる彼ですが、実際は危険な場所への突とつ撃げき役を厭いとわない勇ゆう敢かんな男です。

　その車の、助手席ではなく後部座席には、サブリーダーとも言える立場であり、またチーム唯ゆい一いつのマシンガナーのジェイク。

　とても細身の体ですので、一見すると力がないように見えますが、それはアバターマジックというもの。実際は一番の筋力値を誇ほこる力持ちです。

　５．５６ミリのアサルト・ライフルが主流のＭＭＴＭでは、ジェイクのＨＫ２１、７．６２ミリマシンガンの火力は貴重です。

　彼のＨＫ２１には、可変倍率のスコープも搭とう載さいされています。この種のマシンガンには珍めずらしくセミオート射撃もできる特性を活いかして、チーム唯一の長ちよう距きよ離り狙そ撃げき銃じゆうの役目も果たします。

　彼だけは後部座席に乗り、走行中ルーフから銃を出して撃うちまくる準備をしていました。

　もっとも、今は荒あれた道を疾しつ走そう中なので車体の揺ゆれは激しく、

「うひっ！」

　シートベルトを締しめていない車内では、体をぶつけないようにするのが精一杯ですが。




　前回の経験から彼かれ等らには、〝大会時間が進むと、移動を簡単にするために乗り物が出てくる〟ということは分かっていました。

　それゆえＭＭＴＭは、単なる移動中も周囲に執しつ拗ように目を光らせていたのです。

　そして見つけました。

　それは、14時03分頃ごろのこと。Ｔ─Ｓを攻こう撃げきするために丘きゆう陵りよう地帯を駆かけ抜ぬけていたとき、一つの谷の底に、迷めい彩さい柄がらのシートを掛かけられた物体を発見したのです。

　谷を下りて、そのカバーをはぎ取ってみると、そこには三台のお宝が。

　リーダーは即そく断だんしました。

　城じよう壁へきの上の逃にげ回りチームなど後回しにして、手に入れたこの機動力で、強敵三チームに奇き襲しゆうをかけると。奴やつ等らを倒たおしてこその優勝だと。

　そして、ドームをぐるりと反時計回りに迂う回かいして、14時10分のスキャンで三チームが乱戦を繰くり広げている位置を最終確認。フルアクセルで突撃を開始したのです。




　自分の視界の右から左へ、土つち煙けむりをもうもうと上げながら猛もうスピードで走っていく車を見ながら、

「くそうっ……！」

　迷彩ポンチョのレンは、ギリギリと歯は軋ぎしりしました。隣となりに伏せるフカ次じ郎ろうも、

「ああ、もうちっと近ければなあ……。足下吹ふっ飛ばしてやったのになあ……」

　どこか悔くやしそうに言いました。

　もう間もなく、三台は自分達から５００メートル前方を横切るでしょう。二人の武器では、どっちにせよ届かない距きよ離りです。

　せめて３００メートルほどだったら、フカ次じ郎ろうが連続12発のグレネードをぶちまけられたのに。車体に命中はムリでも、タイヤの一つくらいは外はずせたかもしれません。

　レンは、全力で走り込んで、あの三台に襲おそいかかりたい衝しよう動どうに駆かられましたが──、

「ぐうっ……」

　そんなことをしても返り討うちに遭あうだけだと分かっています。車に撥はねられて、軽いレンのこと、城じよう壁へきの向こうまで飛んでいってしまうかもしれません。

「エムさんピトさん！　逃にげてっ！」

　さっきまで二人を仕留めようと思っていたレンが、祈いのりにも似た叫さけびを上げました。

　ログハウス二階から発はつ砲ぽうを続けていたマシンガンは、２００メートルまで迫せまったハンヴィーの車体に何発も命中弾だんを送り込み、派手に火花を散らしていましたが、やがて沈ちん黙もくしました。

　弾たま切ぎれなのか、銃じゆう身しん加熱なのか、それとも効果がないと悟さとったのかは分かりません。

　残り１５０メートルで、三台はやっと速度を落としました。

　一番大きく減速した中央の一台、その装そう甲こう板ばんに守られたルーフから、グレネードが発射されて、

「あっ！」「おう！」

　レンとフカ次郎の目の前で、見事な狙ねらいで、黒い点が二階の窓まどの中に吸い込まれていきました。ワンテンポ遅おくれて爆ばく発はつ。窓ガラスと窓まど枠わくが全すべて内側から吹ふき飛んで、外側に降り注ぎました。

　どれくらい大きな部屋かは分かりませんが、まだ中にＰＭ４のマシンガナーがいたら、間ま違ちがいなく無事ではいないでしょう。

　三台のハンヴィーはログハウス西側の入り口前に接近すると、綺き麗れいにギリギリに幅はば寄よせして止まりました。悔くやしいことに、連中は運転技術も優すぐれています。

　すぐさま、中から男達が降りてきます。

　緑の直線基調の迷めい彩さい服ふく。ボスに教えてもらったとおり、間違いなくＭＭＴＭの装備でした。

　ＰＫＭマシンガンの銃声が再び聞こえて、ハンヴィーの車体に火花が散りました。

　男達は素早い動きで、一人がドアを警けい戒かいしつつ開放、一人が二階の窓を警戒、そして残りの四人が、まるで吸い込まれていくかのようにログハウスの中へ。

　残った二人の内の一人が、もう一人の肩かたをポンと叩たたきながら脇わきを通り過ぎ、最後の一人もするりと中へ。

　車を建物脇につけてから、わずか数秒の早はや業わざでした。ローザの放った弾丸は、１発も当たりませんでした。




「なんだあいつら、特とく殊しゆ部隊か！」

「見事に入っちゃったな」

「あっさり過ぎる……」

　酒場でその様子を見ていた観客達からは、驚きよう嘆たんの声。

「前回の映像見てないのか？　アイツらの宇宙船内での戦せん闘とう、室内戦闘の模も範はん演技みたいだったぞ。チームで死角を作らず、移動の流れを止めず、次々に区画を〝クリアリング〟していった」

　誰だれかの言葉が終わると同時に、カメラはログハウス室内に切り替かわりました。

　ログハウス一階の廊ろう下かを、入り口の上あたりから捉とらえた映像です。外よりは光が少ないですが、薄うす暗ぐらいということもなく、様子はよく分かります。

　太い丸太の壁かべに挟はさまれた板張りの廊下を、ＭＭＴＭの男達が、ライフルをコンパクトに構えたまま流れるように進んでいき、すぐ右みぎ隣どなりにある部屋の一つへ、次々に突とつ入にゆうしていきました。

　時に、14時15分。







「入られたか……」

　呟つぶやくエムの巌いわおのような顔に、焦あせりと悔くやしさが浮うかんでいました。

　今彼がいるのは、ログハウスの二階。客室の中です。

　10メートル四方ほどと、かなり広い部屋です。

　中には、壁に沿って木製の頑がん丈じようそうなシングルベッドが四つ並んでいます。

　他にもクローゼットやソファー、窓まど際ぎわの角には暖だん炉ろが置かれています。部屋の一部はキッチンになっていました。建物全体の特とく徴ちように倣ならって、かなり綺き麗れいな空間でした。今でもお客を泊とめられそうです。

　その部屋の位置は、ログハウス中央にある階段の一つ東寄り。

　丸太が剝むき出しの壁には、大きな額がくがかかっていて──、

『間かん欠けつ泉せん公園マップ』なる地図が貼はられていました。ログハウスの東側に広がる草と水のエリアを紹しよう介かいして、どの池がどれくらいの深さがあるかとか、どの噴ふん出しゆつ口こうから何分おきにどれくらいの高さに噴出するのかなどが、もちろん全部英語ですが、細かく説明してありました。

　一つのベッドの上に、ピトフーイが横たわっていました。右目の被ひ弾だんエフェクトはすでに消えていますが、まだ目を閉じています。

　エム達の視界左上では、ピトフーイのヒットポイントの回復は五割を超えたところ。バーの色は黄色。完全回復まではまだ数分かかります。

　そして何より、

「おい、起きてくれ。気絶しているヒマなんてないぞ」

　エムが語りかけても、その頰ほおを少し叩たたいても、ピトフーイは眠ねむり続けました。




　ＰＭ４は、かつてないほどの窮きゆう地ちに立たされていました。

　ピトフーイが狙そ撃げきされ、興こう奮ふんしすぎて気絶。態勢を整えるためにログハウスまで無事に撤てつ退たいしましたが、ここまでは、まだそれほど問題ではありませんでした。

　ログハウスの二階からの見晴らしはよく、平原で伏ふせているより遥はるかに遠くが見えますし狙ねらえます。

　南北から接近してくるであろうＳＨＩＮＣやレン達をマシンガンや狙撃銃で阻そ止しするのは、簡単だったでしょう。事実、エムはうかつに上半身を覗のぞかせた女スナイパーの肩かたを射い貫ぬきました。

　ここで籠ろう城じようし、ピトフーイの完全回復を待ち、その後は彼女の力も借りて戦い続ける。

　エムには、そして三人の覆ふく面めん男達にも十分に勝算のある作戦でした。

　それが、まさかのＭＭＴＭの乱入と突とつ入にゆう。

　後こう悔かいに意味はありませんが、車が出てくることは、想定すべきでした。




「ダメです！　一度そっちに戻もどります！」

　仲間のマシンガン男の声が、エムの耳に届きます。彼は無事でした。しかし、室内の接近戦で、大型のマシンガンはあまりにも不利です。

　不利に不利が重なる状じよう況きようですが、

「よし」

　だからといって、何もせずに殺されるわけにはいきません。

　エムは、瞬しゆん時じに次の最善手を考え、三人の仲間へと伝えます。今、ＵＴＳ─１５ショットガン使いは中央階段上部にいて、背の高い男は部屋の前の廊ろう下かにいます。マシンガナーは、その廊下をこちらに向けて駆かけているところでしょう。

「中央階段を絶対防ぼう衛えい線せんにする。この建物の階段はここだけだ」

　エムは言いながら、左手でストレージ操作。グレネードを大量に実体化します。狭せまい室内では威い力りよくがありすぎて自分も危険なプラズマ・グレネードではなく、通常の破は砕さい手しゆ榴りゆう弾だん。

「なんとしても二階には上げさせない」

　グレネードが次々に実体化し始め、その完了を待つ間、エムは右みぎ腿もものホルスターに収まる拳けん銃じゆう、《ＨＫ４５》を抜ぬきました。装そう塡てんを再確認してホルスターに戻します。Ｍ１４・ＥＢＲではなく、拳銃で戦うという決意。

　そのときでした。

「エムさん──、〝黙だまって従う〟って契けい約やくですけれど、一つ聞いてもいいっすか？」

　あまり喋しやべらない背の高い男が、部屋に入ってきながら、そして自身のストレージからサベージ１１０ＢＡを実体化させながら、問いかけるのです。

「ああ。いいぞ」

「じゃ、聞きます。──エムさんにとって、ピトフーイさんって、なんすか？」

　あまりに意外な質問に、

「は？」

　エムの思考が止まりました。背の高い男は、覆ふく面めんとゴーグルの下に隠かくれた顔を、真まっ直すぐエムに向けて、

「えっと、つまり──、そこまでして守りたい存在なんですか、ってことを知りたくて」

「…………。ああ！」

　少しの沈ちん黙もくのあと、しっかりした肯こう定ていの言葉。

　それは、他の二人の男達の耳にも届きました。

「ふっ──」

　背の高い男が、笑いました。彼の目の前に、サベージ１１０ＢＡと、そのマガジンが実体化して床ゆかに転がりました。

「聞いたか二人とも。ここは俺おれ達の出番だぞ」

　背の高い男の問いかけに、ショットガン使いが、

「そうこなくっちゃな！」

　そして戻もどってくる途と中ちゆうのマシンガナーが、

「おうよ！」

　声を弾はずませました。

　背の高い男は、ホルスターからグロック２１を抜ぬくと、そのマガジンを交こう換かんしました。銃じゆうのグリップから遥はるかに突つき出す、４５口径拳けん銃じゆう弾だんが25発入るロングマガジンに。

「階段は自分達が、ある程度は絶対に支えますので、その間にエムさんは、眠ねむり姫を起こしてください。そしたら、あとは姫様にお任せします。〝全員殺してください〟と、言こと伝づてを頼たのみます」

　言うことを言うと、背の高い男はくるりと踵きびすを返しました。

　そして、部屋から出て行きました。




　酒場の映像は、ＭＭＴＭの容よう赦しやないルーム・クリアリングを映していました。

　まさに〝掃そう除じ〟するかのように、敵が潜ひそむ建物内を掃そう討とうしていく、近接戦せん闘とうテクニック。

　一人は廊ろう下かの先に銃口を向け続けて援えん護ご、残りの五人が次々に室内に入り、入った瞬しゆん間かんからお互たがいの死角をカバーするように、アサルト・ライフルという刃を突つき立てていくのです。誰だれかがいれば即そく座ざに発はつ砲ぽうするのは、言うまでもありません。

　一つの部屋を確認すると、再び廊下に出て、廊下の窓まどから周囲を警けい戒かいしつつ、次の部屋に突とつ入にゆうしていきます。その足は、止まりません。

　ＭＭＴＭのメンバーは、一階にある小さな客室を二つと、やや大きめの事務室のような部屋を調べ終えました。

　建物中央にある階段を一度通り過ぎ、そこでの警けい戒かいの一名を残して他の部屋にも突とつ入にゆう。あっと言う間に、建物一階のクリアリングを終えました。

　その間ずっと、無言でした。

　酒場の観客達も、いつどの瞬しゆん間かんで壮そう絶ぜつな室内戦せん闘とうが始まるか分からないので、固唾かたずを飲んで見守りました。

　そして、ＭＭＴＭは中央階段に。

　突入時、誰だれが先頭になるかはそのときのフォーメーション次第です。マシンガナーのジェイク以外、誰でも先せん陣じんを切ることができます。

　さっきまで先頭だったＳＣＡＲ─Ｌ使いのマッチョ男、サモンが廊ろう下かでサポートについたので、先陣としてホールに突つっ込んでいったのは、同じＧ３６Ｋを使う二人、黒くろ髪かみのケンタと、サングラス姿のラックスでした。

　この建物の中央部にある階段は、幅はばは３メートルほど。一階廊下（北）側から登り始め、途と中ちゆうに広い踊おどり場があって、１８０度向きを変えて二階へと続きます。

　階段を、銃じゆう口こうを上に向けながら登っていく二人に──、

　ばごん！

　轟ごう音おんと共に、散さん弾だんの雨が降り注ぎました。




「ああ……、戦闘してるよアレ……」

　ＭＭＴＭがログハウスに殴なぐり込んでから数十秒。

　レンは先ほどの場所から、単たん眼がん鏡きようで覗のぞいていました。窓まど越ごしに、ＭＭＴＭの迷めい彩さい服ふくがちらちらと見えて、彼かれ等らが部屋に入っては出てくる様子も分かりました。

　そしてとうとう、彼等が中央に進んだときに、くぐもった銃声が聞こえて、室内で何かが光りました。

「レン、あんな中に入っても無む駄だだからね」

　フカ次じ郎ろうのたしなめるような冷静な声に、

「わ、分かってる！　分かってる……」

　レンは自分を戒いましめるように答えました。

　今レンがあの中に入っていっても、漁夫の利を狙ねらってピトフーイを仕留めることなどできないのは明らかです。

　いえ、下手へたにログハウスに近づいては、ＭＭＴＭのメンバーに狙い撃うちされる可能性すらあります。まだ彼等は六人残っていて、戦力としては間ま違ちがいなく最強なのですから。

　今のレンには──、

　神様すみませんピトさんを守ってくださいわたしが殺すまで！

　ＰＭ４対ＭＭＴＭの戦いが、生存がピトフーイ一人だけでもいいから、彼女側の勝利で終わることを祈いのるしかできないのです。




「やはり上だ」

　ケンタは初めて声を出して、仲間に報告しました。

　同時にラックスが、牽けん制せいのために階段の上へと、狙ねらいを付け続けます。二人は階段の一番下まで戻もどり、上からの手しゆ榴りゆう弾だん攻こう撃げきに備えていました。

　この二人は、階段の上から敵が撃うってくるだろうと、ほぼほぼ予測していました。

　強引になだれ込むだけが彼かれ等らの戦せん闘とうではなく──、

　〝この階段の構造なら、これくらい顔を出せば、上にいる相手は撃ってくるだろう〟

　そう考えながらわざと階段を駆かけ上っていくふりをして、相手の発はつ砲ぽうを誘さそうことも普ふ通つうに行います。ちょうどさっきのように。







　ＵＴＳ─１５を〝撃たされた〟小こ柄がらな男は、

「はっ！　やるー！」

　敵を称たたえる声を漏もらしながら、角張ったショットガンのフォアグリップを後ろに引いて、撃ち殻がらを放り出しました。

「だが、これで時間は稼かせげる」

　呟つぶやいた男の隣となりで、マシンガナーの大柄な男がしゃがんで、何か作業をしていました。

　それは、エムが出した大量のグレネードを、ダクトテープと呼ばれる鈍にぶい灰色の、強力な粘ねん着ちやくテープでぐるぐる巻きにする作業。

　ダクトテープは日本のガムテープより遥はるかに粘着力が強く、米国人はありとあらゆる補修に、ときにそれ以外にも使います。

　ＧＧＯにおいても、誰だれでも当たり前のように一つは持っているアイテムの一つ。あまりの便利さに目覚めてしまい、リアルでも通つう販はんなどで買って使うプレイヤーがいるくらい。

　ガタイに似合わず手先が器用な男は、十二個のグレネードをダクトテープで数珠じゆず繫つなぎに貼はり付けると、２メートルほどの〝手榴弾縄〟を作ってしまいました。最後には、安全ピンをテープで挟はさんで、引っ張ると一気に抜ぬけるような細工まで。

　そしてそれを、大きな自分の体にぐるりとたすき掛がけにして、体から離はなれないようにしました。安全ピンを抜くためのテープの端はしを右手に巻き付けて握にぎりしめ、

「じゃ、後は頼たのむわ」

　まるで電気を消すのを頼むような気軽さで言い残して、階段をどかどかと駆け下りていきました。




　階段の一番下で構えていたケンタとラックスは──、

　いきなり降りてきた男に驚おどろきつつも、彼が踊おどり場で身をさらした瞬しゆん間かん、Ｇ３６Ｋを同時に発はつ砲ぽうしました。

　セミオートでの素早い連射。５発ほどが男の体に吸い込まれていきましたが、顔の前で腕うでを組んでいること、そして防ぼう弾だんプレートを胸むねにつけていることもあり、それだけではまだ死にませんでした。

　階段を駆かけ下りながら、

「うおりゃあ！」

　気合いと共に、覆ふく面めん男が右手を強引に引っ張って、体につけた手しゆ榴りゆう弾だんの安全ピンが全部外はずれました。

　ケンタとラックスは、同時に理解しました。

　こいつは自じ爆ばく特とつ攻こう兵へいだと。

　手榴弾を普ふ通つうに上から落とすだけでは、逃にげられてしまいます。

　だから、体に巻き付けて、追いかけていこうという作戦。たとえ何発撃うたれても、ヒットポイントが全損するまでのわずか数秒間も走り続けて爆発させるつもりだと。

　そうなれば、自分は、または自分のチームメイトは無事では済まないでしょう。

　しかし、たとえ自分一人を犠ぎ牲せいにして押おしとどめようとしても、あの体格で階段を下りてくる運動エネルギーは止められそうもありません。体当たりを食らえば、吹ふっ飛ぶのはこっち。

　ではどうすればいいのか？

　二人は瞬時に、そして同時に答えを出して、同時に行動しました。

　Ｇ３６Ｋの狙ねらいを、自分の３メートル先、階段にして五段ほど上にあった──、

　今まさに着地した男の左足首に定めたのです。

　２丁のＧ３６Ｋが仲良く吠ほえて、放たれた５．５６ミリ弾が、黒いブーツに吸い込まれていきました。

　一瞬で数発を、足首という狭せまい範はん囲いに食らって、それは千切れました。男の重さを支えきれずに、足と臑すねが分ぶん離りしたのです。

「が？」

　左足を支えに右足を踏ふみ出そうとしていた男は、左に大きく傾かたむきました。そして階段の上に横に倒たおれると、残りの三段はずるりと滑すべっていきました。

　ケンタとラックスが、左右に飛び跳はねるように逃げ出して、

「くそう、やられた」

　それを追いかけることができない男は一言唸うなると、身につけていた手榴弾の連続爆発に包まれました。上半身は赤いエフェクトに包まれて、砕くだけ散りました。




　ずずずずずずずずん、と建物全体に響ひびき渡わたった爆ばく発はつ音おんを聞きながら、

「…………」

　エムは立ったまま、ベッドの上の眠ねむり姫の顔を、見下ろしていました。

　タトゥーを刻んだ整った顔が、静かに寝ね息いきを立てています。

　救急治ち療りようキットは三本目をすでに打ってあり、ヒットポイントはじわりじわりと上昇して、七割を超えました。もうすぐ緑になるでしょう。

　エムはもう、ピトフーイを起こそうとはしませんでした。

　頰ほおを叩たたいたり、呼びかけたり、一切しませんでした。

　ただ黙だまったまま、静かに待ちました。

　耳に、小こ柄がらな男からの声が届きます。

「エムさん。どうも自爆攻こう撃げきは失敗したようです。でもまあ、次は私が時間を稼かせぎますよー。ご心配なく！」

　そして数秒後、丸太越ごしでも分かる、ショットガンＵＴＳ─１５の壮そう絶ぜつな連射音。

　そこに被かぶさる、数丁のアサルト・ライフルが、一人の男を切り裂さいていく音。

　エムは仲間のヒットポイントを見ませんでした。見なくても分かるからです。




　ＭＭＴＭがフォーメーションを整え、まさに階段の上へと突とつ撃げきしようとした瞬しゆん間かんに──、

　ＵＴＳ─１５を連続発はつ砲ぽうしながら、覆ふく面めんの男が駆かけ下りてきました。

　すぐさま、先せん陣じんを変わったサモンがＳＣＡＲ─Ｌを撃うちまくりました。

　数発を覆面男の胸むな元もとに撃ち込みましたが、自分も足に散弾を食らって、その場にひっくり返りました。ヒットポイント、二割減少。

　一対一の戦いであったら、サモンはさらに散弾の追い打ちを食らって死んでいたかもしれませんが、

「うらあ！」「はっ！」「たっ！」

　ケンタとラックス、そしてその後ろに付いたリーダーもが一いつ斉せいに射撃を加えれば、小柄な男に次を撃つことなどできません。

　ポンプアクションをするはずの左手を撃たれて、あとはもうされるがままです。

　体中から被ひ弾だんエフェクトを煌きらめかせて、彼は立ったまま死体になりました。

　それからコロンと倒たおれて、前のめりのままズルズルと階段を滑すべり落ちて、大柄な男が爆散した現場で止まりました。

【Ｄｅａｄ】のマーカーが点てん灯とうしたのと同時に、巨きよ体たいの復活が始まり、手足が集まってきて人の形を作りました。

　最初に死んだ男の遺体が形を取り戻もどして、小こ柄がらな男の上にどっかりと載のりました。

「重そうだな……」

　ボルドが、小さく呟つぶやきました。




　よし上がれ！

　リーダーの、ハンドサインによる最終命令。

　ケンタとラックスが、後ろにボルドとリーダーが、そして被ひ弾だんから起き上がったサモンが、一気に階段を駆かけ上っていきます。

　階段は、室内戦せん闘とうでは最も危ない場所の一つ。今回のように下から攻せめ上がるときはなおさらです。プラズマ・グレネードを落とされれば、簡単にチーム全ぜん滅めつすらあり得ます。

　だから、登ると決めたら速度が命。チーム一団となって一気に駆け上がり、即そく座ざに階段上部を制圧するしかありません。

　ＭＭＴＭの男達が踊おどり場を通り越こして、二階が見えて──

　そしてベッドが滑すべり降りてきました。

「うわっ」「ああ？」「うっ」「は？」

　さすがのＭＭＴＭのメンバーも、これには驚おどろきました。

　階段の上を、木製のシングルベッドが横になったまま、がっこんがっこんと段で弾はずみながら滑り降りてきたのですから。

　四人は次々に下半身をベッドに体当たりされて──、

　そのまま踊り場まで押おし流されました。

　そして、丸太の壁かべに背中をぶつけて、ベッドでのサンドイッチ。

　足も下半身も、そして手持ちのライフルも挟はさまれました。ごくほんのわずかですが、ダメージ認定が生まれました。

「はっ！」

　あまりに意外すぎる攻こう撃げきに、挟まれたリーダーの顔に思わず笑みが浮うかびました。

　そして顔を上げて見たのは、階段の上に立つ、背の高い覆ふく面めんの男。

　彼が両手で頭の上に持ち上げている、シングルベッド。

「え？」

　今、放り投げられました。自分達に向かって。




　ＰＭ４の覆面男、その最後の一人が恐おそるべき怪かい力りきでベッド攻撃を仕し掛かける様子は、

「…………」「…………」

　酒場にも中ちゆう継けいされていて、観客達が、全員啞あ然ぜんとしていました。

　階段のすぐ脇わきの部屋から、仲間達が倒たおされる間に、男はベッドを二つ引っ張り出していたのです。

　なるほど筋力値をとにかく高めると、ああいうことができるんだなと、全員が一つ利口になりました。

「昔……、大きなゴリラが上から樽たるを放り投げてくるビデオゲームがあってだな……」

　誰だれかが言いました。




　ログハウスの階段踊おどり場で四人を挟はさんでいるベッドの上に、もう一つ、同じベッドが降ってきました。

　木と木がぶつかる鈍にぶい音が響ひびいて、

「ぐはっ！」「おおお！」「ぶっ！」「がっ！」

　押おしつぶされた男達のやるせない悲鳴が響きました。再びのダメージ認定。とはいえ、彼かれ等らを殺すまでには到とう底てい至りません。

　挟はさまれながら、リーダーは見ました。

　二つのベッドを放り投げた男が、腰こしのホルスターから素早くグロックを抜ぬくのを。

　容よう赦しやのないロングマガジンがついた黒い拳けん銃じゆうを、ゆっくりと自分達へと向けるのを。当然、一気に全ぜん弾だん撃うち込んでくるでしょう。

　背の高い男が、狙ねらいを確実にするために、一歩近づきました。階段の縁ふちぎりぎりに立ちました。

　男が撃つより早く、

「ジェイク！　今だ！」

　リーダーが叫さけびました。

　背の高い男にもその声は当然聞こえて、

「っ！」

　グロックの狙いが、少し泳ぎました。銃口から延びるバレット・ラインが、身動きの取れない四人から、踊り場の隅すみへ。

　しかし、そこに新たな敵は、出てきませんでした。代わりに──、

　どかどかどかどかどかどかどか。

　男の足下の板に、次々に穴が空あきました。

　下からの銃弾が、男の足を体を、次々に射い貫ぬいていきました。赤い被ひ弾だんエフェクトが、下半身に煌きらめいていきます。

「ぬう……」

　背の高い男は苦く悶もんの呻うめき声を出し、撃たれながらもグロックの狙いをＭＭＴＭのリーダーに向けて、１発撃ちました。

　４５口径の弾丸は、リーダーの前にあるベッドに当たり、はじけ飛んだ木き枠わくが、彼の頰ほおに小さな傷を付けました。




「うおおおおおおらあっ！」

　男の真下、一階でジェイクは、愛あい銃じゆうＨＫ２１マシンガンを撃うちまくっていました。

　両手に持って銃口を真上に向けて、そのまま引き金を引いていました。フルオートの連射です。

　弾だん薬やく箱ばこからベルトに繫つながった弾丸が吸い込まれていき、轟ごう音おんと共に発射されていきます。弾丸は、一階の天井板を貫つらぬいて、挟はさまれている断熱材を貫いて、そして二階の床ゆか板いたを貫いて──、

　かちん。

　50発の弾薬ベルト全弾を撃ち切った瞬しゆん間かん、そこにいた男を、死体へと変えました。

【Ｄｅａｄ】マーカーをつけながら、背の高い男がへなへなと崩くずれていきます。

「ジェイク！　避よけろ！」

　リーダーの叫さけび声を聞いて、

「はっ！」

　ジェイクは一歩後ずさりしました。

　彼がいた場所へと、ボロボロになった床を貫いて、死体が落ちてきました。

「うひゃ！」




　丸太の壁かべ越ごしにも響ひびくマシンガンの銃声と、一気にゼロになっていった仲間のヒットポイント。

　エムは、大きな体で、ベッドの脇わきに跪ひざまずきました。

　西向きに四つ並ぶうち、窓まどから二番目のベッドの上では、眠ねむり姫が瞼まぶたを閉じています。

「…………」

　エムは、プラズマ・グレネードを一つ、床から持ち上げました。タイマーがやや長め、５秒に設定してありました。

　その口が、静かに動き、言葉を紡つむぎます。

「貴女あなたは……、僕ぼくを……、救ってくれた……」

　つーっと涙なみだが両目から流れて、プラズマ・グレネードに雫しずくとなって落ちました。

「ありがとう」

　エムはゆっくりと、巨きよ体たいを傾かたむけて──、

　眠り姫の唇くちびるに、短い口付けをしました。

　そして身を戻もどすと、左手の掌てのひらに載のせたプラズマ・グレネードの起き爆ばくスイッチを、右手で静かに押おしたのです。

　この様子は、酒場には中ちゆう継けいされていませんでした。




　ＭＭＴＭのメンバー達は、

　つかまれ！

　すまん！

　無言のままで、踊おどり場で挟はさまれた四人の救出活動をしていました。

　真っ先に抜ぬけ出たリーダーと挟まれなかったサモンがベッドを押おしている間に、残りの三人が次々に脱だつ出しゆつしていきます。その間、ジェイクは踊り場の隅すみで、再さい装そう塡てんしたＨＫ２１を階上に向けて構えていました。

　数秒後、全員が再び行動の自由を取り戻もどし、素早い愛あい銃じゆうのチェックを終えて、

　よし、上がるぞ！

　リーダーのハンドサインに従い、ベッドを乗り越こえて二階へと突とつ入にゆうしようとした瞬しゆん間かんでした。

　建物を揺ゆらすかのような轟ごう音おんが響ひびいて、彼かれ等らの耳朶じだを打ちました。

　プラズマ・グレネードの爆ばく発はつだぞ？　どこだ？

　全員が、まったく同じことを瞬時に思いました。
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　第十七章　「魔王復活」







　自分を永遠に楽にしてくれるはずのプラズマ・グレネードの爆ばく発はつ音おんを、

「え？」

　エムは窓まどの外から聞きました。

　目を閉じていても、左上のヒットポイントゲージはよく分かります。自分のそれは、グリーン。そして、ピトフーイのそれも、グリーン。

　目を開けた瞬しゆん間かんにエムが見たのは、

「ちょっとちょっと、何してくれちゃってるの？　心中？　ここは曾そ根ね崎ざき？　それとも六ろつ本ぽん木ぎ？　違ちがうでしょう！　ＧＧＯでしょう！」

　そう言いながら自分を睨にらむ、愛する女のアバターでした。

　ピトフーイはベッドから上半身を持ち上げていて、右みぎ腕うでは窓の外に真まっ直すぐ向いていました。

　エムは理解しました。

　意識を取り戻もどしたピトフーイが、プラズマ・グレネードを開いた窓の外に投げて、それが地面の上で爆発したのだと。

「ああっ！」

　両目を見開いて、そこから歓かん喜きの涙なみだの雫しずくを飛ばしたエムの顔に、

「この阿あ呆ほうっ！」

　ピトフーイの右手が、鉄てつ拳けんとなって襲おそいかかりました。

「あうっ！」

　左ひだり頰ほおを殴なぐられました。

「このバカ！」

「げふっ！」

　裏拳で、右頰を殴られました。

「このボケ！」

「がっ！」

　掌しよう底てい、つまり掌てのひらの下の硬かたい部分の突つきを胸むねに食らいました。

　巨きよ体たいが簡単に後ろに吹ふっ飛んで倒たおれて、床ゆかを揺ゆらしました。

「せっかく、いい夢を見ていたのにっ！」

　ベッドからひょいと跳とび上がったピトフーイが、エムの前に立ちました。そして、

「このこの！」

　エムの股こ間かんを、足で強きよう烈れつな勢いで押おしつけて、

「がうがうががががががっ！」

　電気に撃うたれたかのように、太い手足がバタバタと暴れました。

「がうががあああがががががが！」

「勝手に殺すなっつーのっ！」

「がががががががが！」

　この様子も、幸いなことに中ちゆう継けいされませんでした。




　数秒後──、

　エムから足をパッと離はなしたピトフーイは、ベッド脇わきにあった愛あい銃じゆうＫＴＲ─０９を右手で持ち上げると、

「二人だけね。敵は？」

　状じよう況きよう説明を求めました。

「ＭＭＴＭ、階段下。もうすぐ突とつ入にゆうしてくる」

　エムは真顔でするりと起き上がりながら、右みぎ腿もものＨＫ４５を素早く抜ぬきました。その逞たくましい姿に、数秒前まで悶もだえていた面おも影かげはありません。

「じゃ、皆みな殺ごろしにしてやるか！」

　ピトフーイはニタニタと笑いながら、左手を腰こしの後ろに回しました。そこにあったポーチの蓋ふたを開けると、中に手を突つっ込みます。

　エムが、訊たずねます。

「〝せっかくいい夢を見ていたのに〟って──、どんな？」

　ピトフーイが、ポーチの中身を引っ張り出しながら答えます。

「デスゲームになったソードアート・オンラインの中で、ベータ時代の愉ゆ快かいな仲間達と一いつ緒しよに、剣けんを片手に暴れ回る夢よ！」

　その凶きよう悪あくな笑顔を、青白い光が照らしました。




　流れるように二階に上がったＭＭＴＭのメンバーは、すぐ左側、つまり建物西側にある客室へと突入しました。

　背の高い男がそちらからベッドを持ってきていたので、そちらに残りのＰＭ４メンバーがいると判断してのこと。

　しかし、広い客室には誰だれもいません。

　廊ろう下かでジェイクがマシンガンを構えて東側を警けい戒かいする中、その隣となりの部屋へと突入したＭＭＴＭは──、

　クリア！

　ここにもいないことを確認しました。リーダーのグレネード攻こう撃げきで室内は荒あれていますが、死体はありませんでした。隠かくれる場所もありません。主をなくしたＭＧ３マシンガンが、無言で佇たたずんでいました。

　ならば──、

　簡単なハンドサインで、リーダーは命令を下します。

〝反対側、東側の部屋に突とつ入にゆうするぞ〟と。




　この様子は、酒場に中ちゆう継けいされていました。

　六人の男達が姿勢を低くしつつ、幅はば２メートルほどの廊ろう下かの真ん中を、足音をできるだけ立てないように進みます。

　ＧＧＯのプレイヤーは、可能な限り壁かべ際ぎわを歩きません。

　理由は跳ちよう弾だんです。敵弾が斜ななめに壁に当たった際に、角度を落として、ほとんど壁に沿って飛んでくることがあるからです。

　ＭＭＴＭは廊下のど真ん中を、それも一列になって進みます。敵が飛び出してきて発はつ砲ぽうしてきたら、先頭の男が撃うたれるのはもう覚かく悟ごの上。

　むしろ彼の体は、他の仲間達を守る楯たてとなります。そして後ろの人間が、敵を仕留めます。

　残りの部屋は二つだけ。

　そのどちらかに、エムとあの女がいます。




　音もなく、声もなく、六人の男達は廊下を進みました。

　人一人が落ちた階段前の穴を避さけて、銃じゆう口こうの向きをそれぞれ少しずつずらして。

　先頭は、チーム一の俊しゆん敏びんさを誇ほこる、Ｇ３６Ｋ使いのチキンではないケンタ。

　続いて、同じ銃を使うサングラス男のラックス。

　ＡＲＸ１６０持ちの色黒男、ボルド。

　ＳＣＡＲ─Ｌを持つ、筋肉質のサモン。

　そしてＳＴＭ─５５６をショートバレルにしてある、ハンサム男のリーダーの順。

　細身のジェイクは、少し距きよ離りを開けて殿しんがり──、後方警けい戒かい要員です。

　階段から、右手側にある部屋の入り口ドアまではおよそ７メートル。右も左も、壁は太い丸太でした。




　跳弾と並んで、建物内の戦せん闘とうで絶対に気をつけなければならないのが、〝壁抜ぬき〟です。

　これは名前の通り、銃弾が壁やドアなどの遮しや蔽へい物ぶつを貫つらぬいて自分に飛んでくること。つまり、見えない相手からの突然の攻こう撃げき。

　ＧＧＯで壁の向こうにいる敵を察知するのは、音で位置を探るソナーセンサーなどのアイテムや、似たようなスキルがあれば可能です。または単純に、あの辺にいそうだなという〝カン〟か。

　とはいえ、位置が分かっても攻こう撃げきが届かなければ壁かべ抜ぬきは不可能です。できる、できないは銃じゆうの口径、遮しや蔽へい物ぶつの種類や厚みによって変わってきます。

　ライフルの弾だん丸がんには恐おそろしいほどの貫かん通つう力りよくがあるので、一いつ般ぱん的てきな木造住宅の壁などは簡単に貫つらぬいてきます。ちょうどさっき、ジェイクが二階にいる敵を床ゆか板いた越ごしに仕留めたように。

　しかし、今ＭＭＴＭの左右にあるのは、直径70センチという巨きよ木ぼくの丸太。

　これを対物ライフル以外の銃器でぶち抜くのは、絶対に不可能ではないにせよ、かなり難しいでしょう。よしんばどうにか貫いてきたとしても、それは威い力りよくを大おお幅はばに失った弾丸であり、自分達を死亡させるにはまったく力不足でしょう。

　そういう意味では、この廊ろう下かは前と後ろ、そして窓まどからの攻撃に注意すればいいので、比ひ較かく的てき安全でした。

　安全なはずでした。




　ケンタが、残り三歩でドアにたどり着くその瞬しゆん間かん──、

　廊下に猛もう烈れつな銃声が響ひびき渡わたって、そしてリーダーは見ました。

　自分の目の前を歩いていたサモンの右みぎ脇わき腹ばらに、立て続けに被ひ弾だんエフェクトが煌きらめくのを。

「ぎゃふ！」

　彼の大きな体が右に捻ひねられて、さらに光を噴ふき出して、持っていたＳＣＡＲ─Ｌの強化プラスチック製ストックが、バリバリと割れていきました。弾丸はストックを破は壊かいし尽つくして、再び持ち主を襲おそいます。

　彼のヒットポイントが、恐おそるべき速さで減少を始めました。何度も似たような状じよう況きようを見てきたから分かります。これは、この勢いは、即そく死し認定です。

「右！　壁からだ！」

　リーダーは沈ちん黙もくを破り仲間に向けて叫さけびましたが、自分でも理解はできていませんでした。

　部屋からの攻撃だということは分かるのですが──、

　なぜ、こんなにたくさんの銃弾が分厚い丸太を貫いて、なおかつ威力を保ったまま襲ってきたのか。

　ひょっとしてこの丸太は、映画のセットのように見た目だけなのか。壁抜きができるのか。

「このおっ！」

　死にゆくサモンの前を歩いていたボルドが、壁に向けてＡＲＸ１６０をセミオートで連射して、木き屑くずが舞まい散りました。

　それは明らかに貫通しておらず、

「止やめろ！」

　リーダーが命じたのと同時に、敵の銃撃も止まりました。腹部をこれでもかと撃うたれたサモンは、

「ぐぞー！」

　悪態をつきながら倒たおれ、左ひだり肩かたにつけた、ナイフを咥くわえたドクロエンブレムから床ゆかに落ちました。【Ｄｅａｄ】のマーカーが点てん灯とうしました。

　こうなれば、もう一刻も早く室内に突とつ入にゆうして、中にいる二人を倒さねばなりません。

　そんなリーダーの思いを見み越こしたように、ケンタの目の前にあるドアに大きな穴が空あきました。

　数個の穴が一いち撃げきで開くのを見るに、それは間ま違ちがいなくショットガン。室内からの攻こう撃げきです。それが立て続けに三連撃。

「ちっ！」

　あと一歩、いえ、半歩前にいたら一いつ緒しよに蜂はちの巣にされていたケンタが、Ｇ３６Ｋごと身を引きました。もはや、この前に立つのは危険です。

　この瞬しゆん間かん、ＭＭＴＭの流れるような動きが、ピタリと止まりました。

　撃うつのを止やめたボルドは丸太の壁かべ際ぎわに身を寄せて、仲間を撃った銃じゆう弾だんが飛んできた箇か所しよに脇わきから顔を近づけました。

　そして、見つけたものを、小声で仲間に伝えます。

「穴だっ！」

　なるほど、やってくれるな！

　ＭＭＴＭのリーダーは、簡単すぎる、そして有効なトリック──、いえトラップに舌を巻きました。

　ＰＭ４は自分達がここを通ることを当然予測し、あの覆ふく面めんとゴーグル男達が時間を稼かせいでいる間に、丸太と丸太の重なる場所にこっそりと穴を開けておいたのです。

　方法までは分かりません。銃弾で開けるような余よ裕ゆうがあったとは思えないので、強力な電動ドリルでも室内にあったのか。先ほどの、外でのプラズマ・グレネードの爆ばく発はつは、その作業の音をごまかすためだったのかもしれません。

　穴を見つけたボルドは、その脇の壁際に背中をピッタリとつけ、すかさずそこに自分の銃、ＡＲＸ１６０の銃口を差し込みました。これなら相手が撃ってきても、被ひ弾だんするのは銃だけです。そしてセミオートでリズミカルに発はつ砲ぽうを開始して──、

　２発撃って、止まりました。

「が……？」

　彼の顔が、苦く悶もんと疑問を浮うかべたまま固まりました。

　そしてリーダーは、先頭でドアを睨にらんでいるケンタ以外のメンバーも、見ました。

　壁に寄りかかっているボルドの、その見開いた右目が、青白く光るのを。

　そして光は光度を増して、棒状になってゆっくりと目を突き破って出てきました。３センチほど目から飛び出ると、そこで止まりました。

「があああああああああ」

　ボルドは、右目を青く光らせながらビクビクと震ふるえ出しました。手から銃じゆうが離はなれ、ＡＲＸ１６０は穴に銃口を差し込んだまま、壁かべの一部になりました。

　リーダーの視界左上で、ボルドのヒットポイントが、恐おそろしい勢いで減っていきます。

　ああ……、クソ……。そういうことか！

　気付くのが、少し遅おそすぎました。今度は相手を称たたえる余よ裕ゆうなどなく、ただただ己おのれを呪のろいました。

　直径70センチの丸太を、そしてその先にある人間の頭を易やす々やすと貫つらぬく武器のことを忘れていたのです。

　そんな物は自分が使うわけがないからと、記き憶おくの外にありました。

　前回のＢｏＢ第三回大会で、名前を聞いたこともない新人プレイヤーが、それを持って暴れ回ったというのに。

　それは、現実世界には存在しない、超強力な超近接戦せん闘とう武器。

　長さ１メートル近い光の刃を発生して、触ふれたありとあらゆる物をぶった切る武器。

　銃の世界の剣けん──、フォトンソード。




　ボルドが死体へと変わって、足から力が抜ぬけました。

　同時に、フォトンソードがスッと引っこ抜かれて、幽ゆう霊れいのような青白い光が、廊ろう下かから消えました。ずるりと、死体が崩くずれ落ちました。

　次の瞬しゆん間かん、壁に青白い円が描えがかれました。

　丸太の壁に、直径１．５メートルほどの円が、一瞬の一筆書きで。それは列の先頭にいたケンタの目の前で──、

「避よけろっ！」

　リーダーが叫さけぶのと、その壁が丸いままケンタを襲おそうのが同時でした。円形の丸太の組み合わせが、室内から猛もう烈れつな勢いですっ飛んできて──、

「ふべっ！」

　ケンタを弾はじき飛ばしてから反対側の廊ろう下かの壁とサンドイッチにしました。

　そして生まれた壁の穴から、ひょいと飛んでくる、ごく普ふ通つうの手しゆ榴りゆう弾だん。それは廊下の壁と円に挟はさまれているケンタの頭の上に落ちて、そこで爆ばく発はつしました。

　ケンタの上半身、胸むねから上がバラバラに吹ふき飛んで、赤いポリゴンの光が廊下中に輝かがやきました。円形に切り取られた丸太が、その場で分ぶん離りして崩れ落ちました。

　手榴弾の破片のいくつかは、一番近くにいたラックスも襲いました。爆風が、彼の顔からサングラスを吹き飛ばしました。

「このぉ！」

　彼はダメージに怯ひるまず、しっかり右みぎ肩かたにつけたＧ３６Ｋをセミオートで連射しました。今できたばかりの穴をくぐらせて、室内へと銃じゆう弾だんを送り込みます。

　リーダーもすぐさまそれに倣ならい、３メートルほど斜ななめ前方にある穴に向けて愛銃を構えると、正面に向けて横移動しながら射しや撃げきを開始。

　こうなれば、断続的に撃うちながら穴に接近し、一気に室内になだれ込み仕留めるしかありません。これ以上一方的に攻こう撃げきされるよりは、先に突とつ入にゆうし、少なくとも相手が見える場所で戦い、そして倒たおす。

　その穴から、低い位置から、何かが廊ろう下かに転がり出てきました。

　小ぶりなスイカのような、黒くて丸い、大きな円形の塊かたまり。

　それは巨きよ大だいプラズマ・グレネード、通つう称しよう〝デカネード〟。

　作動スイッチを押おされている証しよう拠こに、その一部がチカチカと光っていました。

「ひっ！」「ばっ──！」

　ラックスとリーダーの引きつった声が、見事にシンクロしました。射撃が止まりました。

　敵はバカか！　一いつ緒しよに死ぬ気か！

　リーダーは、相手の正気を疑いました。この狭せまい空間で、それでなくても強力なプラズマ・グレネードの、さらに三倍の威い力りよくはあるデカネードを放り込むとは。

　タイマーが何秒に設定してあるかは分かりませんが、これが爆ばく発はつしたら、すぐ近くにいる自分達はもちろん、穴の向こうにいる投げた本人すら無事では済まないでしょう。

　そして理解しました。

　ああ……、アイツなら……、やる。

　あのイカレた女なら、ピトフーイなら──、

　目の前の敵を殺すためなら、自分が死ぬことなどまったく厭いとわない。かつて、ＧＧＯを遊び始めた頃ころ、そんな行こう為いを、何度も見てきた。

　ここで相打ち覚かく悟ごの攻撃かっ！　くそったれ！

　リーダーは無む駄だだと思いつつも、身を翻ひるがえそうとしました。同時に見ました。

　足下にデカネードを落とされたラックスが、銃を放り投げ、それに覆おおい被かぶさっていくのを。

〝手しゆ榴りゆう弾だんに覆い被されば人体が楯たてとなり、自分は死ぬが周囲の仲間は救える〟

　この自己犠ぎ牲せい溢あふれる行動は、古今東西のリアルの戦場で何度も繰くり返されてきました。そしてＧＧＯ世界でも。

　しかし、それは爆風で破片を飛ばす普ふ通つうの手榴弾の場合。

　高威力のプラズマ・グレネードに、そしてさらに破は壊かい力りよくを増したデカネードにどれほどの効果があるかというと──、

　微び々びたるものでしょう。

　リーダーは、何秒か後の自分の死を覚かく悟ごしました。しかし同時に、これで相手も全ぜん滅めつするだろうという期待もありました。

　青白い爆ばく発はつの奔ほん流りゆうは室内にも襲おそいかかり、そこに誰だれがいようと吹ふき飛ばします。このログハウスがどれくらい頑がん丈じようか分かりませんが、壁かべや天井が吹き飛ぶかもしれません。

　ならば、いっそ真っ正面から爆発を見てやろう。

　腹を据すえたリーダーは、逃にげるのを止やめました。身をよじるのを止めました。そして見ました。

　壁の穴から、一人の女が出てくるのを。

　濃のう紺こんのつなぎで引き締しまった体を包み、さらに全身にこれでもかと、防具と武器を装着した女。

　長い黒くろ髪かみを後ろで一つにまとめ、ポニーテールを揺ゆらす女。

　褐かつ色しよく肌はだの顔に、煉れん瓦が色いろの幾き何か学がく模様のタトゥーを刻んだ女。

　触ふれたら死ぬ毒鳥の名を頂いただく女。

　ピトフーイ。




　両手を腰こしの後ろに回して廊ろう下かに出てきたピトフーイが、まずは右みぎ腕うでを前に出しました。

　握にぎる鈍にぶい銀色の筒つつの先から青白い線が伸のびたかと思うと、それが残像を伴ともなって高速で振ふられました。下から上へと、床ゆかを掠かすめてすくい上げるような動き。

　ただそれだけで、デカネードに覆おおい被かぶさっていたラックスの頭と胴どう体たいは分ぶん離りして、頭だけがコロンと転がりました。

　リーダーには、チームのヒットポイントゲージを見るまでもなく分かります。ＧＧＯ世界にだって、首と胴体を切り離はなされて生きている者はいません。

　死体が抱える強力な爆弾の脇わきに、にこやかな笑顔で立つ女を見ながら、

　そういうことか！

　リーダーは気付きました。あのデカネードは、しばらく爆発などしないことに。

　ダンジョンでボスをおびき出して仕留めるときのように、起爆タイマーが数分以上の長時間に設定されていたのでしょう。自分達の射撃を一いつ瞬しゆん止めるための、トラップでした。

　当然その可能性も考えるべきだったのに、過去の思い出したくもない体験から、〝ピトフーイなら、あの女ならやりかねない。というかやる〟と勝手に思い込んでしまったのです。

　ならばこれで死ね。

　リーダーが銃口をピトフーイに向けるのと、ピトフーイが左手を体の前に持ってくるのが同時でした。

　そして銃声。

　ＳＴＭ─５５６が火を噴ふき、５．５６ミリ弾だんが音より速く、わずか４メートル先のピトフーイの胸むな元もとへと飛んでいき──、

　そこで火花を散らして脇わきへと跳はねて、壁かべの丸太へと突つき刺ささりました。

　ピトフーイの左手に握にぎられた50センチ×30センチの大きさの金属板が、銃じゆう弾だんを斜ななめに弾はじいたのです。それはエムの楯たての一枚。こんな使い方も想定し、背面には小さなハンドルが溶よう接せつされていました。

「たあああああああっ！」

　甲かん高だかい雄叫おたけびと共に、ピトフーイは全力で床ゆかを蹴けり飛ばしました。リーダーの２発目の発はつ砲ぽうを、バレット・ラインに重ねることで再び楯で弾き──、

「くそがあっ！」

　足下を狙ねらわれた３発目の発砲を、軽やかなサイドステップでかわし──、

　４発目を撃うたれる前に、青白く光る光こう剣けんを、長さ１メートルの光の棒を鋭するどく振ふるいました。

　青白い刀身はＳＴＭ─５５６の短い銃身を、もっと短くしてしまいました。金属をぬるりと溶とかしながら切り進んで、太いグレネード・ランチャーのバレル共々、前半分をすっぱりと切り落としてしまいました。

　もし、リーダーがとっさに左手を離はなして引いていなければ、手首の先から切り落とされていたでしょう。

「うらあっ！」

　リーダーは、要修理の愛銃を投げつけました。

　金属の塊かたまりは目の前のピトフーイへと飛んで、ピトフーイは避よけませんでした。ヘッドギアの額ひたいの部分でそれを受けると、首を少し振って後ろへと受け流しました。

　そのわずかな隙すきに、リーダーはバックステップしながら、右手は脇腹のホルスターへ。そこに収まる《ステアー　Ｍ９─Ａ１》、９ミリ口径自動式拳けん銃じゆうを抜ぬきました。

　そのまま脇腹の位置から連続発砲。狙いなどつけません。とにかく連射です。

　がむしゃらに放たれた９ミリ拳銃弾の１発は、ピトフーイの腿ももにめり込み、１発は脇腹を通り抜ぬけましたが──、

「ひゃあい！」

　楽しそうな声と一いつ緒しよにピトフーイの左手が振るわれて、楯の先せん端たんがＭ９─Ａ１を直ちよく撃げきして、鈍にぶい金属音と共にリーダーの手からもぎ取りました。




　マシンガナーのジェイクは、その前からピトフーイを撃つチャンスを狙っていました。

　廊ろう下かの一番後ろにいた彼には、ＨＫ２１マシンガンを肩かたに構える、そしてセレクターをセミオートに変へん更こうする時間的余よ裕ゆうがありました。

　しかし、穴から飛び出してきたピトフーイは、常に自分をリーダーの向こう側に置く動きを繰くり返します。こっちをまったく見ていないように見えて、実によく見ているのです。恐おそるべき隙すきのなさ。

「くそお！」

　強力な火力を持つ故ゆえに、ジェイクは撃うつことができませんでした。




　リーダーの拳けん銃じゆうをはたき落としたピトフーイは、右手のフォトンソードをスッと後ろに引くと、左手の楯たてを前に押おし出して、

「しゃああっ！」

　奇声と共に、リーダーへと激げき突とつしていきました。

「がっ！」

　リーダーは胸むねから顔にかけて硬かたい板の直ちよく撃げきを食らい、そのまま恐おそるべき怪かい力りきでぐいぐいと押し出されて、足が意思とは関係なく後ろへと運ばれ、

「うひっ！」

　そこでＨＫ２１を構えていたジェイクに、そのままぶつかりました。

　怪力女の突進は、ジェイクをマシンガンごと後ろに吹ふっ飛ばしました。

「なあめるなああ！」

　おかげで止まる切っ掛かけを得たリーダーが、グリップを取り戻もどした両足に渾こん身しんの力を込めて踏ふん張りました。両手で目の前にある楯にしがみつくと、それを渾身の力を持って、むしり取って放り投げました。

　次の瞬しゆん間かんリーダーが見たのは、目の前で光こう剣けんを大だい上じよう段だんに構えるピトフーイの姿と笑顔。

　室内戦せん闘とうで刀剣を大上段に構えるなど、愚ぐの骨こつ頂ちようです。

　なぜなら、刃が天井に当たってしまい振ふることができないから。かつての日本では、決死の戦せん闘とうの中で刀をつい大上段に構えてしまい、刃を鴨かも居いや梁はりに食い込ませた武士がたくさんいたでしょう。

　そしてフォトンソードは、そんなことを意に介かいしませんでした。

「じゃあ死んでね」

　呟つぶやくような声と共にピトフーイは、左手を添そえながら一気に振り下ろしました。青白い光の剣の先せん端たんは天井の板をするりと切り裂さきながら速度を増して、リーダーの額ひたいに向けて一直線に向かい、

「うらあああああ！」

　そして止められました。

　リーダーの両手が天に伸のび、フォトンソードの柄つかを握るピトフーイの両手を上から摑つかみ、そこで受け止めたのです。

　二人は、一瞬にして動きを止めました。ほぼ体格が一いつ緒しよの二人は、両手を介して繫つながりました。
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　上からぐいぐいと力をかけながら、ピトフーイは、

「あらやだ。粘ねばるわね」

　下からその腕うでを持ち上げながらリーダーが、

「どうしたあそれまでか？」

　二人は全すべての力を腕にかけて、力勝負を続けました。

　そしてピトフーイの腕が、ゆっくりと戻もどっていきます。刃がどんどん上を向いて、やがて先せん端たんが天井に再び触ふれました。

　刃は真上を通り越こして後ろに向けられていて、ピトフーイの額ひたいに近づいていました。リーダーは、さらに腕に力をかけて、ジワリジワリと押おしていきます。

「はっ！　光こう剣けんなんて、所しよ詮せんはオモチャだ！」

　目の前の女を睨にらみながらリーダーが吠ほえると、女は微笑ほほえみました。

「あらやだ。フォトンソードなんか全然興味がないくせに。このガンマニアさん」

「だからなんだあ！」

「だから、知らないんでしょ？　でしょでしょ？　この《ムラマサＦ９》の、ナイスな機能をね！」

　ピトフーイの右手の親指が、グリップ上部にあるダイヤルをするりと左に回しました。すると、伸のびていた光の刃がスッと消えて、二人は単に長さ30センチ弱の筒つつを奪うばい合っているだけになって──、

「は？」

　ピトフーイの意図がまったく分からなくなったリーダーの瞳ひとみに、再び青白く不気味な光が映りました。さっきまでより鮮あざやかに、より眩まぶしく。

　ピトフーイの指が、ダイヤルをさらに左に回し始めていました。今度は、とてもゆっくりと。

「なっ──」

　リーダーは、見ました。

　自分が女の両手ごと押おさえている、縁えん日にちのオモチャのような筒つつの──、

　さっきまで刃が出ていた反対側の穴から、青白い光が発生しているのを。

　それがジワリジワリと、自分の顔めがけて伸のびてきているのを。

「なっ！　──て、てめえ！」

　この光こう剣けんは、上下どちらにでも、光の刃を伸ばすことができる。

　リーダーはその〝機能〟を理解し、全身が総毛立ちました。

「ほらほらあ……、もっと伸ばしちゃうわよお……。ろんぐう、ろんがあ、ろんげすとお……」

　ピトフーイの指がくりくりとダイヤルを回す分だけ、刃はジリジリと成長していきます。

　リーダーが腕うでの力を少し弱めると、ピトフーイも合わせて力を抜ぬいて、フォトンソードの角度を保ち続けました。

「こ……、このイカレ女ぁ！」

「よせやい、自分のことは、自分が一番分かってるわよー」

「楽しいかあ？　クソが！」

「さっきも誰だれかに聞かれた気がするけど──、もちろん楽しいわよー！　最高ね！　あなたも生と死を楽しんでるー？　へいへーい！」

　刃はその間も伸びて、伸び続けて──、

「ピトフウイィィィィィィ！」

「はーい、ソレがわ、た、し！」

　青白い光の刃の先せん端たんが、リーダーの額ひたいへと触ふれました。

「があっ！」

　じゅりっ、と嫌いやな音がして、頭の中へと光が食い込んでいき、

「ごがああがががあががががががあ！」

　リーダーは、目の形が左右でまったく異なるほど、精神的苦痛で顔を引きつらせました。

「うーん、それ、何語？　私は日本語と英語しか喋しやべれないのよね。アンダスタン？」

「びいいどおぶうううううぎいいいいいいぃ！」

　脳内を光で浸しん食しよくされ断だん末まつ魔まの絶ぜつ叫きようを上げた男の両手から、急に力が抜けました。だらんと、垂れ下がりました。

「ダメよまだ死なないでねええええ！」

　ピトフーイはフォトンソードを相手の脳内に数センチ差し込んだまま、

「ほうらああああああああっ！」

　左手でリーダーの胸むなぐらを摑つかむと、そのまま前へと突とつ進しん。突つき押おしたリーダーの背中を、どうにか立ち上がってきたジェイクに再びぶつけて、

「と！　ど！　め！」

　今度は一気に、ダイヤルを最大まで捻ひねりました。

　ぶおん、と唸うなり声を上げて、ムラマサＦ９の青白い刃は最大長の１００センチほどまで一気に成長し──、

　リーダーの頭を完全に貫つらぬいて、

「がはっ！」

　後ろにいたジェイクの左目に吸い込まれていきました。




　ＭＭＴＭが最後の部屋への突とつ撃げきを敢かん行こうする前から、最後の二人が死ぬまで──、

　他に戦せん闘とうがなかったので当然ですが、一部始終が酒場で中ちゆう継けいされていました。

　接近するＭＭＴＭへの壁かべの穴からの銃じゆう撃げきに始まって、最後に決着が付くまでの時間は、２分もありませんでした。

　最初こそ、突然始まった戦闘にヤンヤヤンヤと大盛り上がりだった観客達も──、

　ピトフーイがうつぶせの男の首をポンと刎はねたあたりから静かになっていき、最後の死闘の頃ころには、完全に無言でした。

　ＭＭＴＭが全ぜん滅めつした瞬しゆん間かん、

「あー」

　光の剣けんで結びつけられた男二人を見て、誰だれかがぽつりと言うのです。

「しばらく、目め刺ざしは、食えないな」




　もう一人、ピトフーイの魔ま王おうのごとき暴れっぷりを、

「…………」

　呆ぼう然ぜんと、そして誰よりも複雑な思いで見ていた者がいました。

　他の誰ならぬ、そのピトフーイを救うために殺すためにＳＪ２に参加した女──、

　レンです。

　ログハウスから５００メートルほど離はなれた場所で、平らな草地に見つけた小さな窪くぼみに小さな身を伏ふせ、迷めい彩さいポンチョで姿をごまかしつつ、単たん眼がん鏡きようを覗のぞいていました。

　ＭＭＴＭの突入からずっと、

「ああ……、戦闘してるよアレ……」

　隣となりにいるフカ次じ郎ろうと、ログハウスの反対側にいるボスに、窓まど越ごしで分かる範はん囲いで戦せん況きようを報告していたのです。

「ああ、階段に来た。二階には覆ふく面めんの男の人達がいるけど──、ああ、なんか一人撃うたれたっぽい！」

　とか、

「階段途と中ちゆうで爆ばく発はつ！　なんか、特とつ攻こう？　自じ爆ばく？　でも、ＭＭＴＭは、まだ六人いる……」

　とか、

「すごい、覆面の人がベッドで攻こう撃げき！　──ベッド二つ目！　ああ！　下にマシンガンが逃にげて逃げて！　──撃たれてる！　──死んじゃった……」

　などと実況中ちゆう継けいを続けました。

　さすがにベッドのときはボスから、

「それは何かの銃じゆうの名前か？」

　そんな言葉が返ってきましたが。




　そして、ほぼ無傷のまま、六人でピトフーイが潜ひそんでいるだろう部屋への進攻を開始したＭＭＴＭを見て、

「逃げて逃げてピトさん逃げて逃げてひとまず！」

　祈いのるような気持ちで呟つぶやいていた、そして二人には聞こえていたレンですが──、

　それから、逆に恐おそろしいものを見ました。

　一人一人、ろくな反撃もできずに屠ほふられていくＭＭＴＭを。

　ピトフーイが青白い光の剣けんを振ふるいだしてからは、もう実況もできずに、丸い視界の中で行われる地じ獄ごく図ずのような殺さつ戮りくを、

「おーい、レン、どした？　寝ねちゃったか？」

「レン、どうした？　何が起きてる？」

　二人の声にも反応できずに、見つめていました。

　男二人が頭を串くし刺ざしにされて、鬼おに火びのような青白い光が消えると同時にどさりと床ゆかに落ちたのを見て、

「ひっ！」

　レンは我に返りました。

「どしたあ？」「レン？」

「ぜ、全ぜん滅めつ、させちゃった……。ピトさんが、一人で、六人……」

　レンは二人に報告を済ませると、

「あ──、あんなのに勝たなくちゃいけないのか……」

　レンの心の叫さけびが、口から漏もれ出していきました。

　直後に突とつ然ぜん震ふるえ出した左手首に、

「ひゃあああああ！」

　誰だれかに摑つかまれたと勘かん違ちがいしたレンは、悲鳴を上げて驚おどろき、一いつ瞬しゆん幻まぼろしを見ました。地面から這はい出てきたピトフーイが、自分の手首を摑んでニタリと笑っている幻げん影えいです。心臓が爆ばく発はつ的てきに撥はねて、お節せつ介かいなアミュスフィアによって、危うくリアルに連れ戻もどされるところでした。

　心臓を連打しながら見た左手首内側の腕うで時ど計けいが、もうすぐスキャンだぞと教えてくれました。

　14時20分。

　ＳＪ２、八回目のサテライト・スキャンの開始です。
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　第十八章　「イカレたレン」







　14時20分のサテライト・スキャンを、酒場の観客達は、

「これが最後のスキャンだろうな」

　誰だれもが同じ気持ちで見ました。前回が１時間28分で決着しましたし、なおかつ現在の残チームはたったの四つですから。

　西から始まったスキャンは、地図の左半分は高速で、そして右半分はゆっくりと結果を出しました。

　そんな器用な人工衛星があるとは思いませんが、誰もそこにはツッコミませんでした。

　画面が、ほぼ南北に一列に並んで位置していた生き残りの光点の位置──、レン達と、ＰＭ４と、アマゾネス集団の位置を表示しました。地図を大きく拡大してようやく別々の光点だと分かるほど近い、１０００メートル以内にありました。

　最後の一チームは、城壁の上を自転車で逃にげ回っている鎧よろいの六人、チームＴ─Ｓですが──、

　彼かれ等らは東の城じよう壁へきの上、ほぼ中央の位置にいました。

　前回、14時10分のスキャンのときには北東の角にいましたので、自転車で城壁を伝って、さらに南下してきたのです。

「三チームの熾し烈れつな戦いで生き残ったのを、谷から接近して襲おそうってハラだろうな」

「けっ！　胸むなくそ悪い！　男なら堂々とぶつかってけ！　残りはエム以外女だぞ！」

　男達の意見に混じって、

「みんな頑がん張ばれええええええ！」

　戦死者の待機エリアから戻もどってきた、サングラスに金きん髪ぱつ美女のアンナが大声で叫さけびました。

　彼女は装備も迷めい彩さい服ふくもそのままで、胸むねの装備ベストには５０口径で撃うたれたダメージである大穴が空あいていました。破損した装備品は、壊こわれたままで戻ってくるからです。

　ベストだけではなく、その部分の迷彩服も大きく破れています。セクシーな胸の膨ふくらみが分かるＴシャツは──、さすがに直っていました。

　ＳＪ中の汚よごれは持ってこられないので綺き麗れいですが、長い金髪はだいぶぼさぼさです。長いドラグノフ狙そ撃げき銃じゆうを背負った、その〝敗残兵〟的な迫はく力りよくはかなりのもの。

　アンナの魂たましいの籠こもった絶ぜつ叫きようによって一いつ瞬しゆん静まりかえった酒場ですが、

「そうだよねえ、うーん、気持ちは分かるよ。ねえ、こっちで一いつ緒しよに見ない？　狙撃についていろいろ教えてあげるよ」

「今度さ、一緒にクエスト行かない？　すっごくロマンチックな風景の場所があってね──」

　下心満まん載さいの男達が、他のアマゾネスがいないチャンスだとばかりに、鼻の下を伸のばしながらアンナに近づいていって、

「ウゼエな！　リアルの私を見ても同じこと言えんのか、ああっ？　黙だまってモニター見てな！」

　美女に一いつ喝かつされて、すごすごと引き下がりました。

「おお、おっかねえ……。こっちから願い下げだよ」

「可愛かわいくねえな。中身はとんでもねえクソビッチだろうな……」

　こそこそと負け惜おしみを呟つぶやく彼かれ等らが、おとなしくて内気な女子高生であるリアルの安あん中なか萌もえと会ったら、ショック死するかもしれません。







　スキャンの結果は、生き残ったプレイヤー達も見ていました。

〝この端たん末まつのお世話になるのも、これが最後かもしれないな〟と思いながら。

　レンとフカ次じ郎ろう、そしてＳＨＩＮＣの生き残り──ボス、ターニャ、トーマ、ローザは、ＭＭＴＭ突とつ入にゆう前と同じ場所に伏ふせています。

　ログハウスまではおよそ５００メートル。身を出したらいつエムに狙そ撃げきされるか分からない距きよ離り。

　ＰＭ４がまだ建物にいるのと、Ｔ─Ｓというチームが、東側ギリギリの位置にいるのを確認しました。

　ボスが、

「このチームは、城じよう壁へきの上を移動しているね。おそらくは乗り物で。そして無傷だ」

　自分の仲間とレンに伝えました。他に考えられないので、全員が納得しました。

　ピトフーイの圧あつ倒とう的てきな力を見せつけられたレンは、

「残りは一チーム……。ひょっとして、わたしが何もしなくても、ピトさんこのまま優勝しちゃうんじゃ……」

　今日何度目かの弱気と期待を漏もらしました。

「…………」

　ボスも、

「…………」

　フカ次郎も、それには応こたえませんでした。

　レンは、うつぶせで両手をきつく握にぎりしめて、

「いやそれじゃだめだ！　わたしがなんとかするんだ！　でもどうすればいいどうすればいいどうすればいい──」

　念仏のように繰くり返します。脳内では、必死になって作戦を考えます。

　このまま突とつ撃げきして、勝てるか？　足の速さは自信があるから、建物まではたどり着けるかもしれない。でも、そこから戦って勝てるか？　あのＭＭＴＭが六人でも勝てなかったのに？

「どうすればいいどうすればいいどうすればいい──」

　室内戦で、フカ次じ郎ろうにどうサポートしてもらえばいい？　ＳＨＩＮＣとの連れん携けいは？　同士討うちにならないか？　ピトさんを、誰だれかがうっかり仕留めてしまったら全部パーだけど、それをどうやって阻そ止しすればいい？

「どうすればいいどうすればいいどうすればいい──」

　デタラメにみんなで突つっ込むだけじゃダメだ何か作戦を考えないとＭＭＴＭと同じだ負ける殺される負ける負ける負ける。

「どうすればいい作戦を作戦を作戦を作戦をなんか作戦を作戦作戦さくせんサクセン──」

　脳がオーバーヒートしてしまったレンの念仏を、

「みんな、一いつ斉せい突とつ撃げき準備！」

　ボスの言葉が止めました。

「え？」

「もうレンの指示は待てん。私達でやるぞ！　支し援えん射撃開始！」

「え？」

　そして聞こえだした、ＰＫＭマシンガンの銃じゆう声せい。

　ログハウスの向こう側で、ピトフーイ達がいるであろう窓まどへと牽けん制せい射撃をしているに違ちがいありません。

「ちょ、ちょっと！　まだ──」

　レンが慌あわてて顔を上げて、

「どした？」

　いつの間にか自分のすぐ隣となりに這はいずって来ていたフカ次郎が、顔を寄せて質問しました。その近さにビックリしながらもレンは、

「ぼ、ボス達が勝手に突撃をするって！」

「ほう……」

　フカ次郎が、ニヤリと笑いました。小こ悪あく魔ま的てき微び笑しよう。

「待ってみんな！　こっちはまだ準備がっ！」

　レンのボスへの言葉は、

「手ぬるい！　こっちは好きにやらせてもらうよ！」

　そんな返事で却きやつ下かされました。ボスは、

「全員突撃！」

　自分ではなくＳＨＩＮＣの仲間達へと命令。

「あっ、ちょっと──、そんな！　待ってよ！」

　レンの呼びかけに、ボスからの返事はありません。

「ほう、つまりボス達は、連れん携けいも確たる勝機もなしに勝手に突とつ撃げきしていると」

　フカ次じ郎ろうが訊たずねて、

「みたい……。自殺行こう為いだよ！　どうしてっ！　協力しないとピトさんは倒たおせないよ！　作戦だよ！　作戦がないと！　作戦がっ！　作戦が！　作戦がっ！」

　何度も同じ言葉を叫さけびながら、同時に草地を両手で殴なぐっていたレンは、

「ふふーん……」

　鼻歌交じりに、自分の後ろで何か作業をしているフカ次郎に気付きませんでした。

　そして５秒後、

「じゃ、私も行くぜ！」

　そんな言葉と共に立ち上がったフカ次郎に、

「作戦が──、は？」

　伏ふせたままのレンが、半はん泣なきの顔を持ち上げました。

　フカ次郎はそれまでと同じ笑顔で、右手だけにＭＧＬ─１４０を持って、

「下手へたの考え休むに似たり！　〝作戦作戦〟言っているだけじゃなんにもならないよ！　そんなレンは、そこでピーピー泣いてなっ！　やーい、一人じゃなんにもできない弱虫毛虫ー！」

　小学生のような罵ば声せいと共に、走り出しました。ログハウスに向けて。

「は──？」

「まあ見てなって！　私達がピトさんを生け捕どりにして簀す巻まきにしてここに連れてくるからさーっ！」

　そんなあり得ない予定を喋しやべりながら、フカ次郎は駆かけていきます。

　ＭＧＬ─１４０を１丁だけ手にして、どんどん小さくなっていく背中を見て、レンの思考がまったく回らずにいました。

　えーと？

　つまり？

　えーと？

　２秒ほどの思考の末、たった一つの真実だけは気付きました。

　すなわち、

　仲間達が、みんな、わたしを置いていった。




「ちょっと待ってダメえええ！」

　レンは絶ぜつ叫きようしつつ立ち上がろうとして、

「──ふわっ！　ぶべっ」

　できませんでした。草地へと腹はら這ばいに逆ぎやく戻もどり。

　いつも通りに敏びん捷しように起き上がろうとしたのに、左足がいつも通り動かなかったのです。胸むねから草地に落ちて、

「なん、で……？」

　体をよじって自分の体を見て、

「──え？　えええええ？」

　そして、原因を視界に捉とらえました。

　あまりに驚おどろいたので一いつ瞬しゆん理解は遅おくれましたが、目に見えるものを信じないわけにもいきません。

　自分の左足、そのブーツの足首に巻かれたナイロン製の幅はば広ひろの布。そしてその先に装着されている、グレネード・ランチャーのＭＧＬ─１４０。

　それが〝右太〟か〝左子〟かは分かりませんが、フカ次じ郎ろうの武器に間ま違ちがいありません。やたらに重い武器が、レンの足あし枷かせになっていたのです。鉄球が銃じゆうになっただけで、これではまるで昔の囚しゆう人じんです。

　誰だれがやらかしたかなど知れたこと。レンがうじうじと悩なやんでいる間に、フカ次郎がやってくれやがったのです。

　あんにゃろおおおおおおおおおおおおおおおおお！

　レンの心の中の絶ぜつ叫きようが、脳内に響ひびき渡わたりました。

　すぐに手を伸のばして、それを取ろうとして、

「このっ！　くそっ！　このっ！」

　レンは何度も手が滑すべり、しょうがないのでピンクの手て袋ぶくろを両方とも外して再さい挑ちよう戦せんしましたが、ぐるぐる巻きにされて結わかれているスリングが、

「ああああもう！」

　全然外はずれません。

　スリングは恐おそろしく頑がん丈じようで、さらにフカ次郎の馬ば鹿か力ぢからによって、太いナイロンが小さな玉になるくらい強きよう烈れつに締しめ付けられていました。

　見つからないように、そして撃うたれないように頭を低くしながらも、必死になって結び目を引っ張って、そして再び手が滑って、

「ああああああああもおうううう！」

　悲鳴を上げるレンの耳に、

「おちつけー、いいからゆっくりほどくんじゃよー」

　やっていることを見み越こしたフカ次郎から、まるっきり小こ馬ば鹿かにしたような声が、通信アイテム越しに届きました。

「フカあああああああ！　何考えてるんだあああ！　一人で先に行くなああ！」

　レンは手を止めて絶叫し、草原を疾しつ走そうしていく小さな背中を睨にらみました。

　フカ次郎からの返事は、

「〝その結び目をほどく者が、この世界の王となるであろう！〟　あっはっはっはっは！」

　でした。

「あっ──、あほおおおおおおおおおおおっ！」




　通信アイテム越ごしにレンの絶ぜつ叫きようを聞いて、ボスはほくそ笑みました。

　ヴィントレスを手に、草地をジグザグに全力疾しつ走そうしながら、一度レンとの通信アイテムのスイッチを切ると、

「前のようにレンを戦わせるためだ！　全員堂々と進め！」

　仲間達に厳命。

　瞬しゆん時じに〝作戦〟を理解して、まずはターニャから、

「レンを可か憐れんに活かつ躍やくさせるには、それしかないからネン！」

　続いてトーマから、

「ここは大きな貸しにしておいて、今度お菓か子しをもらいましょう！」

　そしてローザから、

「上手うまい話に乗って、美味うまいものを食べるってことだね！」

　立て続けに、駄だ洒落じやれ混じりの言葉が返ってきました。

「…………」

　ボスはしばらく無言でしたが、やがて、

「くそう！　なんにも思いつかなかったあっ！」

　本気で悔くやしがりました。







「アマゾネス四名が突撃開始。距きよ離り４００。なお接近中」

　エムが、愛あい銃じゆうのＭ１４・ＥＢＲを伏ふせて構えていました。

　そこは建物の南側、部屋に付ふ随ずいするバルコニーの上。もともと幅はばがそれほどないので、エムの巨きよ体たいのほとんどは室内にありました。

　バイポッドで立てたＭ１４・ＥＢＲの銃身は、バルコニーの欄らん干かんの間に、少しだけ出ています。

　丸い木製の欄干には、さっきピトフーイも使った例の〝板〟が貼はり付けられていました。

　二枚の板を、銃身を出すための隙すき間まを空あけて結びつけているのは〝横棒〟とダクトテープなのですが──、

　その横棒として使われているのが、なんとＭＭＴＭのメンバーが使っていたアサルト・ライフル、Ｇ３６ＫとＡＲＸ１６０でした。ライフル２丁をダクトテープでぐるぐる巻きに縛しばって、そこに楯をくっつけているのです。

　死体となったキャラクターは待機エリアで10分を過ごしますが、暇ひまつぶしのために戦せん闘とう中ちゆう継けいは見られます。２丁の持ち主は、今さぞかし嘆なげいていることでしょう。

　ローザのＰＫＭのバレット・ラインが、その部屋の周囲にチカチカと煌きらめいて、散らばって飛んできた弾だん丸がんがガラス窓まどに穴を開けたり、丸太の壁かべにめり込む音が聞こえます。

　ドラグノフ狙そ撃げき銃じゆうの狙ねらい澄すました銃撃も飛んできますが、低い位置からの射撃はバルコニーの丸太や屋根に当たるだけでした。

　エムは、当たらないのなら構わないとばかりに、数々の銃弾を平然と無視しつつ、

「リーダーの指示を請こう」

　役目を譲ゆずったピトフーイに訊たずねました。




「そうねえ……」

　ピトフーイは、建物北側、つまり廊ろう下か側にいました。

　仲間が残したボルトアクション式狙撃銃、サベージ１１０ＢＡを、伏ふせて構えていました。

　装着されているバイポッドは、使っていません。銃の支えになっているのは──、

　ＭＭＴＭのメンバーの一人、つまりは死体です。爆ばく散さん死しから形だけは復活したケンタの体をうつぶせにして、その腰こしの窪くぼみに、銃を依い託たくしているのです。

　動かないし弾たまよけにもなるし高さもちょうどいいしと、先ほどのＳＨＩＮＣの作戦とほとんど一いつ緒しよですが、向こうは味方、こっちは敵。

　それって倫りん理り的にどうなの？　という疑問は残りますが、ピトフーイに気にしている様子は見えません。こちらも、今死体待機所で中継映像を見ているだろうケンタ本人は、どう思っているやら。

　廊下の低い場所に銃眼になる窓はないのですが、なければ作ればいいのです。フォトンソードで丸太をくりぬいた直径40センチほどの穴があって、ピトフーイはそこに、銃身とスコープを向けていました。

　レンズ越ごしの丸い視界に収まるのは、草原を突つっ走ってくるちっこい敵の姿。たった一人。手には６連発グレネード・ランチャー。距きよ離りはまだ遠く、４５０メートル以上。

「こっちは、ナンデなのか、レンちゃんが出てこないのよね……。６連発グレランの女の子が一人だけ愉ゆ快かいに堂々と接近中。どう思う？　元リーダー」

　すぐにでも撃うてる状態を保ちながら、ピトフーイは逆に訊ねました。

「どう思うと言われても……、遮しや二に無む二に突っ込んでくる向こうの作戦意図が、まったく読めない。これでは、撃ってくれと言わんばかりだ」

「そうよねえ……。ちょっと不気味だわー。何か裏があるのかしら……？」

　ピトフーイも、怪け訝げんそうに言いました。ストックに頰ほおをつけてスコープを覗のぞいていなければ、首を傾かしげていたでしょう。

「しかし、敵の頭数は、減らせるうちに減らしておくべきだ」

「それしかないかー。じゃ、命令。随ずい意いに射しや撃げきし壊かい滅めつ。２００メートル以内に入られたらそのときはまた」

「了解」

　１秒後。

　エムのＭ１４・ＥＢＲと、ピトフーイのサベージ１１０ＢＡが、まったく同時に火を噴ふきました。




　酒場の中ちゆう継けい画面が──、

　伏ふせ撃うちでＰＫＭマシンガンを撃っていた女の頭から、被ひ弾だんエフェクトが煌きらめく様子を映しました。

「ああっ！」

「やられたっ！」

　男達の悲鳴の中で、

「…………」

　アンナは仁に王おう立だちで腕うでを組んで、黙だまって仲間の戦いを見ていました。




「撃たれたが──、まだ死なん！　援えん護ごするぞっ！」

　頭の右みぎ隅すみを赤く煌めかせながら、そして前を走る仲間達に報告をしながら、肝きもっ玉母さんのローザは、ＰＫＭを抱えて立ち上がりました。ヒットポイントはぐーんと減って残り二割、真っ赤になって止まっていました。

　救急治ち療りようキットは打ちません。そんなヒマがあるかと言わんばかりに、重いマシンガンを肩かたに構えると、３００メートルほど先のログハウスの二階、さっき自分を撃ってくれた銃じゆう口こうの光に向けて、

「どりゃああああああ！」

　あらん限りの全力射撃を加えました。

　銃が跳はね上がるのを筋力で押おさえつけながら、曳えい光こう弾だんの光をその部屋へと放り込み続けます。

　主の闘とう志しを具現化したかのように、ＰＫＭは快調に吠ほえ続けました。

　銃口から炎ほのおと熱風を吐はき出し、周囲の草を放射状に揺ゆらします。空から薬やつ莢きようは猛もう烈れつな勢いで左へと飛び、やがてポリゴンの欠片かけらになって、鮮あざやかに消滅していきました。

　そして５秒後。

　銃の下の弾だん薬やく箱ばこから供給されてきた１００連発の弾薬ベルトを全すべて撃ちきって、世界は突とつ然ぜん静かになりました。

「ふう……」

　ＰＫＭを下ろしたローザの額ひたいに、銃弾が１発だけ飛んできて──、

　後ろまで突つき抜ぬけていきました。




　建物南側で行われている派手なドンパチの音を聞きながら駆かけたフカ次じ郎ろうは、

　じゃぎゃりっ！

　自分の頭の上で、かつて聞いたことのない金属音を聞きました。同時に、見えない誰だれかに押おされたように、首が少し右に傾かたむきました。

「うひっ、弾たまがヘルメット掠かすめたこえええ。でもラッキー！」

　それでも走り続けます。




　撃うったピトフーイは、

「ちっこいってズルいわねえ……」

　サベージ１１０ＢＡのボルトを操作して、空から薬やつ莢きようを排はい出しゆつし、次の弾だん丸がんを薬室に送り込みました。そして、

「そっちはどう？」

　建物の反対側を撃うっているエムに訊たずね、

「今、二人目を仕留めた。全員やれる」

　答えを聞きました。




　酒場の観客達は、

「こりゃ、ダメだ」

「やられるな……」

　すっかり諦あきらめムードになっていました。

　画面の中では、無む謀ぼうとも言える突とつ撃げきを敢かん行こうしたＳＨＩＮＣのメンバー、ドラグノフ使いのトーマが撃たれて倒たおれました。

　彼女は走っては止まり数発撃って、また走っては撃つのを繰くり返していたのですが、サポートマシンガンのローザが撃たれて射撃が止まった状じよう況きようでは、次の的に選ばれるのは当然です。

　ドラグノフの10発入りマガジンを撃ちきって、激しい往復をしていたボルトが下がりきったままで止まり、ポーチから次のマガジンを取り出そうとしていたとき──、

　頭に１発。

　続いて胸むな元もとの高い位置に１発。

　容よう赦しやのない連射を食らって、トーマは膝ひざから落ちると、うつぶせに倒れました。やがて、【Ｄｅａｄ】マーカーを点てん灯とうさせました。

「〝盾たて〟の敵かたきは打った、ってところか……」

「ＳＨＩＮＣもあと二人だ。ビゾン使いと、ヴィントレス使いと」

「共に動きはいいが、まだまだエムに攻こう撃げきは届かんよな」

「しかし、ここまで頑がん張ばってきたのに、割と切ない最後になりそうだわな……」

　会話を交わした観客の一人は、自分の左後ろに立っている女を、ちらりと見ました。

　アンナは仁に王おう立だちのまま、画面を見つめていました。

　室内でもサングラスなので、その瞳ひとみは見えません。仲間が撃うたれた様子を、そしてもうすぐ撃たれるであろう様を、どんな目をして見ているのでしょうか。

　そこに、アマゾネスのチームメンバーである、ずんぐりむっくり女が現れました。わざと死体になって、ＰＴＲＤ１９４１の台座になった女です。待機エリアから、たった今戻もどってきたのです。

「アンナ、どうよ？」

　ドワーフ女の質問に、

「ボス達、作戦実行中」

　金きん髪ぱつ美女は振ふり向きもせず、短く答えました。




　エムはマガジンを交こう換かんすると、次の目標にスコープを向けました。

　一番速く走る、ビゾンを持った銀髪の女。距きよ離りは２５０メートルほど。３秒おきにジグザグに走ってはいるのですが、そのパターンは単調で、

「右……、左……、右……」

　エムは容易たやすく予想し、体が小さいので頭ではなく胴どう体たいに狙ねらいをつけて撃ちました。

　銃じゆう弾だんは自分と目標の腹部を縫ぬい付けて、その体を前のめりにごろんとひっくり返しました。大ダメージを与えたでしょうが即そく死しではなかったので、女は横たわったまま、取り落としたビゾンを探して摑つかむと、こちらに向けて右手一本で撃ってきました。

　それは、無む駄だな抵てい抗こう以外のなにものでも、ありませんでした。

　拳けん銃じゆう弾だんを使うサブマシンガンをいくら撃ったとしても、ここまではマトモに届くことはありません。

　事実、バレット・ラインはエムに命中はおろか、その周囲に延びてくることすらなく──、

　エムは悠ゆう々ゆうと、静止目標になってしまった彼女の頭に狙いを定めると、引き金を絞しぼりました。

　発はつ砲ぽうしてから着弾までのわずかな刹せつ那なに、エムは見ました。

　その女の顔が、楽しそうに笑っていたのを。

「…………」

　エムの厳いかつい顔にある二つの目が、かつてないほど大きく開かれましたが──、

　角度の関係で中ちゆう継けいはされませんでした。




「やれやれ、最後は私だけか」

　巨きよ体たいに似合わぬ速さで走っていたボスは、左上のヒットポイントゲージで、仲間の全ぜん滅めつを確認しました。

　視線を戻もどすと、走りに走って、残り２００メートルと少し。

　目前にはかなり大きくなったログハウスがあって、その二階で銃じゆうを構える男の姿も見えてきました。

「さて、どうやるか……？」

　呟つぶやいたとき、その男の銃から、真っ赤なバレット・ラインが照射されて、

「ほう！」

　ボスは、微笑ほほえみました。

　ラインなし射しや撃げきを常としてきたエムから、ラインの照射を受けるのは間ま違ちがいなく初めてで、

「はっ！　やるねえ！　さすがはエム！　こっちの考えてることがもう分かったのか！」

　ボスは、自分を殺そうとしている男を大絶賛しました。

　同時に足を止めると、ラインを避よけるために横っ飛び。巨体が軽やかに宙を舞まって、一いつ瞬しゆん前にいた空間を、銃じゆう弾だんが通り抜ぬけていきました。ボスの体は片手で着地すると、そのまま綺き麗れいな前受け身。

　見事な回かい避ひを見せたボスは、

「好機なり！」

　中ちゆう腰ごしのままヴィントレスをスッと構えると、スコープで男を狙ねらい、引き金を絞しぼりました。

　必殺の消音狙そ撃げき銃じゆうが、本当に小さな作動音だけで弾丸を吐はき出して、弾丸はバルコニーの欄らん干かんにめり込んで木き屑くずを飛ばしました。




「だあっ！　外したっ！」

　観客の悲鳴と共に、画面の中のエムが撃うちました。

　こちらは、さっきまでと同様にまったく狙いを外はずさず、ヴィントレスを構えたお下げのゴリラの左目へと弾丸は吸い込まれました。ぐらりと揺ゆれた巨体の頭に、ほとんど同じ場所に、２発目が命中しました。

　どすんという音が聞こえそうなほど豪ごう快かいに、ゴリラ女は仰あお向むけにひっくり返り──、

【Ｄｅａｄ】のマーカーが伝えました。前回準優勝チームＳＨＩＮＣの全滅を。

　観客からは、エムの腕うでを称たたえる声より、その敗退を惜おしむ声の方が多く聞かれました。

　そんな中、

「ふっ！」

　アンナは軽く微笑んで、

「やれやれ。やり過ぎだよ、ボス」

　隣となりではソフィーが呟つぶやきました。

　アンナはサングラスを取りながら、左隣にいる、そして背の低いソフィーへと顔を向けました。その瞳ひとみは鮮あざやかなエメラルドグリーンで、妖よう艶えんな美しさにさらに魅み力りよくが増して、チラチラと盗ぬすみ見ていた酒場の男達から、ため息が漏もれました。

　そんな男達など眼中に置かず、アンナはソフィーに問いかけます。

「さっきのボスに、何点つける？」







　ボスを撃うち倒たおし、こちら側の脅きよう威いを完全に排はい除じよしたエムは、

「ＳＨＩＮＣを壊かい滅めつさせた」

　まずは短くピトフーイに報告、

「そちらは？」

　そして質問。

　エムが撃うっている間、ピトフーイも２発撃っていました。

　エムが撃っていた７．６２×５１ミリ弾だんの倍のパワーを誇ほこる３３８ラプアマグナム、その豪ごう快かいな発射音は、サベージ１１０ＢＡの銃口のマズル・ブレーキによって横に広がって、廊ろう下かでこれでもかと反はん響きようしていました。外により、中に響ひびく銃声の方が大きいはずです。

　当然仕留めたのだろうと、確認のために聞いた質問でしたが、

「それがさ──、出てこないのよ」

　主語がなかったので、エムには答えの意味が分かりませんでした。

「そっちに行く」

「どうぞー」

　エムは愛あい銃じゆうを持ち上げながら立ち上がり、直径１．５メートルの穴は狭せまいので、自分が穴だらけにしたドアをくぐって廊下に。

　まず、まだタイマーが動いていたデカネードを止めました。

　そして、死体を台にしてサベージ１１０ＢＡを構えるピトフーイの脇わきに立って、Ｍ１４・ＥＢＲを構えて、窓まどガラス越ごしにスコープを覗のぞきました。

「11時。３７０メートル」

　ピトフーイの指示通りのところへ視界を動かすと、

「…………」

　そこには、レンではない、つまりレンの相棒であろう女の子キャラクターがいました。

　少女は肩かたにＭＧＬ─１４０をスリングで引っかけて、大きなヘルメットを被かぶって、大きなバックパックを背負って、草地の上を、必死になって這はっていました。向かう方向は、真まっ直すぐにこちら。

　そして、彼女には両足の先がありませんでした。

　スコープで拡大された視界でよく分かります。腕うでと一いつ緒しよに動かされている足、その細い足首の先が赤く光っていて、なくなっているのです。

「最初の１発目は、偶ぐう然ぜんだったのよ？」

　ピトフーイが、構え狙ねらったまま説明。

「可愛かわいい彼女の左足に当たってね、足が千切れちゃったの。そしたら転ぶでしょ。しばらく待ってみたんだけど、誰だれも出てこないから、もう片方の足も撃うったの。でも、それでも出てこないの。レンちゃんどこにいるのかなあ……？　それとも、仲間を助ける気なんてゼロなのかしら？」

　かくれんぼの相手を探すかのような口調で、ピトフーイは言いました。

　すぐに死なない程度に一人を負傷させて、痛みと死の恐きよう怖ふで呻うめき苦しむ戦友を見捨てることができずに助けに来た兵士を、片かたっ端ぱしから撃ち殺していく──、

　実際の戦せん闘とうでよく行われる、狙そ撃げき兵へいの残ざん酷こくかつ効果的なテクニックです。

　とはいえＧＧＯでは、何せゲームですので、たいていは、

「すまんのー、運が悪かったと思って諦あきらめれー」

「このはくじょうもんー」

「なんなら楽にしてやろうかー？」

「てめえふざけんなー」

　などと言った会話になってしまうのですが。

「もういいから、１発で仕留めてやれ。簡単にできるはずだ。それとも、本当は弾たまがなくなったのか？」

　エムが言うと、

「何それ？　優しさ？　慈いつくしみ？　慈じ悲ひ？」

　ピトフーイは口を尖とがらせました。エムは、

「慈しみと慈悲は、同じことだ。そして全部違ちがう。これはリアルの戦闘ではない。レンは無む謀ぼうにも飛び出した仲間を助けになんか出てこないよ。前回俺おれと組んであそこまで戦った勇者だ。それくらいの冷静さは、持ち合わせている」

　淡たん々たんと答えました。

「それよりも、レンがこっそりと死角に回り込んでいないか、そしてもう一つの残チームが、乗り物を見つけて近くに迫せまっていないかが心配だ。南側は片付けた。あとは北側と東側だ。とっととアイツを屠ほふって、周囲の警けい戒かいに当たりたい。遊んでいるヒマはない」

　エムがゆっくりと、そして長々と喋しやべっているうちに、敵の少女は根性の匍ほ匐ふく前進で、さらに迫っていました。

　残りは３４０メートルほど。グレネード・ランチャーなら届く距離ですし、かなり難しいでしょうが、運良く窓まどに放り込まれたら、かなり危険です。

　もっとも、まだこちらに向けて構えてはいないので、ピトフーイはのんびりと、

「もうちょっと待っていい？」

「だめだ。では俺おれがやる」

　エムは、目の前のガラス窓まどを片手で開きました。下から上にスライドさせて、固定して、再びＭ１４・ＥＢＲを構えて、

「やれやれー」

　ピトフーイは撃うちました。

　轟ごう音おんと共に弾だん丸がんは飛んで、這はっていた少女の左手首に命中。

　赤い被ひ弾だんエフェクトと一いつ緒しよに、手て袋ぶくろをはめたままの小さな手が空中に舞まいました。

　撃たれた少女は、驚おどろきと、そして擬ぎ似じ的てきな痛みで身をよじると──、

　横向きになって、右手で左手首を押おさえました。まるでそれは、実際に手を失って、溢あふれ出る血を止めるかのような動きでした。

「あ、ごめーん。頭を狙ねらったんだけど、外はずしちゃったの。不慣れな銃じゆうだからー」

　次弾を装そう塡てんしながらピトフーイはいけしゃあしゃあと言うと、次を発はつ砲ぽう。

　２発目も〝狙いを外し〟て、少女の右手首に命中。左手と同じように、千切って弾はじき飛ばしました。

「ピト……」

　エムが、苦い口調で言いましたが、発砲はしませんでした。

　ピトフーイは次弾を装塡せずに、

「これくらいのダメージを与えれば、多分もうすぐ死ぬでしょ──、ってあれ？」

　予想は外れて、横になって動かない、というより動けなくなった少女の体の上に【Ｄｅａｄ】マーカーは点てん灯とうしませんでした。

　つまり、四し肢しが全部吹ふっ飛ぶようなダメージを食らってもヒットポイントがゼロにならなかったわけです。ＳＪは相手のヒットポイントが見えませんので、どれくらい残っているかは分かりませんが、

「タフねー！　さすがはレンちゃんの相棒！　どっから連れてきたんだろ……。あんなに小さくて強い女の子、ＧＧＯにいたっけなあ……」

　ピトフーイは感心しつつ、疑問に思いつつ、最後はサラリと言うのです。

「でもこれで、２分以上は何もできないでしょ？　手がなきゃ撃てないもの！」




　酒場では──、

　フカ次じ郎ろうの大ピンチが、実況中ちゆう継けいされていました。

「ちょっ！　ひっでえええ！」

「これ、十八歳さい未満視聴禁止だろ……」

「アバターとはいえ、あんなちっちゃな女の子をいじめて楽しいのかよ！」

　そんなことを言う人もいれば、

「さっきから頭吹ふっ飛ばしたり首ちょん切ったりしてるのに、何を今さら！」

「あの子だって、さっきは駅で数人を容よう赦しやなくミンチにしてたじゃね？」

「いじめている方も、女だし……」

　そんな、もっともなことを言う人も。

　そして最後に、

「ま、どんなにエグく見えても、ゲームはゲームだから。リアルとの区別はちゃんとつけようぜ？」

　身も蓋ふたもない台詞せりふで決着が付きました。







　少し時間が戻もどって──、

「このっ！　このっ！」

　レンが、何回目かの結び目ほどきに失敗したとき、銃じゆう声せいが聞こえました。明らかに、建物のこちら側で撃うたれたものです。

　そして、

「うひっ、弾たまがヘルメット掠かすめたこえええ。でもラッキー！」

　フカ次じ郎ろうの声。

「撃たれてるの？　伏ふせてっ！」

「やなこったー！」

　返事が聞こえて、建物向こうで行われている派手な銃じゆう撃げき戦せんの音も、くぐもって聞こえました。連射している狙そ撃げき銃じゆうの音は、聞き覚えがあります。エムのＭ１４・ＥＢＲです。

　ＳＨＩＮＣは突とつ撃げき中で、エムがそれに応戦していると──、かつてエムに鍛きたえられたレンには分かりました。

　すると、フカ次郎を撃っているのはピトフーイに間ま違ちがいありません。

　どうすればいいのか？

　何はともあれ、足あし枷かせを取らねばなりません。

　レンは再びスリングをほどく努力を再開して、やっぱり固くてほどけず、

「くっそおおお！」

　世界を呪のろうかのような雄叫おたけびを上げました。

「おいおい、まだやってんのかよ？　アレキサンダー大王さん」

　フカ次郎の声を聞いて、

「は？」

　レンはポカンと口を開いて、そして気付きました。立ち去り際に、フカ次じ郎ろうはヘンなことを言いました。

『〝その結び目をほどく者が、この世界の王となるであろう！〟』

　そして再び、

『アレキサンダー大王さん』

　と。

　二つのヒントを脳内でくっつけて、時間にして０．５秒後、

「くそーっ！」

　レンはほどこうとする手を止めて、腰こしの後ろに回して──

「最初からこうすればよかった！」

　誰だれもほどけないとされた〝ゴルディアスの結び目〟を一刀両断したアレキサンダー大王のように、自分の足首脇わきの結び目を、引き抜ぬいたコンバットナイフでぶった切りました。




　ようやく行動の自由を取り戻もどし、ナイフをしまって手て袋ぶくろをはめ直したレンの耳に、再び銃じゆう声せいが聞こえました。

　そして、

「うひっ！　うーたれーたー！」

　フカ次郎の緊きん張ちよう感かんのない声が届きました。

「ちょ！　無事！」

　レンは訊たずねながら、そういえば見ればいいのだと、視界左上を睨にらみました。

　フカ次郎のヒットポイントがぐぐっと減って、10パーセントと少し減。幸いなことに、それほど大ダメージではありません。頭や胸むねは外れたのでしょう。

「フカ！　もういいから隠かくれて！　わたしが今から援えん護ご突とつ撃げきする！」

「いや、そりゃムリだわー」

「どして？」

「撃うたれて左足の先がない。まーた切れちゃった。まったく最近の若者は簡単にキレるね」

「はあああ？」

　レンは単たん眼がん鏡きようで、フカ次郎を捜さがしました。見つけました。１２９メートル離はなれた場所に、左足の先を赤く光らせながら、草原で這はっている姿を。

　次の瞬しゆん間かん、またも轟ごう音おん。

　そして、今度は見ました。フカ次郎の右足が吹ふっ飛ぶのを。

「ぶひっ！　うわ──、右足よ、お前もかっ！　あ、シーザーサラダが食べたい」

　余よ裕ゆうなのか混乱しているのか分かりませんが、フカ次郎の声。彼女のヒットポイントが、さらにぐぐっと減りました。残り七割ほど。

　レンは射手を捜さがしました。

　概おおむね場所は分かっているので、すぐに見つけました。

　建物中央付近、二階の廊ろう下かの壁かべに、さっきまでなかった小さな穴が空あいています。最大望遠で、どうにか銃じゆう口こうが見えます。Ｍ１４・ＥＢＲの銃声が今も断続的に聞こえるので、こちらはピトフーイに間ま違ちがいありません。

　見つけたのなら撃うってやろうと、目の前に置いてあるピーちゃんをたぐり寄せようとして、

「…………」

　その左ひだり腕うでの動きを止めました。

　５００メートル近い距きよ離りを、Ｐ９０で狙ねらえるわけがありません。ただ単に弾だん丸がんを届かせるだけだったらできるでしょうけど、まあ当たるはずもなく、なによりバレット・ラインで自分の居場所を教えてしまいます。

　自分に狙そ撃げき銃じゆうがあれば、当たるかどうかはさておき、あの穴をピンポイントで狙えたでしょうに。

　ああ、最初のチュートリアル、狙撃銃コースを真面目まじめに取っていればよかった……。

　そんなことを思っても後の祭り。そもそも最初からサブマシンガンタイプの銃を使ってこなければ、レンのここまでの成長はなかったでしょう。

「うーむ……。レンよ……、我が相棒よ……、心して聞くがよい……」

　フカ次じ郎ろうが、言葉を送ってきました。

「今、ようやく分かった。私はもう自由に動けないので、多分ムリだコレ」

「最初から分かってたよ！　こんな無茶な突とつ撃げきするからっ！」

「でも、後こう悔かいも反省もしてないぞー」

「しなよ！　何も考えずに行動して！」

「さっきのレンみたいに、うじうじ悩なやむよりはいいじゃんかー。〝兵は神速を尊たつとぶ〟という有名な言葉を知らんのか？　小学校の理科の授業でやっただろ？」

「やってないよ！」

　レンの視界の中で、両足をなくしたフカ次郎が、まだ進撃していました。

「よいしょ、よいしょ。えっちら、ほっちら」

　肘ひじと膝ひざを使っての匍ほ匐ふく前進で。

「もういいから、そこでグレネード撃って！　届かなくていいから！　当たらなくていいから！　爆ばく発はつのタイミングでわたしが飛び出すから！　いい？」

「なるほどそれは悪くないかもしれんが──」

　轟ごう音おん。

「うひょ？」

　フカ次じ郎ろうの悲鳴──、かもしれない声。

　そして、視界の中で散った、被ひ弾だんエフェクト。相棒の左手が飛ぶのを、レンは見ました。ヒットポイントが、さらに二割減。

「ぐやっ！　左手が！　これじゃ婚こん約やく指輪をつけられないだろうが！」

　そんな予定はないフカ次郎が叫さけびました。

「…………」

　もう、レンは黙だまって見ていることしかできませんでした。

　さらなる発はつ砲ぽう音おんと共に、千切れ飛んだ左手首を押おさえていた右手首までもが、スパッと切ったかのように千切れ飛ぶのを。

「ああ……。ダメか……。ラインなしで飛んでくるのはズルいよなあやっぱり……」

　フカ次郎が力なく呟つぶやいて、そして横たわったまま動かなくなって──、

　ヒットポイントの残りが三割ほどのイエローエリアになって、

「く、く、く──」

　レンは、

「くそーっ！」

　大地をぶん殴なぐりながら叫びました。




　いつの間にか、Ｍ１４・ＥＢＲの銃じゆう声せいが聞こえなくなっていました。

　ＧＧＯの世界は、それまでの喧けん噪そうが噓うそのように静まりかえっていて、

「ちくしょー……」

　レンはただ一人、草原の中に、迷めい彩さいポンチョを着て伏ふせていました。

「ちくしょー……」

　走そう馬ま燈とうのように、ここまでの日々と時間が頭をよぎります。

　ＳＪ２は、何もかも、上手うまくいかないことばかりでした。

　ただ、ピトフーイをさっさと見つけて、とにかく倒たおせればよかったのに──、

　最初から一番遠くに配置されて、そこまでの長い移動と、数々の邪じや魔ま者ものとの戦せん闘とうを強しいられて、

「ちくしょー……」

　弾丸を大量消費させられて、自分の分は魔ま法ほうのキスで増やせましたけど、フカ次郎のピンクのスモーク・グレネードはガッツリ減らされて、

「ちくしょー……」

　それでも頑がん張ばって作戦を立てて、〝ここぞ〟と言うときに使ってみたらとんでもない邪魔が入って、

「ちくしょー……」

　それでも必死に仕切り直して作戦を遂すい行こうしようとしたら、今度は車に乗った強きよう豪ごうチームが割って入って、

「ちくしょー……」

　そいつらは結局倒たおされましたが、それによってこれから戦う相手の鬼き神しんかモンスターのような強さを見せつけられて、

「ちくしょー……」

　じゃあ何か新しい作戦を、素晴らしい計画を考えようとしたら、仲間達はみんな自分勝手な突とつ撃げきを敢かん行こうして、危き惧ぐした通りにぼろぼろにされて、

「ちくしょー……」

　そして今はもう、打つ手もなく震ふるえているだけなのですから。

「ああああっ！　もういいっ！」

　レンは曇くもり空に叫さけびました。

「ピトさんなんてどうでもいい！　勝手にさっさと優勝しちゃえばいいんだっ！　あんなバケモノみたいに強いんだから、死ぬことなんてないっしょ！」




　ほほう……。

　フカ次じ郎ろうは倒れたままで、ニヤリと微笑ほほえみながら、レンの魂たましいの叫びを聞きます。




「ピトさんの抹まつ殺さつなんて、ああもう知ったことか！　もうヤメだヤメ！　そんなら、わたしもこんな苦労しなくてもいい！　死んじゃってもいい！」

「ならば、どうするべ？」

　フカ次郎の声が、まるで神からの質問のように聞こえて、

「ぶっ殺す！」

　レンは答えました。

「誰だれを？」

「ピトさん！」

「どうやって？」

「知るかっ！」

　ぶわさっ！

　レンは飛び跳はねながら立ち上がると、身に纏まとっていた迷めい彩さいポンチョをはぎ取りました。

「なんでもいいからとにかく撃うち殺す！　ナイフでもいい！　他の手段でもいい！」

　草原にピンクが現れて、明らかに目立ちました。そこには、目つきの怪あやしい少女がいました。

「ぴとさんぶっころすー！」

　今、両足が大地を蹴けりました。
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「イイネ！　ならばボクも手伝うよ！　レンちゃん！」

　手にした愛あい銃じゆう〝ピーちゃん〟が、下からノリノリで話しかけてくれて、レンはそれをハッキリ聞きました。

「よしっ！　行くよっ！　ピーちゃん！」

　レンはそれに答えながら、全力疾しつ走そうを始めました。




　その叫さけびを聞きながら、

　ぶはははははははっ！

　フカ次じ郎ろうは心の中で噴ふき出すと、それから思いました。

　なるほどアレが、イカレたレンか。
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　第十九章　「ラストバトルは私に」







　酒場の中ちゆう継けい画面の中で──、

　ピンクのチビが擬ぎ装そうをはがしながら立ち上がって、ピンクの雄ゆう姿しを見せて、

「来たあ！　前回優勝者！」

「あんなところにいたのか！」

「いいぞ行けっ！」

　応おう援えんする声と、

「バカあ！　なんでこんなところで出てくる！」

「迷めい彩さいポンチョ取るの早すぎだろ！」

「あーこれ死んだな……」

　絶望する声がまったく同時に響ひびきました。

　そんな両方の声に応こたえるように、ピンクのチビは、鍛きたえ上げた俊しゆん敏びん性せい全開の全力疾しつ走そうを始めました。

「アレ？」

　真まっ直すぐ北西に。

　つまり、ログハウスから逃にげる方へ逃げる方へ。




「いたああああああああああああっ！」

　ピトフーイは驚きよう喜きしました。

　索さく敵てき用に倍率を落としたスコープの視界、その上の方で、草の中からピンク色が立ち上がりました。

「こっちも見つけた。レンだ」

　窓まど枠わくでＭ１４・ＥＢＲを構えるエムが報告して、

「私のだからね！　勝手に殺したら殺すよ？」

　ピトフーイは釘くぎを刺さします。そして、

「さあ！　来なさい！」

　闘とう志しの塊かたまりのような顔をしてスコープを睨にらんで、

「アレ？」

　脱だつ兎とのごとく遁とん走そうしていくレンを見ました。

　小さな背中が、なおさら小さくなっていきました。




「ちょっ！　なっ！　逃にげやがった！　信じられない！　信じられないっ！」

　その凄すさまじい逃げ足の速さに、開けた穴からはもうレンが見えなくなって、ピトフーイはサベージ１１０ＢＡから体を離はなして起き上がりました。

　脇わきに置いてあった本来の自分の愛あい銃じゆう、アサルト・ライフルのＫＴＲ─０９を摑つかむと、

「追うよ！　来なさい！」

　やはりぽかんとしていたエムに、鋭するどく命令。

「あ、ああ……。あの相棒はどうする？」

「そんなのは後！」

「しかし、手足が復活したら、グレネーダーは厄やつ介かいだぞ？」

「うっさい！」

　ピトフーイは、黒いブーツでエムの股こ間かんをガッツリと蹴けり上げました。

「ふぐりっ！」

　奇き妙みような悲鳴と共にその場に膝ひざから落ちてしまったエムに、

「ほらっ！　行くわよ！」

　猛もう烈れつに無茶な言葉を投げかけました。

「ぐううう──、し、しかし……」

　苦しんでいるのか喜んでいるのか分かりませんが、床ゆかに膝ひざと肘ひじをつきながらエムは、

「本気で逃げるレンを……、俺おれ達が追っても……、まず捕ほ捉そくできない……」

　そんな冷静な判断。

「知ってるわよ。レンちゃん車みたいに走るからね」

　痛みか快楽が収まったようで、エムがさっと顔を上げて、

「では？」

「車で追いかけるに決まってるじゃない！」




　レンが最終決戦を前に全力大だい逃とう走そうを始めた様子は、もちろん中ちゆう継けいされていて──、

　空中にあるカメラがレンの背中と、その脇わきで猛烈な速度で流れていく草地を捉とらえていました。

「ぶはははははははははははっ！」

　空も壁かべもない薄うす暗ぐらい空間でモニターだけが中に浮うかぶ待機エリアで、ボスが大笑いしていました。

　その脇で、

「やるねえ！」

　ターニャ、

「レン！　がんばれ！」

　トーマ、

「頼たのんだよ！」

　ローザの死体の皆みなさんも、黒い床ゆかにお尻しりをついて、楽しそうに見ていました。

　ボスは、ゴツい顔を微笑ほほえませて、呟つぶやくのです。

「そうそう。アレが私の倒たおしたかったレンだ」




　草原を全力疾しつ走そうしたレンは、ぴたっと足を止めて振ふり向きました。

　スリングで提げたＰ９０は左手で保持して、右手にずっと握にぎっていた単たん眼がん鏡きようを目の前に。

　あっと言う間に、ログハウスからは１キロほど離はなれました。その西の端はし、三台の四輪駆く動どう車しやを視界に捉とらえます。そのうちの一台に、乗り込む人ひと影かげが二つ。そして動き出しました。

「へへへへ」

　にやりと凶きよう悪あくそうに笑ったレンは、

「ほうらついてこい！」

　向きを変えました。

　目指すは東。




「いた！　東に向けて走っている！」

　草原の草を踏ふみ散らしながら走るハンヴィーの運転席で、エムは細いハンドルを握りながら叫さけびました。

「見えたわよおおおおお！」

　ピトフーイは、前後左右四つの座席の中間に立って、防ぼう弾だん板に囲まれたルーフから顔を出していました。左手で手すりにつかまり、右手はＫＴＲ─０９を握っています。

「堪こらえろ！」

　エムの声と共に、ハンヴィーは右へと向きを変えていきます。遠心力でピトフーイの体はルーフの脇わきに押おしつけられて、

「きゃははははははは！」

　とても楽しそうでした。




「たああああああっ！」

　レンは、走って走って走りまくりました。

　自分の性能ギリギリの全速力です。

　草地なので、踏みつける場所は見えません。もしそこにちょっと大きな石でもあったら、即そく座ざに転てん倒とうして、長い距きよ離りを転がるのは間ま違ちがいないでしょう。

　でも、足は一切緩ゆるめません。走りながらちらりと後ろを見て、茶色い車が近づいてくるのを見て、

「まだ、まだまだあ！」

　ひたすらに走り続けました。

　真東に向かって走っていますが、右みぎ脇わきにもうログハウスの姿はなく、右斜ななめ後ろに去っています。

　この先に広がるのは、雪山と岩山に挟はさまれた谷──、草地と、池と、川。




　草原を駿しゆん馬めのように疾しつ走そうするピンクのチビを、４００メートルほどの距きよ離りを置いて、一台のハンヴィーが追いかけます。

「こらあエム！　もっとアクセル踏ふめええ！　狙ねらえないじゃないの！」

　レンの疾走も、自動車には負けます。先ほどからジワリジワリと距離は縮まっているのですが、如何いかにピトフーイといえども、揺ゆれが激しい車上から片手で撃うって当てられる距離ではありません。

　運転席でエムが反論。

「踏めるが、これ以上車体が暴れたら、振ふり落とされるかもしれないぞ？　この先どれだけ路面が荒あれるか分からない」

「構うか！　やれえ！」

　ピトフーイは左足で、運転するエムの頭を蹴けっ飛ばしました。

「がふっ！　──知らないぞ！」

　エムの太い足が、さらにアクセルを踏みつけました。

　排はい気き量りよう６５００ｃｃのＶ６型ディーゼルターボエンジンが吠ほえて、一呼吸置いてからハンヴィーがぐいっと加速。合わせてピトフーイの体がぐいっと後ろに持っていかれて、彼女の豪ごう腕わんがそれを支えました。

「ハイヨー！　シルバアアアア！」

　ピトフーイはどこかの主人公のように叫さけぶと──、

　ポニーテールを風にたなびかせながら、ハンヴィーの上で目を輝かがやかせました。

「さあレンちゃん！　どんなふうに戦うか、私に見せて！」




　走るレンと、追いかける車を見ながら、

「レンちゃん、どんな作戦なんだろうな！」

「無策なわけはないよな。楽しみだぜえ！」

　酒場の観客達は胸むねを躍おどらせて、




「レン、なんも考えてないよね」

「ああ。超行き当たりばったりだ」

　待機エリアのターニャとボスは、そんな会話を交わしました。

「だが、それがいい」




　ログハウスの北側では、手足の復活を待つフカ次じ郎ろうが、どうにか腕うでと口だけで救急治ち療りようキットを打つことに成功していました。

　ヒットポイントをじわじわと回復させながら──、

　まだグリーン状態で完かん璧ぺきに残っているレンのそれを見つつ、

　がんばれがんばれ。

　心の中で願っていました。

　頑がん張ばればどうとでもできる。







　どうするどうするどうするどうする？

　レンは走りながら、ずっとそればかり考えていました。

　怒いかりに任せて飛び出してきましたが、何か作戦があったわけではありません。とりあえず、凄すご腕うでスナイパーが陣じん取どる建物に突とつ入にゆうしなければならないというムリゲーを回かい避ひしただけ。

　再びちらりと振ふり向くと、

　うげっ。

　四角い車はもうさっきよりずっと近く、２５０から３００メートルくらいでしょうか。

　屋根から上半身を出しているピトフーイの笑顔が識別できました。彼女の右手には、黒くて長い棒。それが何かは分かりませんが、布団叩たたきでないことは明白です。

　くそうっ！

　心の中で、今日何度目か分からない汚きたない言葉を吐はいてから、レンは考えます。

　ＧＧＯを始めてから、すっかり口が悪くなったなあと。

　それはさておき、作戦を考えます。

　振り向いて、Ｐ９０で迎げい撃げき射しや撃げきを行うか？

　２００メートルならさっき当たったので、まぐれヒットを期待してもいいのではないか？

「ムリムリ！　その距きよ離りなら向こうだって撃うってくるでしょ？　こっちが止まった瞬しゆん間かんに撃たれちゃうよ」

　ピーちゃんが否ひ定ていしてきました。

　実際その通りで、ピトフーイの銃じゆうはアサルト・ライフルでしょう。撃ち負けること間ま違ちがいなしです。

　レンは走り続け、そして見ました。

　進む先斜ななめ左、距離にして１００メートルほどの場所に、池のようなものが見えます。

　直径が数十メートルの円形の水みず溜たまりで、水面は鉛なまり色いろの空を映すだけで、深さは分かりません。

「…………」

　レンは、そちらへと少し舵かじを切りました。




　進路を変えたレンを画面越ごしに見ていた酒場の観客達が、

「おいおい！　そっちは池だぞ！」

「まさか、飛び込んで泳いで逃にげるつもりか？」

「作戦としては悪くないかもしれないな。いくらハンヴィーでも、池に突つっ込んだら動けなくなる」

「浅かったら？　たんなる湿しつ地ちの水溜まりかもしれないぜ？　水深50センチくらいだったら、渡わたっちゃうだろ？」

「でもそれは、よほど近くに寄らなきゃ分からないだろ？」

　好き勝手なことを言って盛り上がりました。




　レンは、池に向けて走り続けました。

　ピトさんが撃うってこないように！

　それだけを願いながら。

　ちらりと振ふり返ると、車との距きよ離り２００メートル。

　前を向くと、池までは30メートル。

　よしっ！　やるかあああ！

　レンは、止まれという指令を、脳から出しました。機械のように動いていた両足が、瞬しゆん時じに急停止。

　レンの靴くつ底ぞこが草原の土をめくりながら滑すべっていき、その速度を殺します。

　とんでもない急ブレーキですが、レンは体を後ろに持っていき減速荷重に耐たえて、なおかつ左右の足のバランスを完かん璧ぺきに取って、転ぶこともなく止まりきりました。

　その制動距離、わずか５メートルほど。




「なんだありゃ！」

「動きすげえ」

　酒場で観客達が漏もらして、




「うひゃあ！　なにあれどうやるのあれ！」

「ハラショ！　レンがヴァーチャル新体操やったら、絶対に上手うまくなるよ！」

　待機エリアでは、ターニャとトーマが感動していました。




　ピタリと止まって、するりと振ふり向いたレンは、

「分かった、ここで撃うちまくるんだね！」

　ピーちゃんの声を無視するかのように、スリングでたすき掛がけしていたそれを、体の後ろに回し落としました。

「あれー？　ボクを撃たないの？　撃たないの？　撃たないの？」

　うるさい愛あい銃じゆうを無視して、レンは右手を腰こしの後ろに持っていき、

「ふっ！」

　そこにあった、黒光りするコンバットナイフを逆手で抜ぬきました。

　それを目の前で、闘とう拳けん士しのように構えて、

「こいっ！　ピトフーイ！」




「ふへっ？」

　ピトフーイが、素すっ頓とん狂きような声を上げました。

　それまで追いかけていたピンクのチビが、空母に着ちやつ艦かんする艦かん載さい機きのように止まったかと思うと身を翻ひるがえし、車に乗って迫せまる自分へと、ナイフを向けてきたのです。

　目を丸くしていた顔が、瞬しゆん時じに驚きよう喜きの笑顔に変わって、

「ひゃあ！　すてきいいいいいぃ！」

　ハンヴィーの上で、ピトフーイは絶ぜつ叫きようしました。

　狙ねらいをつけようとしていた右手のＫＴＲ─０９を、ハンヴィーの後部座席の上へポイと放り投げました。鈍にぶい金属音が響ひびきました。

　残り１５０メートル。

「馬アっ！　そのまま突つっ込め！　一いつ騎き打うちよ！」

　ピトフーイはエムに命じると、右手で別の武器を握にぎりしめ、

「ひゃほう！」

　そこから、青白い光を発生させました。

　フォトンソードのムラマサＦ９を水平に持ったまま、ピトフーイはその場でくるりと素早く一回転。光の剣けんは、ハンヴィーのルーフ周囲に装着されていた防ぼう弾だん板を根元からすっぱりと切断しました。バラバラになった防弾板は、車の左右に後ろにと、次々に落ちていきました。

　今やハンヴィーのルーフには何もなく、ただ、剣を手にしたピトフーイの腰から上が見えるのみ。

　堂々と右手の剣を掲かかげ、

「拙せつ者しやがお相手つかまつるっ！」

　ピトフーイは、武士のように吠ほえました。

　エムは、アクセルを緩ゆるめませんでした。




　よっしゃあ！

　レンはほくそ笑みました。

　ハンヴィーはもう１００メートル先にあって、光の剣けんを持つピトフーイを乗せて、なお真まっ直すぐ自分めがけて突とつ進しん中。

「ちょっとちょっと！　今なら車の上の女の人を撃うてるじゃん！　超チャンスだよレンちゃん！　早くボクを持ち上げて撃って！」

　うるせえ黙だまってろ売るぞ。

　レンは愛あい銃じゆうを心の中で一いつ喝かつすると、目の前に掲かかげた黒い刃越ごしに、巨きよ大だいな馬に乗って迫せまり来る敵てき騎き士しを睨にらみました。




「一騎打ちだ！　チビはジャンプで斬きりかかるつもりだ！」

「どうなるっ！」

　酒場の声と、




「格好いい！」

「やっちゃえー！」

「刺させええ！」

　待機エリアの声は、もちろんレンには届きません。




　中ちゆう継けい画面の中。

　待ち構えるピンクのチビと、エンジンを唸うならせながら迫るハンヴィーの距きよ離りは──、

　50メートル。

　40メートル。

　30メートル。

「うおおおっ！」

　レンが駆かけ出しました。20メートル。

　車上の女が、フォトンソードの右みぎ腕うでを少し引いて、隙すきのない突つきの構えを取りました。左腕は逆に前に出して、失う覚かく悟ごで防ぼう御ぎよの構え。

　中継を見ている誰だれもが、理解しました。

　この勝負は、瞬まばたきも許されないほど、一いつ瞬しゆんで決まることを。

　今からほんの２、３秒後には──、

　助走を取ったレンが、敏びん捷しよう性せいにものを言わせて大ジャンプをして斬きりかかり、女はそれをフォトンソードで迎むかえ撃うつでしょう。

　では、飛ぶのはどっちの首か？

　突つっ込んでくる車と、加速するレンまでの距きよ離り──、

　残り10メートル。




　そして、観客達は、目もく撃げきしました。

　信じられない瞬しゆん間かんを。




　ぺたん。




　伏ふせました。

　ピンクのチビが──、

　伏せました。

　ハンヴィーに向けて突とつ撃げきをしていたレンが、足を止めたかと思うと、ぺたんと。

　草地の上に伏せたレンは、とても平べったく──、

　その左右をハンヴィーの前後輪が通過していき、上を車体が通過していきました。




「なにいいいいいいっ！」

　ずっと相手を睨にらんでいたピトフーイは、そいつがぺったんこになって車の下に飲み込まれていくのを見て、

「レンちゃんてめええええ！」

　ハンヴィーのルーフでくるりと身を翻ひるがえしました。

　後ろを見ると、ピンクの人型が現れて、すぐに起き上がって、左手でＰ９０を構えて、こちらを狙ねらい、

「それでも武士かああああっ！」

　いえ違ちがいます、とでも言いたげに撃ってきました。




「レンちゃんっ！　最初からコレを？」

　火を吐はくピーちゃんが怪け訝げんそうな口調で訊たずねて、

　誰だれが車に乗った人と肉にく弾だん戦せんなんかやるか！　わたしはピトさんとは違う！

　レンは心の中で答えました。

　左ひだり腕うで一本では狙いが心こころ許もとないですが、敵が近い今が最初で最後のチャンスです。50発全部を撃ち切るつもりで、レンは引き金を引き絞しぼりました。




「このおおおおおっ！」

　ピトフーイは吠ほえました。

　自分めがけて、放射状に幾いく筋すじにも延びてくる赤いバレット・ライン。

　レンにすっかり謀たばかられたことを知ったピトフーイは、子供が見たら泣なき出しそうなほど険けわしい顔をして、

「うらあっ！」

　自分の顔めがけて飛んできた一本のラインを、フォトンソードの青白い光で受け止めました。

　車体のあちこちに銃じゆう弾だんが当たる乾かわいた金属音に混じって──、

　じゅっ！

　何かが蒸じよう発はつする音が立ちました。

　レンのＰ９０のマガジンは50発入り。まだまだ撃うってきます。

　ピトフーイは迎げい撃げきを諦あきらめました。フォトンソードのスイッチを切るのと同時に、両足を前に放り出して、ハンヴィーの車内にドスンと腰こしを落としました。頭の上を、さらに数発が掠かすめていきます。

「池だ！　止まるぞ！」

　運転手の声に、ピトフーイは答えます。

「大だい丈じよう夫ぶだそのまま行け！」




　左手一本で発はつ砲ぽうしながら、

　よし、いけるっ！

　レンは見ていました。

　自分の上を通り過ぎた車が、速度を落とさずに池に向かって突つっ込んでいくのを。

　このままだったら止まれずに、車体は水すい没ぼつするでしょう。いくら頑がん丈じような車でも、まさか水陸両用車ということはないでしょう。

　そのチャンスにＰ９０のマガジンを換かえながら池の縁ふちまで接近して、もちろん右手に持ち替かえてしっかりと狙ねらって、二人が水面に出てきて、あっぷあっぷと溺おぼれそうになっているところを容よう赦しやなく撃ち殺す。

　重い装備をつけている二人のこと、両手両足を必死に動かさなければ沈しずんでしまうはずで、反撃はできないでしょう。

　もちろん、そのまま溺でき死ししてくれても別によろしくてよ？

　その際は、弾たまを節約して、まだかなまだかな？　溺死はまだかな？　と見ていればいいのです。

「いろいろえげつないよレンちゃん！」

　うるせえ勝てば官軍だ！

　レンは愛あい銃じゆうに答えました。同時に、50発を撃うちきってマガジンが空からになりました。

　レンは右手のナイフを腰こしのシースに戻もどし、空あいた右手へとＰ９０をスイッチ。左手で銃から空マガジンを抜ぬき出したとき、

　ざっぱーんっ！

　豪ごう快かいな水音を聞きました。




　ハンヴィーは池に突つっ込むと──、

「ほらエム！　そのまま行け！」

「おう！」

　走り続けました。

「ええええええっ？」

　新しいマガジンを装着しようとしていたレンの手が、止まりました。

　草原の先にある池の上を、車がまだ走っています。大きなタイヤが水を豪快に巻き上げ、そして速度はかなり遅おそいですが、走っています。

　その姿はまるでアメンボのよう。

　まさかタイヤにすごい機能が？　と一いつ瞬しゆん思ったレンですが、すぐにもっと普ふ通つうの理由に思い至りました。

　なんてこった！　浅かったんだあ！

　パチン。レンは新マガジンをＰ９０にはめ込むと、装そう塡てんレバーを引きました。

　池──、ではなく広い水みず溜たまりの上を走る車が、一度右に曲がって、それから左に大きくターンを開始しました。回頭を終えたら、こっちに戻ってくるのは明白です。

「どうする？　レンちゃん？」

　ピーちゃんの声を聞きながら、レンは再び全力ダッシュを開始しました。あの車に向けて。




「ここは浅いのさ！　見ただけじゃ分からないけどね！」

　巨きよ大だいな水溜まりの上を走るハンヴィーの車内で、ピトフーイは落とした愛銃へと手を伸のばしながら言いました。

「なぜ知ってた？」

　左へとターンを始めたエムが聞いて、ＫＴＲ─０９を再び握にぎったピトフーイは答えます。

「部屋の壁かべに噴ふん出しゆつ時間と場所の説明が貼はってあったでしょ！　読まなかったの？」




　ざばざばと水を蹴け立たててハンヴィーは走り、１８０度その向きを変えました。そして少し速度を落とします。

　エムの目の前で、普ふ通つうの車とは逆で上からぶら下がっているワイパーが動いて、濡ぬれたフロントガラスを拭ふき取りました。

　そして見えたのは、池の手前で直立し、Ｐ９０を構えるレン。およそ50メートルほど先。

「どうする？」

　後ろからピトフーイがぬっと顔を近づけて答えます。

「決まってるでしょ！　もう一度突つっ込むのよ。ただし今度は、直前で急ハンドル！　タイヤで踏ふみつぶしなさい！」

「…………」

　エムが少しだけ顔をしかめましたが、ピトフーイはとても楽しそう。

「今までは殴おう打だと銃じゆうとグレネードと剣けんで殺してきたけど、〝轢ひき殺す〟ってのはまだだったわね。ちょうどいいわね。──それ行け！」

　バチンと右みぎ肩かたを叩たたかれて、エムはアクセルを踏み込みました。




　再び、自分めがけて突っ込んでくる角張った茶色の猛もう獣じゆうに、レンはＰ９０を構えました。

　狙ねらうのはルーフの上。もしピトフーイが顔を出したら、全力全開のフルオート射しや撃げきの準備。

　ジャバジャバとタイヤが水を巻き上げ、車は突とつ進しんしてきます。

　ピトフーイは、現れません。

「…………」

　レンは、Ｐ９０を構えたまま、後ずさりしました。




「よし行けえ！」

　ピトフーイはルーフから顔を出さず、体を低く保ったまま、フロントガラス越ごしにレンを睨にらんでいました。

　そのレンが、数歩後ずさりをして、

「逃にげ出しても、踏みつぶしなさい！」

　エムは無言でしたが、アクセルは緩ゆるめませんでした。




　跳はね飛ばされる３秒前。

　レンは駆かけ出しました。前へ向けて。そして跳ちよう躍やく。

　人間離ばなれした跳躍力で宙を舞まったレンが、Ｐ９０の銃口を向けるのは、大きく穴の空あいたハンヴィーのルーフ。

　かかかかんっ！

　車内にいくつもの金属音が響ひびいて、火花が散って、

「がっ！」

　ピトフーイの声が被かぶさりました。




　今度は伏ふせずに跳ちよう躍やくしたレンは、自分の下をくぐり抜ぬけていく車のルーフ、その穴へと撃うちまくりました。

　身を翻ひるがえすピトフーイの顔が残像のように映って、直後に２、３発の被ひ弾だんエフェクトが見えましたが、それらは全すべて足でした。

　くそう！　外はずした！

　レンは着水にそなえて、両足を前に出しました。

「どうするの？　次の作戦は？」

　愛あい銃じゆうの質問に、レンは心の中で答えます。

　逃にげるしかないでしょ！




　レンから離はなれるためにハンヴィーを走らせながら、

「大だい丈じよう夫ぶか？」

　エムが右後ろを振ふり返りながら聞きました。

「やってくれるやってくれる！」

　後部座席の上にひっくり返っているピトフーイが、

「レンちゃんやってくれるわ！」

　とても楽しそうに言いました。その右みぎ腿ももには被弾エフェクトが二つ。ヒットポイントは、まだ八割は残っています。

　エムが前を向いて、ハンヴィーを再びＵターンさせました。

　レンは、浅い水みず溜たまりの上をバシャバシャと走って遠ざかっていました。草原を走るよりは遅おそくなっているとはいえ、素晴らしい逃げ足の速さです。

「止まれ！　しょうがない撃うっちゃる！」

　ピトフーイは、指示通りに停車したハンヴィーのルーフに顔を出すと、ＫＴＲ─０９をしっかりと肩かたに構えて、セレクターをフルオートのポジションに。

　狙ねらうは、水溜まりを走るレン。距きよ離りは、70メートルほど。そして離れていきます。

「これで、おしまい、よっと」

　ＫＴＲ─０９が、フルオートで吠ほえました。

　そして生まれる、いくつもの大きな水柱。

　２メートルはある水柱が、走るレンの周囲で次々に立ち上がりました。それはまるで突とつ発ぱつ的てきな噴ふん水すいのようで、美しくも見えました。

　水柱はレンに追いついてその姿を隠かくしますが、その中に、真っ赤な被弾エフェクトが煌きらめきました。




　逃にげるしかない逃げるしかない逃げるしかない！

　ただそれだけを思って、足場が完かん璧ぺきではない水みず溜たまりの上を走っていたレンは、突とつ然ぜん目の前を水でふさがれた気がしました。

　そしてそれが銃じゆう撃げきの水柱だと気付いたときには完全に囲まれていて、伏ふせる余よ裕ゆうもなく右みぎ膝ひざに鈍にぶい痛みが走って、

　あ──。

　回転しながら転てん倒とうし、背中から水面に叩たたき付けられました。

　曇くもり空が見えて、まだ自分の周囲に立ち上る水柱が見えて、そして煌きらめくバレット・ラインも見えました。

　これは、もう、だめ、か……、も。

　自分のヒットポイントがぐーんと減っていく様子も見えましたが──、

　それは、半分ほど残して、撃うたれた分の急激な減りは止まりました。しかし、体のほとんどが今や水中なので、ＧＧＯの常で、ジワリジワリと減っていきます。

　このまま寝ねていたら、やがては死ぬ。

　でも立ち上がって命中弾だんを１発でも食らったら、死ぬ。

　レンが思ったのと同時に、銃声と水柱が、ピタッと止まりました。




「やったかな？」

　一度射撃を止やめたピトフーイが、水柱が収まった水面を眺ながめて、仰あお向むけで浮うかんでいるピンク色を見つけます。その上に、【Ｄｅａｄ】のマーカーはありません。

「まだかーっ！　ひょっとして１発しか当たらなかったのかな？　うーん、悪運が強い！　いや、ちっこいからかな？　両方かな？」

「ピト、近づこうか？」

　エムが訊たずね、

「えー、別にいらないけど？　次に撃てば当たるし」

「いや、どうせなら目の前で、獲え物ものが死ぬ顔を見たいのかなと思ってな」

「ほう……。おぬしも、なかなか分かってきたじゃないか」

「どうする？」

「でも、いいや。正直レンちゃんは不気味だからね。うかつに近づいてこっちがやられたら怖こわい」

「ほう……。お前でも、怖いなんて思うのか……」

「なによ人をバケモノ扱あつかいして。怖いわよ。死ぬのが怖いからこそ、こんなに楽しいんじゃない！　一度あんたとは話が必要ね、ちょっとそこに座りなさい」

「座っているが」




　レンは仰あお向むけに浮うかびながら──、

　なんで撃うってこないんだろう？

　そう思っていました。

　装備が軽いからか、レンの体はギリギリ息ができるくらい浮きました。

　こうしてぷかぷか浮いていると、気分は悪くありません。

　反はん撃げきのチャンスはゼロではありませんが、立ち上がったら、すぐにでも撃たれるでしょう。ほとんどゼロは、ゼロとあんまり変わりません。

　やけのやんぱちになってから、ここまで無我夢中で頑がん張ばってきましたが、とうとう年ねん貢ぐの納めどきのようです。

　ふと気になって左手を持ち上げて、腕うで時ど計けいを見てみます。

　14時27分。

　前回が28分で終わったので、まるっきり同じような時間でした。

「レンちゃん！　諦あきらめちゃダメだよ！」

　うっさいもういい。

「レンちゃん！　まだ可能性はあるよ！」

　ゼロじゃないけどほとんどゼロだ。

「レン！　生きてる？　そっちに行くよ！」

　来なくていいよ。

「レン！　生きてるんでしょ！　どの辺にいる？」

　はっ──！

　あまりに驚おどろいてしまい顎あごを引いたので、口と鼻に泥どろ水みずがたくさん入ってきました。

「がぶはっ！」




「あら、レンちゃん苦しんでる？　溺おぼれてる？」

　ハンヴィーのルーフから眺ながめるピトフーイが言いました。

「そうかもな。水中ではヒットポイントが減るから、放っておけば死ぬぞ」

「うーん、それもいいんだけど……」

　ピトフーイの発言の直後、エムはブレーキペダルから足を離はなしました。アクセルを踏ふむと、ディーゼルエンジンの音が高まって、ゆっくりとハンヴィーは進み出します。

「ちょっと？」

「ギリギリまでは近づかない。あと10メートルほど寄せるだけだ」

「ふーん……。まあいいか。じゃ、撃つね。溺でき死しさせるのもなんかイヤだし」

　ピトフーイはＫＴＲ─０９の狙ねらいを、水面に仰あお向むけで浮うかぶ小さなピンクの的につけました。

　ハンヴィーがじわじわと距きよ離りを近づけて、水みず溜たまりの際きわまで進んで、止まりました。

　ピトフーイは、そしてエムも、見ました。

　レンのＰ９０を持つ右手が大きく空へと突つき上がり──、

「おっと？」

　スッと屈かがんだピトフーイですが、その銃じゆう口こうはこちらには向かず、いきなり空に向けて発はつ砲ぽうが始まりました。

「はい？」

　ぱららららららららら、と響ひびく銃声を聞きながら、ピトフーイは大きく首を傾かしげて、

「なに、あれ？　儀ぎ式しきか何か？」

「さあな」

　ぱららららららららら。50発分の長い銃声の連打は続いて、そして唐とう突とつに止やみました。

「思い残すことはもうないかな？　じゃあ──」

　ピトフーイは、ＫＴＲ─０９をしっかりと構えました。レンをしっかりと狙いました。

　すうっと息を吐はいて、少し出して止めて──、

　まさに撃うとうとしたとき、

　ずどーん！

　目の前の池に、そして自分とレンの間に、直径５メートルはある水柱が立ち上りました。
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　第二十章　「最終決戦」







「本当に頑がん張ばってきたけど、いよいよダメだな……」

　酒場の観客の誰だれかが、切なそうに言いました。

　レンがダッシュで逃にげ出してからここまで、観客のほとんどがレンを応おう援えんしていました。

　見事に相手を騙だましハンヴィーの下をくぐって、次は上を飛んで手傷を負わせ──、

　レンの活かつ躍やくの度に、やんややんやの大だい喝かつ采さいが起こっていたのです。

　だから、容よう赦しやのない銃じゆう弾だんに襲おそわれて、水柱に捕つかまって倒たおれたとき、酒場では悲鳴が聞こえました。

　そして、とうとう最後の瞬しゆん間かんがやって来ました。

　画面の中で、ハンヴィーが少しレンに近づいて、そのルーフでは、しっかりと狙ねらいをつけるあの女。外はずしようのない距きよ離りです。

　レンが突とつ然ぜん空中にＰ９０を撃うちまくったときは、恐きよう慌こうを来きたしているのだろうという人と、最後の悔くやしさを表しているのだという人とに意見は分かれました。

　そして、あの女が再び狙いをつけて、引き金に指がかかって、

「なんまいだぶつ」

　フライングで念仏を唱える観客がいました。

　だから、

　ずどーん！

　爆ばく発はつ音おんと巨きよ大だいな水柱には、

「うひっ！」「ひゃあ！」「どは！」

　酒場のあちこちから悲鳴が上がりました。

　瞬時に事態を把は握あくできたのは、

「ほう」「おや」

　まだ立ったまま画面を睨にらんでいたアンナとソフィーの二人でした。

「なるほど……、あの空への連続発はつ砲ぽうは、相棒のグレネードの発射音をごまかすためか」

　ソフィーが言って、

「偶ぐう然ぜんだけど、車が移動中だったから向こうのエンジン音も聞こえなかったんだね」

　アンナはそう結論づけましたが、ソフィーはニヤリと笑って、

「果たして、本当に偶然かな？」




　複数の画面のなかで、別々のことが同時に起きました。

　一つの画面では、水柱の作った波に体を揺ゆらされたレンが、その勢いを使って起き上がって、自分に救急治ち療りようキットを打ち、なおかつＰ９０のマガジンを新しいものに入れ替かえました。

　別の画面では、ピトフーイが１８０度向きを変えて、真後ろへとＫＴＲ─０９の銃じゆう口こうを向けました。

　そして最後の画面では──、

　もう一台のハンヴィーが、草原を疾しつ走そうしていました。その距きよ離りは、池から２００メートルほど。なお接近中。

　光の加減で見えるようになった車内、その運転席でハンドルを握にぎるのは、再び手足が生えた少女。







「ちっ！　遊びすぎたわ！」

　ピトフーイは苦々しく叫さけぶと、ＫＴＲ─０９をフルオートで撃うちまくりました。

　弾だん丸がんはフカ次じ郎ろうの運転するハンヴィーに吸い込まれていくのですが、当然ですが全すべて弾はじきます。10発ほど撃って、

「ああもうっ！」

　ピトフーイは諦あきらめました。

　敵ハンヴィーは、真まっ直すぐこちらに向けて突とつ撃げきしてきます。

「体当たりするハラだ！　動かすぞ、つかまれ！」

　エムが、ハンヴィーを発進させます。ピトは後部座席にお尻しりを落としました。




「おらおらおらおらあ！」

　フカ次郎は、小さな体でアクセルを目一杯踏ふんづけて、大きなハンドルにしがみつくようにして運転していました。

　フロントガラスの向こうに見えるのは、

「どけどけどけえええ！」

　もう一台の同型車。




　中ちゆう継けい画面の中で、新しく現れたハンヴィーが、エム達の乗る一台へと突撃していきます。

　新しい方はまだ防弾板がルーフに付いているので、簡単に見分けが付きます。ぐいぐいと迫せまっていく防弾板ハンヴィーに、

「おお！　体当たりか！」

「まあ、車両をぶっ壊こわすにはそれが一番確実だもんな」

「でも……、乗っているチビも無事じゃすまないぞ？」

「構うもんか。こっちは一人、向こうは二人だ。やっちまえ！」

　レンが死にそうで葬そう式しき状態だった観客達は、再びの大盛り上がりです。

　突つっ込んでいく一台に、エムのハンヴィーは鼻先を向けました。

　相手が体当たりしてくると分かっていると、横に向かって逃にげてはいけません。簡単な角度修正で横からぶち上げられてしまうから。

　そうなったら、横転は間ま違ちがいなし。車内であちこちに体をぶつけて、大ダメージを食らうでしょう。首の骨を折ったと判断されれば、即そく死しすらあり得ます。

　最良は、もちろんお尻しりを見せて逃げることです。追つい突とつのダメージが、何より一番少ないのですから。

　しかしその余よ裕ゆうがない場合、正面切って突っ込んでいくのが、最もかわしやすい方法。衝しよう突とつギリギリのタイミングで、右か左に大きくハンドルを切って避よけるのです。

　今、二台が体当たりコースで草原を突っ走っていき──、

　一台が急に進路を変えました。

「ああっ！」「はあっ？」

　観客達の驚おどろき声。

　それもそのはず。進路を変えたのは、防ぼう弾だん板が付いている方だったから。

　草原で猛もうスピードですれ違った二台、そのウチの一台は、真まっ直すぐに池へと突っ込んでいきました。

　そしてジャブジャブと走って、あっと言う間に走るピンクのチビの脇わきにたどり着くと、銃じゆう撃げきの楯たてになるように右側面を向けて、停車しました。




　防弾ガラス越ごしにレンを見ながら、

「へいかのじょー！　どしたのずぶ濡ぬれじゃーん！　俺おれのなまらイカすスーパーカーに乗ってかなーい？」

　フカ次じ郎ろうはナンパしました。

「乗る乗る！　つれてって！」

　全身泥どろ水みずに濡れたレンが答えて、フカ次郎はニヤリ。

「素直な女は好きだぜ！　今日は帰れると思うなよ！」

　レンは後部座席のドアを、

「重い！」

　装そう甲こう板ばんがつけられているので金庫扉とびらのようなドアをどうにか開けると、乗り込んで閉めました。

　そして車内の真ん中に進んで、ルーフから立ち上がって後ろを見ると、

「うひゃ！」

　当然ですが迫せまってきています。エムの運転するもう一台のハンヴィーが。草地から、今水みず溜たまりへと頭を突つっ込みました。その距きよ離り40メートルほど。

「フカ！　どこでもいいから走って！」

「おうよっ！　この世界にラブホはあるかなっ？」

　フカ次じ郎ろうが、小さい足でアクセルを踏ふみつけました。

　そして、ＳＪ２最初の──、

　間ま違ちがいなく最後のカーチェイスが始まりました。

　上空からのカメラが、逃にげる一台と追う一台を捉とらえていました。

　水溜まりの上を通り抜ぬけて、再び草原へ。




　一台の車内では、

「エム！　ありったけグレネードを出せ！」

　ピトフーイが叫さけんで、エムが指示に従います。

　右手だけで運転しながら、ストレージ操作をして、プラズマであろうとそうでなかろうと、グレネードと名前がついているものを全すべて実体化。

　光の粒りゆう子しが形を作ると、多種多様な爆ばく発はつ物ぶつが、助手席のシートの上にゴロゴロと転がっていきました。




　もう一台の車内では、

「フカの弾たまって、投げても爆発する？」

　レンが訊たずねました。フカ次郎のＭＧＬ─１４０とバックパックは、助手席の上に置いてあります。

　そして持ち主からの返事は、

「そりゃムリ。撃うたないと」

「くそう！」

「ちょっち、運転代わるか？」

「わたしはムリ！　──ってフカ、いつの間に免許を？」

　こんな最中だというのに、レンは好奇心が勝まさって聞いていました。

「ちょい前から自動車学校に通い始めたんだよ。やっぱり車がないと不便でねー。つーか、もっと早く取っておくんだったよ！　受験勉強なんてしないでさ！　──あれ？　言ってなかったっけ？」

「まだ聞いてないよ！　でも凄すごいね！　それでもう、こんなに運転できるんだ！」

「いや、まだ入校式を終えただけだよ。つーか、この準備で忙いそがしくてよ」

「はあっ？　じゃあなんで運転できるの？」

　草原には小川があって、跨またぐときにタイヤが少し取られて車体が不安定になるのですが、その度にフカ次じ郎ろうは小刻みにハンドルを修正し、草原をほとんど真まっ直すぐ走らせていきます。なかなかの腕うで前まえ。

「なあに。別アカウントで、ドライブゲームもちょっちね」

「ＧＧＯにあれだけいて！　どんだけゲーム好きなの！」

「役に立ったろ？」

「え？　うん」

　レンが答えたのと同時に、車体後部が大きく右横にずれました。響ひびく爆ばく発はつ音おん。

「うほっ！」

　フカ次郎はハンドルを右に修正して、逆ハンドル、またはカウンターを当てて車体を制せい御ぎよ。見事に立て直しました。

　レンは、防ぼう弾だん板に囲まれたルーフへと顔を出しました。埋うめ込まれた防弾ガラス越ごしに見たのは、左後ろ20メートルくらいを併へい走そうする、エム達の車。

　その丸いルーフの中から、ピトフーイの手だけが出てきて、何かを投げました。放物線を描えがいて向かってきたのは、プラズマ・グレネードで、

「ひっ！」

　それは車体の後部にごん、と音を立てて落ちて、レンは頭を引っ込めました。

　しかし、そこでは爆発しませんでした。下り斜しや面めんになっている車体後ろに転がっていって、草原に落ちて、５メートルほど離はなれた場所で爆発しました。

　どうやら、起爆タイマーが長めに設定されていたようです。おかげで助かりました。

　それでも爆風で車体はかなり揺ゆすられて、がくん、と速度が落ちました。

「くっそう！」

　レンはルーフに再び顔を出して、Ｐ９０で左後ろのハンヴィーを狙ねらいます。車が小刻みに揺れているので、こんな近いのにしっかりと狙えません。しかし構いません。10発ほどを全力射しや撃げき。

　ルーフやボンネットで火花が散りましたが、車内のピトフーイには当たりませんでした。その証しよう拠こに、再びの投とう擲てき攻こう撃げき。

　今度の狙いは、完かん璧ぺきでした。

　投げられたプラズマ・グレネードは、綺き麗れいに真っ直ぐに自分めがけて飛んできて──、

　あ、これ、このまま車内に落ちる。

　そして、中で爆発して、わたしもフカも、死ぬ。

　スローモーションになった景色の中で、今後どうなるのかが大変によく分かりました。

　二つの方法が、レンにはありました。

　一つは、自分だけ今すぐ飛び降りること。レンなら空中で向きを変えて、足を滑すべらせながらノーダメージで着地することはできるでしょう。

　もう一つの方法を、レンは選せん択たくしました。

　Ｐ９０を両手で持ち上げると、その側面を使って、

「でりゃ！」

　ごん！

　車内に飛び込む寸前のプラズマ・グレネードを、打ち返したのです。丸い玉は車体の外側に落ちて転がり、二台のだいぶ後ろで爆ばく発はつしました。

　ふうっ！

　息をついたレンに、

「ひどいよレンちゃん！　ボクをバット代わりにして！」

　ピーちゃんが文句を言ってきましたが、レンは無視しました。

　そして次の投とう擲てきに備えましたが、エムの車は、スッと距きよ離りを取って離はなれていくではありませんか。

　諦あきらめたのか？

　レンが疑問に思った瞬しゆん間かん、

「レンよ！　前！」

　フカ次じ郎ろうの悲鳴にも似た声を聞いて、レンは前へと向き直り、そして信じられないものを見ました。

　進む先30メートルほどの場所に小さな水みず溜たまりがあって、そこから、高さ10メートルはある水柱が立っているのです。

　着ちやく弾だんの水柱ではありません。まさに噴ふん水すいのような、大地から噴ふき上がる水。先ほど前を見たときは、そんなものは絶対にありませんでした。

「なんだありゃああああああ！」

「知るかあああああああああ！」

　叫さけぶフカ次郎とレンを乗せた車が、その噴水へと突つっ込んでいきます。フカ次郎はどうにか少しだけ進路を右に修正して、そこに正面からぶち当たることだけは回かい避ひしました。車体の左ひだり脇わき数十センチの場所を、巨きよ大だい噴水が通り過ぎていきました。

　車内にはその水が土砂降りのように降ってきて、

「ぶっ──、痛っ！」

　レンは、その水が擬ぎ似じ的てきに痛みを送ってきたことに驚おどろきました。

　見ると、ダメージ認定で皮ひ膚ふにエフェクトが煌きらめいています。ヒットポイントも、撃うたれるほどではありませんが、明らかに減っています。現在ちょうど半分くらい。

「熱湯だったんだ！」

「は？」

「温泉地帯なんだよ！　水みず溜たまりの全部が、いつ噴ふき出すか分からない間かん欠けつ泉せんなんだ！　とんでもないところに来ちゃった！」

　レンは理解しました。ここは、うかつに足を踏ふみ入れてはいけない、大自然の作った罠わなのようなエリアだったのです。

「なんと！」

　フカ次じ郎ろうの驚おどろき声が、レンの耳に届きます。

「つまりは熱湯が使いたい放題ってことか！　カップ焼きそば作るときに死ぬほど便利だな！」

「え？　そこ？」




　中ちゆう継けい映像は、酒場の観客達も大きく驚かせました。

　間欠泉があることは、少し前の映像で見ていますから、それが原因ではありません。

「どうして、エムの車は、事前に避よけたんだ？」

　噴き出す前に、まるで分かっていたかのように進路を修正したエムのハンヴィーへの疑問です。

　答えが分かる人はいませんでした。




　ログハウス客室の壁かべに貼はってあった谷の地図と、間欠泉（を噴き出す水溜まり）の位置と、その噴ふん出しゆつタイミング。

　それらを全すべて覚えていたピトフーイが、ハンヴィーの後部座席で腕うで時ど計けいを見ながら呟つぶやきます。

「超時間通りね。さすがはヴァーチャル世界」




「フカ！　ここはまずい！　場所を変えよう！」

　エム達の車を左側に見ながら、レンはフカ次郎に指示を出しましたが、

「うむ、それがいいが、それはムリだ」

　そんな言葉が返ってきました。

「え？　どして？」

「この車、もうすぐ止まる」

「なんで？」

「ガス欠。なんか派手にランプが点ついてる。ご丁てい寧ねいに、〝あと何メートル走れます〟って電光表示も出てる」

「ど、どれくらい？」

「３００メートルだってさ」

「なっ！」

　そんなのはあっと言う間です。

　この車には、最初から燃料があまり入っていなかったのでしょう。そういえば、前回のホバークラフトも、割とすぐになくなったことを思い出しました。

「どうする？　レン」

　即そく断だんを迫せまられたレンは、

「じゃあ、もう、しょうがない」

　エムの運転する、そしてピトフーイの乗る車を睨にらみながら答えました。

「アレにぶつけろ！」




　もう一台の車内では、

「ピト、燃料がない。あと５００メートル」

「あら。困ったわね」

　ピトフーイは、ＫＴＲ─０９に30連マガジンを装着しながら、まるっきり困っていない様子で答えて、

「じゃ、アレにぶつけなさい」




　上空からの映像で、あちこちに水みず溜たまりと小川がある草原を、二台のハンヴィーが併へい走そうしていて──、

　今それが、急激に近づきました。

　右側の一台には、泥どろだらけのピンクのチビが、顔を出していました。

　左側の一台には、濃のう紺こんのつなぎを着た女が、顔を出していました。




　レンは、迫ってくるピトフーイの顔を見ていました。

　ピトフーイは、迫ってくるレンの顔を見ていました。




　二台はそのまま、草原の上で鼻先から激げき突とつして──、

　その直前に二人は、ルーフで跳ちよう躍やくして、車から飛び降りていました。

　草原に着地した二人は、そのままの勢いを下手へたに殺さずに、体を丸くしてゴロゴロと転がりました。

　レンはＰ９０を抱きしめるようにして小さくなって。

　ピトフーイもまた似たような体勢でしたが、持っていた銃じゆうが長いのが仇あだになりました。ＫＴＲ─０９は草原の草地にひっかかって、ピトフーイの手からもぎ取られていきました。

「ちっ！」




　二人がまだ転がっている間に、

「うひゃああああ！」

「ぐわあっ！」

　二台のハンヴィーは衝しよう突とつの勢いでめくれるようにひっくり返ると、そのまま左右に広がるように横転しました。

　ごろんごろんと巨きよ体たいが横転し、

「ぶひゃああ」

「ぐうう！」

　運転席のフカ次じ郎ろうとエムは、遊園地のアトラクションのような高速回転に放り込まれました。

　二人は必死になってハンドルに摑つかまり、足と腕うでの筋肉を最大限に使って背もたれに体を押おしつけて、それに耐たえます。

　もし運転席から放り出されたら、車内で体をぶつけまくるか、大きく空あいたルーフから外に放り出されるかのどっちかです。

　二台は同じように五回転して、そして同じように逆さになって、50メートルほど離はなれた場所で止まりました。

「ぐひい……」

「ふう……」

　フカ次郎もエムも、さすがに鍛きたえ上げられた筋力の持ち主。シートベルトのないアトラクションから、どうにか弾はじき出されずにすみました。

　ヘルメットの顎あご紐ひもが顎に食い込んで苦しいフカ次郎が、

「リアルだったら死んでたなああ……。免許取ったら、しっかりシートベルトを締しめて、かっちり安全運転しようっと……」




　車から飛び降りて、何回転もして、それでもスパッと起き上がったレンは、

　どこだ！

　Ｐ９０を腰こしで構えながら、体を回転させてピトフーイを捜さがしました。

　飛び降りたところは見ていました。近くにいるはずです。

　そして、わずか10メートル先にその姿を見つけました。

　まだ完全に立ち上がっていない、そして手に銃じゆうを持っていないピトフーイへと、

「うわああ！」

　Ｐ９０をぶちまけました。ホースで水平に水を撒まくような、高さ１メートルほどで横に広がる弾だん幕まく。もし横っ飛びで逃にげても、どれかが当たるはずです。

　ピトフーイは、立ち上がりませんでした。

　そのまま後ろへとパタンと倒たおれると、両手で両りよう腿もものホルスターから、ＸＤＭ拳けん銃じゆうを抜ぬくと同時に発はつ砲ぽう。

　右手で撃うった弾たまがレンの左ひだり肩かたを、左手で撃った弾がレンの右肩を掠かすめて、切り傷のような被ひ弾だんエフェクトを発生させました。Ｐ９０の引き金から、指が離はなれました。

　ならばあ！

　レンは、ピトフーイに右肩を向けました。Ｐ９０を右手だけで持ち、拳けん銃じゆうのように突つき出して、自身は半身を晒さらすだけ。

　ピトフーイの次の銃じゆう撃げきは、レンのお腹なかと背中の前を通り抜ぬけていきました。レンの素早い動きと相まって、それはまるで銃弾を避よけたかのよう。

　いける！　このまま近づきながら撃って仕留める！

　レンは、Ｐ９０の引き金に再び指をかけ──、

　最後の仕事だよ！　ピーちゃん！

「おうよ！」

　全開の射撃を開始しました。

　草原に、フルオート連射の銃声が響ひびき渡わたって、

「ひゃあ！」

　同時に、ピトフーイの嬌きよう声せいも。

　レンの右腕の中で、Ｐ９０が上を向いていました。空を向いていました。当然、放たれた数発の弾丸は、空へと飛んでいきました。

　ピトフーイの三度目の拳銃両手撃ち、その銃弾２発が、Ｐ９０の銃口のすぐ下に同時に命中して、強引に持ち上げたからです。

　レンは見ました。

　仰あお向むけで顔だけを持ち上げて、こちらに両手で拳銃を向けるピトフーイ、その壮そう絶ぜつな笑顔。

　ＸＤＭの銃口から延びる二本のバレット・ラインが少し開いて、レンの右目と左目へと刺ささりました。

　真っ赤になった視界で、レンは思いました。

　ピーちゃん、ごめん。

　ピーちゃんは答えてくれました。

「なあに、いいってことよ」




　ピトフーイの四度目の拳銃両手撃ち。

　２発の４０口径拳銃弾は、まったく同じタイミングで銃口から飛び出して、レンの顔めがけて飛んでいきました。

　そして、レンが顔面をガードするために使ったＰ９０の胴どう体たいにぶつかって、強化プラスチックを割りました。

「たああ！」

　レンはそのまま走り出しました。ピトフーイめがけて。長さ50センチ、幅はば20センチの楯たてを目の前に掲かかげながら。

「はっ！」

　ピトフーイ、五度目の射しや撃げき。２発の弾だん丸がんはさらにＰ９０に命中し、機関部と銃じゆう身しんに当たって火花を散らしました。

　六度目の射撃。

　Ｐ９０の弾だん倉そうがはじけ飛んで、バネの力で抑おさえていた残弾が宙を舞まいました。

　七度目の射撃──、

　はできませんでした。すでにレンは、神速でピトフーイの直前に迫せまっていて、

「たあ！」

「げふっ！」

　ピトフーイの顔面を小さな右足で踏ふみつけてから跳ちよう躍やく。空中でくるりと回転しながら着地すると、Ｐ９０のスリングを体から外はずしました。

　その隙すきに、鼻から鼻血のようなダメージエフェクトを煌きらめかせたピトフーイが、身を捻ひねりながら起き上がって、まだ残弾がたっぷり残っている両手のＸＤＭを、レンに突つきつけました。

　その拳けん銃じゆうが放たれる前に、ピトフーイの両手から弾はじき飛ばされました。

「なっ！」

　レンが敏びん捷しよう性せいにものを言わせて近づきつつ、Ｐ９０のスリングを持って横に薙なぎ払ったのです。

　銃弾を食らい穴だらけのプラスチック製の胴体でも、マガジンが吹ふき飛んでいる状態でも、長さ50センチの物体は立派に武器として働きました。

「やるうっ！」

　そしてレンは、自分を褒ほめる、ピトフーイの楽しそうな声を聞きました。




　３メートルの距きよ離りで対たい峙じする二人の動きが、一いつ瞬しゆん止まりました。

　レンは右手からスリングを離はなして、両手を自由にしました。Ｐ９０はまだ撃うてるとは思いますが、新しいマガジンを装着する余よ裕ゆうなどありません。

　二丁拳銃を弾き飛ばされたピトフーイの両手も、自由になりました。

「レンちゃん」

　かつて一いつ緒しよにクエストを楽しんだときのように、ピトフーイが笑顔で話しかけてきて、

「なにー？　ピトさん」

　かつてそうしたように、レンは笑顔で答えました。答えながら、右手はジワリジワリと、腰こしの後ろへと動いていました。

「ＳＪ２に参加してくれて本当にありがとう。こんなに追い詰つめられたのは、レンちゃんのおかげ！　滾たぎる勝負ができて、本当に嬉うれしいわ」

「どういたしまして。でもわたしは、おかげで胃が痛くなる思いをすることになったよ！」

　ゆっくりと、ゆっくりと、レンの右手が、ナイフのグリップへと進みます。

「あら？　でも、これから三位入賞するんだからいいじゃない。前回優勝、今回三位。立派なものよ！　ま、私が出ていたら、前回優勝は私だったけど、ね！」

「いやいや、三位はピトさんにあげるよ」

　喋しやべりながら、レンはピトフーイの残りの武器を探りました。見える範はん囲いで、銃じゆうのような武器はありません。

　今見えるのは、ブーツの外側に装着してある細身のナイフだけ。サッと抜ぬける場所ですが、攻こう撃げき力りよくはたいしたことはありませんし、よほどの急所、例えば両目とかを刺さされない限り、今のレンのヒットポイントで防ぎきれるでしょう。

　それよりも、あの恐おそろしいフォトンソードです。ナイフの刃も斬きってしまう１メートルの刀身に、レンの勝ち目は一切ないのです。

　それがどこにあるのか？

　今見えない以上、体の後ろに装着されているのでしょうが、それはどれくらいの速度で抜けるのでしょう？　居合いの達人のようにスパッと抜ける場所にあるのか？

　いや、そうじゃない。

　レンは判断しました。ピトフーイのメイン武器はあくまで銃。そっちを優先して装備して、優先的に使えるようにしておくはずです。先ほどの拳けん銃じゆうのように。

「うーん、いらないわね。私は優勝しか必要ないの。というより、優勝も必要ない。欲しいのは〝このバトルロイヤルを生き残ること〟、ただそれだけ。優勝は副産物ね。ま、もらえるものはもらっておくけど」

　距きよ離りは３メートル。自分の速度なら、ナイフを抜きながら一いつ瞬しゆんで詰められる距離。

　とはいえ、ピトフーイが完全に防ぼう御ぎよに入ったら、攻こう撃げきがほとんど通用しません。例えば足を閉じられたら。例えば首筋や顔をガードされたら。

　もし自分にほんのわずかの勝機があるのなら、それはピトフーイが自分に強きよう烈れつな攻撃を仕し掛かけるとき。その隙すき。それが取り出しにくいフォトンソードだったら、なおいい。

　レンは探りながら、話し続けます。

「別に、ゲームなんだから死んでもいいじゃないですか。リアルで死ぬわけでもないし」

「レンちゃんにはそうかもね。でも……、私にはちょっと違ちがった意味があってね」

　ピトフーイの口調に、重苦しさが増しました。だからレンは、努めて明るく訊たずねます。

「へー、どんな意味ですか？　もしよかったら、最後に教えてください。殺したあとだと喋れないから」

　必要なのは、自分を攻こう撃げきしてくる一いつ瞬しゆんの隙すき。しかし大きな隙。

　そのためにできることは一つ。

「うーん、言っても分かってもらえないと思うなあ。まあ、例えるならば──、〝ゲームに本気で命をかけてる〟みたいな？」

　おどけて言ったピトフーイの目に、レンはかつてないほどの真しん剣けんさを見ました。笑っているのは口だけでした。

　じゃあ、そろそろ──、

　ちょっと鬼おにを怒おこらせてみるか。怖こわいけど。

　レンは、ゆっくりと息を吸いながら、一つのことを願いました。

　お願いアミュスフィア。どうか今回だけは強制シャットダウンはしないで。

「遊びであるゲームに命がけですか？　それって、例の大ニュースになったソードアート・オンラインみたいにですか？　それって──」

「それって？」

　聞き返してきたピトフーイの目が銃じゆう口こうに見えて、心臓の鼓こ動どうが跳はね上がりました。

　しかし、もう退路はありません。レンは、今までで最高の笑顔を作って、言い放つのです。

「すっごくバカげてますよね！　あんな伝説級のクソゲーを遊ばなくてすんで、本当によかったあ！」
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　レンは、予想もしていませんでした。

　ピトフーイが、こんなにも──、

　悲しそうな顔をするとは。泣なきそうな顔をするとは。切なそうな顔をするとは。

　そして右手を腰こしの後ろに回し始めて、それはレンが待ち望んでいた大きな隙すきになりました。

　もらった。

　レンは大地を蹴けりました。

　一歩目を踏ふみ出す前に、右手がナイフを握にぎっていました。

　二歩目で、背の高いピトフーイの懐ふところに入り込みつつ、ナイフを逆手で抜ぬきました。

　三歩目で、左ひだり腿もも内側を豪ごう快かいに切り裂さきながらくぐり抜けました。

　四歩目は、大きく右横に飛んで、手を捻ひねりながらその場で回転、

　ナイフの刃が、ピトフーイの左首筋を切り裂いて、タトゥーに新たな模様を足しました。




「がふっ！」

　首筋から真っ赤なエフェクト光を煌きらめかせながら、ピトフーイの体は右に倒たおれていき──、

　その右手が着地すると同時に大きくバネのように撥はねました。

「え？」

　物理法則を無視したかのように踊おどるブレイクダンスのダンサー、まさにその動きでした。ピトフーイは右みぎ腕うで一本で全身を支えて、なおかつ起き上がってきて──、

　さらにその右腕が、レンの顔面めがけて猛もう烈れつな速度で襲おそいかかってきました。

　銀色の筒つつ。それがレンの視界いっぱいに広がりました。

　ごすっ！

　顔の中からヘンな音がしました。

　レンの体は３メートルほど後ろに吹ふっ飛ばされて、草原の上でさらに５メートルは滑すべって、最後はそこにあった大きな水みず溜たまりに落ちて、水しぶきを上げて止まりました。

　一いつ瞬しゆんの出来事でしたが、レンには恐おそろしく状じよう況きようが綺き麗れいに見えていました。

　ピトフーイは、抜いたフォトンソードでぶん殴なぐってきたのです。スイッチを押おす、つまり光の刃を発生させる余よ裕ゆうがなかったのが、不幸中の幸いでした。

　ヒットポイントはぐぐっと減って、残り四割。右手のナイフをまだ握っているのが、奇き跡せきのようでした。

　そして、レンはピトフーイを見ました。

　左大だい腿たい動どう脈みやくをバッサリ切っていますし、何より左首筋の頸けい動どう脈みやくもザックリと切っているはずです。

　普ふ通つうのキャラクターなら、あれで死んでいるはずなのです。

　あ、忘れてた。ピトさん普通じゃないや。

　今気付いても遅おそいのです。




「ふーっ、やられたーわー」

　ピトフーイが、切なそうに空を見上げました。

「ヒットポイント、もう二割しか残ってないわー」

　あれで二割も残ってるのか！　ばけもん！　不死人！

　レンは思いましたが、当然口にはしません。直径10メートルの水みず溜たまりの縁ふちで、自分に何ができるかをひたすら考えていました。

　ピトフーイまでは７、８メートルの距きよ離り。

　当然ナイフで襲おそいかかってもかわされるか、またはフォトンソードで真っ二つでしょう。

　ではどうすればいいどうすればいいどうすればいいどうすればいい。

　どうしようもありませんでした。

　ナイフを投げても、レンの投とう擲てき能力ではまず当たらないでしょう。

　だめだ。詰つんだ。

　自分はもうすぐ殺される。

　そういえば、フカ次じ郎ろうは無事か？

　彼女のヒットポイントはまだたっぷり残っていました。さすがは頑がん丈じようなフカ次郎。

　しかし、それは意味がありません。フカ次郎がピトフーイを殺してしまっては、まったく意味がないのです。

　結局ダメなのか。

　もう何も思いつかなくなって、考えを放ほう棄きしました。

　視線の先では、ピトフーイが信じられない行動に出ました。

　レンが拳けん銃じゆうを弾はじくのに使ったＰ９０を、ひょいと持ち上げたのです。マガジンは被ひ弾だんして吹ふっ飛んでいるのですが、薬室にはまだ１発残っているはず。その１発だけは撃うてるのです。

　ピトフーイは丁てい寧ねいにも、装そう塡てんハンドルを途と中ちゆうまで引いて、薬室の１発を再確認しました。そして肩かたにつけてしっかりと構えると、

「これ、ピーちゃん２丁目？」

　そう訊たずねてきました。

　そう言われるとヘンな住所みたいだなと思いながらも、こくんと頷うなずいたレンです。

「じゃあせめて、愛銃で死なせてあげる。動かないでね」

　ピトフーイは、引き金に指をかけました。

　ほぼありとあらゆる銃を撃っているピトフーイですから、Ｐ９０だって経験はあるでしょう。そして、この距離で外はずすわけがないのでしょう。

　レンは、愛銃ピーちゃんで殺されるという事実だけを頭に浮うかべていました。ＳＪ２の優勝とか、ピトフーイ抹まつ殺さつとかはもう思考の外。

　なんだよピーちゃん、ヒドいじゃないか。

　心の中で語りかけると、すぐに答えが返ってきます。

「諦あきらめないでっ！　よく見てっ！」

　は？

「よく見てっ！」

　はい？

「よく見てっ！」

　あまりにもうるさく命令されて、レンは言われた通りにしました。ピトフーイが構えるＰ９０。引き金にかかっている指。そして、自分をピタリと向いている銃じゆう口こう。

　ない！

　見えない！

　バレット・ラインが、見えない！

　本来なら銃口から真まっ直すぐわたしの額ひたいに延びているはずの赤い線が、見えない！

　どうして？　なぜ？

　可能性はたった一つ。




　じゃぼん。

　水音を立てながら、レンは立ち上がりました。

　右手のナイフをぎゅうと握にぎりしめて、

「たああああ！」

　走り始めました。

「じゃ、死んで、レンちゃん」

　笑顔のピトフーイめがけて。

　そのピトフーイの指が、引き金を引き絞しぼりました。




「レンちゃんはボクが守るよ！」




　くぐもった破は裂れつ音おんと、

「がっ！」

　ピトフーイの短い悲鳴が聞こえました。

　彼女の腕うでの中で、ピーちゃんが最後の抵てい抗こうを為なし得ました。

　銃身破は裂れつです。発はつ砲ぽうした弾だん丸がんとその火薬の圧力が銃口から抜ぬけずに、銃身を内側から破裂させ、ボディを内側から割ったのです。

　元々ピトフーイに撃うたれてボロボロだったＰ９０が、この瞬しゆん間かんに完全に廃はい銃じゆうになりました。

　レンは全すべてを予期していました。

　引き金に指を触ふれているのに、バレット・ラインが見えない理由が、一つしか思いつかなかったからです。すなわち──、

　この銃は発はつ砲ぽうできない。

　弾だん丸がんを込め忘れた銃、撃ちきってしまった銃からは、バレット・ラインは出ません。そして、故障している銃からも。

　だからレンは気付きました。

　しかし、ピトフーイは気付けませんでした。なぜなら、バレット・サークルの方は、どんな状態でもご丁てい寧ねいに出てしまうから。

　レンはそれに賭かけて、最後の突とつ撃げきを敢かん行こうしました。

　そして、賭けに勝ちました。

　単に不発なだけかと思っていたら、それ以上でした。ピーちゃんは、最後の最後に、自分を守ってくれたのです。

　ありがとう、ピーちゃん！

　レンは心の中で叫さけびながら──、

　両目を部品の破片が襲おそって、今この瞬しゆん間かんは、何も見えないピトフーイに向けて突とつ撃げき。

　逆手に持ったナイフの右手に、左手を添そえて胸むねの前へ。それはまるで、神に祈いのっているかのようでした。

　レンが飛び出した瞬間に、腰こしを落としていた水みず溜たまりから水が吹ふき出ました。間かん欠けつ泉せんの噴ふん出しゆつです。もしそこにいたら、熱湯を浴びて即そく死ししていたでしょう。

　数メートル噴ふき上がる噴水を背景に、そしてその豪ごう快かいな噴出音をＢＧＭに──、

　レンは一瞬で、ピトフーイとの距きよ離りを詰つめました。

　最後は跳ちよう躍やくして、背の高いピトフーイの顔へとナイフの切っ先を向けて、そのまま襲いかかります。

　黒い刃が、まだダメージエフェクトに覆おおわれているピトフーイの目へと伸のびていきました。




「うらあっ！」

　見えないはずのピトフーイの両手が、レンの両手首を摑つかみました。

　それは、ナイフの切っ先が目に刺ささる数センチ前のこと。もちろん見えていなかったのでしょうが、しっかりと摑みました。殺意を感じ取ったか、それともただのカンか。

　そのままピトフーイは後ろへと倒たおれ、途と中ちゆうにレンの腹部に右足の底をぶつけ──、

　柔じゆう道どうの技でいうところの、〝巴ともえ投なげ〟を決めました。

　レンは、見える世界を回転させられて、背中から草地に叩たたき付けられて、

「げごっ！」

　蛙かえるが潰つぶされたかのような声を出しました。下が草地なので、ダメージ認定はされませんでしたが、

「はあい」

　次の瞬しゆん間かんには、立ち上がって腕うでを持ち上げたピトフーイに引きずられて、宙づりの体勢になっていました。

　ナイフを握にぎった両手、その両方の手首を、ピトフーイの右手だけが握りしめて、そして高く持ち上げているのです。足先から地面までは遥はるか遠く。

「ふうううううううううう」

　魔ま王おうが大きく息を吐はいて、両目をカッと見開きました。

「やああるううううううう。愛あい銃じゆうまでが守ろうとしてくれるなんてねえ」

　くそっ、この。

　レンはじたばたとあがいてみますが、空中に足がある以上はどうにもできず、試しにピトフーイの腹でも膝ひざや足で蹴けってみましたが──、

　筋力値が遥はるかに上のピトフーイに、まったく効果はありませんでした。

　何度挑ちよう戦せんしても、だめでした。所しよ詮せんレンの肉にく弾だん戦せん能力では、他人にダメージを与えられないのです。

　背後で噴ふき上がっていた、間かん欠けつ泉せんが収まっていきます。それが止まったとき、レンは無む駄だな攻こう撃げきを止やめました。

　ならばナイフ。

　まだ両手に握っているナイフをそのまま落とせば、ピトフーイの顔に当たるのではないか。

　本当に最後の最後の武器を手放すことに一瞬の葛かつ藤とうはありましたが、他に方法はありません。

　レンは両手を開き、奇き跡せきを信じて、ピトフーイの顔にナイフを放り落として、

「はあっ」

　笑い声と共に、ピトフーイはそれを──、

　がりっ。

　口で受け止めました。

「え？」

　20センチはあるナイフの刃を、しかも刃のあるほうを咥くわえて、歯でがっちりと挟はさんだのです。結果、ピトフーイにまったくダメージを与えられずに、

「へえ」

　ピトフーイに武器を一つ与える最悪の結果に。

　左手でナイフを握ったピトフーイは、

「いいナイフじゃない。くれるの？　それとも、コレで殺して欲しいって意思表示？」

　サラリと問うてきました。

「どっちでもないやい！」

　ムキになったレンが子供のような返事をして、

「じゃあ、ポイしましょうね」

　子供をあやす保育士のように言うと、ピトフーイは左手を振ふってナイフを草地に捨てました。

　いよいよ進退窮きわまったレンに、

「本当に、凄すごいわね、レンちゃん。最後まで諦あきらめないその姿勢は、私も見習わなくちゃね」

　本気なのか冗じよう談だんなのか分からない言葉。

　そして、

「エムーっ！　こっち来なさい」

　そんな言葉。

　そういえばエムさんもいた、と今さらながら思ったレンです。完全に思考の外でした。もしエムが自分を狙ねらっていたら、間ま違ちがいなく殺されていたでしょう。

「ああ、今行く」

　声がしたのは、レンの右後ろ。

　レンが吊つるされながらもそちらを見ると、Ｍ１４・ＥＢＲを背負ったエムの巨きよ体たいが。そしてなんと、

「フカっ！」

　自分の相棒、フカ次じ郎ろうを引き連れているではありませんか。

　フカ次郎は、ヘルメットをなくしていて、結わいた金きん髪ぱつが剝むき出しになっていました。両手首にはダクトテープをぐるぐる巻きにされていて、口にまで一枚ぺたり。

　フカ次郎が生存しているのはヒットポイントで分かっていましたが、声すら聞こえないことを不思議に思っていましたが、なんとあんなことになっていたとは。

　そして自分も捕つかまっているわけで、チームＬＦは、ＰＭ４の捕ほ虜りよということに。

　フカ次郎と共に５メートルほど後ろに来たエムは、

「座ってくれ」

　その場にフカ次郎を座らせました。足は自由に動かせるフカ次郎ですが、手があれでは、逃にげてもしょうがありません。黙だまってあぐらをかいて座りました。

　ピトフーイは、エムに命令します。

「ＸＤＭ、１丁でいいから見つけてきて。そのへんに転がってるから」

　エムはすぐに草地を探して、言われた通りに１丁を発見した時点で、ピトフーイに届けに来ました。

「ありがと」

　ピトフーイは左手で受け取ると、エムを下がらせました。エムはフカ次郎の脇わきに戻もどりました。

　レンは、その拳けん銃じゆうが蹴けり落とせないか、足をじたばたと動かしましたが、

「はいはい、ちょっとこっちね」

　ピトフーイが右みぎ腕うでを横に開いたので、まったく届かなくなりました。自分が軽いとはいえ、右手一本でずっと吊つっていて、それを意にも介かいしていないピトフーイが恐おそろしいです。

　ピトフーイは、左手を、フカ次じ郎ろう達のいる方へと伸のばして、ＸＤＭの銃じゆう口こうを向けました。

　ばん。

　撃うちました。

　ばん。

　もう１発撃ちました。

　レンは、ＳＪ２中にいろいろと信じられない光景を見てきましたが──、

　間ま違ちがいなくこれが最大の驚おどろきでした。

「ぐっ……」

　撃たれて呻うめき声を上げたのはエムで、大きな顔の両りょう頰ほおから被ひ弾だんエフェクトを煌きらめかせて、

　ずしん。

　膝ひざから落ちました。【Ｄｅａｄ】マーカーは点てん灯とうしませんでしたので、まだ生きているのでしょうけれど、顔面に２発です。相当の大ダメージに違いありません。

　その隣となりで、フカ次郎がやはり、とことん驚いていました。面白いほど、目をくりっと見開いていました。

「な、何やってんのー！　ピトさん！」

　吊つるされたまま、レンは叫さけんでいました。

「それちがう、だめだ味方だ、ねえオッケー？」

　あまりに驚きすぎて、言葉までがメチャクチャになっていました。

　ピトフーイがちらりと自分を見て、

「俳句？」

「ち、違う！　なんでエムさんを撃つの信じられない仲間でしょ！」

「理由があるから。レンちゃんだって、前回エムに撃たれてるでしょ？」

「うっ──、そりゃ、ま、その、あの」

「理由を教えてあげる。──そこのエム男君は、私を裏切ったのよ」

「は、はひっ？」

　覚えがあることなので、レンの声がひっくり返りました。

　しかし、どうやらピトフーイの言いたいことはそれではなかったようで、

「さっき、そっちの相棒ちゃんがハンヴィーで迫せまってきたとき、その直前、コイツは私の乗っていたハンヴィーを少し動かした。〝狙ねらいやすくするため〟って言っていたけど、あれは噓うそね」

　突とつ然ぜんそんなことを言い出しました。

「…………」

　レンは訳が分からずに、ただ黙だまって聞くしかありません。

　エムもまた、頰ほおから光を出しながら、ずっと膝ひざをついていました。

「コイツはね、車のミラーで、もう一台の接近に気付いていたのよ。それを私に気付かせないために、わざとエンジン音を立てて、必要のない移動をした。ではなんのためか？　レンちゃんをあそこで殺させずに、相棒を到とう着ちやくさせるために、ね。まあ、その前にも、レンちゃんを一人にするためなのか、結けつ託たくしていたアマゾネス集団をわざと全ぜん滅めつさせる、なんてこともしてたんだけどね、それはま、許せたんだけどね」

　なんと。

　エムさんはゲームに私情は持ち込まず、完全にピトフーイのために動くとあんなに言っていたのに。

　心のどこかで、情が出てしまったか……。

　レンは、あのときの豪ごう志しの顔を思い浮うかべました。

　本気で愛しているからと、壁かべドンで迫せまってきたイケメンの顔を。

　黙ったままのエムに、

「何か反論はあるかい、被ひ告こく人にん」

　ピトフーイは問いかけて、

「ない」

　エムは即そく答とうしました。ピトフーイはＸＤＭの銃じゆう口こうをエムの顔に向けると、

「では、最後に何か言うことは？」

「俺おれは、お前を愛してる」

「知ってる。でも、ゲームに愛は持ち込み禁止」

　ばん。

　最後は１発でした。

　眉み間けんに弾だん丸がんを食らったエムは、膝立ちの巨きよ体たいをゆっくりと前に倒たおして──、

「ああっ！」

　草地に倒れ込むと、とうとう【Ｄｅａｄ】マーカーを点てん灯とうさせました。

「ちょ、ちょ！　なんてコトすんのピトさん！　信じられないこの鬼おに！　悪あく魔ま！　魔王！」

「あら、魔王は悪くないわね」

　ピトフーイは本気で嬉うれしそうに言うと、すうっと息を吸うと、レンを右みぎ腕うでに持ったまま、左手にＸＤＭを握にぎったまま、なんと歌い出しました。

「Mein Vater, mein Vater, jetzt faßt er mich an! Erlkönig hat mir ein Leids getan!」

　〝マイン・ファーター！　マイン・ファーター！（お父さん！　お父さん！）〟で始まるその歌に、レンは聞き覚えがありました。

　シューベルト作曲の歌曲『魔ま王おう』です。

　そしてその見事な歌声は、呆あきれるほど綺き麗れいに澄すんでいて、まったく魔王らしさがありませんでした。

「ちょ、ピトさん！　拍はく手しゆしたいから手を離はなして！」

「はっはー。その手には乗らないよー」




　ピトフーイがレンの顔を見て、こちらから目を離した瞬しゆん間かんに、フカ次じ郎ろうはダクトテープで縛しばられていた両手を、頭の後ろに回しました。

　そしてそこでずるりと手を滑すべらすと、頑がん丈じようなダクトテープがすっぱりと切れて、フカ次郎は両手の自由を取り戻もどしました。

　そして右みぎ腕うでを頭の上にぐるりと回すと、そこにあったグリップを摑つかんで、サッと引っこ抜ぬきました。

　フカ次郎の長い金きん髪ぱつがほどけて、大地に落ちていきます。それが草に触ふれる前に、フカ次郎は駆かけ出しました。左手で口のダクトテープをベリッとはがしながら。

「いててっ！」

　そして右手に持つのは、先ほどまで髪かみをとめていた〝かんざし〟。ナイフの刃を細く削けずってもらって作った、最後の武器。




　レンよりピトフーイが先に気付いて──、

　ばんばんばん。

　ＸＤＭを撃うちました。弾だん丸がんは、フカ次郎の両りよう肩かたと腿ももに当たりましたが、それだけでは突とつ撃げきは止まりません。

「はっ！」

　ピトフーイはタフなフカ次郎に感かん嘆たんの声を上げると、サッと左足を引いて、右手のレンを目の前にぶら下げました。

「うっ！」

　さすがに仲間を刺させずに、フカ次郎の突撃が急ブレーキ。

　事態を知ったレンが、フカ次郎に叫さけびます。

「切れ！　蹴けれ！」

　発音だけでは、〝キレケレ！〟と聞こえたでしょうが──、

「あいよっ！」

　フカ次郎は相棒の命令を理解しました。

　レンの体を楯たてにしているピトフーイに向けてジャンプすると、

「はあああっ！」

　横よこ一いつ閃せん、刃を煌きらめかせました。

　かつては毎日のようにＡＬＯで剣けんを振ふるったフカ次じ郎ろうに、〝し損じ〟の言葉はありません。

　短いナイフでも、完かん璧ぺきに場所を捉とらえました。

　それは腕うで。

　レンの細い腕。

　それも二本。

　ピトフーイに握られている場所の少し下を、見事に一刀両断しました。

　そして左足で着地すると同時に、右足で強きよう烈れつな蹴けり。

　落ちてきたレンの背中を、突つき飛ばすようなキック。




　レンは、残りほとんど全すべてのヒットポイントと両方の腕先を失うかわりに、行動の自由を得ました。

　そして、仲間から〝後あと押おし〟をもらいました。

「があああああああああ！」

　吠ほえたレンが、口を大きく開けて襲おそいかかったのは、

「なっ！」

　ピトフーイの右首筋。




　がぐちゅ！

　聞いたことがない、しかし嫌いやな音がして、レンの歯がピトフーイの首筋に食い込みました。赤い光が飛びました。

「があっ！」

　ピトフーイがレンの両手を落としながら身をよじって、

　ふがああああああああああああああああああ！

　レンは振り落とされまいと、顎あごにさらに力をかけました。

　ピトフーイを殺す。

　ただそれだけの思いと共に。




　喉のど元もとを嚙かみつかれ、そしてそれがふりほどけないまま──

　ピトフーイは、自分のヒットポイントがじわじわと減っていくのを見ていました。

「れ、レンちゃん……」

　独り言のように漏もらした声に、

　ふううううううう！

　口と鼻から強きよう烈れつな息を漏もらすことで、レンは答えました。

「レン、ちゃん……、やっぱり……、貴女あなたが……、私の……、〝死〟か……」

　はあああああああ！

　その息が、肯こう定ていか否ひ定ていか分からないまま、

「そうか……、私は、ここで、死ぬんだ……」

　ピトフーイは最後にそう呟つぶやくと、ゆっくりと後ろに倒たおれていきました。

　ピトフーイが倒れて、まだ首筋に嚙かみついているレンも倒れて、

「ぷはあ！」

　レンは、やっと口を離はなしました。

　そして、もうすぐ死ぬ目で自分を見ているピトフーイに向けて、

「ピトさんは死にませんよ！　いえ、死ねませんよ！　あ、いえ、今はもうすぐ殺しますけど、リアルの話です！」

「な、に……？」

「エムさんから聞いたんです！　ピトさんのリアルが、ＳＪ２で死んだら死ぬ気だって！」

「な……、クソ……、あの、バカ……」

　倒れたまま微笑ほほえんだピトフーイに、

「ピトさんとわたし、あの日約束しましたよね！　〝わたし達はいつか本気で勝負して、ピトさんが負けたら、わたしにリアルで会う。女の約束だ〟って！」

　両りよう腕うでの先がないレンは、その腕の最さい先せん端たんを、コツンとぶつけました。

「金きん打ちよう！」

「…………」

　呆ぼう然ぜんとしていたピトフーイが、

「ぶっ！」

　死にかけの顔で噴ふき出すのと、

「守ってくださいね！」

　レンが笑顔の下で大きな口を開けるのが、ほとんど同時でした。

　それからレンは、ピトフーイの喉のど笛ぶえにがっちりと食らいつくと、顎あごの力でそれを完全に押おしつぶして──、

　わずかに残っていたピトフーイのヒットポイントを、全損させました。







　レンがピトフーイを〝嚙み殺した〟瞬しゆん間かん──、

　酒場は、まるで誰だれもいないかのような静けさでした。

　実際には、ずっと見ていた観客達や、ＳＨＩＮＣのメンバーも含ふくめて、先に帰ってきていたキャラクターでほとんど満席だったのですが、

　今は本当に静かでした。

　その静けさを銃じゆう声せいがかき消して、

「えっ！」「ああっ！」「はあっ？」

　画面の中にいた二人の女の子を、蜂はちの巣にしていきました。

　二人は体中から被ひ弾だんエフェクトを煌きらめかせて、その場にぼてん、と倒たおれて、すぐに【Ｄｅａｄ】マーカーが点てん灯とう。あっさりと死亡しました。

　画面が切り替かわると、そこは４００メートルほど離はなれた草地の上で、プロテクター姿の未来兵士達が、煙けむり立たつそれぞれの銃を構えていました。

　その背景の空には、

『CONGRATULATIONS!! WINNER T-S!』

　の文字が。

「あ……」

　つまり、散々逃にげ回っていたＴ─Ｓが、最後の最後で最大の漁夫の利をかっさらっていったわけで。

　それからの酒場に巻き起こった怒ど号ごうと罵ば声せいの嵐あらしが、まさかフィールドまで聞こえたわけではないでしょうが──、

　Ｔ─Ｓの六人は、賢かしこくも酒場には戻もどってきませんでした。




　試合時間、１時間35分。

　第二回スクワッド・ジャム、終了。

　優勝チーム・『Ｔ─Ｓ』。

　大会総発はつ砲ぽう数すう・７９，４０８発。
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　第二十一章　「拍手」







　２０２６年４月19日。日曜日。

　東京の最高気温が摂せつ氏し25度を超えると予想される、暖かいを通り越こしてもはや暑い日。

　13時07分、都内某ぼう所しよのタワーマンションの前の道に、一台の車が横付けされました。ピカピカに磨みがかれて光り輝かがやく、ドイツ製の高級ＳＵＶです。

「うおっ高そう！　こんなの、ゴリゴリと乗り回してみたいねえ！」

「まだ免許ないでしょ、美み優ゆ」

「じゃ、後ろの席でもいいや」

　広い歩道で、脱ぬいだジャケットを腕うでにかけて待っていた美優と香か[image: 蓮]れんが、その車のことで軽く盛り上がりました。

　美優は、気に入ったのか春休みに会ったときの髪かみ型がたと眼鏡めがね姿でした。香[image: 蓮]は、髪を切って以来変わりません。

　簡単なスラックスにシャツと、二人とも散歩にでも行くようなラフな格好ですが、香[image: 蓮]の胸むな元もとには、小さく可愛かわいらしいネックレスが光っていました。

「しかし、エムさんはまだかね？」

　美優と、

「豪ごう志しさんだよ。阿あ僧そう祇ぎ豪志さん」

　香[image: 蓮]はキョロキョロと、周囲を見回して、

「申し訳ありません。渋じゆう滞たいで遅おそくなりました」

　その声で、目の前に止まった車を再び見ました。

　運転席のドアが開いていて、そこには紺こん色いろのスーツ姿をビシッと決めて、髪型も丁てい寧ねいに整えたイケメンが立っていました。

「うひょ！」

　美優の素すっ頓とん狂きように驚おどろく声を聞きながら、

　ああ……、生きていてくれてよかった。

　香[image: 蓮]は思いました。




　　　　　　　　　　＊　　　　　＊　　　　　＊




　15日前のこと、４月の４日。ＳＪ２の大会当日──、

　遠くから飛んできた銃じゆう弾だんにあっさりと殺されたフカ次じ郎ろうとレンは、待機エリアに戻もどされました。

　二人が死んだ瞬しゆん間かんにＳＪ２は終わっているので、10分の待機は必要ありません。

　黒い空間には、レンが前に見たのとほとんど同じ『酒場に戻もどりますか？　ログアウトしますか？』の選せん択たく文字が空中に浮うかんでいます。その脇わきには『準優勝者』の文字も。

　長い髪かみを下ろしたフカ次じ郎ろうの前にはＭＧＬ─１４０が２丁転がっていますが、レンの前にはナイフとマシンガンがあるだけ。

　二代目ピーちゃんの死を悼いたんでいるヒマはなく、レンはすぐに、酒場に戻るを選択しました。

　酒場にある小さなステージの上に出現した瞬しゆん間かん、レンとフカ次郎は大だい喝かつ采さいの中にいました。健けん闘とうを称たたえてくれる無数の人間の歓かん声せいが響ひびきます。ＳＨＩＮＣのみんながいます。ＭＭＴＭのメンバーもいます。

　レンは、ただ一つのことを問いました。

　あの二人はいませんか？　三位のピトフーイとエムは。

　酒場の観客達が、仲間内に問いかけたり、自みずから捜さがしてくれましたが──、いませんでした。

　レンはすぐに、ゴメンすぐに戻るからと言い残し、ログアウトしました。




　自分の部屋に戻ってきた香か[image: 蓮]れんが、アミュスフィアを被かぶったまま、豪ごう志しのアドレスにメールを送って──、

「お願いっ！」

　携けい帯たい電話を握にぎりしめた瞬しゆん間かん、それは震ふるえました。

　そこにあった文字は、とても短かったのです。

『今、彼女と話をしている。これからの二人の未来について』




　　　　　　　　　　＊　　　　　＊　　　　　＊




「豪志さん、こちらが美み優ゆ。篠しの原はら美優。わたしの親友で、ＶＲゲームの師し匠しようで、フカ次郎」

　目の前に立った豪志に紹しよう介かいされて、

「や！　いろいろ世話になったな！　口に貼はられたテープのこと、忘れてないぜ？」

　美優は、がしっと親指を立ててそんな挨あい拶さつ。そして、

「にしてもホントにちょー格好いいね。なんだよその漫まん画がみたいなイケメンはよ。ちょっと結けつ婚こんしてほしいんだけどさ、この後ヒマ？」

　まるでＧＧＯの中のような、遠えん慮りよのない言葉。

　豪志は、笑わず、怯ひるまず、真まっ直すぐに美優の目を見返して、

「褒ほめてくれてありがとうございます。ですが、それだけはできません。僕ぼくには、心に決めた人がいるので」

「あちゃー！」

　美み優ゆは、大げさなほど顔をバッテンにしてから、

「それって、ピトフーイさんのリアル？」

　分かっていることを聞いてきました。

「ええ」

「じゃあしゃーねーかー」

　豪ごう志しは、スッと頭を下げました。そして、

「お二人には、感謝の言葉もありません。いろいろと迷惑もかけました。だからせめて、今日、その罪つみ滅ほろぼしをしたいと思っています。ピトのリアルも、そう思っているし、二人に会えることを心から楽しみにしています」

　目を細めながら、香か[image: 蓮]れんは答えます。

「わたしもです！」




　豪志からメールが来たのは──、

　ＳＪ２から１週間以上が過ぎた４月13日、先週の月曜日のことでした。

　香[image: 蓮]は、大学の新学期がすでに始まっていました。毎日しっかりと勉強していて、ＧＧＯには、ＳＪ２以来一度もログインしていませんでした。

　美優は北海道で大学、そして自動車学校に行きつつ、復帰したＡＬＯをこれでもかと楽しんでいました。

　フカ次じ郎ろうのＧＧＯ装備一式は、レンが借りたロッカーの中で眠ねむっています。再び２丁のＭＧＬ─１４０が、巨きよ大だいな銃じゆう口こうから火を噴ふくときが来るのかは──、まだ分かりません。

　豪志からのメール本文は、とてもシンプルでした。

『ピトフーイが会いたいと言っているので、次の日曜日のお昼過ぎから夜まで、時間を頂けないでしょうか？』

　香[image: 蓮]はもちろん承しよう諾だくし、どこで、どのようにかと訊たずねました。

　すると豪志は、

『13時にマンションの前に車で迎むかえに行きます。渋じゆう滞たいを考え、お食事とトイレを済ませてお待ちくださいませ』

　としか返しませんでした。それ以上は、ピトフーイに止められていると。

　少し心配になり、美優に電話で相談した香[image: 蓮]は、

「うんそれ、殺されるね。ゲームでの復ふく讐しゆうだね」

　まずは恐おそろしいことを言われて、

「だから、私がついて行ってやるよ。〝一いつ緒しよに戦った可愛かわいいグレネーダーが会いたいと言っている〟──、そうエムっちに伝えな。〝東京までの足代を出してくれてもいいのよ？〟って追記で」

　そして心強い提案。

　足代はさておきと思いながら豪ごう志しにメールをすると、あっさりとＯＫが出ました。往復航空券の引き替かえ番号が、メールで送られてきました。

　こうして、一昨日おととい金曜日に、美み優ゆは夜の飛行機で羽はね田だに降り立ちました。宿泊場所は、香か[image: 蓮]れんの部屋。

　昨日18日は、咲さき達、附ふ属ぞく高校新体操部の六人が、香[image: 蓮]の部屋にやって来ました。約束通りのお茶会です。

　あれほど熱望した戦いより、ピトフーイ抹まつ殺さつ作戦に協力することを選んでくれたボス達ですから、しっかりと感謝して労ねぎらわなければなりません。香[image: 蓮]は美優と二人で買い出しに出て、呆あきれるほど大量のお菓か子しを買っておきました。

　４月20日は香[image: 蓮]の二十歳はたちの誕たん生じよう日びです。前に話したことを、咲達が覚えていてくれたようで、

「ちょっと早いですけど、お誕生日おめでとうございます！　香[image: 蓮]さん！」

　彼女達は、香[image: 蓮]へのプレゼントを用意していました。お小こ遣づかいを出し合って買ってくれたのは、

「絶対に似合いますよー！」

　細い鎖くさりに小さな飾りが付いたネックレス。

　自分では買いそうにない、でもずっと〝こんな可愛かわいらしいのつけたいな〟と思っていたアイテム。

「ああっ！　ありがとう……」

　目を潤うるませた香[image: 蓮]は、何度か失敗してから、装着しました。新体操部の六人から、歓かん声せいが上がりました。

「いいねー！　じゃあ私からはこれだ！」

　美優からは、北海道でしか買えないカップ焼きそばを、超大量にもらいました。




　そして19日。

　香[image: 蓮]と美優を後部座席左右に乗せたＳＵＶが、豪ごう志しの運転で、ゆっくりと走り出しました。丁てい寧ねいな安全運転で、日曜日の都内を進みます。

「うっひゃ凄すごいね中も！　外の音がほとんど聞こえないよ静かー。革かわシートも柔やわらかすぎず硬かたすぎず！　コレが教習車だったらいいのになあ！」

　美優は車内の豪ごう華かさに目を奪うばわれてはしゃいでいましたが、香[image: 蓮]は、運転席へと質問。

「豪志さん。わたし達はどこに行くんですか？」

　美優もすぐに、

「そうよ！　それ重要！　うら若き乙女おとめ二人をかっ攫さらおうっていっても、そうはいかないからね！　港に連れて行って船に乗せて、外国に売ろうってハラでしょ！　私が夜に実家に電話を入れないと、警察がすっ飛んでくる手配はしてあるからね！」

　怒おこっているんだか楽しんでいるのか、またはその両方のような口調で言いました。実家に云うん々ぬんを香か[image: 蓮]れんは初めて知りましたが、美み優ゆならやりかねません。彼女がうっかり忘れないように、香[image: 蓮]は覚えておくことにしました。

　豪ごう志しが答えます。

「いえ、ご心配なく。今日、ご乗船の予定はありません」

「ご心配なくじゃ分からんっしょ！　二人ともまだ未成年なんだからね！　コヒーは明日二十歳はたちだけどさ！」

「おや……。知りませんでした。それは、おめでとうございます」

「だしょ？　何かプレゼントはないのか？」

　美優が言うと、信号で車が止まったので、豪志は振ふり向きました。

「僕ぼくからは何も用意できていませんが、多分社長からは」

「ほう……。その〝社長さん〟ってのが、ピトさんのリアル？」

　美優が聞いて、そうです、と肯こう定ていする豪志です。

「謎なぞは全すべて解けたね！　で、どんな人なの？」

「それは、本人が自分の口で説明したいと言っていますので、僕からは何も」

　信号が青になって、再び車は走り出しました。

　本当に丁てい寧ねいな運転で、大通りから首都高速の入り口へと入りました。

　坂を登って首都高速に入ろうとすると、そこは大だい渋じゆう滞たいでした。車は列に加わりましたが、歩く速度のようなノロノロ運転を強しいられました。

　豪志は自動追従運転に切り替かえて、ハンドルとアクセルから手足を離はなしました。あとはもう、車が勝手に走ってくれます。

「東京はコレだから！　豪志さん、予定は大だい丈じよう夫ぶ？」

　後部座席から美優が聞いて、

「時間の余よ裕ゆうは取っていますので、大丈夫だと思います」

「そっ！　──じゃ、私達はなんかくっちゃべってるかー！　それとも、豪志さんから何かある？」

　美優が話を振って、

「そうですね──」

　豪志は答えました。

「では、僕とピトのリアルの、なれそめでも」

「うほっ！　なにそれ聞きたい！」

　目を輝かがやかせた美優と、

「え……」

　目を丸くした香か[image: 蓮]れんです。

「いいんですか……？」

　なぜそんなことを突とつ然ぜん言い出すのか、香[image: 蓮]が理解に苦しんでいると、

「実は……、ピトのリアルから、〝言うように〟って言われているんです。あとで説明するより楽だろうし、運転中どうせヒマだろうからと。──そうでなかったら、多分僕ぼくは一生隠かくしていましたよ」

　豪ごう志しの方から答えを教えてくれました。

「なーるほど」「なるほど……」

　声を合わせた二人に向けて、

「ただ……、生々しい話になるので、ひょっとしたら聞いているうちにご気分が悪くなるかもしれません」

　豪志はそんな注意事項を告げました。

「この歳としにして人生の酸すいも甘あまいも嚙かみ分けた私はいっこうに構わんが、コヒーはどうする？」

「聞く」

　香[image: 蓮]は即そく答とうしました。

「いいのかい？　今夜眠ねむれなくなるかもしれないぜ？」

「乗りかかった船だし。それに──」

「それに？」

「ピトさんは、聞いてほしいからそう言ってきたんじゃないかって、思うし」

「ふむ……」

　美み優ゆは珍めずらしく真面目まじめな顔を作ると、

「じゃ、よろしく豪志さん」

　本ほん革かわ張ばりの運転席のシート、その肩かたの部分をポンと叩たたきました。

「分かりました。では、まずはコレをご覧ください」

　豪志がそう言いながら後ろ手に渡わたしてきたのは、彼のスマートフォンでした。

　香[image: 蓮]が受け取ると、画面には写真が出ていて、それは、

「んん？」「……？」

　一人の、太った青年の姿でした。

　集合写真から切り取ったようで、左右には別の誰だれかの半身が写っています。後ろに写っているのがキャンパスに見えるので、大学の集合写真なのでしょう。

　その青年は、なんともだらんと肥えて、顔もお腹なかもどっぷりとしています。締しまりのない顔はまだ幼く見えますが、体型のおかげでとても老けても見えました。

　無む駄だに長い髪かみや薄うす汚よごれたトレーナーにだぼっとしたジーンズという服装も実に野暮ったく、一言で言えば、

「うん、こりゃモテないわ」

　美み優ゆがバッサリと切った通りでした。

「で、この人どなた？　まさかひょっとして見合い写真。残念だけど、私はコイツとは結婚できないなー。コヒーはどうする？」

　素すっ頓とん狂きような予想を立てた美優です。

　香か[image: 蓮]れんは〝見合い写真〟はないにせよ、果たしてコレが誰だれであり、なぜ豪ごう志しがこんな写真をわざわざ見せるのかと考えて、

「まさか……」

　もう一度、スマートフォンの画面をじっくりと見ました。指で拡大して、男の顔を大きくしました。

　集合写真から切り取られているので、拡大するとすぐに画像は粗あらくなりました。目の輪りん郭かくなどはよく分からないのですが、それでも香[image: 蓮]は、

「これ、ひょっとして、豪志さん……？」

　思ったことを訊たずねました。

「えー、まっさかー！」

　右からの美優の声に、

「ええ、そうです」

　前からの豪志の声が被かぶりました。

「ぶひっ！」

「僕ぼくです。ピトと知り合った頃ころの」

「うぞー？」

　不思議な声で驚おどろき続ける美優が、香[image: 蓮]の手からスマートフォンをひったくって、しげしげと眺ながめて、

「改めてよく見ると、なかなかいい顔してるね。瘦やせるとイケるよコイツ！　そうなったら、結婚してあげてもいいかもなー！」

　いけしゃあしゃあと言えるのが、美優の美優たる所以ゆえんです。香[image: 蓮]は苦笑いし、豪志は楽しそうに笑いました。

　香[image: 蓮]は美優から返されたスマートフォンをもう一度見て、それから前の席へと戻もどしました。

　受け取った豪志は、自分でもそれをちらりと見てから、画面を消して懐ふところに戻しました。車はまだ自動運転を続けていますが、運転手の携けい帯たい電話の注視は違い法ほうです。

「僕は、物心ついた頃からずっと太っていて、自分が人並みの体格に瘦せるなんてことが想像できずにいました。写真に撮とられることも嫌きらいで、これは、多分当時唯ゆい一いつの写真です」

　豪志が、淡たん々たんと語り始めました。

　香か[image: 蓮]れんは黙だまって聞いていようと思いましたが──、それでは豪ごう志しが喋しやべりにくいかなとも思いました。一応運転中なので、前を向いていないといけませんし。

　しかし、なんと言って相あい槌づちを打てばいいのか分からないでいると、

「人に過去アリだねー。それでそれで？」

　美み優ゆが助けてくれました。

　いてくれて本当によかった……。

　香[image: 蓮]は思いながら、黙って豪志の話を聞くのです。

「僕ぼくは、ずっと自分に自信が持てずにいました。何もかもバラ色に見えないまま人生を続けていた僕は、ある日、一人の女性と出会いました」

「ひゃー！」

　美優の黄色い歓かん声せいが聞こえました。話が一気にロマンチックになりました。

「僕は、その女性のストーカーになりました」

「ひゃ？」

　美優の不思議な声が聞こえました。話が一気に犯罪チックになりました。

　なりましたが──、

　まあ、あの二人のことだし。

　香[image: 蓮]は、まったく動じていない自分に驚おどろきました。ＧＧＯで、そしてあの二人につきあって、心の中がだいぶ鍛きたえられた気がしました。

「情けなくも無ぶ様ざまな話として聞いてください。──大学生だった僕は、就職活動が上手うまくいかず、心を紙ヤスリで削けずられるような毎日を送っていました」

「でも瘦やせなかった？」

「ストレスで食べてしまったので……」

「じゃあどうやって瘦せて──、いいや、話を続けて」

「はい。そんなある日の夕方、帰宅中の僕はあまりにお腹なかが空すいて──、でも他に店がなかったので、普ふ段だんなら絶対に入らないであろうオシャレな喫きつ茶さ店てんに入りました。そして、水を運んできてくれた一人のウェイトレスさんを見て、脳天に４５口径をぶち込まれたような気分になりました」

　淡たん々たんと話す口調の中に、少しの嬉うれしさが滲にじんでいるのを、耳のいい香[image: 蓮]は聞き逃のがしませんでした。

　美優が聞きます。

「それが──、ピトさん、のリアル？」

「はい。まるで女神のような女性でした。今まで生きてきた中で、こんなにも美しい女性を見たことがありませんでした」

「ちょいと、後ろ振ふり向いてみ？」

「お二人はとても素敵ですが、ピトのリアルには勝てません。少なくとも僕ぼくの中では」

「侮ぶ辱じよく罪ざいで訴うつたえてやる！　──じゃ、続きをドーゾ」

「彼女と店長との会話で知ったのですが、彼女はそこで毎日働きつつ、夢に向かって頑がん張ばっていました。経営学を学べる夜学に通い、猛もう勉強をしていたのです」

「ふーん。で、ストーカーってのはなんね？　店に通い詰つめるだけじゃただの〝いいお客さん〟だよ？」

「はい。僕は彼女の美しさに囚とらわれてしまい──」

「告った？」

「いえ、後をつけました」

「おまわりさん、コイツだ」

「本当に、当時の僕はどうかしていました……。逮たい捕ほされてもおかしくなかったと思います。ほとんど毎日、カフェ帰りの彼女の後をつけて、学校やアパートまで、適度な距きよ離りを置いて付いていったのです」

「バレないもんかね？　東京じゃバレないのかえ？」

「バレないように、とても気を遣つかいました。ずっとつけているとさすがに目立つと思って、彼女の歩くルートを覚え、どのタイミングで別の路地に入って、またそこから出てくれば自然にまた後ろに付くことができるか、徹てつ底てい的てきに研究しました。頭の中で地図を完かん璧ぺきに覚えることが、いつの間にかできるようになっていました」

「うわキモ！」

「本当に、気持ちの悪いことをしていました」

　会話を聞きながら、

　なるほどそれで、あんなに地理感覚が優すぐれていたのか……。

　香か[image: 蓮]れんは、エムに関する謎なぞが一つ解けました。

「でも、そんな日々が終わるときが来ました……」

　豪志が切なそうに言って、美み優ゆは心配そうに訊たずねます。

「その話……、未成年が聞いても大だい丈じよう夫ぶ？　コヒーはまだ、十九歳さいなんだよ？」

「美優の誕生日、ずっと先でしょう！」

　さすがの香[image: 蓮]も、突つっ込まずにはいられませんでした。

「まあ気にすんなって。じゃ、豪志さん、続けて」

「はい。ある日の夕方のことです。僕が彼女の後をつけて、美しい後ろ姿を、そしてその隣となりに自分が並ぶ妄もう想そうを心の底から楽しんでいると──」

「キモ！　で？」

「一人の男が、彼女の後をつけていることに気付いたのです」

「は？　鏡でも見たの？」

「いえ。明らかに別の男で、そいつはカフェに何度か客として来ていた男でした。スーツ姿の、イケメンサラリーマンでした」

「で？」

「僕ぼくは今まで通りに何度もルートを変えて、その度に後ろに付いたのですが、やはり間ま違ちがいありません。彼は、いえ、〝彼も〟ストーカーだったのです」

「で？」

　美み優ゆの相あい槌づちが、必要最小限になっていました。香か[image: 蓮]れんも同じ気持ちで、次の豪ごう志しの言葉を待ちました。

「そして、彼女の帰路の中で一番人ひと気けの少ない自然公園の脇わきにさしかかったときのこと──、そのサラリーマンが、彼女を後ろから羽交い締じめにして口をふさぎ、公園へと連れ込みました。僕は一いつ瞬しゆん呆あつ気けにとられましたが、その次の瞬間、猛もう烈れつな殺意がわき上がって、彼女が消えた方へと突とつ進しんしたことまでは、よく覚えています」

「ど、どうなったん？」

「次に気付いたときは、公園の上で寝ねっ転がって、彼女に介かい抱ほうされていました」

「おおう！」

「美しい顔がすぐ近くにあって、『大だい丈じよう夫ぶですか？』と優しい声をかけられて……、僕は死んだのだと思いました。天国に来たのだと。でも、違ちがいました。彼女の話では、僕が突然奇声を上げて飛びかかってきて、サラリーマンと格かく闘とう──、ですらない子供のケンカのような状態になり、最後は勝手に倒たおれた僕にサラリーマンが一度蹴けりを入れてから、逃にげていったそうです。僕は体のあちこちが痛かったのですが、特別大きな怪け我がもなく、なんとか助かりました」

「いいねえ！　いや、よくない！　──その後は？」

「彼女は言いました。『あなたは、割とよく店に来てくれる方ですよね？　部屋がすぐ近くだから一いつ緒しよに来てください。怪我の手当てをしましょう』、と」

「ちょっ！　で？」

「僕に、もうまともな思考能力はなく、〝コレは夢なんだ〟と思いながらついていきました。綺き麗れいに整せい理り整せい頓とんされた彼女の部屋に上がって、いい匂においをかいで、もう死んでもいいと思いました」

「ロマンチックだねえ。それで知り合った二人って……」

　美優が、うっとりした口調で言いましたが、

「それからは悪夢のようでした」

　豪志は、先ほどまでと変わらない淡たん々たんとした口調で言いました。

「気がついたら僕は、手足を縛しばられていました。記き憶おくが曖あい昧まいなので、どうやってどうなったかまでは覚えていません。もう、昔見た映画のような記憶なのです」

「…………」「…………」

「それから僕ぼくは、彼女に散々なじられ、罵ののしられ、そして殴なぐられました。『このストーカー野や郎ろう！』とか、『ずっと分かっていたんだよ！』とか、『あのリーマン共々死ねばよかったのに！』とか」

「…………」「…………」

「彼女がお淑しとやかな天使ではなく、心の内に猛もう烈れつな暴力・破は壊かい衝しよう動どうを秘ひめている恐おそろしい魔ま王おうだと知ったのです。僕は何もできずに、ダラダラと泣なきながら、朝まで過ごしました。やっと解放されたとき、『今夜のことを警察に言ったら、お前のストーキングを全すべてバラす』と脅おどされて、恥はずかしい写真も撮とられました」

「…………」「…………」

「それから僕は、彼女の〝恋こい人びと〟とされました。呼び出されたら、どんなに忙いそがしくても必ず行かなければなりませんでした。就職活動もできず、大学にもマトモに通えなくなりました。そして僕は、そんな日々を素晴らしいと思うようになりました。美しい女性のそばにいて、彼女の役に立てるのなら、男おとこ冥みよう利りに尽つきるというものです」

「ちょっとそれ、映画化まだ？　なんなら私が監かん督とくを」

　どんなときでもボケられる美み優ゆのたくましさに感動しつつも、

　ああ、ピトさんとエムさんはこうして生まれたのか。なるほど、〝マップ〟のＭではなかったのか。

　香[image: 蓮]は、謎なぞが全て解けた名めい探たん偵ていの顔をしていました。

「しっかし、愛だねー！」

　美優が楽しそうに言いました。

「愛ですね。少なくとも僕と彼女の間に、愛はあったんです。そして今も」

「うひゃー。じゃ、豪志さんがそんなに瘦やせたのも、彼女のため？」

「いえ、別に何もしなかったんですが……、〝魔王の手下〟として頑がん張ばって働いているうちに。呼び出されたら走っていきましたし、朝まで食事抜ぬきでつきあわされましたし。ある程度瘦せてからは、彼女と一いつ緒しよに町を歩いていても恥はじをかかせないようにと、身だしなみに気を遣つかうようになりました」

「『下げ僕ぼくになるだけダイエット』って本を書こうぜ！　売れるよ！」

「それは、いつか。──こうして僕と彼女は、歪いびつながらも幸せに暮らしていたのです。彼女は着実に自分の夢を叶かなえていき、僕はそれを応おう援えんしていました。とても順調な日々でした。３年と少し前の、あの日までは」

　香[image: 蓮]が、久しぶりに口を出します。

「２０２２年11月６日──」

「はい」

　美優が香[image: 蓮]に顔を寄せてきました。

「んー、それ、なんの日だっけ？」

　香か[image: 蓮]れんは答えるのです。

「ソードアート・オンラインの、正式サービス開始日」

「それだ！」

　事情を説明するために、ピトフーイがＳＡＯのベータテスターだったことは、そしてそれ以後のことも、美み優ゆは知っています。

「なるほどねえ……。大変によく分かったよ……。いやあ、実に興味深い話であった……」

　言いながら何度も頷うなずいている美優の脇わきで、香[image: 蓮]は豪ごう志しに問いかけます。

「ピトさんは、そのへんも全すべて聞いてほしいと願ったんですか？　豪志さんの判断ではなく？」

「彼女の希望です。『レンちゃんには隠かくし事はナシ！』と言われました」

「そうですか……」

　大きなジャンクションを通り過ぎると首都高の渋じゆう滞たいは解消されて、車はスムーズに流れ始めました。豪志は再びハンドルを握にぎると、快調に高級ＳＵＶを走らせます。高いビルの群れが、窓まどの外を流れていきました。




　少しの静せい寂じやくで、

「悪い寝ねるねー」

　美優がスコンと寝てしまったので、香[image: 蓮]は静かに窓の外を見ていました。

　車は首都高を下りて、空すいている一いつ般ぱん道どうを走ります。

　香[image: 蓮]はその景色を見ながら、ずっと何かを考えていて──、

「…………」

　豪志はその香[image: 蓮]の横顔を、時々ルームミラーで見ていました。




「もうすぐ到とう着ちやくします。美優さんを起こしてください」

　豪志の声で、香[image: 蓮]は美優をつつきました。

　時間は13時57分。渋滞があったとはいえ、１時間近く走ったことになりますが、

「うー、ここどこ？　大阪？　京都？」

「いえ、まだ二十三区内です」

　美優に答える豪志の言う通り、ビルに囲まれた大都会のど真ん中でした。

「コレだから東京は！　道内なら１分１キロ計算だぜ！」

　人通りの多い繁はん華か街がいの道を、タクシーなどに混じって車は進み、

「もうすぐです。今、右の前に見える建物」

　豪志の声で二人が顔を寄せると、フロントガラス越ごしに見えたのは、学校の体育館ほどの大きさで、黒くて四角い、そして窓がほとんどない不思議な建物。

　美優が、

「あんな建物は二つに一つだね。謎なぞの組織のアジトか、またはライブハウスか」

「正解。美み優ゆさん、いいセンスをしています」

「やり！　──アジト？」

「いえ、ライブハウスの方です」

「だー、本当なら今日は神かん崎ざきエルザのミニライブに行くはずだったんだけどよ！」

　美優が車内でジタバタと暴れました。

　神崎エルザのミニライブは今日であり、都内某ぼう所しよであり、そしてその数少ないチケットは、抽ちゆう選せんで外はずれて、またも取れなかったのです。

　今回は名前を完全にチェックする携けい帯たい端たん末まつチケットなので、いくらお金があっても、オークションで買うわけにもいきません。

「ならばよかったですね」

　豪ごう志しが、ライブハウスの裏の駐ちゆう車しや場じように車を入れながら言いました。

「ここがその、神崎エルザのライブ会場ですよ」

「はあ？」

　美優の驚おどろき声と、

「豪志さん、まさか……」

　香か[image: 蓮]れんの質問が被かぶって──、

　豪志は香[image: 蓮]の方に答えました。

「ええ、そうです。ピトはこのライブハウスのオーナーです。神崎エルザにいち早く目をつけ、ここで歌わせて有名にした立役者なのです」




「もう間もなく、２時から始まります。従業員に案内させますので、そのまま招待席でライブを見学してください。時間がないので、社長との面会は、ライブ後にということにします」

　豪志がそう言って、車に近づいてきたスーツの男に、二人を案内するように命じました。

　男は粛しゆく々しゆくと、関係者入り口から二人を入場させて、ゲストであることを証明するための、服に貼はるシールを渡わたしてくれました。

　言われるがままに座ったのは、ライブハウス二階の、中央最前列。座っているだけでステージが丸見えの場所。まさに、一番いい特等席でした。

　千人近い観客を見下ろしながら、そしてあからさまに業界の人っぽい紳しん士し淑しゆく女じよに挟はさまれて座って、ずっと呆ぼう然ぜんとしていた美優は、

「ああ……、借りは返してもらったよ……」

　香[image: 蓮]にそう呟つぶやきました。

　香[image: 蓮]が黙だまって微笑ほほえんだとき、会場の照明が落とされました。




　夢にまで見たライブは──、

　夢のような時間でした。

　小こ柄がらで清せい楚そな、黒くろ髪かみ美女の神かん崎ざきエルザは、写真や映像で見るよりもずっとずっと美しく、儚はかなげで──、

　その歌声は、音楽プレイヤーよりも遥はるかに心地よく響ひびきました。




　　　　　　　　　　＊　　　　　＊　　　　　＊




　ライブが終わり客が帰り始めたとき、豪ごう志しが二人の席に来て、

「もうしばらく、ここでお待ちください。お客さんが減ったら、楽屋にご案内します。社長はそこでお会いしたいと。神崎エルザにも紹しよう介かいすると言っています」

　そう耳打ちしていきました。

　イスにぐでっと座りながら、美み優ゆは、

「コヒーよ……、あたしゃもう死んでもいいわ……」

　目を潤うるませて言いました。

　香か[image: 蓮]れんは、険けわしい顔で答えます。

「わたしも──、と言いたいけれど、重要なミッションが残ってるから、そうもいかない」

「おう、そうだな……。神崎エルザに会って愛を伝えるまでは、確かに死ねないな……」

「そっち？」

「他に？」

「あはは」

　香[image: 蓮]は微笑ほほえみながらも──、

　鋭い目つきをステージに送りました。

　楽器の片付けが始まっているステージには、先ほどまで歌っていた女性の残像が残っていました。




　客がはけて、関係者席に座っていた人達はロビーに去っていきました。

　豪志が二人だけに、

「彼かれ等らはロビーで〝中打ち〟──中打ち上げに参加しますが、僕ぼく達は彼等を待たせて直接楽屋に行きます」

　そう伝えてから、自分に付いてくるように促うながしました。

「い、行くか……。緊きん張ちようする、なよ……？」

　香[image: 蓮]が今まで見たこともない顔をしながら、美優は言いました。

　二人は豪志の後ろを付いていき、そして一階脇わきから『関係者以外立ち入り禁止！』のエリアへ。しっかりと目を光らせる怖こわい人がいて、豪ごう志しを見て顔パスでした。

「さすが社長の……」

　美み優ゆが呟つぶやきました。その先が〝彼氏〟なのか〝下げ僕ぼく〟なのかは不明ですが、確かに豪志はかなりの人物のようです。

　永遠に続くと思われた通路を10秒ほど進み、

「ここです」

『神かん崎ざきエルザ様』と札が貼はられた楽屋の前に、三人は立ちました。

　心の準備を問う余よ裕ゆうもなく、豪志は遠えん慮りよなくノック。

「どうぞ！」

　中から聞こえたのは、とても快活な、そして野太い女性の声でした。

　豪志がドアを開けて、香か[image: 蓮]れん達に入るように勧すすめて──、

「失礼します」

　香[image: 蓮]は小さく頭を下げてから、中に入りました。

　そして、見ました。

　八畳じようほどの楽屋には、二人の女性しかいませんでした。

　目の前４メートルほどの位置で、アンコールのときのスカートとＴシャツというラフな姿で座っている、神崎エルザ。

　その脇わきに立つ、一人の女性。

　年ねん齢れいは、三十代半ばから四十手前。身長は１７０センチほどと、香[image: 蓮]には負けますがかなりの長身であり、胸むねは大きく腰こしはくびれた、豊満な体つき。

　茶色に染めた長い髪かみを後ろでまとめ、しっかりと化け粧しようを決めて、目に眩まぶしいほど真っ赤なスーツスカート姿です。

　紹しよう介かいがなくても『女社長！』だと一いつ瞬しゆんで分かるほど、目立ち、そして強そうな女性。

　ドアをしっかりと閉めた豪志が、その女性を、二人へと紹介します。

「こちらが、当ライブハウス運営会社社長、佐さ藤とう麗れいです」

　麗という名前がそのまま形容詞になりそうな女性は、若じやつ干かん緊きん張ちよう気味な顔を向けて、

「初めまして！」

　よく通る声で、とてもエネルギッシュな挨あい拶さつを送ってきました。

「さあて、どっちがレンちゃんで、どっちがグレネードっ子？　待って！　当てるから言わないでっ！」

　そう言って顎あごに手を当てて悩なやみ始めた麗に、

「…………」「…………」

　香[image: 蓮]と美優は顔を見合わせて無言になって、

「うーん」

　美み優ゆは、唸うなる麗れいを見ていて、

「…………」

　香か[image: 蓮]れんは、先ほどから放置されている神かん崎ざきエルザへと顔を向けると、彼女の座るイスの前へと、二歩進みました。

　そして、

　パチ、パチ、パチパチパチパチパチパチパチパチパチパチ──。

　香[image: 蓮]は、自分を見上げる小さな女性に、拍はく手しゆを送り始めました。

「…………」

　怪け訝げんそうな、そして恐きよう怖ふすら感じていそうな神崎エルザを真まっ直すぐ見下ろしながら、

　パチパチパチパチパチパチパチパチ──。

　熱ねつ狂きよう的てきな拍手を繰くり返します。

　美優が、豪ごう志しが、そして麗が、心底不安そうな顔で自分を見つめる中で、

「とても素晴らしい歌声でしたっ！　ずっと、拍手がしたかったんですっ！」

　パチパチパチパチパチパチパチ──。

　拍手を続けながら、香[image: 蓮]はほとんど叫さけび声を上げました。

「あ……、あの……」

　身長１８３センチの大女に気け圧おされて、神崎エルザが小さな体を引きますが、すぐにテーブルに阻はばまれてしまいました。

　まだ拍手は続いていますが、その音に混じって、美優の声。

「あ、あのう……、すみませんね私の相棒、テンパると何を優先していいか分からなくなっちゃってね……」

　そして手を動かし続ける香[image: 蓮]の脇わきに来て、

「ほらほら、コヒー、それはあと！　順番違ちがうってば！　まずは女社長ピトさんに挨あい拶さつでしょ！」

　その腕うでを引っ張ろうとしました。

　部屋に響ひびいていた拍手がピタッと止やんで、楽屋が急に静かになって、

「素晴らしい、本当に素晴らしい──」

　香[image: 蓮]の声が、その静せい寂じやくを打ち破るのです。

「素晴らしい〝魔ま王おう〟でした！」




　またも静まりかえった楽屋の静寂を、

「ぶっ！」

　女性の噴ふき出す声、そして、

「ぶはははあははははははははははははははははっ！」

　高笑いがぶちこわしました。

「ぶはははあははははははははっ！　──ひーっ、あははあははははははは！」

　小さな体にどこにそんな力があるのかと思えるほどの大きさで、神かん崎ざきエルザは笑い続けました。イスの上でお腹なかを抱えて身をよじって、瞳ひとみには涙なみだを浮うかべて。

「え？」

　理解できずに固まった美み優ゆは、豪ごう志しと麗れいに顔を向け、

「てへっ？」

　舌を出して肩かたをすくめた麗と、

「…………」

　無言で天井を見上げた豪志を見ました。

　そして理解しました。

「えーっ！」

　この、馬ば鹿か笑いをしている神崎エルザが、ピトフーイなのだと。




「ぶははははははっ！　ひーっ！　あははあはは！」

　足をバタバタさせながら、食べてはいけないキノコでも食べたかのように、エルザは笑い続けました。他に人がいたら、救急車でも呼ばれそうな勢いでした。

　それがたっぷり20秒は続いて、

「あははははははっ！　ふう……」

　ようやく静かに収まって、

「理由！」

　座ったまま、エルザはビシッと問いかけてきました。

　目の前に立つ、自身より30センチは背の高い女に。つまり香か[image: 蓮]れんに。

「ずっと前から、そしてここに来る途と中ちゆうにも、不思議に思ってたことがあって」

　香[image: 蓮]は答えました。

「ほう？　どんな？」

「まずは、今日覚えた違い和わ感かんだけど──」

「うん」

「どうして豪志さんは、あんなにも遠回りをしたのかな、って」

「うん？」

　エルザが首を傾かしげて、

「どういうこと？」

「わたしの住んでいるマンションから、ここまで、小一時間かかった。渋じゆう滞たいしていたのもあるけど、ギリギリだった。ちょうど、席に案内されたらライブが開演するくらい」

「間に合ってよかったねえ！」

「うん。でもそれが、わざとに思えた」

「どうして？」

「豪ごう志しさん、高速道路を下りてから、いろいろな道を通った。同じ道は通らなかったけど、ずっと窓まどの外を見ていたわたしには分かった。何度も曲がって、わざと時間をかけて向かっているって。ＧＧＯで、地図を読めるようになったからできたこと」

　香か[image: 蓮]れんの言葉に、美み優ゆがサッと豪志を見て、

「…………」

　豪志は無言で目をそらしました。

「マジかー」

　美優が呟つぶやいた後に、エルザは香[image: 蓮]に聞きます。

「へえ……。で、なんのためにギリギリ到とう着ちやくにしたと？」

「早めに着いて、ボロを出さないためじゃないかなって。開演まで時間があれば、わたし達が、隣となりに座る他の招待客と何か話をするかもしれない。あくまで可能性の問題だけど、それを一切させないために、ピッタリに到着させた。そして、ライブ後にこうして楽屋で会うということにして、麗れいさんを、ダミーとして紹しよう介かいさせた。ピトさん──、エルザさんは、それを見て楽しむために」

「ほう……。そんだけ？」

「もう一つ。こっちの方がずっとずっと大きな疑念が」

「言ってみ？」

「豪志さん、わたしの住所と氏名、そして風体を知っていた。絶対にあり得ないのに」

「らしいね。ＳＪ２に出てくれって、こっそり直じか談だん判ぱんしに行ったってね」

「どうしてそんなことが可能だったのか、ずいぶん悩なやんだ……。わたしは自分の本名も現住所も、身長のことも言ってない。ピトさんにも、ＧＧＯにいる誰だれにも。だから豪志さんにも知りようがないのにって、ずいぶん不思議だった。豪志さんは、聞いても答えてくれなかったし」

「ふむふむ。でもそれが、どうして理由になったのかな？」

「唯ゆい一いつの可能性を、ようやく思い出したから。わたしが小こ比ひ類るい巻まき香[image: 蓮]で、あそこに住んでいて、そして長身がコンプレックスで、それをごまかすためにＧＧＯでチビアバターで遊んでいるってことを、手紙で教えた人がいるから」

「ほう？」

「それが貴女あなた──、神かん崎ざきエルザさん。わたしは貴女以外にファンレターを出したことがない。そして、貴女が読んでいなくても、同じ会社で働いている豪志さんなら、事前チェックするということで読める。貴女は、〝神崎エルザ所属事務所〟の社長さんなんだ！　麗さんがライブハウスではなく、所属事務所の社長って言えば、信じたかもしれない」

「あちゃー！　ちょいとツメが甘あまかったかなあ……」

　ぱしん、と自分の頭を叩たたいたエルザに、後ろから麗れいが一言。

「私も気合い入れて臨のぞんだんだけどなー！　残念！」

「ゴメンねー。この借りはそのうち、精神的に」

「ま、これからもここで歌ってくれれば何も言わないよっ、と。──じゃあ、後は若い人に任せて！」

　そう言うと麗は、ひらひらと手を振ふりながら、楽屋を出て行こうとして、

「あ、中打ち待たせてるから、なるべく早くね」

　最後はドアを閉めながら言いました。

　パタンとドアが閉まると、エルザが立ち上がりました。

「ま、最後の抵てい抗こうみたいなもんだったんだけど、あっさりとばれちゃーしょうがないってね」

　自分を見つめる香か[image: 蓮]れんに、真まっ直すぐ瞳ひとみを向けると、

「約束は果たしたよ、香[image: 蓮]」

　次の瞬しゆん間かん、香[image: 蓮]は体当たりをかましていました。小さなエルザの体に。

「ぐっ！」

　大きな体に押おされて、そして抱きしめられて、一瞬エルザの息が止まって、

「よかったああああああ！　死なないでよかったよおおおおおおお！」

　そして、香[image: 蓮]の涙なみだ声ごえを聞きました。

[image: ]

「あんたがぶっ殺してくれたからね！　ほら、苦しいから手を離はなしてよ。死んじゃう死んじゃう」

「ああ、ごめんなさい！」

　慌あわてて身を引いた香か[image: 蓮]れんに、エルザは一言。

「しゃがんでしゃがんで、顔が見えない」

「え？　はい……」

　香[image: 蓮]は片かた膝ひざをついて、涙に濡ぬれた顔の位置を下ろしました。

　その顔に、エルザは両手を寄せて、

「うん、リアルでも可愛かわいいよ！　気に入った！」

　そして、唇くちびるに唇を押おしつけてきました。

「むぐ？」

　香[image: 蓮]は、キスをされながら目を何度も瞬しばたたいて、２秒ほど経たってから顔を離したエルザに、

「むがああっ？」

　茹ゆで蛸だこのように真っ赤になった顔で抗こう議ぎの意思を表しましたが、

「いいじゃない減るものじゃないし。それに、ＳＪ２の中ちゆう継けい映像見たけど、あんたマガジンくれたあの男の頰ほおにあっさりとキスしたでしょ？　それよりはずっと健全だって！」

　カラカラと笑いながらエルザが言いました。

「あ、あの人は女です！　だ、だだだ、誰だれかさんを倒たおすために必要だった、マガジンのお礼です！」

「あらやっぱり？　腰こしの動きがフィメールだったのよね。周りのみんなはどうして気付かないのかしら？　じゃあ、女相手なら何もかもノーカンで、これくらいは全然いいでしょ？」

　そう言い終わるやいなや、もう一度香[image: 蓮]の唇にキス。

「なっ──」

　絶句した香[image: 蓮]の後ろから、豪ごう志しが、

「言い忘れましたが、そいつは男も女もホイホイ食ってしまう酷ひどいヤツです。うかつに近づかないように気をつけたほうがいいですよ」

「豪志さん、それ遅おそいわー。超遅いわー。私の親友は、もうお嫁よめに行けないわー」

　香[image: 蓮]は、

「ふひ……」

　もう片方の膝もがっくりと落として、熱病にかかったかのように、真っ赤な顔でふらついていました。

　そんな香[image: 蓮]にエルザは、清せい楚そそのものの顔を寄せながら、澄すんだ声で、耳元で歌うように呟つぶやくのです。

「ねえ香[image: 蓮]ちゃん──、今度、お部屋に遊びに行ってもいいかしら？　なんならお泊とまりでも」

「ダメです！」

　香か[image: 蓮]れんは赤面したまま叫さけびました。即そく答とうでした。

　そして、

「もう、ＧＧＯ以外では会いませーん！」







　某ぼう月某日。

　赤茶けた砂と岩の大地が、赤い空の下でどこまでも広がるＧＧＯのフィールド。

　大きな岩を背にして、二人のキャラクターが並んで座っていました。

　一人は、全身ピンク色に身を包んだ、どこからどう見てもチビ。膝ひざの上には、ピンクに塗ぬられたＰ９０。

　一人は、濃のう紺こんのつなぎに身を固めたサイボーグのような体つきの美女。右みぎ脇わきに、ドラムマガジンを装着したＫＴＲ─０９アサルト・ライフル。

「キスはしないよ！　したらハラスメント警告バリバリ出すし、撃うつからね！」

「しないしなーい。ＧＧＯ内でキスしてどうすんのさ？　ねえねえ、やっぱりリアルで会おうよー？」

「結構です！　次のライブの準備が忙いそがしいのに遊んでるって、豪ごう志しさん怒おこってたよ？」

「なにー、メールでもやりとりしてるのー？　なんならアイツあげるからー！」

「いらない！　相棒は大事にしろ！」

「もちろん大切にはしてるわよ。でもね、そうね、文学的表現をすると、〝それはそれ、これはこれ〟」

「はい、この話はコレでお終しまい！」

「ちぇ！　ま、いいかー。久々のＧＧＯでレンちゃんといられるだけで。やっぱりゲームは楽しいよねー」

「そうだよゲームってのは楽しむ場所！　命をかける場所じゃないの！」

「ゴメンゴメンって。もう、あんなバカなことはしないって約束するからさ。生きている限りは、他のことで楽しむからさ」

「ならいいけど！　にしても──」

「んー？」

「本当に、ピトさんの戦いっぷりって容よう赦しやないよね。勝つためにはなんでもやるって姿勢が、とことん貫つらぬかれていて」

「まーね。でも、まさか自分より上がいるとは思ってなかったわ」

「へえ、ピトさんにそこまで言わせるのって……、誰だれ？」

「えっ？」

　目を丸くして自分を見るピトフーイに、

「え？」

　レンは聞き返しました。

「………」

　ピトフーイが何か言おうとして悩なやんでいるとき、

　すずん！

　岩の向こうでくぐもった爆ばく発はつ音おんがして──、

「かかった！」「かかった！」

　二人はそれぞれの銃じゆうをひっつかむと、同時に飛び出しました。





（おわり）
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[image: 黒星紅白あとがき]



















次ページには、紙書籍版刊行時の『ソードアート・オンライン５＆６　ファントム・バレット』発売告知ページのイラストを収録しています。
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時雨しぐ沢さわ恵けい一いち

　　　　　　　　　あとがき！

この巻からは、〝あとがき〟はここに移りました。私が勝手に決めました。短く終わらせられるので流行りますよ？　真似したい同業者の方は時雨沢に５クレジットください。金持ちの予感。さて、次巻も頑張ります！

あしなが著者さん
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（この影に気をつけろ！）




イラスト／黒くろ星ぼし紅こう白はく

魔法少女と一緒に魔女と戦う夢を見たよ。

みんなもこんな40歳になればいい。







本書に対するご意見、ご感想をお寄せください。
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